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【全体編】１章 はじめに 
 

 

１章 はじめに 

１-１ 背景と目的 

１-１-１ 背 景 

本市では、多くの公共施設が高度経済成長期に整備されており、これらの施設が一斉に老朽化し、

大規模改修や建替えなどの更新時期を迎えつつあります。また、少子高齢化や人口減少の進展により、

利用者の減少やニーズの変化も想定され、限られた財源の中でどのように施設の更新を進めていくか

が大きな課題となっています。 

さらに、宮古市・田老町・新里村・川井村の合併に伴い、地域間で機能の重複やサービス水準の差

が生じており、市域全体で公共施設の配置とサービスの適正化を図る必要があります。 

また、2011(H23)年 3 月 11 日に発生した東日本大震災によって被災した公共施設についても、「宮

古市東日本大震災復興計画」並びに「宮古市東日本大震災地区復興まちづくり計画」に沿って本格的

な復旧が進められています。 

こうした状況の中、平成 26 年 3 月に本市が保有している全ての公共施設を対象として、建物の状

況や利用状況、運営状況、維持管理費等のコスト状況などの実態を調査し、施設用途別に実態と課題

を整理した「宮古市公共施設白書（以下、「白書」という。）」を作成しました。白書の作成を通して、

人口 1人当たりの公共施設の量に地域差が見られることや今後の改修・建替え時期に財源が不足する

ことなどの課題が明らかになりました。 

白書のデータを基に、平成 27 年 3 月に「宮古市公共施設再配置計画（基本計画）（以下、「基本計

画」という。）」を策定し、将来更新費用の削減目標や施設用途別の再配置の方向性、各施設の定量評

価に基づく今後の検討の方向性を定めました。 

また、国では、インフラの老朽化が急速に進展する中、「新しく造ること」から「賢く使うこと」

への重点化が課題であるとの認識のもと、平成 25年 11 月に「インフラ長寿命化基本計画」を策定し

ています。このような国の動きと歩調をあわせて公共施設等（インフラ含む）の総合的かつ計画的な

管理を推進するために、平成 26 年 4 月に総務省が地方公共団体に「公共施設等総合管理計画」の策

定を要請しており、公共施設等の実態を把握し、長期的な視点から計画的に更新・統廃合・長寿命化

などを行い、財政負担の軽減・平準化や公共施設等の最適な配置を実現する必要性を指摘しています。 

以上より、今後の財政状況や市民ニーズに見合った効率的かつ質の高い公共施設の提供に向けて、

白書で整理した実態と課題を踏まえ、真に必要な施設を選定し、複合化や集約化を図りながら今後

の市域全体の公共施設の再配置を効率的に進めていく必要があります。 

 

１-１-２ 目 的 

公共施設再配置計画（実施計画）（以下、「実施計画」という。）は、平成 26 年度に定めた基本計画

を具体的に推進していくために策定するものです。 

実施計画では、基本計画で定めた今後の検討の方向性（継続活用施設／見直し対象施設）を基に、

施設用途別の再配置の方向性や、地区・施設毎の特性や既存の関連計画などの定性的な事項を踏まえ

ながら、各施設の具体的な展開（統廃合、複合化、建替え、民間活用など）を検討・決定します。 

なお、公共施設再配置計画は、「公共施設等総合管理計画」のうち公共建築物分野に関する適正な

配置および計画的な管理の推進に資するものです。  
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市が保有している公共施設の⼀覧を整理するとともに、今後の公共施設のあり⽅に関する⽬
標と７つの基本⽅針を定めています。 

■公共施設再配置計画（基本⽅針） 

今後の財政負担可能額⾒込みを踏まえて、公共施設の将来更新費⽤の削減⽬標を定めます。
また、施設⽤途別の課題を踏まえ、施設⽤途別の再配置の⽅向性を定めます。 
さらに、⽩書で整理した各種データを使⽤して、各施設のサービスと建物の状況について定
量的な評価を⾏い、今後の検討の⽅向性として「継続活⽤施設」と「⾒直し対象施設」に分
類します。 

■公共施設再配置計画（基本計画） 

基本計画で分類した「継続活⽤施設」と「⾒直し対象施設」を基に、施設⽤途別の再配置
の⽅向性や地区や施設の特性、既存の関連計画などの定性的な事柄を踏まえ、各施設の具
体的な再配置の展開（統廃合、複合化、建替え、⺠間活⽤など）を検討・決定します。

■公共施設再配置計画（実施計画） 

１-２ 計画の位置付け 

公共施設再配置計画は、「宮古市総合計画」の行財政運営の効率化施策を推進するための市有公共

施設の適正配置に関する個別計画であり、その他の個別の関連計画とも整合を図りながら、各施設の

今後のあり方を示します。 

実施計画では、基本計画で定めた各施設の今後の検討の方向性や施設用途別の再配置の方向性を踏

まえつつ、地域特性や施設特性、市の政策との関係性などの定性的な事項を考慮して、各施設の具体

的な展開（統廃合、複合化、建替え、民間活用など）を定めます。 

 

図 １-１ 公共施設再配置計画の全体構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

各施設の平成 24 年度の実態を調査し、施設⽤途別に建物の状況や利⽤状況、運営状況、維
持管理費等のコスト状況などの詳細なデータと課題を整理しています。 

■公共施設⽩書 

今後の財政⼒に応じて施設の総量削減を図るとともに、利⽤者ニーズに応じた質の向上を図る。 

⽬ 標 

①「複合利⽤の推進」「統廃合の推進」「新設の抑制」の３原
則の下で公共施設の総量（延床⾯積）の削減を進めます。

 ④防災拠点の防災⼒を強化します。 
⑤まちづくりや公共交通に対する施策と連

携した再配置計画の策定を進めます。②今後も活⽤する建物については、耐震性の確保、バリアフ
リー化の推進、省エネ性の改善、計画的保全による⻑寿命
化等により、耐⽤年数を伸ばします。

 ⑥⺠間の活⽤や市⺠との協働により、効果
的・効率的なサービス提供に努めます。

③複合化や統廃合により⽣じた⼟地・建物の処分・有効活⽤
を進めます。 

 ⑦全庁的な視点により公共施設マネジメン
トを推進します。

基本⽅針 
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宮古市総合計画 

宮古市公共施設再配置計画 

基本計画 

実施計画 

個別の関連計画 
 
・被災公共施設再配置⽅針 
・まち・ひと・しごと創⽣総合戦略 
・公営住宅等⻑寿命化計画 
・⼩中学校適正配置全体計画 
・東⽇本⼤震災復興計画 

など 

 

図 １-２ 上位・関連計画との関係図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-３ 計画期間 

本計画の計画期間は、平成 28年度（2016 年度）から平成 67年度（2055 年度）の 40年間とします。

また、計画期間を第 1 期（10 年間）、第 2 期（10 年間）、第 3 期（20 年間）に分けて、今後の社会情

勢や財政状況の変化、実施計画の進捗状況を鑑み、適宜、見直しを図りながら推進していきます。 

 

 
 
 

 

図 １-３ 計画スケジュール 

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成38年度 平成48年度 平成67年度
(2012年度) (2013年度) (2014年度) (2015年度) (2016年度) (2026年度) (2036年度)  (2055年度)

基本⽅針
の策定

▲ ⽩書の
作成

▲ 基本計画
の策定

▲ 実施計画
の策定

▲ 第１期 ▲ 第２期 ▲ 第３期

 

 

  

整合 

平成 28 年度（2016 年度） 平成 67 年度（2055 年度） 
計画期間 
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１-４ 対象施設 

実施計画では、平成 27 年 1 月 1 日現在の市が保有または計画している 543 施設を対象とします。

庁舎や公民館等の公共建築物と普通財産の中の建築物（いわゆるハコモノ）を対象とし、道路や橋り

ょうなど都市基盤施設（インフラ）を除いています。 

 

図 １-４ 対象施設の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

宮古市の財産 公有財産 

物  品 

債  権 

基  金 

行政財産

普通財産

公共建築物 

・行政系施設   ・市民文化系施設 

・産業系施設   ・社会教育系施設 

・スポーツ・レクリエーション施設 

・学校教育系施設 ・保健･福祉施設

・児童福祉施設  ・子育て支援施設

・公営住宅     

・公園建屋（建物のみ）等 

都市基盤施設 

・道路、橋りょう 

・上下水道施設 

・情報通信基盤施設 

・公園・緑地（建物を除く） 等 

対象施設 
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表１-１  対象施設一覧 
※灰色網掛：白書作成後に新たに整備した施設（計画含む）、◇印：被災公共施設再配置方針に基づき、大規模改修や建替えにより復旧した

施設及び廃止した施設（予定含む）、○印：被災公共施設再配置方針に基づき、修繕により復旧した施設（予定含む） 

大分類 小分類

1 市役所本庁舎

2 市役所分庁舎

3 花輪出張所

4 重茂出張所

5 崎山出張所

6 市役所田老庁舎

7 市役所新里庁舎

8 市役所川井庁舎

9 小国出張所

10 門馬出張所

11 川内出張所

12 津軽石出張所

13 市役所本庁舎（中心市街地拠点施設）

1 防災会館

2 第1分団　屯所

3 第3分団　屯所（横町CS）

4 第4分団　屯所

5 第5分団　屯所（愛宕CS）

6 第8分団　屯所（大通CS）

7 第9分団　屯所

8 第10分団　屯所

9 第12分団　屯所（千徳CS）

10 第13分団　屯所（近内CS）

11 第14分団　屯所

12 第15分団　屯所（白浜CS）

13 第16分団　屯所

14 第16分団　器具置場（箱石）

15 第17分団　屯所

16 第17分団　器具置場（松山）

17 第18分団　屯所

18 第19分団　屯所（老木CS）

19 第19分団　器具置場（根城）

20 第21分団　屯所

21 第22分団　屯所（赤前CS）

22 第23分団

23 第25分団　屯所（千鶏CS）

24 第27分団　屯所

25 第29分団　器具置場（樫内）

26 第30分団　器具置場（和野）

27 第31分団　屯所

28 第31分団　器具置場（重津部）

29 第31分団　器具置場（青野滝）

30 第32分団　屯所

31 第32分団　器具置場（水沢）

32 第32分団　器具置場（摂待和野）

33 第32分団　器具置場（畑）

34 第33分団　屯所

35 第33分団　器具置場（青倉）

36 第33分団　器具置場（小田代）

37 第34分団　屯所（蟇目CS）

38 第35分団　屯所（茂市CS）

39 第36分団　屯所（腹帯CS）

40 第37分団　屯所（刈屋CS）

41 第38分団　屯所

42 第39分団　屯所（和井内CS）

43 第40分団　屯所(古田CS）

44 第40分団　屯所（川井）

45 第40分団　屯所（下川井）

施設分類
No. 施設名称

庁

舎

等

行

政

系

施

設

消

防

施

設

 

大分類 小分類

46 第41分団　屯所（箱石）

47 第41分団　屯所（鈴久名）

48 第42分団　屯所

49 第42分団　器具置場（夏屋）

50 第43分団　屯所（松草）

51 第43分団　屯所（区界）

52 第43分団　器具置場（平津戸）

53 第44分団　屯所（大仁田CS）

54 第44分団　屯所（末角CS）

55 第44分団　屯所（湯沢CS）

56 第45分団　屯所（向田CS）

57 第45分団　屯所（江繋）

58 第45分団　器具置場（尻石）

59 第2分団　屯所

60 第6分団　屯所

61 第7分団　屯所

62 第11分団　屯所（高浜CS）

63 第16分団　器具置場（女遊戸）

64 第20分団　屯所

65 第24分団　仮設屯所

66 第26分団　屯所

67 第28分団　屯所（田老自治会研修センター）

68 第29分団　屯所（田老CS）

69 第30分団　屯所（荒谷防災センター）

1 建設課車庫

2 建設課運転手詰所

3 建設課運転手詰所用トイレ

4 愛宕倉庫（旧愛宕小学校）

5 宮古市公害試験室

6 リサイクル小山田詰所

7 資源物保管庫

8 田老現場事務所

9 建設機械車庫

10 車両等集中管理事務所

11 広域総合交流促進施設イベント物品倉庫

12 除雪車両格納倉庫

市民文化

会館
1 市民文化会館

1 八木沢農村センター

2 根城農村センター

3 長沢農村センター

4 南川目農村センター

5 田鎖総合交流促進センター

6 大野折壁交流センター

7 重茂地区総合交流促進センター

8 養呂地地区生活改善センター

9 青野滝地区集会施設

10 水沢地区集会施設

11 摂待和野地区集会施設

12 神田地区集会施設

13 畑地区集会施設

14 和野地区集会施設

15 小堀内地区集会施設

16 樫内地区集会施設

17 青倉地区集会施設

18 基幹集落センター

19 刈屋地区生活改善センター

20 五番地区総合センター

そ

の

他

行

政

系

施

設

市

民

文

化

系

施

設

集

会

施

設

施設分類
No. 施設名称
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【全体編】１章 はじめに 
 

 

大分類 小分類

21 腹帯地区生活改善センター

22 北山地区総合センター

23 四番地区総合センター

24 下刈屋地区総合センター

25 太長根地区総合センター

26 中野地区総合センター

27 丹野地区総合センター

28 田代林業者センター

29 花原市林業者センター

30 大谷地林業者センター

31 箱石林業者センター

32 刈屋林業研修所

33 和井内林産会館

34 林業活力センター

35 黒森ふれあい館

36 西ヶ丘地区センター

37 松山地区センター

38 姉ヶ崎地区センター

39 佐原地区センター

40 八木沢地区センター

41 小山田地区センター

42 近内地区センター

43 末前神楽伝承館

44 新里福祉センター

45 花輪農村文化伝承館

46 和井内ふるさと会館

47 川井地域振興センター

48 箱石地域振興センター

49 川内地域振興センター

50 門馬地域振興センター

51 江繋地域振興センター

52 小国地域振興センター

53 鈴久名集会所

54 門馬集会所

55 田代集会所

56 区界集会所

57 大久保集会所

58 区界団地集会所

59 上湯沢集会所

60 土沢寺倉集会所

61 永田集会所

62 大畑集会所

63 尻石集会所

64 赤沢集会所

65 桐内集会所

66 繋集会所

67 去石集会所

68 松草集会所

69 平津戸集会所

70 川内集会所

71 夏屋集会所

72 蟹岡集会所

73 横沢集会所

74 岡村集会所

75 片巣集会所

76 上川井集会所

77 下川井集会所

78 袰岩集会所

79 関根集会所

80 北川目地区集会所

81 南川目地区集会所

82 佐羽根地区集会所

施設分類
No. 施設名称

 

大分類 小分類

83 田代地区集会所

84 白浜地区集会所

85 男女共生推進センター

86 金浜農漁村センター

87 漁村研修センター

88 高浜地区センター

89 堀内地区センター

90 乙部地区自治会研修センター

91 中心市街地拠点施設（（仮称）市民交流センター）

92 女遊戸地区集会施設

1 勤労青少年ホーム

2 田代ふれあい農園建物

3 魚市場

4 宮古職業訓練センター

5 青倉農産物販売施設

6 水沢地区直売所あずまや

7 和井内養魚場

8 新里牧野家畜保護施設看視舎

9 和井内牧野家畜保護施設看視舎

10 森林愛護訓練施設資材保管庫

11 国産材需要開発センター（薬師塗工芸館）

12 簡易農産物直売所

13 まいたけ研究開発センター

14 しそ塩蔵処理加工施設

1 宮古駅前総合観光案内所

2 田代地区野外活動センター

3 県道浄土ヶ浜線公衆便所

4 月山公衆便所

5 潮吹穴さわやかトイレ

6 潮里たろう情報発信基地（道の駅たろう内）

7
潮里たろう情報発信基地交流館

（道の駅たろう内）

8 グリーンピア三陸みやこ

9 三王園地トイレ

10 新里村総合案内施設

11 交流促進センター（湯ったり館）

12 ふれあいの森休憩所

13 ポエムの森研修センター

14 バンガロー村

15 区界高原

16 早池峰山荘

17 横沢冷泉静峰苑

18
宮古市岩手路区界中継基地

（道の駅区界高原内）

19
宮古市地域農産物等活用型総合交流

促進施設（道の駅やまびこ館内）

20 シートピアなあど

21 浄土ヶ浜レストハウス

22 藤の川海水浴場建物

23 姉吉キャンプ場施設

24 女遊戸さわやかトイレ

25 たろう潮里ステーション

26 真崎ビーチハウス

27 田老港さわやかトイレ

28 三王園地東屋

1 総合体育館

2 千徳地区体育館

3 松山グランド便所

4 神倉地区体育館

5 へいがわ老木公園スポーツ交流会館

6 白浜地区体育館

7 姉ヶ崎サン・スポーツランド

産

業

系

施

設

産

業

系

施

設

ス

ポ
ー

ツ

・

レ

ク

リ

エ
ー

シ

ョ
ン

施

設

観

光

施

設

ス

ポ
ー

ツ

施

設

施設分類
No. 施設名称
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【全体編】１章 はじめに 
 

 

大分類 小分類

8 野球場管理棟他

9 川井トレーニングセンター

10 門馬屋内ゲートボール場

11 小国屋内ゲートボール場

12 市営総合グランド建物

13 宮古運動公園野球場

14 田老野球場

15 宮古運動公園陸上競技場

1 市立図書館（本館）

2 市立図書館（田老分室）

3 市立図書館（新里分室）

4 市立図書館（川井分室）

1 寄生木展示室

2 黒森神楽展示室

3 田代埋蔵文化財収蔵室

4 小堀内収蔵室

5 埋蔵文化財収蔵室

6 西塔幸子記念館

7 北上山地民俗資料館

8 北上山地民俗資料館小国分館

9
崎山貝塚縄文の森公園複合施設及び埋蔵文化

財整理収蔵施設

10 津波遺構施設【たろう観光ホテル】

1 中央公民館

2 中央公民館分館

3 山口公民館

4 宮町公民館

5 磯鶏公民館

6 千徳公民館

7 花輪公民館

8 重茂公民館

9 崎山公民館

10 田老公民館

11 末前公民館

12 小田代公民館

13 畑公民館

14 新里公民館

15 新里生涯学習センター

16 刈屋公民館

17 和井内公民館

18 川井生涯学習センター

19 鍬ヶ崎公民館

20 津軽石公民館

1 宮古小学校

2 山口小学校

3 亀岳小学校

4 鍬ヶ崎小学校

5 磯鶏小学校

6 藤原小学校

7 高浜小学校

8 千徳小学校

9 花輪小学校

10 津軽石小学校

11 赤前小学校

12 重茂小学校

13 崎山小学校

14 田老第一小学校

15 田老第三小学校

16 茂市小学校

17 蟇目小学校

18 刈屋小学校

19 和井内小学校

学

校

教

育

系

施

設

小

学

校

施設分類

社

会

教

育

系
施

設

図

書

館

博

物

館

等

公

民

館

･

生

涯

学

習

セ

ン

タ
ー

No. 施設名称

 

大分類 小分類

20 川井小学校

21 川井西小学校

22 門馬小学校

23 江繋小学校

24 小国小学校

25 千鶏小学校

26 鵜磯小学校

1 第一中学校

2 第二中学校

3 河南中学校

4 宮古西中学校

5 花輪中学校

6 津軽石中学校

7 重茂中学校

8 崎山中学校

9 田老第一中学校

10 新里中学校

11 川井中学校

1 宮古市立学校重茂給食センター

2 宮古市立学校田老給食センター

3 宮古市立学校新里給食センター

4 宮古市立川井地区給食センター

1 田代地区介護予防拠点施設

2 金浜老人福祉センター

3 身体障害者福祉センター

4 総合福祉センター

5 千徳デイサービスセンター

6 近内介護予防拠点施設

7 長沢地区介護予防拠点施設

8 養護老人ﾎｰﾑ・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ（清寿荘）

9 重茂北地区介護予防拠点施設

10 老人憩の家小田代山荘

11 新里高齢者コミュニティセンター

12 老人憩の家安庭山荘

13 高齢者生活福祉センター

14 門馬デイサービスセンター

15 小国デイサービスセンター

1 田老保健センター

2 新里保健センター

3 川井保健センター

4 宮古保健センター

1 重茂診療所

2 摂待出張診療所

3 新里診療所

4 川井診療所

5 田老診療所

1 愛宕保育所

2 山口保育所

3 佐原保育所

4 磯鶏保育所

5 小山田保育所

6 千徳保育所

7 花輪保育所

8 崎山保育所

9 新里保育所

10 小国保育所

11 門馬保育所

12 津軽石保育所

13 田老保育所

1 田代児童館

2 高浜児童館

3 重茂児童館

児童

館

児

童

福

祉

施

設

保

育

所

No. 施設名称

中

学

校

給食

ｾﾝﾀｰ

保

健

・

福

祉

施

設

施設分類

福

祉

施

設

保健

施設

医療

施設
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【全体編】１章 はじめに 
 

 

大分類 小分類

4 川内児童館

1 宮古学童の家

2 山口学童の家

3 鍬ヶ崎学童の家

4 藤原学童の家

5 磯鶏学童の家

6 千徳学童の家

7 花輪学童の家

8 津軽石学童の家

9 赤前学童の家

10 崎山学童の家

11 宮古養護学童の家

12 田老学童の家

1 山口団地公営住宅

2 舘合公営住宅

3 中里団地公営住宅

4 日の出町団地公営住宅

5 佐原団地公営住宅

6 八木沢団地公営住宅

7 高浜公営住宅

8 西ヶ丘団地公営住宅

9 津軽石公営住宅

10 赤前公営住宅

11 新田平団地公営住宅

12 長内公営住宅

13 八坂団地公営住宅

14 松原団地公営住宅

15 日向団地公営住宅

16 蟇目団地公営住宅

17 桜木団地公営住宅

18 刈屋団地公営住宅

19 和美団地公営住宅

20 蟇目第２団地公営住

21 飛の沢団地公営住宅

22 刈屋日向団地公営住宅

23 飛の沢第2団地公営住宅

24 定住化促進住宅（ひかげ住宅）

25 区界団地住宅

26 川井団地住宅

27 江繋団地住宅

28 定住化促進住宅（かわい住宅）

29 和見町災害住宅

30 黒田町災害住宅

31 日の出町災害住宅

32 港町災害住宅

33 高浜災害住宅

34 金浜災害住宅

35 近内災害住宅

36 西ヶ丘災害住宅

37 赤前災害住宅

38 重茂災害住宅

39 崎山災害住宅

40 田老三王災害住宅

41 田老災害住宅

42 西町災害住宅　２号棟

43 西町災害住宅　１号棟

44 本町災害住宅

45 上村災害住宅

46 津軽石災害住宅

1 西公園便所

2 みどり公園建物

3 つつじが丘公園便所

施設分類
No. 施設名称

子

育

て

支

援

施

設

学

童

の

家

公

営

住

宅

公

営

住

宅

公園

建屋

公園

建屋

 

大分類 小分類

4 もみじが丘公園便所

5 南公園便所

6 いずみ公園便所

7 いちょう公園便所

8 ひばり公園便所

9 田の神公園便所

10 寄生木公園便所

11 舘合近隣公園便所

12 八幡公園便所

13 あゆみ公園便所

14 愛宕公園トイレ

15 わかば公園便所

16 鍬ヶ崎児童遊園便所

17 閉伊川河川公園(東屋)

18 みた公園便所

19 SＬ公園トイレ

20 わむら公園トイレ

21 八木沢公園トイレ

22 松原公園トイレ

23 磯の子公園トイレ

24 かんぱな公園便所

25 さくら公園トイレ

26 げんき公園便所

27 長町公園便所

28 つくし公園便所

29 板屋公園トイレ

30 のぞみ公園便所

31 にしがおか公園便所

32 なかよし公園便所

33 牛伏農村公園トイレ

34 堀内公園便所

35 津軽石漁村公園便所

36 白浜農村公園トイレ

37 荷竹農村公園トイレ

38 茂市農村公園物置

39 中川井地区農村公園トイレ

40 下村地区農村公園トイレ

41 区界地区農村公園トイレ

1 摂待駅前さわやかトイレ

2 茂市バス待合所

3 蟇目バスストップポケットパーク

4 刈屋永田地区バス待合所

5 刈屋中野地区バス待合所

6 蟇目大平地区バス待合所

7 刈屋丹野地区バス待合所

8 腹帯地区バス待合所

9 刈屋中里バス待合所

10 和井内清水地区バス待合所

11 蟇目駅ふれあいトイレ

12 腹帯駅ふれあいトイレ

13 和井内駅便所

14 川井地域バス車庫

15 川井バス待合所

16 箱石バス待合所

17 区界バス待合所

18 古田バス待合所

1 亀岳小学校教員住宅

2 副市長公舎

3 千鶏小学校教員住宅

4 重茂小学校教員住宅

5 重茂中学校教員住宅

6 田老診療所医師住宅

そ

の

他

職

員

住

宅

交

通

関

連

施

設

施設分類
施設名称No.
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【全体編】１章 はじめに 
 

 

【基本計画対象施設（543 施設）】 

白書作成時の 499 施設から、以下の増減を加え、543 施設

を将来更新費用算定対象施設とします。 

・白書作成後に解体及び解体が決定した施設を除きます。

（6 施設） 

・白書作成後に新たに整備した施設（計画含む）を含めま

す。（28 施設） 

・情報通信施設はインフラとして取り扱うため除きます。（1施

設） 

・消防施設は屯所と器具置場を同一施設として分団単位で

まとめていましたが、立地が離れているため、それぞれを

一つの施設として整理します。（46 施設→69 施設） 

【評価対象施設（478 施設）】 

実施計画対象543施設から、以下の施設を除き、478施設を

評価対象施設とします。 

・白書作成後に新たに整備した施設（計画含む）を除きま

す。（28 施設） 

・被災公共施設再配置方針に基づき、大規模な改修や建替

えにより復旧した施設及び廃止した施設（予定含む）を除き

ます。（37 施設） 

大分類 小分類

7 田老第一小学校教員住宅

8 田老第一中学校教員住宅

9 田老第三小学校教員住宅

10 茂市小学校教員住宅

11 刈屋小学校教員住宅

12 和井内小学校教員住宅

13 蟇目小学校教員住宅

14 新里診療所歯科医師住宅

15 新里診療所医師住宅

16 川井診療所医師住宅

17 川井小学校教員住宅

18 川井西小学校教員住宅

19 門馬小学校教員住宅

20 小国小学校教員住宅

21 江繋小学校教員住宅

22 川井中学校教員住宅

1 黒田町さわやかトイレ

2 臼木山生活環境保全林施設

3 みやこ斎苑

4 宮古市墓園管理棟

5 十二神山自然観察教育林施設

6 宿漁港公衆便所

7 川井火葬場

1 山口三・四丁目自治会貸付建物

2 元土地区画整理事業建物

3 元衛生処理場

4 月山アマチュア無線貸付建物

5 モルデック貸付建物

6 ユーエムアイ貸付建物

7 旧水沢分校

8 旧樫内分校

9 旧腹帯小学校

10 旧刈屋中学校

11 旧蟇目区民会館

12 旧茂市児童館

13 旧新里歯科診療所・歯科医師住宅

14 旧新里民俗資料館

15 旧新里中央公民館

16 旧農林産物生産施設

17 旧新里ふるさと物産センター

18 旧廻立公民館

19 元結いっこハウス

20 旧新里村役場書庫

21 旧箱石小学校校舎

22 旧門馬児童館

23 旧門馬診療所

24 旧小国診療所

25 旧小国出張所

26 一般住宅（旧公務員宿舎）

27 旧川井中学校教員住宅

28 旧江繋小学校教員住宅

29 工業用施設（川井）

30 工業用施設（田代）

31 旧消防屯所（6-1）

32 倉庫（旧第３分団第２部屯所）

33 旧村民バス車庫

34 旧繁殖センター

35 旧門馬牧野本部事務所

36 旧シチズン工場

37 板屋三丁目地区仮設工場施設

施設分類
No. 施設名称

そ

の

他

普

通

財

産

普

通

財

産
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【全体編】１章 はじめに 
 

 

 

１-５ 用語の定義 

公共施設再配置計画に係る用語の定義は次のとおりとします。 

 

表 １-２ 公共施設再配置計画に係る用語の定義 

No. ⽤語 定義
1 継続活⽤ 現状の場所で、現状の規模及び⾏政サービスを維持すること。
2 適正配置 施設数、位置、規模等の適正化を図ること。
3 統廃合 統合※1 及び廃⽌※2 のこと。（例：2 施設を統合すると、1 施設は廃⽌となる。）

※1 統合：同様の⾏政サービスを提供している複数の施設をまとめること。
※2 廃⽌：当該施設での⾏政サービスの提供を廃⽌すること。

4 複合化 １つの施設に、複数の⾏政サービス機能を持たせること。 
5 減床 施設の規模（床⾯積）を減らすこと。
6 転⽤ 廃⽌した施設や余裕スペース※3 を他の⽤途に変更して使⽤すること。 

※3 余裕スペース：施設利⽤度の低下等により、本来の⽤途として利⽤され
ていないスペース（⾯積）のこと。

7 移管 施設の管理・運営（経費負担を含む）を⺠間⼜は地域等に移すこと。
8 譲渡 施設を⺠間⼜は地域等へ譲り渡す（有償⼜は無償）こと。 
9 処分 廃⽌した施設（建物）の解体撤去、または施設（建物、⼟地）を売却、譲渡す

ること。
10 修繕 建物や設備の損傷・劣化箇所を修復して、⼀時的に機能を回復させること。
11 ⼤規模改修 経年劣化した建物の原状回復を図る⼯事や、建物の機能・性能を求められる⽔

準まで引き上げる⼯事を⾏うこと。
12 建替え 既存の建物を建替えること。
13 ⻑寿命化 計画的な保全（修繕や改修）を実施することにより、建物の構造的・機能的な

寿命を延ばすこと。
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【全体編】２章 公共施設の現状と課題 
 

 

２章 公共施設の現状と課題 

２-１ 人口動向 

２-１-１ 国立社会保障・人口問題研究所による将来推計人口 

・人口は 2010（H22）年に約５万９千人となっており、国立社会保障・人口問題研究所（以下「社

人研」という）の推計によると、2030（H42）年には４万４千人を切り、2010（Ｈ22）年よりも

約１万６千人（▲27％）減少すると予測しています。 

・地区により人口減少の傾向が異なり、新里地区や川井地区等の内陸部の方が、人口減少が進むと

見込まれます。 

・また、65歳以上の老年人口は、2010（H22）年から 2030（H42）年にかけて８百人減少しますが、

総人口に占める老年人口割合は 2010（H22）年の 31％から 41％に増加します。 

・2010 年（平成 22 年）から 2030 年（H42）にかけて生産年齢人口（15～64 歳）は 36％、年少人口

（15歳未満）は 44％減少します。 

 

図 ２-１ 宮古市の人口推移 

 
資料：2010 年以前は国勢調査、2015 年以降は『日本の地域別将来推計人口』（平成 25 年 3 月推計）（国立社会保障・人口

問題研究所） 

 

表 ２-1  宮古市の地区別将来人口の推移（2010 年（平成 22年）→2030 年（平成 42年）） 

  H22 H27 H32 H37 H42 H42/H22

宮古地区 49,145 45,648 42,744 39,685 36,596 74.5%

⽥⽼地区 4,302 3,924 3,609 3,293 2,999 69.7%

新⾥地区 3,073 2,741 2,464 2,204 1,943 63.2%

川井地区 2,910 2,556 2,259 1,965 1,703 58.5%

合計 59,430 54,869 51,076 47,148 43,240 72.8%
※『日本の地域別将来推計人口』（平成25年3月推計）（国立社会保障・人口問題研究所）に基づき、本書で

推計したものである。端数処理の関係上、表の各欄の値と合計値が合わないことがある。
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【全体編】２章 公共施設の現状と課題 
 

 

 

図 ２-２ 宮古市の年齢階層別の人口推移 

 

 
資料：2010 年以前は国勢調査、2015 年以降は『日本の地域別将来推計人口』（平成 25 年 3 月推計）（国立社会保障・人口

問題研究所） 
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【全体編】２章 公共施設の現状と課題 
 

 

 

２-１-２ 宮古市人口ビジョンにおける人口の将来展望 

・宮古市人口ビジョンで示された人口の将来展望※によると、2040 年（H52）年に総人口は４万３

千人になると推計されており、市の施策の効果が着実に反映された場合には、社人研の推計より

も７千人の人口減少が抑制されることになります。 

・また、2060（H72）年には総人口は３万７千人になると推計され、社人研の推計よりも１万３千

人の人口減少が抑制されることになります。 

・人口構成比をみると、2060（H72）年には年少人口が 15.4％、生産年齢人口が 54.7％、老年人口

が 29.9％と推計され、社人研の推計よりも少子高齢化が抑制されることになります。 

・以上を踏まえて、宮古市人口ビジョンでは、宮古市の総人口を 2040（H52）年に４万３千人、2060

（H72）年に３万６千人を確保する目標を掲げています。 

 

図 ２-３ 総人口の将来展望 

 
資料：宮古市人口ビジョン 

 

 

※人口の将来展望（市独自推計）は、宮古市人口ビジョンで定められた 5 つの重点的な取り組みを進めて、人口減少速度を

抑制した場合の推計値です。 

【人口ビジョンの目標】 

だれもが、いつまでも住み続けたいまち、みやこ 

【重点的な取り組み】 

①安定した雇用環境の確保・充実 ②子育て世代・若い世代の生活応援 ③いつまでも住み、暮らせるまちづくり 

④各地域にあった施策の展開    ⑤人口減少に対する意識の共有 
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【全体編】２章 公共施設の現状と課題 
 

 

図 ２-４ 年少人口、生産年齢人口、老年人口の将来展望 

 
 

 
 

 
資料：宮古市人口ビジョン  
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【全体編】２章 公共施設の現状と課題 
 

 

２-２ 将来の歳入・歳出見通し 

・2014（H26）年度の、災害復旧を含めない通常ベースの歳入は、310 億円程度となっています。今

後、普通会計の予算規模は年々減少し、2019（H31）年度には 266 億円程度になるものと考えて

います。 

・歳入では震災復興による地方税収入の回復を見込み、2019（H31）年度には、自主財源比率が 25.4％

になると予測しています。 

・歳出では歳入の減少、扶助費の増加等によって投資的経費（普通建設事業費）は、2019（H31）

年度には 25.7 億円になると予測しています。 

 

図 ２-５ 歳入(通常分)の見通し 

 
  資料：中期財政見通し（平成 26 年 10 月）財政課 

 

図 ２-６ 歳出(通常分)の見通し 

 
  資料：中期財政見通し（平成 26 年 10 月）財政課 
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２-３ 公共施設の保有状況 

・平成 27 年１月現在、市が保有または計画している施設は、543 施設（総延床面積：約 46 万㎡）

あります。 

・震災復興事業などで新たに整備を計画する施設（平成 27 年度までに完成を含む）は、28施設（総

延床面積：約 5.6 万㎡）あります。 

・学校教育系施設（小学校、中学校、給食センター）が最も多く、延床面積比で 30.6％、次いで公

営住宅の 20.6％、スポーツ・レクリエーション施設（観光施設、スポーツ施設）の 12.5％とな

っています。 

・市民１人当たりの公共施設の床面積※は、約 8.1 ㎡/人であり、全国平均（約 3.7 ㎡/人）、人口 6

万人規模の自治体の平均（約 4.3 ㎡/人）と比較しても、多くの資産を保有しています。 

【宮古市の人口（平成 27年１月１日現在）：56,795 人】 

※他の自治体は平成 24 年度末時点、宮古市は平成 27 年 1 月現在のデータを使用しています。 

資料：公共施設状況調経年比較表（H18～H24 年度）（総務省）、住民基本台帳 

 

表 ２-２ 宮古市の公共施設の保有量 

 
※平成 27 年 1 月現在 

  

延床面積

大分類 小分類 (㎡)

庁舎等 13 24,878.95

消防施設 69 9,500.51

その他行政系施設 12 5,507.41

市民文化会館 1 5,515.00

集会施設 92 24,916.44

14 20,891.51

観光施設 28 36,646.63

スポーツ施設 15 20,604.30

図書館 4 2,434.71

博物館等 10 12,915.06

公民館･生涯学習センター 20 12,167.88

小学校 26 86,817.65

中学校 11 49,875.49

給食センター 4 4,005.77

福祉施設 15 10,424.21

保健施設 4 2,351.37

医療施設 5 3,087.42

保育所 13 5,117.83

児童館 4 1,195.20

子育て支援施設 学童の家 12 1,632.60

46 94,373.98

41 659.90

交通関連施設 18 506.24

職員住宅 22 4,245.54

その他 7 2,434.28

37 16,510.98

543 459,216.86合計

施設用途
施設数

公園建屋

その他

普通財産

保健・福祉施設

児童福祉施設

公営住宅

スポーツ・レクリ

エーション施設

社会教育系施設

学校教育系施設

行政系施設

市民文化系施設

産業系施設
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図 ２-７ 宮古市の公共施設の用途別床面積 

 
 

図 ２-８ 宮古市の公共施設の用途別施設数 
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２-４ 将来更新費用の見通し 

・公共施設 543 施設（総延床面積約 46 万㎡）を今後も保有し続ける場合、公共施設の更新（大規

模改修・建替え）に必要となる将来コストは約 1,834.3 億円/40 年であり、年平均で約 45.9 億円

と推計されます。 

・平成 31年の普通建設事業費（インフラを除く）の見通し額である約 16.2 億円/年と比較すると、

約 29.7 億円/年が不足することになります。 

・施設用途別の更新費用は、小学校が最も多く約 9.7 億円/年、次いで公営住宅が約 7.2 億円/年、

中学校が約 5.8 億円/年、観光施設が約 4.1 億円/年、集会施設が約 3.4 億円/年となっています。 

・今後 10 年間（2015 年～2024 年）は大規模改修が中心で、2040 年～2050 年に多くの施設が立替

えの時期を迎え、同時に震災復興で整備した施設でも大規模改修が必要となります。 

・また、維持管理費も含めた今後 40 年間の将来コストは約 2,424.7 億円/40 年であり、年平均で約

60.6 億円/年と推計されます。 

 

表 ２-３ 今後 40年間の施設用途別の将来コスト推計値 

 
※維持管理費は白書で整理した施設経費（光熱水費、燃料費、修繕費、建物管理委託料、使用料及び賃貸料、地代、負担金、

工事請負費、公有財産・物品購入費の合計）を使用しています。 

※普通財産は維持管理のみを実施し、大規模改修や建替えを実施しないものとして推計しています。 

大規模改修費 建替費 合計 年平均額 合計 年平均額 合計 年平均額

(億円/40年) (億円/40年) (億円/40年) (億円/年) (億円/40年) (億円/年) (億円/40年) (億円/年)

庁舎等 41.5 65.4 106.9 2.7 48.4 1.2 155.3 3.9

消防施設 20.9 17.8 38.7 1.0 3.5 0.1 42.3 1.1

その他行政系施設 13.8 18.5 32.3 0.8 2.0 0.0 34.2 0.9

市民文化会館 13.8 0.0 13.8 0.3 28.7 0.7 42.5 1.1

集会施設 61.5 75.4 136.9 3.4 9.4 0.2 146.3 3.7

52.2 40.7 93.0 2.3 17.4 0.4 110.4 2.8

観光施設 73.3 91.8 165.1 4.1 8.1 0.2 173.1 4.3

スポーツ施設 34.5 25.8 60.2 1.5 14.4 0.4 74.6 1.9

図書館 6.1 9.7 15.8 0.4 11.0 0.3 26.8 0.7

博物館等 31.0 30.3 61.3 1.5 5.1 0.1 66.4 1.7

公民館・生涯学

習センター
28.7 41.7 70.4 1.8 11.2 0.3 81.5 2.0

小学校 147.6 240.0 387.6 9.7 259.5 6.5 647.1 16.2

中学校 84.8 147.8 232.6 5.8 68.4 1.7 301.0 7.5

給食センター 6.8 0.0 6.8 0.2 29.0 0.7 35.8 0.9

福祉施設 20.8 21.1 42.0 1.0 8.5 0.2 50.5 1.3

保健施設 4.7 8.5 13.2 0.3 2.5 0.1 15.6 0.4

医療施設 7.4 4.0 11.4 0.3 19.1 0.5 30.5 0.8

保育所 8.7 7.4 16.1 0.4 11.4 0.3 27.5 0.7

児童館 2.0 2.3 4.3 0.1 0.1 0.0 4.5 0.1

子育て支援施設 学童の家 2.8 2.2 5.0 0.1 0.0 0.0 5.0 0.1

160.4 128.9 289.3 7.2 11.1 0.3 300.4 7.5

1.1 0.4 1.6 0.0 14.0 0.3 15.6 0.4

交通関連施設 1.0 1.4 2.4 0.1 0.2 0.0 2.7 0.1

職員住宅 8.1 14.1 22.3 0.6 2.3 0.1 24.6 0.6

その他 4.9 0.5 5.4 0.1 4.8 0.1 10.2 0.3

0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.0 0.4 0.0

838.3 995.9 1,834.3 45.9 590.4 14.8 2,424.7 60.6

産業系施設

維持管理費

小分類大分類

施設分類 更新費用 維持・更新費用

合計

公園建屋

その他

普通財産

保健・福祉

施設

児童福祉施

設

公営住宅

スポーツ・レクリ

エーショ ン施設

社会教育系

施設

学校教育系

施設

行政系施設

市民文化系

施設
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図 ２-９ 今後 40年間の公共施設の更新費用（大規模改修・建替）と将来の普通建設事業費の見通し額 

 
※インフラを除く普通建設事業費の見通し額は、平成 18～平成 22 年度の投資的経費の公共施設分の平均割合（約 63％）を乗

じて設定しています。 

 

 

表 ２-４ 将来コストの推計条件 

維持管理費  平成 24 年度の施設経費実績とする。 
 施設経費とは、平成 24 年度実績調査における光熱⽔費、燃料費、修繕費、建物管

理委託料、使⽤料及び賃貸料、地代、負担⾦、⼯事請負費、公有財産・備品購⼊費
の合計である。 

 新規に整備する施設は、表２-５に⽰す施設毎（⼩分類）の維持管理費実績の単価
を⽤いる。ただし、新規に整備する施設で、⼩分類内の個々の施設内容が⼤きく異
なる施設（その他⾏政系施設）については、建替前の同種施設の平成 24 年度の施
設経費実績を⽤いる。 

 市⺠⽂化会館については、他都市事例より想定単価を設定する。 
改修費  ⽤途別施設の延床⾯積に表２-６の改修単価を乗ずる。 

 改修の実施年数は建設年次から 30 年毎、改修期間は 2 年とする。
建替費  ⽤途別施設の延床⾯積に表２-６の建替単価を乗ずる。 

 更新年数は建設年次から 60 年、建替期間は 3 年とする。
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表 ２-５ 平成 24年度維持管理費（施設経費）実績に基づく維持管理費単価の設定 

 
 

表 ２-６ 建替・改修単価 

  建替単価(千円/㎡） 改修単価(千円/㎡） 
市⺠⽂化系施設 400 250
社会教育系施設 400 250
スポーツ・レクリエーション施設 360 200
産業系施設 400 250
学校教育系施設 330 170
⼦育て⽀援施設 330 170
保健・福祉施設 360 200
医療施設 400 250
⾏政系施設 400 250
公営住宅 280 170
公園 330 170
供給処理施設 360 200
その他 360 200
上⽔道施設 360 200
下⽔道施設 360 200

資料：ふるさと財団 公共施設更新費用試算ソフト設定値（平成 25 年度） 

 

 

延床面積 維持管理費 単価

大分類 小分類 (㎡) (千円) (千円/㎡)

庁舎等 14,871.22 105,009 7.1

消防施設 8,427.85 16,686 2.0

その他行政系施設 5,325.77 4,897 0.9

市民文化施設 5,304.93 0 0.0 他都市事例より13.0千円/㎡と設定

集会施設 19,913.44 18,799 0.9

13,435.91 30,541 2.3

観光施設 36,279.06 18,982 0.5

スポーツ施設 16,056.23 33,436 2.1

図書館 2,434.71 27,445 11.3

博物館等 7,822.29 7,755 1.0

公民館・生涯学習センター 11,402.88 26,141 2.3

小学校 86,928.87 648,693 7.5

中学校 49,875.49 170,951 3.4

給食センター 4,005.77 72,555 18.1

福祉施設 10,755.19 21,265 2.0

保健施設 1,401.37 4,732 3.4

医療施設 2,287.42 38,705 16.9

保育所 5,117.83 28,458 5.6

児童館 1,381.11 364 0.3

子育て支援施設 学童の家 1,632.60 0 0.0

58,568.94 17,341 0.3

659.90 35,000 53.0

交通関連施設 506.24 601 1.2

職員住宅 4,245.54 5,855 1.4

その他 2,501.97 12,305 4.9

16,730.36 2,238 0.1

公園建屋

その他

普通財産

スポーツ・レクリ
エーション施設

社会教育系施設

学校教育系施設

保健・福祉施設

児童福祉施設

公営住宅

産業系施設

施設分類
備考

行政系施設

市民文化系施設
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３章 公共施設再配置の目標と再配置方針 

３-１ 目標と再配置方針 

平成 24 年度に策定した公共施設再配置計画（基本方針）において、今後の公共施設のあり方に関

する目標と７つの基本方針を次のとおり定めています。 

公共施設再配置計画（基本計画及び実施計画）では、この目標と基本方針に基づき、具体的な施設

配置の見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

●⽅針１ 「複合利⽤の推進」「統廃合の推進」「新設の抑制」の３原則の下で公共施設の総量（延床
⾯積）の削減を進めます。 

人口減少に伴い全体的に公共施設の利用者が減少する一方、利用者のニーズが多様化しています。

また、現在保有している公共施設の全てを改修・更新していくことは、多額の費用からみて極めて困

難です。 

このため、公共施設の改修・更新コストの増加に伴う財政負担の軽減と、管理運営費用の削減によ

る財政の健全化を図るために、「複合利用の推進」「統廃合の推進」「新設の抑制」の３原則の下で、

公共施設の総量（延床面積）の削減を進めます。ここでの「新設」とは、周辺施設との統廃合や有効

活用を考慮しない単独での施設整備を意味します。 

 

（施設総量削減に向けた３原則） 

（ⅰ）複合利用の促進 

利用者の減少や施設の統廃合により余裕スペースが生じた建物を異なる機能を持つ複数の施

設が利用すること（複合施設化）で、サービスの質を落とすことなく施設総量の削減を進めます。 

（ⅱ）統廃合の推進 

同種のサービスを提供している施設（市営住宅と民間賃貸住宅など）や機能が重複する施設

（集会施設）、利用が少ない施設で統合や廃止を行い、公共施設の総量の削減を進めます。 

（ⅲ）新設の抑制 

長寿命化などの適正な管理手法の導入により、既存建物を長く有効に活用することで、新規

の施設整備を抑制します。新規整備が必要な場合でも老朽施設の建替えや余裕スペースの活用

など、既存延床面積の範囲内での整備を前提にします。 

 

●⽅針２ 今後も活⽤する建物については、耐震性の確保、バリアフリー化の推進、省エネ性の改善、
計画的保全による⻑寿命化等により、耐⽤年数を伸ばします。 

今後も活用を続ける建物については、長寿命化を図る戦略（長寿命化計画等）を策定し、建物の計

画的な保全に努めます。 

今後の財政⼒に応じて施設の総量削減を図るとともに、 
利⽤者ニーズに応じた質の向上を図る。 

目 標 
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また、耐震性、バリアフリー、省エネ性等に問題のある場合は、施設の利用度や重要度を勘案しな

がら、優先順位付けを行い、逐次改善を進めます。 

これらの施策を計画的にかつ着実に実施することで、30～40 年程度での建替えをなくし、建物のラ

イフサイクルコストの削減を図ります。 

 

●⽅針３ 複合化や統廃合により⽣じた⼟地・建物の処分・有効活⽤を進めます。 
公共施設の複合利用や統廃合により、空いた土地・建物は、売却（処分）や賃貸などの有効活用を

進めることで、施設の改修・建替に係る財政負担の軽減を進めます。 

土地・建物の処分に際しては、自治会等の地域へ譲渡・寄贈するなど、地域住民により運営・管理

される地域活性化の拠点施設としての活用も考えます。 

 

●⽅針４ 防災拠点の防災⼒を強化します。 
学校など災害時に避難所として重要な施設については、優先的に施設の耐震化を進めます。また、

建物の補強等だけではなく、避難所としての機能を充実するなど、ﾊｰﾄﾞ・ｿﾌﾄの両面から進めます。 

 

●⽅針５ まちづくりや公共交通に対する施策と連携した再配置計画の策定を進めます。 
計画の実現性を高めていくため、総合計画や復興まちづくり計画、公共交通ビジョンなど、市が展

開する様々な施策と十分に調整を図りながら、再配置計画の策定を進めます。特に、まちの姿が大き

く変化する「今次津波の浸水区域」の復興まちづくり計画や、公共施設の統廃合に伴い利便性の低下

が懸念される「自動車を運転しない人」に対する公共交通施策との調整を図ります。 

 

●⽅針６ ⺠間の活⽤や市⺠との協働により、効果的・効率的なサービス提供に努めます。 
長期包括管理や指定管理者制度などの運営管理に関する民間委託の推進や、住民参加型の施設の運

営管理の採用、民間施設の賃貸や民間施設との複合整備などによる施設の改修・更新費用の削減等を

積極的に進め、施設利用者の満足度の維持・向上と行政負担の削減を同時に果たすことを目指します。 

 

●⽅針７ 全庁的な視点により公共施設マネジメントを推進します。 
公共施設のマネジメントを効率的・効果的に実施していくためには、個別の組織に捉われず全庁

的・横断的な視点から建物の再配置等を進めていく必要があります。 

このため、これまで施設別に管理されていた運営管理に関する情報の一元管理（データベース化）や、

建物の保守・点検の実施、建物の改修・更新に係る手続きの実施、施設間の使用調整、余剰施設の処

分等に係る手続きの実施など、従来、各施設の所管課が個別に実施していた公共施設（土地・建物）

に関するマネジメントを一元的に行う組織・手法も検討していきます。 
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３-２ 将来更新費用の削減目標 

基本計画において、今後の財政負担可能額見込みを踏まえて、本市が保有する公共施設の将来更新

費用の削減目標を次のとおり定めました。 

 

 

 

 

 

 

■削減目標の設定の考え方 

・平成 31年の普通建設事業費の見通し額の約 25.7 億円のうち、インフラを除く公共施設分の割合

は約 63％（※）の約 16.2 億円/年であり、今後の財政負担可能額見込みとして定めます。 

・全ての公共施設を今後 40 年間にわたり維持した場合に必要となる将来更新費用（大規模改修・

建替）は約 45.9 億円/年であり、今後の財政負担可能額見込みに対して約 29.7 億円/年が不足す

るため、公共施設の将来更新費用を約 65％削減する必要があります。 

・一方で、公共施設の統合・複合化や廃止などを実施した場合、対象施設にかかる維持管理費も削

減されます。その維持管理費の削減額を、将来更新費用の財源として充当する場合、削減が必要

な将来更新費用の割合は 49％になります。 

※インフラを除く公共施設分の約 63％とは、平成 18～平成 22 年度の投資的経費実績の公共施設分の平均割合です。 

 

図 ３-１ 今後の財政負担可能額見込みと将来更新費用の削減割合の関係 

  
※削減する施設に係る除却費や売却益等は考慮していません。 

※全て維持する場合の将来更新費用と維持管理費は、表２-３で推計しています。 

※維持管理費の削減額は、端数処理の関係上、合計が一致していません。 
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３-３ 施設特性からみた再配置の検討の視点 

公共施設は、用途に応じてサービスの提供範囲が異なるため、それぞれの提供範囲を考慮して再配

置を検討する必要があります。 

基本計画において、施設用途別にサービスの提供範囲を分類し、再配置の検討の視点を次のとおり

定めました。 

 

表 ３-１ サービス提供範囲に応じた再配置の検討の視点 

 
※旧行政区域とは、合併前の旧市町村の範囲を指しています。 

  

サービスの
提供範囲

施設用途 再配置の検討の視点

市民文化会館

観光施設

庁舎等（市役所本庁舎）

産業系施設

スポーツ施設

図書館

博物館等

公営住宅

庁舎等（その他庁舎・出張所）

給食センター

福祉施設

保健施設

医療施設

公民館・生涯学習センター

小学校

中学校

保育所

児童館

学童の家

集会施設

消防施設

その他行政系施設

公園建屋

交通関連施設

職員住宅

その他施設

普通財産

学校区 学校区単位で、施設の再配置を検討するもの。

地区
自治会等の地区単位で、施設の再配置を検討
するもの。

その他
サービス提供範囲に依らず、各施設の特性に応
じて再配置を検討するもの。

広域
市域を超えた利用も考慮して、施設の再配置を
検討するもの。

市域 市域単位で、施設の再配置を検討するもの。

旧行政区域
（※）

旧行政区単位で、施設の再配置を検討するも
の。
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３-４ 施設用途別の再配置の方向性 

基本計画において、白書で整理した課題や市民アンケート調査結果を踏まえて、以下のとおり、施

設用途別の再配置の方向性を定めました。 

 

表 ３-２ 施設用途別の再配置の方向性 

施設⽤途
再配置の⽅向性 

⼤分類 中分類

⾏政系施設 

庁舎等 
地域における⾏政・地域振興・災害応急対策活動の拠点として、住⺠サービ
スの維持・向上に配慮しつつ⾏政機能等の集約・複合化や機能の⾒直しを進
めます。

消防施設 
地域バランスを考慮して消防施設の適正配置を進めるとともに、屯所に併設
されている集会機能については周辺の施設活⽤を基本とし、建替えに併せて
減床を進めます。

その他⾏政系
施設

各施設の必要性を踏まえ、他の公共施設への集約を基本とし、統廃合を進め
ます。

市⺠⽂化系施設 
集会施設 

現在の配置を基本としますが、地域のコミュニティ活動拠点とし住⺠主体に
よる管理運営を⾏います。今後の建替え時には、住⺠主体による建替えとし、
市は建替えに伴う⽀援を⾏います。

産業系施設 
設置⽬的を達成するための有効活⽤を基本としますが、社会ニーズと活⽤実
績を検証したうえで統廃合を進めます。

ｽﾎﾟｰﾂ･ 
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設 

観光施設 利⽤状況、施設の特性、地域性を考慮しながら統廃合を進めます。

スポーツ施設 
利⽤状況、施設の特性を踏まえ、学校（廃校を含む）施設を有効活⽤するな
ど施設の配置を⾒直します。

社会教育系施設 

図書館 
現状の配置を基本とし、他の公⽴図書館と連携などにより効率的な運営に努
めます。

博物館等 利⽤状況、施設の特性、地域性を考慮しながら統廃合を進めます。

公⺠館・ 
⽣涯学習ｾﾝﾀｰ

各施設の利⽤状況を踏まえ統廃合を進めるとともに、集会機能のみの施設は、
集会施設と同様の⽅針とします。

学校教育系施設 

⼩学校 
将来的な児童数の減少を⾒据えて、統廃合により適正規模化を進めるととも
に、⼀部を他の施設に転⽤するなど有効活⽤を図ります。また、避難所指定
校については避難⽣活を⽀援する機能の向上を図ります。 

中学校 
将来的な⽣徒数の減少を⾒据えて、統廃合により適正規模化を進めるととも
に、⼀部を他の施設に転⽤するなど有効活⽤を図ります。また、避難所指定
校については避難⽣活を⽀援する機能の向上を図ります。 

給⾷センター 
現有施設の継続活⽤を基本としますが、⼩中学校の配置に併せて⾒直しを⾏
います。

保健・福祉施設 

福祉施設 
将来的な⾼齢者⼈⼝の割合増加を⾒据え、利⽤状況、施設の特性を考慮し、
他の公共施設との複合化や⺠間への譲渡、集会機能のみの施設は、集会施設
と同様の⽅針とします。

保健施設 継続活⽤を基本に、建替え時には他の公共施設との複合化を進めます。

医療施設 
現有施設の継続活⽤を基本としますが、建て替え時には社会ニーズと診療実
績等から必要性を再検証します。
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表 ３-３ 施設用途別の再配置の方向性（続き） 

施設⽤途
再配置の⽅向性 

⼤分類 中分類

児童福祉施設 
保育所 

地域バランスや利⽤者ニーズを考慮し、他の施設との複合化や⺠間への譲渡
も視野に⼊れ、施設の配置を⾒直します。

児童館 
利⽤状況や地域性を考慮し、他の施設との複合化を図るなど施設の配置を⾒
直します。

⼦育て⽀援施設 学童の家 
利⽤状況や地域性を考慮し、整備にあたっては他の公共施設等の活⽤を基本
とします。

公営住宅 公営住宅 需要や地域性を考慮し、既存住宅の集約や他の施設との複合化を進めます。

公園建屋 公園建屋 
地域バランスに配慮し配置を進めるとともに、施設のバリアフリー化を図り
ます。

その他 

交通関連施設 利⽤者ニーズを考慮して配置を進めます。

職員住宅 
⺠間貸家等の利⽤を基本とし、⽼朽化が著しく補修困難な住宅は解体等の処
分を進めます。

その他 
設置⽬的を達成するための有効活⽤を基本としますが、社会ニーズと活⽤実
績を検証したうえで統廃合を進めます。

普通財産 普通財産 積極的に売却、譲渡、解体等の処分を進めます。
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４章 実施計画の検討 

４-１ 検討の流れ 

公共施設の具体的な再配置の検討は、基本計画と実施計画に分けて進めます。 

基本計画では、白書で整理したデータを使用して一次評価（定量的な評価）を行い、今後の検討の

方向性として「継続活用施設」または「見直し対象施設」に分類するとともに、施設用途別の再配置

の方向性を定めました。 

実施計画では、地区や施設ごとの特性や既存の関連計画などの定性的な事項を二次評価（定性的な

評価）として実施し、一次評価結果や施設用途別の再配置の方向性も踏まえて、総合的な観点から、

各施設の具体的な展開（統廃合、複合化、建替え、民間活用など）を検討・決定します。 

なお、白書作成後に新たに整備した施設（計画含む）及び、被災公共施設再配置方針に基づき大規

模な改修や建替えにより復旧した施設及び廃止した施設（予定含む）は、評価対象外としています。 

 

図 ４-１ 検討の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※白書作成後に新たに整備した施設(計画含む)については評価対象外としています。（28 施設） 

※被災公共施設再配置方針に基づき、大規模な改修や建替えにより復旧した施設及び廃止した施設（予定含む）は

評価対象外としています。（37 施設） 

  

公共施設再配置計画（実施計画）の策定 
（統廃合、複合化、建替え、⺠間活⽤など）

評価対象施設：478 施設(※) 

公
共
施
設
再
配
置
計
画
︵
実
施
計
画
︶ 

各施設の具体的な展開の検討 
（統廃合、複合化、建替え、⺠間活⽤など）

・地区別の配置バランス 
・削減⽬標の達成度  等 

問題なし

問題あり

⼆次評価の実施(※) 
（地区や施設ごとの特性、既存の関連計画等）

評価対象施設：478 施設(※)

市が保有している公共施設：543 施設（整備計画を含む）

施設⽤途別の 
再配置の⽅向性

⼀次評価結果(検討の⽅向性)

継続活⽤
施設

⾒直し 
対象施設

公
共
施
設
再
配
置
計
画
︵
基
本
計
画
︶

修繕復旧施設：12 施設

継続活⽤ 

被災公共施設 
再配置⽅針

⼤規模な改修や 
建替えにより復旧し
た施設及び廃⽌した
施設（予定含む）：

37 施設 
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４-２ 二次評価の評価項目 

地区や施設ごとの特性、既存の関連計画などの定性的な事項を考慮し、以下のとおり、二次評価の

評価項目を定めて評価しています。 

 

■二次評価の評価項目 

評価項⽬ 説明 

①サービスの代替性 近隣（※）に代替サービス（国、県、⺠間含む）を提供可能な施設
があるかどうかを評価します。

②社会ニーズとの適合性 社会ニーズの変化に対して、現在提供しているサービスの効果や効
率性が⼗分に発揮されているかどうかを評価します。 

③⾵⽔害危険性 災害危険区域、⼟砂災害特別警戒区域、⼟砂災害警戒区域等に指定
されているかどうかを評価します。

④避難所の指定状況 
避難所に指定されているかどうか、また、近隣に代替施設（避難所
に指定されている施設や避難に適した設備を有する建物など）があ
るかどうかを評価します。

⑤交通利便性 バス停・鉄道駅との距離や便数、施設の駐⾞場の設置状況等を評価
します。

⑥施設周辺の⼈⼝ 施設の⽴地場所周辺の⼈⼝集積状況を評価します。 

⑦市の施策との関連性 宮古市総合計画で策定された施策の⽅向を実現するために必要な施
設かどうかを評価します。

⑧既存の関連計画との整
合性 個別の関連計画で⽰された今後の⽅向との整合性を評価します。 

※近隣とは、各サービスの提供範囲（広域、市域、旧行政区域、地区）を指します。 

サービスの 
提供範囲 

施設⽤途 

広 域 市⺠⽂化会館、観光施設 

市 域 市役所本庁舎、産業系施設、スポーツ施設、図書館、博物館等、公営住宅 

旧⾏政区域 その他庁舎・出張所、給⾷センター、福祉施設、保健施設、医療施設 

学校区 公⺠館・⽣涯学習センター、⼩学校、中学校、保育所、児童館、学童の家 

地 区 集会施設、消防施設（屯所） 

その他 その他⾏政系施設、公園建屋、交通関連施設、職員住宅、その他施設、普通財産 
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■二次評価の評価基準 

評価項⽬ 評価基準 評価結果の考え⽅ 

①サービスの 
代替性 

近隣の代替施設（国、県、⺠間含む）
の有無 

近隣に代替施設が無い場合は継続活⽤を検討しますが、代
替施設がある場合は、サービスの廃⽌や代替施設へのサー
ビスの統合・複合化を検討する対象となります。

②社会ニーズ 
との適合性 

社会ニーズの変化に対する、現在の
サービスの効果や効率性の状況 

社会ニーズが⾼まり、現在のサービスでは不⼗分である場
合は、サービスの拡充を検討します。⼀⽅、社会ニーズの
低下により、現在のサービスの効果が減少している場合
は、サービスの廃⽌や他施設への統合・複合化を検討する
対象となります。

③⾵⽔害危険性 災害危険区域等の指定の有無 
災害危険区域等に指定されていない場合は継続活⽤を検
討しますが、指定されている場合は、サービスの廃⽌や他
施設への統合・複合化を検討する対象となります。

④避難所の 
指定状況 

避難所の指定の有無及び代替性 

避難所に指定されている場合は、建物の維持を検討します
が、近隣に避難所に指定されている施設や避難に適した設
備を有する建物がある場合は、建物の処分も検討する対象
となります。

⑤交通利便性 
バス停・鉄道駅から半径 300ｍ圏内
の⽴地（※１）、バス・鉄道の便数、
施設の駐⾞場の設置状況

交通利便性が良い場合は、継続活⽤や当該建物への統合・
複合化等を検討する対象となります。 

⑥施設周辺の 
⼈⼝ 

⽴地場所周辺の⼈⼝集積状況（※
２） 

施設周辺に⼈⼝が集積している場合は、継続活⽤や当該建
物への統合・複合化等を検討する対象となります。 

⑦市の施策との
関連性 

総合計画の施策の⽅向との関連性
の有無 

総合計画で⽰された施策の⽅向と整合していない場合は、
サービスの廃⽌を検討する対象となります。 

⑧既存の関連計
画との整合性 

既存の関連計画（※３）の有無 
個別の関連計画がある場合は、関連計画で⽰された⽅向と
整合を図ります。 

※１ 「宮古市公共交通ビジョン」において、公共交通カバー圏と設定した範囲です。 

※２ 国勢調査 500ｍメッシュ人口 GIS データ（平成 22 年）を使用して、立地場所周辺の人口集積状況を判断します。 

※３ 公営住宅等長寿命化計画、小中学校適正配置全体計画など。 
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４-３ 各施設の具体的な展開の設定 

４-３-１ 具体的な展開の分類 

各施設の具体的な展開は、「サービス」と「建物」に分けて設定します。次のとおり、サービスを

４種類、建物を６種類に分類します。 

 

表 ４-１ 各施設の具体的な展開の分類 

サービス 
（４種類） 説明 

サービス継続 質の向上を図りながら、現在のサービスを継続します。 

複合化・統合 
当該施設または他施設にサービスを集約します。 
【複合化】異なる⽤途の施設と集約します。 
【統 合】同じ⽤途の施設と集約します。

移 管 地域住⺠や団体等に維持管理・運営を移管します。 

サービス再検討 現在のサービスのあり⽅を再検討します。 

 

建物 
（6 種類） 説明 

建物維持 計画的に修繕、改修、建替えを実施します。 

建替え ⽼朽化が著しいものや耐震性の確保が困難なものは、早期に建替えを
実施します。

転 ⽤ 現在のサービスを廃⽌し、他の⽤途に転⽤します。 

建物処分① 軽微の修繕は⾏いますが、⼤規模改修や建替えが必要になった時点で
建物を処分（貸付、売却、除却等）します。

建物処分② 建物の貸付や売却、譲渡、除却を⾏います。 

建物再検討 サービス再検討に合わせて、建物の展開を再検討します。 
 

 

 

※本計画の計画期間中に建替えを実施する施設については、宮古市人口ビジョンの人口の将来

展望を踏まえて、将来の延床面積を設定しています。 
 

・公営住宅は、2055 年時点の総人口の減少割合 34.9％を使用して、将来の延床面積を試算し

ています。 

・小中学校、保育所、児童館、学童の家は、2055 年時点の年少人口の減少割合 17.2％を使用

して、将来の延床面積を試算しています。 
 

■総人口・年少人口の推移（2012 年～2055 年） 

 
資料：宮古市人口ビジョン、住民基本台帳(平成 24 年 10 月 1 日時点) 

※白書のデータが平成 24 年度実績であるため、2012 年の人口を基準に 2055 年時点の減少割合を算出しています。 

※2012 年の人口は、住民基本台帳の値を使用しています。  

2012年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年
総⼈⼝ 58,247 55,068 52,709 50,194 47,720 45,398 43,264 41,272 39,479 37,899
年少⼈⼝ 6,784 5,957 5,826 5,712 5,773 5,938 6,040 5,984 5,783 5,617
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４-３-２ 具体的な展開の設定の流れ 

基本計画で整理した一次評価結果の４つの分類を基に、二次評価結果や施設用途別の再配置の方向

性、サービス提供範囲に応じた再配置の検討の視点を踏まえながら、各施設の具体的な展開を検討・

決定します。 

 

図 ４-２ 具体的な展開の設定の流れ 

⼀次評価結果 ⼆次評価 具体的な展開 

継続活⽤ 
（Ⅰ） 

ｻｰﾋﾞｽ評価：⾼い
建物評価：⾼い 

①サービスの代替性 
サ
ー
ビ
ス 

サービス継続 

②社会ニーズとの適合性 複合化・統合 

⾒直し対象 
（Ⅱ） 

ｻｰﾋﾞｽ評価：低い
建物評価：⾼い 

③⾵⽔害危険性  移 管 

④避難所の指定状況  サービス再検討 

⾒直し対象 
（Ⅲ） 

ｻｰﾋﾞｽ評価：⾼い
建物評価：低い 

⑤交通利便性  

建
物 

建物維持 

⑥施設周辺の⼈⼝  建替え 

⾒直し対象 
（Ⅳ） 

ｻｰﾋﾞｽ評価：低い
建物評価：低い 

⑦市の施策との関連性  転 ⽤ 

⑧既存の関連計画との整合性  建物処分① 

   建物処分② 

   建物再検討 

 

 

 

４-３-３ 実施時期の設定条件 

各施設の具体的な展開の実施時期は、第１期（平成 28年度～平成 37年度）、第２期（平成 38年度

～平成 47年度）、第３期（平成 48年度～平成 67年度）に分類します。 

サービスの実施時期は、基本的に第 1 期とします。また、建物の実施時期は、「建築後の経過年数」

と「耐震性の有無」を基に定めます。一般的に、建築後 20～30 年で、建物の大規模な改修が必要に

なるため、各実施時期の建築後の経過年数が 30 年以上かどうかを目安とします。また、耐震診断や

耐震補強が未実施の施設は、原則的に第１期に実施します。 

なお、既存の関連計画において実施時期が定められている場合は、その内容に従うものとします。 

 

表 ４-２ 具体的な展開の実施時期の設定条件 

実施時期 設定条件

第 1 期 
H28 H37 年度 

【ｻｰﾋﾞｽ】・基本的に第 1 期に実施する。 
【建 物】・第１期の間に、建築後の経過年数が 30 年以上になる施設。 
【建 物】・耐震診断や耐震補強を実施していない施設。

第 2 期 
H38 H47 年度

【建 物】・第２期の間に、建築後の経過年数が 30 年以上になる施設。 

第 3 期 
H48 H67 年度

【建 物】・第３期の間に、建築後の経過年数が 30 年以上になる施設。 

※既存の関連計画において実施時期が定められている場合は、その内容に従うものとします。

施設⽤途別の再配置の⽅向性 

サービス提供範囲に応じた 
再配置の検討の視点
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４-４ 施設分類別の具体的な展開一覧 

具体的な展開の設定の流れに沿って検討した結果、具体的な展開を次のとおり定めました。 

サービスの具体的な展開は、「サービス継続」が 315 施設、「複合化・統合」が 49施設、「移管」が

96 施設、「サービス再検討」が 46施設です。 

建物の具体的な展開は、「建物維持」が 323 施設、「建替え」が 11施設、「建物処分①」が 120 施設、

「建物処分②」が 43 施設、「建物再検討」が 45 施設です。 

 

 

表 ４-３ 施設分類別の具体的な展開一覧 

大分類 中分類
サービス

継続
複合化
・統合

移管
サービス
再検討

その他 計
建物
維持

建替え
建物

処分①
建物

処分②
建物

再検討
その他 計

庁舎等 6 7 13 8 2 3 13

消防施設 68 1 69 68 1 69

その他行政系施設 5 4 1 2 12 5 1 4 2 12

市民文化会館 1 1 1 1

集会施設 10 3 79 92 11 1 79 1 92

産業系施設 産業系施設 5 3 6 14 5 3 6 14

観光施設 21 7 28 18 3 7 28

スポーツ施設 11 2 2 15 11 2 2 15

図書館 4 4 4 4

博物館等 6 4 10 8 2 10

公民館・生涯学習ｾﾝﾀｰ 10 5 1 4 20 12 1 4 3 20

小学校 17 9 26 18 8 26

中学校 11 11 11 11

給食センター 4 4 4 4

福祉施設 1 2 10 2 15 2 11 2 15

保健施設 2 2 4 2 2 4

医療施設 5 5 4 1 5

保育所 13 13 13 13

児童館 4 4 4 4

学童の家 12 12 12 12

公営住宅 公営住宅 27 12 7 46 30 5 4 7 46

公園建屋 公園建屋 41 41 41 41

交通関連施設 18 18 18 18

職員住宅 6 16 22 6 16 22

その他施設 7 7 7 7

普通財産 普通財産 37 37 21 16 37

315 49 96 46 37 543 323 11 120 43 45 1 543

58.0% 9.0% 17.7% 8.5% 6.8% 100% 59.5% 2.0% 22.1% 7.9% 8.3% 0.2% 100%

建物の具体的な展開一覧サービスの具体的な展開施設分類

％

合計

行政系施設

市民文化系
施設

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘ
ｴｰｼｮﾝ施設

社会教育系
施設

学校教育系
施設

保健・福祉

施設

児童福祉施
設

その他

 
※各施設の具体的な展開の詳しい内容は、「個別編」に記載しています。 

※既に用途廃止された普通財産や休止中の診療所を「その他」に分類しています。 
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５章 再配置効果の試算 

５-１ 施設の長寿命化の考え方 

基本計画では「60 年周期」で建替えを実施すると設定していましたが、将来更新費用を抑制するた

めに、今後も継続する施設のうち、耐震性が確保されている施設は長寿命化を図り、「80 年周期」で

建替えを実施するものとします。 

なお、長寿命化する場合の目標耐用年数は、「建築物の耐久計画に関する考え方(日本建築学会)」

で示された構造別の目標耐用年数、および国や他都市の事例を踏まえて、RC 造、重量鉄骨造、ブロッ

ク造については「80 年」と設定します。軽量鉄骨造、木造については、基本計画と同様に「公共施設

等更新費用試算ソフト（ふるさと財団）」の試算条件を使用して「60 年周期」で建替えを実施するも

のとします。 

 

表 ５-１ 実施内容ごとの更新周期の考え方 

 
更新周期 

説明 実施例 60 年周期 80 年周期
(⻑寿命化)

修繕 適宜 適宜 
◆⽇常の点検で損傷や劣化を発⾒

した場合に、適宜、軽微な修復
作業を実施する。 

・⼿すりの再塗装 
・床フローリングの研磨 
・外壁タイルの部分張替え 
・建具(サッシ、ドア等)の調整 
・設備(電灯、通信、給湯等)の部品交換 等

⼤規模改修 30 年⽬
30 年⽬

及び 
50 年⽬

◆60 年周期の場合は、建築後 30
年⽬に⼤規模改修を実施する。 

◆⻑寿命化する場合は、建築後 30
年⽬と 50 年⽬に⼤規模改修を
実施する。

・屋根の葺き替え 
・床材の貼り替え 
・建具(サッシ、ドア等)の交換 
・設備(電灯、通信、給湯等)の交換 等 

建替え 60 年⽬ 80 年⽬

◆60 年周期の場合は、建築後 60
年⽬に建替えを実施する。 

◆⻑寿命化する場合は、建築後 80
年⽬に建替えを実施する。 

― 

 

図 ５-１ 60 年周期と 80年周期(長寿命化)の実施イメージ 

 
※建物性能とは、建物の躯体(床や壁、梁などの構造体)の性能を指します。 

‐160.0

‐120.0

‐80.0

‐40.0

0.0

40.0

80.0

120.0

160.0

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
年目

竣工 改修

建替え

改修

(使用限界)

建
物
性
能

低い

高い

適宜、修繕 適宜、修繕

(初期性能)

改修に合わせて、ﾊﾞﾘ

ｱﾌﾘｰ化や省ｴﾈ化等を

図ることも可能。

適宜、修繕

建替え―：60年周期

―：80年周期

33



【全体編】５章 再配置効果の試算 
 

 

 

表 ５-２ 建築物全体の望ましい目標耐用年数の級（Y。） 

構造 
 
 
 
⽤途 

鉄筋コﾝｸﾘｰﾄ造 
鉄⾻鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造 鉄⾻造 

ﾌﾞﾛｯｸ造 
れんが造 ⽊造 

 

級(Y。)
⽬標耐⽤年

数の 
範囲 ⾼品質 

の場合 
普通品質
の場合

重量鉄⾻ 軽量 
鉄⾻ 

 
⾼品質
の場合

普通品質
の場合

 

学校 
庁舎 

Y。100 
以上 

Y。60
以上 

Y。100
以上 

Y。60
以上 

Y。40 
以上 

Y。60 
以上 

Y。60 
以上 

 
Y。100 80 120

年 
住宅 

事務所 
病院 

Y。100 
以上 

Y。60
以上 

Y。100
以上 

Y。60
以上 

Y。40 
以上 

Y。60 
以上 

Y。40 
以上 

 
Y。60 50 80 年

店舗 
旅館 

ホテル 

Y。100 
以上 

Y。60
以上 

Y。100
以上 

Y。60
以上 

Y。40 
以上 

Y。60 
以上 

Y。40 
以上 

 
Y。40 30 50 年

⼯場 Y。40 
以上 

Y。25
以上

Y。40
以上

Y。25
以上

Y。25 
以上

Y。25 
以上

Y。25 
以上

 
Y。25 20 30 年

出典：建築物の耐久計画に関する考え方(日本建築学会) 

 

表 ５-３ 公共施設を長寿命化する際の目標耐用年数の設定値（国および他都市等の事例） 

計画書名 策定年 ⽬標耐⽤年数 備考
建築物の耐久計画に関する考え⽅ 昭和 63 年 50 80 年 ⽇本建築学会が作成 

学校施設の⻑寿命化計画策定に係る⼿引 平成 27 年 70 80 年 ⽂部科学省が策定 

⻘森県県有施設⻑寿命化指針 平成 20 年 88 年 耐震性等を確保できるもの 

名古屋市アセットマネジメント推進プラン 平成 24 年 80 年   

群⾺県県有施設⻑寿命化指針 平成 25 年 65 年 RC、SRC、S 造を対象とする

⻄尾市公共施設再配置実施計画 平成 26 年 80 年 CB、⽊造等は 50 年 

川崎市学校施設⻑期保全計画 平成 26 年 80 年   

宮古市公営住宅⻑寿命化計画 平成 25 年 70 年 耐⽕構造の⽬標管理期間 
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５-２ 将来更新費用の削減効果の試算条件 

将来更新費用の削減効果の試算条件は、以下のとおりです。 

 

◆試算条件 

①基本条件 

大規模 

改修費 

60 年周期 80 年周期(長寿命化) 

 各施設の延床面積に、施設分類別の試算単価

(大規模改修)を乗ずる。 

 大規模改修の実施年数は建設後 30 年目、改修

期間は 2 年とする。 

 築 51 年以上の施設は、建替えのみを実施する。

 各施設の延床面積に、施設分類別の試算単価

(大規模改修)を乗ずる。 

 大規模改修の実施年数は建設後30年目、50年

目、改修期間は 2 年とする。 

 築 31 年以上の施設は、50 年目の大規模改修の

みを実施する。 

建替え費  各施設の延床面積に、施設分類別の試算単価

(建替え)を乗ずる。 

 建替えの実施年数は建設後 60 年目、建替え期

間は 3 年とする。 

 各施設の延床面積に、施設分類別の試算単価

(建替え)を乗ずる。 

 建替えの実施年数は建設後 80 年目、建替え期

間は 3 年とする。 

解体撤去費  処分する施設の延床面積に、試算単価(解体撤去)を乗ずる。 

維持管理費  平成 24 年度のそれぞれの施設の施設経費実績を用いる。 

 施設経費は、光熱水費、燃料費、修繕費、建物管理委託料、使用料及び賃貸料、地代、負担金、工

事請負費、公有財産・備品購入費の合計である。 

 新規に整備する施設は、平成 24 年度施設経費実績から算出した試算単価(維持管理)を用いる。 
 

②具体的な展開の内容に応じた試算条件 

サ
ー
ビ
ス 

サービス継続  40 年間に必要な大規模改修費や建替え費、維持管理費を計上する。 

複合化・統合  複合化・統合の受け入れ側の施設は、40 年間に必要な大規模改修費や建替え費、維持管

理費を計上する。 

 他の施設へ複合化・統合する場合は、複合化・統合するまでは現在の維持管理費を計上す

る。複合化・統合後は、維持管理費を計上しない。 

移 管  地域等へ移管するまでは、現在の維持管理費を計上する。 

 地域等へ移管後は維持管理費を計上しない。また、大規模改修費と建替え費も計上しない。

サービス再検討 【サービスを継続する場合】 

 40 年間に必要な大規模改修費や建替え費、維持管理費を計上する。 

【サービスを廃止する場合】 

 サービスを廃止する時期まで、現在の維持管理費を計上する。 

建
物 

建物維持  40 年間に必要な大規模改修費や建替え費、維持管理費を計上する。 

 建替え時に減床する場合は、減床後の延床面積に試算単価(維持管理)を乗ずる。 

建替え  建替えを実施するまでは、現在の維持管理費を計上する。 

 建替え後は、建替え後の延床面積に試算単価(大規模改修・維持管理)を乗ずる。 

転用  転用するまでは、現在の維持管理費を計上する。 

 転用後は、転用後の施設分類に応じた試算単価(維持管理)を延床面積に乗ずる。 

建物処分①  大規模改修費、建替え費ともに計上しない。 

 大規模改修や建替えの時期に合わせて、解体撤去費を計上する。 

建物処分②  大規模改修費、建替え費ともに計上しない。 

 建物を処分する時期に合わせて、解体撤去費を計上する。 

建物再検討 【サービスを継続する場合】 

 40 年間に必要な大規模改修費や建替え費、維持管理費を計上する。 

【サービスを廃止する場合】 

 大規模改修費、建替え費ともに計上しない。 

 サービスの廃止時期に合わせて、解体撤去費を計上する。 
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③具体的な展開の実施時期に応じた試算条件 

第１期 

(平成 28～37 年度) 

 第１期に実施するものは、中間年の平成 32 年度を実施年度として設定する。 

第２期 

(平成 38～47 年度) 

 第２期に実施するものは、中間年の平成 42 年度を実施年度として設定する。 

第３期 

(平成 48～67 年度) 

 第３期に実施するものは、中間年の平成 57 年度を実施年度として設定する。 

 

 

◆試算単価 

 
資料：公共施設更新費用試算ソフト（一般財団法人地域総合整備財団(ふるさと財団)）、公共施設等の解体撤去事業に関する調査結

果（平成 25 年 12 月）（総務省自治財政局地方債課） 

※建替え単価と大規模改修単価は、落札価格ではなく、予定価格又は設計価格を想定して設定されています。 

※建替え単価には、建替えに伴う解体、仮移転費用、設計料等を含むものと想定されています。 

※大規模改修単価は、通常、建替えの 50～60％であり、ここでは 60％と想定されています。 

※解体撤去費単価は、平成25年9月時点で解体撤去工事を予定している公共施設の概算工事費を各自治体から集めて集計されたも

のです。概算工事費の算出方法は各自治体に一任されています。 

※維持管理単価は、白書で整理した平成 24 年度の施設経費実績に基づき設定しています。但し、市民文化施設は被災により実績がな

いため、他都市の事例から単価を設定しています。 

 

  

解体撤去 維持管理

大分類 中分類
単価

(千円/㎡）

単価

(千円/㎡）

単価

(千円/㎡）

単価

(千円/㎡）

庁舎等 400 250 27.9 7.1

消防施設 400 250 27.9 2.0

その他行政系施設 400 250 27.9 0.9

市民文化会館 400 250 21.4 13.0

集会施設 400 250 21.4 0.9

産業系施設 産業系施設 400 250 21.4 2.3

観光施設 360 200 21.4 0.5

スポーツ施設 360 200 22.9 2.1

図書館 400 250 22.9 11.3

博物館等 400 250 21.4 1.0

公民館・生涯学習センター 400 250 21.4 2.3

小学校 330 170 22.9 7.5

中学校 330 170 22.9 3.4

給食センター 330 170 21.4 18.1

福祉施設 360 200 29.2 2.0

保健施設 360 200 29.2 3.4

医療施設 400 250 21.4 16.9

保育所 330 170 29.2 5.6
児童館 330 170 29.2 0.3

子育て支援施設 学童の家 330 170 29.2 0.0

公営住宅 公営住宅 280 170 23.7 0.3

公園 公園建屋 330 170 13.5 53.0
交通関連施設 360 200 13.5 1.2

職員住宅 360 200 26.6 1.4

その他施設 360 200 21.4 4.9

普通財産 360 200 21.4 0.1

大規模改修建替え施設分類

その他

行政系施設

学校教育系施設

スポーツ・レクリエーション施設

児童福祉施設

保健・福祉施設

社会教育系施設

市民文化系施設

36



【全体編】５章 再配置効果の試算 
 

 

５-３ 将来更新費用の削減効果 

各施設の具体的な展開に基づき、次の４パターンで将来更新費用の削減効果を試算しました。なお、

将来更新費用の不足額を補うために、移管などによる「維持管理費の削減額」と、複合化・統廃合な

どにより生じた「空地の売却収入」を、将来更新費用の財源として充当しています。 

現状のまま全ての施設を維持する場合の不足額 29.7 億円/年に対して、A-1 では不足額 12.6 億円/

年、A-2 では不足額 4.6 億円/年、B-1 では 8.4 億円/年、B-2 では 0.8 億円/年と推計されます。 

財政負担可能額 16.2 億円/年をにらみながら、「サービス再検討」と評価した施設は、あり方の再

検討を進めます。また、継続する施設は利用の促進を図るとともに、維持管理費や運営経費の抑制、

未利用公有地の貸付・売却、利用者負担のあり方の見直しなどにより、将来更新費用の財源確保にも

努めます。 

 

A-1：【サービス再検討を継続する場合】＆【今後も継続する施設を⻑寿命化しない場合】 
A-2：【サービス再検討を継続する場合】＆【今後も継続する施設を⻑寿命化する場合】 
B-1：【サービス再検討を廃⽌する場合】＆【今後も継続する施設を⻑寿命化しない場合】 
B-2：【サービス再検討を廃⽌する場合】＆【今後も継続する施設を⻑寿命化する場合】 

 

表 ５-４ 将来更新費用の削減効果の試算結果一覧 

(億円/年)
現状のまま A-1 A-2

(長寿命化)

B-1 B-2

(長寿命化) 算出式

大規模改修費 21.0 16.9 17.3 14.3 14.8 a

建替え費 24.9 14.3 5.7 13.3 4.9 b

解体撤去費 0.0 0.4 0.4 0.7 0.7 c

①将来更新費用 45.9 31.6 23.4 28.4 20.4 d=a+b+c

①財政負担可能額に対する不足額 -29.7 -15.5 -7.2 -12.2 -4.2 e=m-d

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

維持管理費 14.8 12.2 12.5 11.8 12.2 f

維持管理費の削減額 0.0 2.6 2.2 3.0 2.6 g=14.8-f

②将来更新費用

(維持管理費の削減額を充当)
45.9 29.1 21.2 25.4 17.8 h=d-g

②財政負担可能額に対する不足額 -29.7 -12.9 -5.0 -9.2 -1.6 i=m-h

▼ ▼ ▼ ▼ ▼

土地の売却収入(想定) 0.0 0.4 0.4 1.0 1.0 j

③将来更新費用

(土地の売却収入の【8割】を充当)
45.9 28.7 20.8 24.6 17.0 k=h-(0.8*j)

③財政負担可能額に対する不足額 -29.7 -12.6 -4.6 -8.4 -0.8 l=m-k

16.2
今後の財政負担可能額見込み

(億円/年) ( m )

←平成31年度の普通建設事業費の見通し額

　　【インフラを除く】

③

土

地

の

売

却

収

入

を

充

当

す

る

削減案

①

将

来

更

新

費

用

②

維

持

管

理

費

の

削

減

額

を

充

当

す

る

 
※③土地の売却収入は、全ての土地を売却できるとは限らないため、想定される売却収入の 8 割を充当しています。
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図 ５-２ 現状のまま全ての施設を維持する場合の試算結果 

 
 

図 ５-３ A-2：【サービス再検討を継続】＆【長寿命化する場合】の試算結果 
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【削減効果の試算結果】
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（年平均：約23.4億円/年）

・大規模改修：約691.2億円

・建替え：約228.5億円

・解体撤去：約15.6億円

 
図 ５-４ B-2：【サービス再検討を廃止】＆【長寿命化する場合】の試算結果 
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現状のまま全ての施設を維持した場合の将来更新費用 45.9 億円/年に対して、A-2 では 23.4 億円/

年、B-2 では 20.4 億円/年と推計されます。B-2 を実施した場合の削減額は 25.5 億円/年（55.6％削

減）となります。 

施設分類別に、B-2を実施した場合の将来更新費用の削減額をみると、小学校が 6.3億円/年（65.0％

削減）、公営住宅が 4.8 億円/年（66.8％削減）、中学校が 3.4 億円/年（58.8％削減）、集会施設が 2.4

億円/年（71.1％）、観光施設が 2.4 億円/年（57.7％）と推計されます。 

 

表 ５-５ 施設分類別の将来更新費用の変化 

（億円/年） 

大分類 小分類
大規模

改修費

建替え

費
計

大規模

改修費

建替え

費

解体

撤去費
計

大規模

改修費

建替え

費

解体

撤去費
計 増減額 (％)

庁舎等 1.04 1.64 2.67 0.58 0.97 0.01 1.57 0.58 0.97 0.01 1.57 ▲ 1.10 ▲ 41.2%

消防施設 0.52 0.45 0.97 0.50 0.26 0.01 0.77 0.50 0.26 0.01 0.77 ▲ 0.20 ▲ 20.3%

その他行政系施設 0.34 0.46 0.81 0.11 0.01 0.00 0.12 0.09 0.01 0.03 0.13 ▲ 0.68 ▲ 83.8%

市民文化会館 0.34 0.00 0.34 0.34 0.00 0.00 0.34 0.34 0.00 0.00 0.34 0.00 0.0%

集会施設 1.54 1.89 3.42 0.64 0.26 0.08 0.99 0.64 0.26 0.08 0.99 ▲ 2.43 ▲ 71.1%

産業系施設 産業系施設 1.31 1.02 2.32 1.68 0.80 0.01 2.49 1.58 0.53 0.02 2.14 ▲ 0.18 ▲ 7.9%

観光施設 1.83 2.29 4.13 1.87 0.14 0.00 2.01 1.69 0.04 0.01 1.74 ▲ 2.38 ▲ 57.7%

スポーツ施設 0.86 0.64 1.51 1.59 0.18 0.00 1.78 1.54 0.15 0.01 1.70 0.20 13.0%

図書館 0.15 0.24 0.40 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 ▲ 0.40 ▲ 100.0%

博物館等 0.77 0.76 1.53 0.45 0.09 0.01 0.55 0.45 0.09 0.01 0.55 ▲ 0.98 ▲ 63.9%
公民館・生涯学習ｾﾝﾀｰ 0.72 1.04 1.76 0.24 0.26 0.01 0.51 0.20 0.17 0.02 0.38 ▲ 1.38 ▲ 78.4%

小学校 3.69 6.00 9.69 2.01 1.29 0.10 3.40 2.01 1.29 0.10 3.40 ▲ 6.29 ▲ 65.0%

中学校 2.12 3.70 5.82 2.02 0.37 0.00 2.39 2.02 0.37 0.00 2.39 ▲ 3.42 ▲ 58.8%

給食センター 0.17 0.00 0.17 0.19 0.00 0.00 0.19 0.19 0.00 0.00 0.19 0.02 11.6%

福祉施設 0.52 0.53 1.05 0.35 0.08 0.04 0.47 0.31 0.00 0.05 0.36 ▲ 0.69 ▲ 65.5%

保健施設 0.12 0.21 0.33 0.05 0.00 0.01 0.06 0.05 0.00 0.01 0.06 ▲ 0.27 ▲ 82.5%

医療施設 0.18 0.10 0.29 0.18 0.05 0.00 0.23 0.18 0.05 0.00 0.23 ▲ 0.05 ▲ 18.0%

保育所 0.22 0.19 0.40 0.26 0.15 0.00 0.41 0.26 0.15 0.00 0.41 0.01 1.5%

児童館 0.05 0.06 0.11 0.04 0.05 0.00 0.09 0.04 0.05 0.00 0.09 ▲ 0.02 ▲ 15.9%
子育て支援施設 学童の家 0.07 0.05 0.12 0.08 0.02 0.00 0.10 0.08 0.02 0.00 0.10 ▲ 0.02 ▲ 19.8%

公営住宅 公営住宅 4.01 3.22 7.23 3.74 0.37 0.02 4.14 1.79 0.35 0.26 2.40 ▲ 4.83 ▲ 66.8%

公園建屋 公園建屋 0.03 0.01 0.04 0.03 0.00 0.00 0.04 0.03 0.00 0.00 0.04 ▲ 0.00 ▲ 7.0%

交通関連施設 0.03 0.04 0.06 0.03 0.04 0.00 0.06 0.03 0.04 0.00 0.06 0.00 0.8%

職員住宅 0.20 0.35 0.56 0.16 0.30 0.00 0.45 0.04 0.03 0.02 0.09 ▲ 0.47 ▲ 84.0%

その他施設 0.12 0.01 0.13 0.12 0.01 0.00 0.13 0.12 0.01 0.00 0.13 0.00 0.3%

普通財産 普通財産 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.09 0.09 0.00 0.00 0.09 0.09 0.09 ―

20.96 24.90 45.86 17.28 5.71 0.39 23.38 14.78 4.86 0.73 20.37 ▲ 25.49 ▲ 55.6%合計

更新費用

(B-2実施後)

増減

(B-2実施後)

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘ

ｴｰｼｮﾝ施設

市民文化

系施設

行政系施

設

更新費用

(現状のまま)
施設分類

その他

保健・福祉

施設

学校教育

系施設

社会教育

系施設

更新費用

(A-2実施後)

児童福祉

施設
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５-４ 計画実施後の延床面積 

各施設の具体的な展開に基づき、計画実施後の延床面積の変化を試算しました。 

現在保有している総延床面積の約 46 万㎡に対して、A-2 の場合は約 35 万㎡（24％減少）、B-2 の場

合は約 29万㎡（37％減少）と推計されます。 

また、一人当たり床面積をみると、現在の 8.06 ㎡/人に対して、A-2 の場合は 6.10 ㎡/人、B-2 の

場合は 5.09 ㎡/人と推計され、全国平均や同規模自治体平均に近づくと予想されます。 

 

表 ５-６ 旧行政区別の延床面積の変化 

(㎡)
増減

(㎡)

増減

(％)
(㎡)

増減

(㎡)

増減

(％)

宮古地区 290,801 248,287 ▲ 42,515 ▲ 14.6% 201,592 ▲ 89,209 ▲ 30.7%

田老地区 58,343 36,287 ▲ 22,056 ▲ 37.8% 32,823 ▲ 25,520 ▲ 43.7%

新里地区 50,442 28,882 ▲ 21,560 ▲ 42.7% 26,999 ▲ 23,443 ▲ 46.5%

川井地区 59,630 34,049 ▲ 25,581 ▲ 42.9% 28,367 ▲ 31,264 ▲ 52.4%

市全体 459,217 347,506 ▲ 111,711 ▲ 24.3% 289,780 ▲ 169,437 ▲ 36.9%

延床面積(B-2)
旧行政区

延床面積
(現状のまま)

(㎡)

延床面積(A-2)

 
 

(㎡/人)
増減

(㎡/人)

増減

(％)
(㎡/人)

増減

(㎡/人)

増減

(％)

宮古地区 6.07 5.18 ▲ 0.89 ▲ 14.6% 4.21 ▲ 1.86 ▲ 30.7% 47,910

田老地区 17.38 10.81 ▲ 6.57 ▲ 37.8% 9.78 ▲ 7.60 ▲ 43.7% 3,357

新里地区 16.96 9.71 ▲ 7.25 ▲ 42.7% 9.08 ▲ 7.88 ▲ 46.5% 2,975

川井地区 21.87 12.49 ▲ 9.38 ▲ 42.9% 10.40 ▲ 11.46 ▲ 52.4% 2,727

市全体 8.06 6.10 ▲ 1.96 ▲ 24.3% 5.09 ▲ 2.97 ▲ 36.9% 56,969

人口

(H26年10月)

一人当たり床面積(B-2)
旧行政区

一人当たり

床面積
(現状のまま)

(㎡/人)

一人当たり床面積(A-2)

 
※一人当たり床面積は、平成 26 年 10 月現在の人口を使用して算出しています。 

 

図 ５-５ 旧行政区別の延床面積の比較（左：総延床面積、右：一人当たり床面積） 
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  全国平均：3.7 ㎡/人 

人口 6 万人規模の自治体平均：4.3 ㎡/人
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施設分類別に、B-2 を実施した場合の延床面積の減少量をみると、公営住宅が 49,915 ㎡（52.9％減

少）、小学校が 25,883 ㎡（29.8％減少）、観光施設が 16,871 ㎡（46.0％減少）、普通財産が 16,511 ㎡

（100％減少）、集会施設が 16,119 ㎡（64.7％減少）と推計されます。 

 

表 ５-７ 施設分類別の延床面積の変化 

大分類 小分類 (㎡)
増減

(㎡)

増減

(％)
(㎡)

増減

(㎡)

増減

(％)

庁舎等 24,879 12,776 ▲ 12,103 ▲ 48.6% 12,776 ▲ 12,103 ▲ 48.6%

消防施設 9,501 8,914 ▲ 587 ▲ 6.2% 8,914 ▲ 587 ▲ 6.2%
その他行政系施設 5,507 5,144 ▲ 363 ▲ 6.6% 1,091 ▲ 4,417 ▲ 80.2%

市民文化会館 5,515 5,515 0 0.0% 5,515 0 0.0%

集会施設 24,916 8,797 ▲ 16,119 ▲ 64.7% 8,797 ▲ 16,119 ▲ 64.7%

産業系施設 産業系施設 20,892 19,834 ▲ 1,058 ▲ 5.1% 16,813 ▲ 4,079 ▲ 19.5%

観光施設 36,647 22,190 ▲ 14,457 ▲ 39.4% 19,775 ▲ 16,871 ▲ 46.0%

スポーツ施設 20,604 19,554 ▲ 1,051 ▲ 5.1% 18,567 ▲ 2,037 ▲ 9.9%

図書館 2,435 2,435 0 0.0% 2,435 0 0.0%

博物館等 12,915 9,982 ▲ 2,933 ▲ 22.7% 9,982 ▲ 2,933 ▲ 22.7%
公民館・生涯学習ｾﾝﾀｰ 12,168 9,512 ▲ 2,656 ▲ 21.8% 7,442 ▲ 4,726 ▲ 38.8%

小学校 86,818 60,934 ▲ 25,883 ▲ 29.8% 60,934 ▲ 25,883 ▲ 29.8%

中学校 49,875 49,274 ▲ 601 ▲ 1.2% 49,274 ▲ 601 ▲ 1.2%

給食センター 4,006 4,006 0 0.0% 4,006 0 0.0%

福祉施設 10,424 4,972 ▲ 5,452 ▲ 52.3% 3,586 ▲ 6,838 ▲ 65.6%

保健施設 2,351 950 ▲ 1,401 ▲ 59.6% 950 ▲ 1,401 ▲ 59.6%

医療施設 3,087 2,840 ▲ 247 ▲ 8.0% 2,840 ▲ 247 ▲ 8.0%

保育所 5,118 4,730 ▲ 388 ▲ 7.6% 4,730 ▲ 388 ▲ 7.6%

児童館 1,195 1,075 ▲ 120 ▲ 10.0% 1,075 ▲ 120 ▲ 10.0%

学童の家 1,633 1,577 ▲ 55 ▲ 3.4% 1,577 ▲ 55 ▲ 3.4%

公営住宅 公営住宅 94,374 84,898 ▲ 9,476 ▲ 10.0% 44,459 ▲ 49,915 ▲ 52.9%

公園建屋 公園建屋 660 660 0 0.0% 660 0 0.0%

交通関連施設 506 506 0 0.0% 506 0 0.0%

職員住宅 4,246 3,977 ▲ 269 ▲ 6.3% 622 ▲ 3,624 ▲ 85.4%

その他施設 2,434 2,455 21 0.9% 2,455 21 0.9%

普通財産 普通財産 16,511 0 ▲ 16,511 ▲ 100.0% 0 ▲ 16,511 ▲ 100.0%

459,217 347,506 ▲ 111,711 ▲ 24.3% 289,780 ▲ 169,437 ▲ 36.9%

延床面積(B-2)

児童福祉施

設

その他

合計

保健・福祉

施設

市民文化系

施設

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘ

ｴｰｼｮﾝ施設

社会教育系

施設

学校教育系

施設

延床面積(A-2)施設分類 延床面積

(現状のまま)

(㎡)

行政系施設
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図 ５-６ 施設分類別の延床面積の比較 
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６章 公共施設再配置の推進 

６-１ 公共施設の質の向上に関する取組み 

今後も継続する公共施設については、社会情勢や利用者ニーズの変化に対応し、市民の利便性や提

供サービスの水準を確保するために、公共施設の質の向上に関する以下の取組みを推進します。 

 

表 ６-１ 公共施設の質の向上に関する取組み 

取組み内容
・省エネルギー化の推進 
・ユニバーサルデザイン対応 
・⽤途変更等に柔軟に対応できる建物構造の導⼊ 
・予防保全による建物性能の維持 
・⾃然災害等に対する防災対策の強化 
・ICT（情報通信技術）の活⽤ 
・市⺠ニーズの変化に対応したサービスの提供 
・⺠間活⽤や市⺠協働による施設の維持管理・運営  など

 

 

■省エネルギー化の推進 

地球規模で環境問題への関心が高まる中、自然と調和した、環境負荷の少ない持続可能な社会の

実現が求められています。しかし、現在の多くの公共施設は十分な省エネ設備を有していません。 

環境配慮型の設備への取り替えや建物の断熱化、節電・節水の実施、再生可能エネルギーの導入

など、施設のライフサイクル（企画、設計、建設、運営維持、解体処分）を通じて省エネルギー化

を推進します。 

 

■ユニバーサルデザイン対応 

様々な市民が利用する公共施設では、誰もが利用しやすい構造や設備を備えている必要がありま

すが、現在は十分な対応ができていません。 

今後の大規模改修や建替え、新規整備に合わせて、ユニバーサルデザインの考え方を取り入れて、

誰でも利用しやすい施設づくりを推進します。 

※ユニバーサルデザインとは、障がいの有無にかかわらず、すべての人にとって利用しやすいようにデザインすること。 

例） 段差の解消、スロープの設置、多機能トイレの設置、視覚障がい者誘導用ブロックの敷設など 

参考：ユニバーサルデザインの考え方を導入した公共建築整備のガイドライン（国土交通省、平成 17 年度） 

 

■用途変更等に柔軟に対応できる建物構造の導入 

過去に建設された施設の多くは、時代の変化などに伴う将来的な用途転用等の可能性を考慮して

企画・設計されておらず、複合化や用途転用等を進める際に、改修に多額の費用が掛かり、実行の

妨げになる場合があります。 

今後整備する施設では、将来的な用途変更等も見据えて、スケルトン・インフィル方式※や可動間

仕切りの採用など、簡易な変更で必要なスペースを柔軟に創出できる建物構造の導入を推進します。 

※スケルトン・インフィル方式とは、将来的に施設を転用や集約する可能性を考慮して「構造体」と「内装」を分離して設計する方式。
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■予防保全による建物性能の維持 

建物や設備に不具合が発生してから対症療法的に修繕する「事後保全」では、既に修繕が不可能

な状態となり、建物の更新や解体を余儀なくされる場合があります。また、潜在的な劣化の進行に

より、大きな事故の発生につながる可能性も考えられます。 

建物を安全で便利に使い続けるために、不具合が発生する前に計画的に修繕を実施する「予防保

全」の考え方を取り入れて、定期的に建物や設備の点検・診断を行い、適宜、修繕を実施し、建物

の長寿命化を推進します。 

 

■自然災害等に対する防災対策の強化 

近年、大規模な自然災害が多く発生しており、災害発生時においても、災害対策本部や避難所と

して、公共施設が十分に機能を発揮できるように維持管理することが求められています。 

災害対策本部や避難所に指定されている施設については、建物の耐震化をはじめ、災害時にも使

用できる再生可能エネルギー等の導入や災害備蓄倉庫の適切な維持管理、老朽化した設備や躯体の

メンテナンス等を推進します。 

 

■ICT（情報通信技術）の活用 

近年、多くの人々が携帯電話やコンピュータを所有してインターネットを利用するなど、ICT が

急速に普及しています。公共施設においても ICT を活用して、施設利用者の利便性の向上や施設の

維持管理の効率化を推進します。 

例） 公衆無線 LAN の設置、コンビニエンスストア等における証明書等の自動交付、デジタルサイネージ（電子看板）の導入、 

公共施設管理データベースの構築、公共施設予約システムの導入など 

 

■市民ニーズの変化に対応したサービスの提供 

現状では、社会環境や市民ニーズの変化に上手く対応している公共施設は少なく、潜在的な利用

ニーズと、施設の開館時間などの利用条件が合致していないことが考えられます。 

各施設への意見箱の設置や定期的な利用者アンケートの実施などを通して、市民ニーズを把握し、

施設の開館時間などの利用条件の適正化を推進します。 

 

■民間活用や市民協働による施設の維持管理・運営 

市民ニーズの多様化にあわせて、公共施設の維持管理・運営においても多様なニーズに柔軟に対

応していくことが求められます。また、地域活性化に向けて、市民や民間企業との連携・協働を進

めていくことが期待されています。 

行政の視点だけでなく、民間企業や市民が有する視点やノウハウ、人材、資金などを活かしなが

ら、多様なサービスの提供や効率的な施設の維持管理・運営を推進します。 

例） PFI、指定管理者制度、アウトソーシング、ネーミングライツなど 
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６-２ 推進体制 

本計画の推進にあたっては、各所管部署が主体となって各施設の具体的な展開の実現に向けて行動

します。また、庁内横断的な情報共有や意見調整、市民との合意形成、計画全体の進捗管理などを実

施する必要があるため、それらを包括的に推進し、市全体の公共施設の再配置をトータルマネジメン

ト／コーディネートするための体制を整備します。 

なお、現在、国では統一的な基準による地方公会計（新地方公会計）の整備を進めており、平成 29

年度までに全ての地方自治体において、固定資産台帳の整備と複式簿記の導入を前提とした統一的な

基準による財務書類の作成を要請しています。 

今後は、新地方公会計で作成される財務書類（行政コスト計算書、固定資産台帳）と、施設情報（利

用状況、建物情報、運営コスト等）を連動させて、公共施設の現状把握や再配置計画の進捗管理を行

っていきます。 

 

 

６-３ 市民との情報共有・合意形成 

本市では自治基本条例によって市民の参画と協働を進めており、計画の推進にあたっては、市広報

や市ホームページ等により市民に広く情報提供を行うとともに、意見交換会等を通じて地域の状況を

踏まえながら、市民や関係団体と協議した上で計画を推進します。 
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６-４ 計画の進行管理と見直し 

公共施設再配置計画（基本計画及び実施計画）は、長期的な視野に立った計画であり、今後の社会

情勢の変化や各施設を取り巻く環境の変化等により、計画の見直しが必要になる場合があります。そ

のため、定期的に計画の進捗状況を確認するとともに、削減目標や計画内容が実情に即しているかを

確認する必要があります。 

そこで、PDCA サイクル※による計画の進行管理を実践し、再配置の進捗や削減目標の達成状況を把

握、評価、計画の改善等を行っていきます。 

また、計画の見直しは、概ね 10 年毎としますが、財務書類（行政コスト計算書、固定資産台帳）

との整合や社会情勢の変化など必要に応じて見直しを図ります。 

 

※PDCA サイクル：Plan（計画の策定）、Do（計画の実行）、Check（計画の評価・分析）、Action（計画

の改善）の 4段階を繰り返すことによって、計画を継続的に改善していく手法です。 

 

図 ６-１ 公共施設再配置計画に係る PDCA サイクルのイメージ 

 

 

◆人口動態

◆財政状況

◆施設状況

◆地域再生

1．Plan
（計画の策定）

Ｐ

・公共施設白書
・公共施設再配置計画
（基本計画・実施計画）

4．Action
（計画の改善）

Ａ

・改善策の検討
（利用状況、人口動態、

財政状況による改善）
・目標値の再設定

3．Check
（計画の評価・分析）

Ｃ

・進捗状況の確認
・目標達成状況の確認
・効果検証（評価分析）

2．Do
（計画の実行）

Ｄ

・公共施設再配置の実行
（継続活用、統廃合、
複合化、移管、
廃止など）

総合計画・関連計画との整合性 予算の見通し

運営・維持管理データの一元化 運営管理組織の明確化
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4 章の検討の流れに沿って各施設を評価し、各施設の具体的な展開と実施時期を定めました。 

なお、「集会施設」「スポーツ施設（体育館）」「公民館・生涯学習センター等」については、施設用

途別の再配置の方向性を踏まえながら、以下のとおり具体的な再配置の考え方を定めて、各施設の具

体的な展開を検討しています。 

 

 

■集会施設の再配置の考え方 

・地域への移管（経費負担を含む）を進めます。 

・経費負担については、「利用者負担」「市民協働」「設置者負担」の 3 つの観点から、あり方を見

直します。 

・今後の地域が主体となる建替えについては、世帯数の違いなど地域の実情を踏まえて補助制度の

見直しを図るとともに、空き家や空き店舗などを集会施設として有効活用する場合の支援策につ

いても検討を進めます。 

 

集会施設、産業系施設などの移管の手法例 

 

 

 

  ↓ 

  普通財産 

  ↓ 

 

 

            ↓                 ↓ 

      地域が主体となり運営（移管）    市が建物を処分（譲渡・撤去等） 

            ↓ 

                      既存建物             

            ↓新規建物 

  住民主体による建替えに対して市は支援を行う。（所有権は地域） 

 

 

  

農林漁村地域多目的集会施設条例、林業者地域多目的集会施設条例、林業活動拠点施設

条例、漁村研修センター条例、地区センター条例 等の設置条例を廃止 

地域へ貸付 

希望あり               希望なし 

大規模改修・建替え時 
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■スポーツ施設（体育館）の再配置の考え方 

・総合体育館を核として、旧行政区に 1 施設を基本に再配置を進めます。なお、学校体育館の施設

開放はこれらの体育館を補完する役割とします。 

・また、集会施設及び廃校施設の体育館は、地域への移管を基本とします。 

 

スポーツ施設（体育館）の再配置の考え方 

 
 

  

施設
№

旧行政
区　域

施設名称
延床

面積㎡
経過
年数

具体的な展開

183 勤労青少年体育センター 867.75 45 サービス再検討

224 総合体育館 9,146.53 19

225 千徳地区体育館 799.93 28

227 神倉地区体育館 602.64 35 地域へ移管

229 白浜地区体育館 240.00 36 地域へ移管

138 近内地区センター多目的ホール 263.43 14 地域へ移管

211 グリーンピア三陸みやこ体育館 1,291.50 32

261 田老公民館体育棟 1,141.35 36 サービス再検討

234 野球場管理等他（トレーニングセンター） 1,469.36 36

266 新里生涯学習センター体育棟 462.07 48 サービス再検討

144 川井 川井トレーニングセンター 909.75 29

17,194.31

・・・維持する施設（13,617.07 ㎡）

宮古

田老

新里

合計
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■公民館・生涯学習センター等の再配置の考え方 

・（仮称）市民交流センターを核として、中学校区に 1 施設を基本としながら、地域性を考慮して

再配置を進めます。 

・なお、維持する施設で計画期間内に建替えの時期を迎える新里生涯学習センター、川井生涯学習

センターの計画後の延床面積は、維持する施設（市民交流センターを除く）の平均的な延床面積

である 1,000 ㎡と設定します。 

 

公民館・生涯学習センターの再配置の考え方 

施設
№

旧行政
区　域

中学
校区

施設名称
延床

面積㎡
経過
年数

具体的な展開

182 男女共生推進センター 663.25 38 公民館等と複合化

183 勤労青少年ホーム 1,502.30 45 サービス再検討

250 中央公民館 735.61 48 他の公民館と統合

251 中央公民館分館 732.80 50 他の公民館と統合

252 山口公民館 829.33 6

253 宮町公民館 182.18 42 地域へ移管

519 （仮称）市民交流センター 4,410.00 0

254 宮古二 鍬ヶ崎公民館 260.00 0

255 河南 磯鶏公民館 360.11 33

256 宮古西 千徳公民館 373.95 27

257 花輪公民館 255.24 37 花輪農村文化伝承館に複合化

142 花輪農村文化伝承館 804.22 11

258 津軽石 津軽石公民館 505.00 2

259 重茂 重茂公民館 400.10 20

260 崎山公民館 241.58 47 縄文の森施設と複合化

523 縄文の森施設 2,701.26 0

261 田老公民館 1,714.62 32

262 末前公民館 229.49 51 サービス再検討

263 小田代公民館 573.93 37 サービス再検討

264 畑公民館 125.04 54 サービス再検討

141 新里福祉センター 1,311.59 36 新里生涯学習センターに複合化

217 ポエムの森研修センター 172.26 13 サービス再検討

266 新里生涯学習センター（新里公民館） 1,000.00 48

267 刈屋公民館（基幹集落センター） 518.00 40

268 和井内公民館（ふるさと会館） 998.64 14

144 川井地域振興センター 319.24 32

145 箱石地域振興センター 542.30 36

146 川内地域振興センター 439.27 36

147 門馬地域振興センター 257.54 38

148 江繋地域振興センター 437.00 38

149 小国地域振興センター 374.22 35

269 川井生涯学習センター 1,000.00 43

24,970.07

・・・維持する施設（18,244.80 ㎡）

新里 新里

川井 川井

合計

田老 田老一

宮古

宮古一

花輪

崎山
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1
5

第
2
分

団
屯

所
宮

古
1
9
8
.7

S
造

2
0
1
4

2
耐

震
性

あ
り

単
独

1
2
6

0
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
1
9
5
.6

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
6

第
3
分

団
屯

所

（
横

町
C
S
）

宮
古

2
3
9
.5

木
造

1
9
8
8

2
8

耐
震

性

あ
り

単
独

1
3
9

0
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
2
0
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
7

第
4
分

団
屯

所
宮

古
1
3
3
.3

S
造

1
9
7
8

3
8

耐
震

性

あ
り

単
独

2
7
5

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
3
3
.3

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
8

第
5
分

団
屯

所

（
愛

宕
C
S
）

宮
古

8
2
.0

木
造

2
0
1
4

2
耐

震
性

あ
り

単
独

1
2
4

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
0
0
.0

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
9

第
6
分

団
屯

所
宮

古
1
9
8
.7

S
造

2
0
1
2

4
耐

震
性

あ
り

単
独

5
5

5
5

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
9
8
.7

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
0

第
7
分

団
屯

所
宮

古
1
9
8
.7

S
造

2
0
1
2

4
耐

震
性

あ
り

単
独

3
5
5

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
9
8
.7

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
1

第
8
分

団
屯

所

（
大

通
C
S
）

宮
古

2
6
3
.7

S
造

1
9
8
3

3
3

耐
震

性

あ
り

単
独

2
5
2

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
6
3
.7

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
2

第
9
分

団
屯

所
宮

古
2
0
1
.2

木
造

2
0
0
2

1
4

耐
震

性

あ
り

単
独

3
0
1

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
0
1
.2

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
3

第
1
0
分

団
屯

所
宮

古
1
5
7
.2

S
造

1
9
8
5

3
1

診
断

未

実
施

単
独

2
3
4

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
5
7
.2

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
4

第
1
1
分

団
屯

所

（
高

浜
C
S
）

宮
古

2
4
9
.5

木
造

2
0
1
4

2
耐

震
性

あ
り

単
独

3
4
9

3
4
9

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
4
9
.5

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
5

第
1
2
分

団
屯

所

（
千

徳
C
S
）

宮
古

1
6
3
.7

木
造

1
9
9
3

2
3

耐
震

性

あ
り

単
独

8
3

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
7
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
6

第
1
3
分

団
屯

所

（
近

内
C
S
）

宮
古

1
8
5
.5

木
造

1
9
9
4

2
2

耐
震

性

あ
り

単
独

1
9
8

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
9
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
7

第
1
4
分

団
屯

所
宮

古
4
9
.7

S
造

1
9
8
2

3
4

耐
震

性

あ
り

単
独

1
3
5

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
9
.7

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
8

第
1
5
分

団
屯

所

（
白

浜
C
S
）

宮
古

1
8
0
.5

木
造

1
9
9
0

2
6

耐
震

性

あ
り

単
独

2
3
0

2
3
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
9
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
9

第
1
6
分

団
屯

所
宮

古
2
2
6
.7

木
造

2
0
1
2

4
耐

震
性

あ
り

単
独

4
9
4

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
2
6
.7

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
0

第
1
6
分

団
器

具

置
場

（
女

遊
戸

）
宮

古
3
5
.0

仮
設

2
0
1
2

4
診

断
未

実
施

単
独

4
9

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
.0

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
1

第
1
6
分

団
器

具

置
場

（
箱

石
）

宮
古

3
9
.7

木
造

1
9
8
9

2
7

耐
震

性

あ
り

単
独

4
0

4
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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政
系

施
設

 
 

 

 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

3
2

第
1
7
分

団
屯

所
宮

古
6
0
.0

S
造

1
9
9
6

2
0

診
断

未

実
施

単
独

4
7
5

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
0
.0

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
3

第
1
7
分

団
器

具

置
場

（
松

山
）

宮
古

1
9
.8

木
造

1
9
6
3

5
3

耐
震

性

あ
り

単
独

5
0

5
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
.0

建
替

え
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
4

第
1
8
分

団
屯

所
宮

古
1
9
6
.1

木
造

2
0
0
9

7
診

断
未

実
施

単
独

6
5
4

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
9
6
.1

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
5

第
1
9
分

団
屯

所

（
老

木
C
S
）

宮
古

1
6
4
.0

木
造

1
9
9
6

2
0

耐
震

性

あ
り

単
独

3
9
3

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
6
4
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
6

第
1
9
分

団
器

具

置
場

（
根

城
）

宮
古

1
4
2
.1

木
造

1
9
3
7

7
9

耐
震

性

あ
り

単
独

1
4
2

0
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
3
5
.0

建
替

え
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
7

第
2
0
分

団
屯

所
宮

古
1
9
8
.7

木
造

2
0
1
4

2
耐

震
性

あ
り

単
独

2
8
1

2
8
1

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
9
8
.7

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
8

第
2
1
分

団
屯

所
宮

古
1
9
8
.7

木
造

2
0
1
2

4
耐

震
性

あ
り

単
独

5
3
3

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
9
8
.7

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
9

第
2
2
分

団
屯

所

（
赤

前
C
S
）

宮
古

1
5
4
.8

木
造

1
9
9
2

2
4

耐
震

性

あ
り

単
独

―
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
6
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
0

第
2
3
分

団
屯

所
宮

古
1
6
5
.6

S
造

1
9
8
3

3
3

耐
震

性

あ
り

単
独

2
7
2

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
6
5
.6

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
1

第
2
4
分

団
仮

設

屯
所

宮
古

1
9
8
.7

仮
設

2
0
1
2

4
耐

震
性

あ
り

単
独

6
0

6
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
9
8
.7

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
2

第
2
5
分

団
屯

所

（
千

鶏
C
S
）

宮
古

1
8
7
.9

木
造

1
9
9
7

1
9

耐
震

性

あ
り

単
独

―
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
8
7
.9

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
3

第
2
6
分

団
屯

所
宮

古
1
9
8
.7

仮
設

2
0
1
2

4
耐

震
性

あ
り

単
独

2
0
0

2
0
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
9
8
.7

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
4

第
2
7
分

団
屯

所
宮

古
4
9
.7

木
造

1
9
8
3

3
3

耐
震

性

あ
り

単
独

5
0

5
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
0
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
5

第
2
8
分

団
屯

所

（
田

老
自

治
会

研

修
セ

ン
タ

ー
）

田
老

1
9
8
.7

仮
設

2
0
1
2

4
耐

震
性

あ
り

単
独

3
0
6

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
9
8
.7

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
6

第
2
9
分

団
屯

所

（
田

老
C
S
）

田
老

2
4
9
.5

仮
設

2
0
1
2

4
耐

震
性

あ
り

単
独

7
8

7
8

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
4
9
.5

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
7

第
2
9
分

団
器

具

置
場

（
樫

内
）

田
老

2
0
.0

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
7
1

4
5

診
断

未

実
施

単
独

5
4

5
4

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
8

第
3
0
分

団
屯

所

（
荒

谷
防

災
セ

ン

タ
ー

）

田
老

2
4
8
.4

仮
設

2
0
1
2

4
耐

震
性

あ
り

単
独

3
0
6

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
4
8
.4

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
9

第
3
0
分

団
器

具

置
場

（
和

野
）

田
老

3
3
.2

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
6
7

4
9

診
断

未

実
施

単
独

1
1
1

1
1
1

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
0

第
3
1
分

団
屯

所
田

老
9
6
.0

木
造

1
9
7
7

3
9

診
断

未

実
施

単
独

1
3
5

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
0
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
1

第
3
1
分

団
器

具

置
場

（
重

津
部

）
田

老
5
8
.0

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
6
9

4
7

診
断

未

実
施

単
独

1
5
1

1
5
1

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

5
2

第
3
1
分

団
器

具

置
場

（
青

野
滝

）
田

老
2
0
.0

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
7
1

4
5

診
断

未

実
施

単
独

2
8

2
8

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
3

第
3
2
分

団
屯

所
田

老
5
9
.6

木
造

1
9
7
4

4
2

診
断

未

実
施

単
独

1
4
7

1
4
7

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
0
0
.0

改
修

建
替

え
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
4

第
3
2
分

団
器

具

置
場

（
水

沢
）

田
老

2
1
.4

木
造

1
9
7
4

4
2

診
断

未

実
施

単
独

4
4

4
4

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
.0

改
修

建
替

え
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
5

第
3
2
分

団
器

具

置
場

（
摂

待
和

野
）

田
老

1
0
.0

木
造

1
9
7
8

3
8

診
断

未

実
施

単
独

2
0

2
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
6

第
3
2
分

団
器

具

置
場

（
畑

）
田

老
1
0
.1

木
造

1
9
7
8

3
8

診
断

未

実
施

単
独

2
3

2
3

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
7

第
3
3
分

団
屯

所
田

老
7
9
.2

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
6
9

4
7

診
断

未

実
施

単
独

1
9
3

1
9
3

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
0
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
8

第
3
3
分

団
器

具

置
場

（
青

倉
）

田
老

3
9
.7

木
造

1
9
8
1

3
5

診
断

未

実
施

単
独

1
0
4

1
0
4

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
9

第
3
3
分

団
器

具

置
場

（
小

田
代

）
田

老
3
1
.3

木
造

1
9
7
6

4
0

診
断

未

実
施

単
独

7
0

7
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

6
0

第
3
4
分

団
屯

所

（
蟇

目
C
S
）

新
里

2
1
8
.6

木
造

1
9
9
9

1
7

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,3

0
4

1
,3

0
4

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
1
8
.6

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

6
1

第
3
5
分

団
屯

所

（
茂

市
C
S
）

新
里

2
0
2
.4

木
造

1
9
9
5

2
1

耐
震

性

あ
り

単
独

1
7
7

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
0
2
.4

改
修

→
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

6
2

第
3
6
分

団
屯

所

（
腹

帯
C
S
）

新
里

2
1
8
.6

木
造

1
9
9
8

1
8

耐
震

性

あ
り

単
独

4
9
5

3
0
2

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
1
8
.6

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

6
3

第
3
7
分

団
屯

所

（
刈

屋
C
S
）

新
里

2
2
1
.9

木
造

1
9
9
7

1
9

耐
震

性

あ
り

単
独

6
3
0

0
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
2
2
1
.9

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

6
4

第
3
8
分

団
屯

所
新

里
5
9
.6

木
造

1
9
8
9

2
7

耐
震

性

あ
り

単
独

8
4
8

8
4
8

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
0
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

6
5

第
3
9
分

団
屯

所

（
和

井
内

C
S
）

新
里

1
9
9
.5

木
造

1
9
9
6

2
0

耐
震

性

あ
り

単
独

1
6
5

1
6
5

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
9
9
.5

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

6
6

第
4
0
分

団
屯

所

（
古

田
C
S
）

川
井

1
4
1
.2

木
造

1
9
8
8

2
8

耐
震

性

あ
り

単
独

5
3
2

5
3
2

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
5
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

6
7

第
4
0
分

団
屯

所

（
川

井
）

川
井

1
1
5
.9

軽
量

鉄

骨
造

1
9
9
6

2
0

耐
震

性

あ
り

単
独

3
0
0

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
1
5
.9

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

6
8

第
4
0
分

団
屯

所

（
下

川
井

）
川

井
4
8
.0

木
造

2
0
0
1

1
5

耐
震

性

あ
り

単
独

1
0
4

1
0
4

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
8
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

6
9

第
4
1
分

団
屯

所

（
箱

石
）

川
井

1
3
2
.5

木
造

1
9
7
5

4
1

耐
震

性

あ
り

単
独

1
8
5

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
4
0
.0

改
修

建
替

え
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

7
0

第
4
1
分

団
屯

所

（
鈴

久
名

）
川

井
7
6
.2

木
造

1
9
9
9

1
7

耐
震

性

あ
り

単
独

2
1
3

0
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
7
6
.2

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

7
1

第
4
2
分

団
屯

所
川

井
1
3
5
.0

軽
量

鉄

骨
造

1
9
8
5

3
1

耐
震

性

あ
り

単
独

2
9
4

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
4
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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開
サ
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情
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旧
行

政
区

延
床

面
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(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

7
2

第
4
2
分

団
器

具

置
場

（
夏

屋
）

川
井

2
9
.0

木
造

1
9
9
3

2
3

耐
震

性

あ
り

単
独

8
9

8
9

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

7
3

第
4
3
分

団
屯

所

（
松

草
）

川
井

6
9
.6

木
造

1
9
8
1

3
5

耐
震

性

あ
り

単
独

2
3
5

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
0
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

7
4

第
4
3
分

団
屯

所

（
区

界
）

川
井

1
0
6
.8

木
造

2
0
0
9

7
耐

震
性

あ
り

単
独

2
9
1

0
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
1
0
6
.8

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

7
5

第
4
3
分

団
器

具

置
場

（
平

津
戸

）
川

井
3
3
.1

木
造

1
9
8
4

3
2

耐
震

性

あ
り

単
独

2
0
5

2
0
5

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

7
6

第
4
4
分

団
屯

所

（
大

仁
田

C
S
）

川
井

1
2
9
.2

木
造

1
9
9
3

2
3

耐
震

性

あ
り

単
独

5
4
0

5
4
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
3
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

7
7

第
4
4
分

団
屯

所

（
末

角
C
S
）

川
井

1
2
5
.0

不
明

1
9
8
9

2
7

耐
震

性

あ
り

単
独

8
8
9

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
3
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

7
8

第
4
4
分

団
屯

所

（
湯

沢
C
S
）

川
井

7
0
.4

木
造

1
9
9
6

2
0

耐
震

性

あ
り

単
独

1
8
3

1
8
3

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

7
0
.4

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

7
9

第
4
5
分

団
屯

所

（
向

田
C
S
）

川
井

1
2
2
.6

木
造

1
9
9
0

2
6

耐
震

性

あ
り

単
独

3
5
4

3
5
4

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
3
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

8
0

第
4
5
分

団
屯

所

（
江

繋
）

川
井

1
0
6
.8

木
造

2
0
0
9

7
耐

震
性

あ
り

単
独

5
2
8

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
0
6
.8

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

8
1

第
4
5
分

団
器

具

置
場

（
尻

石
）

川
井

3
3
.1

木
造

1
9
8
4

3
2

耐
震

性

あ
り

単
独

―
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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【
個

別
編

】
１

．
⾏

政
系

施
設

 
 

 

 １
-
３

 
そ

の
他

行
政

系
施

設
 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

8
2

建
設

課
車

庫
宮

古
-

-
-

―
耐

震
性

あ
り

―
3
4
8

0
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

ま
た

、
き

れ
い

な
ま

ち
推

進
室

（
小

山
田

）
と

の
複

合
化

を
図

り
ま

す
。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

8
3

建
設

課
運

転
手

詰
所

宮
古

-
-

-
―

不
明

―
―

―
複

合
化

・
統

合
複

合
化

・

統
合

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

ま
た

、
き

れ
い

な
ま

ち
推

進
室

（
小

山
田

）
と

の
複

合
化

を
図

り
ま

す
。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

8
4

建
設

課
運

転
手

詰
所

用
ト
イ

レ
宮

古
4
.1

木
造

2
0
1
2

4
不

明
単

独
―

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

ま
た

、
き

れ
い

な
ま

ち
推

進
室

（
小

山
田

）
と

の
複

合
化

を
図

り
ま

す
。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

8
5

愛
宕

倉
庫

（
旧

愛

宕
小

学
校

）
宮

古
3
,8

0
3
.2

R
C
造

1
9
7
6

4
0

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

8
6

宮
古

市
公

害
試

験
室

宮
古

1
5
0
.8

木
造

1
9
8
9

2
7

診
断

未

実
施

単
独

1
5
7

0
移

管
移

管
集

会
施

設
と

し
て

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

8
7

リ
サ

イ
ク

ル
小

山
田

詰
所

宮
古

2
0
8
.3

木
造

1
9
6
8

4
8

診
断

未

実
施

単
独

1
0
,3

2
9

0
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

ま
た

、
き

れ
い

な
ま

ち
推

進
室

（
小

山
田

）
に

統
合

し
ま

す
。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

8
8

資
源

物
保

管
庫

宮
古

4
4
3
.4

軽
量

鉄
骨 造

2
0
0
2

1
4

耐
震

性

あ
り

単
独

1
0
,3

2
9

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
4
3
.4

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

8
9

田
老

現
場

事
務

所
田

老
4
0
2
.5

S
造

1
9
8
9

2
7

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,9

0
0

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
0
2
.5

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

9
0

建
設

機
械

車
庫

川
井

6
3
.0

軽
量

鉄
骨 造

1
9
7
2

4
4

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
3
.0

改
修

建
替

え
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

9
1

車
両

等
集

中
管

理
事

務
所

川
井

2
5
0
.5

軽
量

鉄
骨 造

2
0
0
3

1
3

耐
震

性

あ
り

単
独

3
,5

8
2

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。
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【
個

別
編

】
２

．
市

⺠
⽂

化
系

施
設

 
 

 

２
．
 

市
民
文
化
系
施
設
 

２
-
１

 
市

民
文

化
会

館
 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

9
2

市
民

文
化

会
館

宮
古

5
,5

1
5
.0

R
C
造

1
9
7
6

4
0

耐
震

性

あ
り

単
独

7
,2

3
4

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
,5

1
5
.0

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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【
個

別
編

】
２

．
市

⺠
⽂

化
系

施
設

 
 

 

 ２
-
２

 
集

会
施

設
 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

9
3

八
木

沢
農

村
セ

ン

タ
ー

宮
古

1
8
0
.5

木
造

1
9
8
3

3
3

耐
震

性

あ
り

単
独

4
6
6

0
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

9
4

金
浜

農
漁

村
セ

ン

タ
ー

宮
古

2
0
0
.0

-
-

―
不

明
―

―
―

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

9
5

根
城

農
村

セ
ン

タ
ー

宮
古

2
0
0
.4

木
造

1
9
7
9

3
7

診
断

未

実
施

単
独

9
2
6

9
2
6

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分
①

0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必
要

に
な

っ
た

時
点

で
建

物
を

処
分

し
ま

す
。

9
6

長
沢

農
村

セ
ン

タ
ー

宮
古

2
3
6
.9

木
造

1
9
8
1

3
5

診
断

未

実
施

単
独

6
6
5

6
6
5

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

9
7

南
川

目
農

村
セ

ン

タ
ー

宮
古

1
2
8
.4

木
造

1
9
9
4

2
2

耐
震

性

あ
り

単
独

3
6
6

3
6
6

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

9
8

田
鎖

総
合

交
流

促
進

セ
ン

タ
ー

宮
古

3
5
5
.0

S
造

1
9
9
6

2
0

耐
震

性

あ
り

単
独

4
7
5

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

9
9

大
野

折
壁

交
流

セ

ン
タ

ー
宮

古
2
1
6
.1

木
造

2
0
0
5

1
1

耐
震

性

あ
り

単
独

5
1
6

1
0
8

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

→
→

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
0
0

重
茂

地
区

総
合

交
流

促
進

セ
ン

タ
ー

宮
古

4
4
0
.0

S
造

1
9
9
6

2
0

耐
震

性

あ
り

複
合

（
従

）
1
,2

4
1

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
4
0
.0

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
0
1

養
呂

地
地

区
生

活
改

善
セ

ン
タ

ー
田

老
2
1
0
.9

木
造

1
9
7
9

3
7

診
断

未

実
施

単
独

4
6
8

4
6
8

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
0
2

青
野

滝
地

区
集

会
施

設
田

老
1
6
8
.1

木
造

1
9
7
9

3
7

診
断

未

実
施

単
独

3
7
7

3
7
7

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
0
3

水
沢

地
区

集
会

施
設

田
老

2
3
8
.2

木
造

1
9
7
9

3
7

診
断

未

実
施

単
独

2
6
4

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
0
4

摂
待

和
野

地
区

集
会

施
設

田
老

1
7
5
.6

木
造

1
9
7
9

3
7

診
断

未

実
施

単
独

3
7
9

3
7
9

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
0
5

神
田

地
区

集
会

施
設

田
老

1
9
4
.6

木
造

1
9
8
1

3
5

診
断

未

実
施

単
独

9
1
4

9
1
4

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
0
6

畑
地

区
集

会
施

設
田

老
7
9
.7

木
造

1
9
8
2

3
4

耐
震

性

あ
り

単
独

2
4
9

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。
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敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

1
0
7

和
野

地
区

集
会

施
設

田
老

1
8
3
.0

木
造

1
9
8
7

2
9

耐
震

性

あ
り

単
独

5
7
5

5
7
5

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
0
8

小
堀

内
地

区
集

会
施

設
田

老
2
3
7
.7

木
造

1
9
8
7

2
9

耐
震

性

あ
り

単
独

4
,9

9
6

0
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
0
9

樫
内

地
区

集
会

施
設

田
老

2
3
6
.8

木
造

1
9
9
1

2
5

耐
震

性

あ
り

単
独

7
4
8

0
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
1
0

青
倉

地
区

集
会

施
設

田
老

1
3
5
.5

木
造

1
9
9
5

2
1

耐
震

性

あ
り

単
独

8
7
2

8
7
2

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
1
1

基
幹

集
落

セ
ン

タ
ー

新
里

5
1
8
.0

S
造

1
9
7
6

4
0

診
断

未

実
施

複
合

（
主

）
2
,4

3
6

1
,6

7
4

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
1
8
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
1
2

刈
屋

地
区

生
活

改
善

セ
ン

タ
ー

新
里

1
3
2
.5

木
造

1
9
7
2

4
4

診
断

未

実
施

単
独

―
―

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
1
3

五
番

地
区

総
合

セ

ン
タ

ー
新

里
1
0
8
.5

木
造

1
9
8
0

3
6

診
断

未

実
施

単
独

5
2
0

5
2
0

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
1
4

腹
帯

地
区

生
活

改
善

セ
ン

タ
ー

新
里

2
1
4
.3

木
造

1
9
8
1

3
5

診
断

未

実
施

単
独

―
―

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
1
5

北
山

地
区

総
合

セ

ン
タ

ー
新

里
7
9
.5

木
造

1
9
9
4

2
2

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
1
6

四
番

地
区

総
合

セ

ン
タ

ー
新

里
1
4
3
.7

木
造

2
0
0
1

1
5

耐
震

性

あ
り

単
独

5
9
7

5
9
7

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
1
7

下
刈

屋
地

区
総

合
セ

ン
タ

ー
新

里
1
7
1
.0

木
造

2
0
0
2

1
4

耐
震

性

あ
り

単
独

6
2
5

6
2
5

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
1
8

太
長

根
地

区
総

合
セ

ン
タ

ー
新

里
6
9
.6

木
造

2
0
0
2

1
4

耐
震

性

あ
り

単
独

1
5
9

1
5
9

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
1
9

中
野

地
区

総
合

セ

ン
タ

ー
新

里
1
9
6
.3

木
造

2
0
0
3

1
3

耐
震

性

あ
り

単
独

6
5
8

6
5
8

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
2
0

丹
野

地
区

総
合

セ

ン
タ

ー
新

里
1
0
1
.9

木
造

2
0
0
4

1
2

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
2
1

田
代

林
業

者
セ

ン

タ
ー

宮
古

4
5
6
.0

S
造

1
9
8
1

3
5

診
断

未

実
施

複
合

（
主

）
1
1
3

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。
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敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

1
2
2

花
原

市
林

業
者

セ

ン
タ

ー
宮

古
6
7
.0

木
造

1
9
9
3

2
3

耐
震

性

あ
り

単
独

3
3
0

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
2
3

大
谷

地
林

業
者

セ

ン
タ

ー
宮

古
6
8
.6

木
造

1
9
8
7

2
9

耐
震

性

あ
り

単
独

4
3
9

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
2
4

箱
石

林
業

者
セ

ン

タ
ー

宮
古

1
8
6
.3

木
造

1
9
8
3

3
3

耐
震

性

あ
り

単
独

6
3
7

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
2
5

刈
屋

林
業

研
修

所
新

里
1
0
6
.6

木
造

1
9
7
8

3
8

診
断

未

実
施

単
独

―
―

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
2
6

和
井

内
林

産
会

館
新

里
1
3
8
.2

木
造

1
9
8
8

2
8

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,8

2
0

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
2
7

林
業

活
力

セ
ン

タ
ー

新
里

1
6
9
.2

木
造

1
9
8
9

2
7

耐
震

性

あ
り

単
独

4
0
0

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
2
8

黒
森

ふ
れ

あ
い

館
宮

古
4
5
1
.2

木
造

1
9
9
0

2
6

耐
震

性

あ
り

単
独

9
,5

6
3

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
2
9

漁
村

研
修

セ
ン

タ
ー

宮
古

2
5
8
.0

-
-

―
不

明
―

―
―

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
3
0

高
浜

地
区

セ
ン

タ
ー

宮
古

-
-

-
―

不
明

―
―

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
3
1

西
ヶ

丘
地

区
セ

ン

タ
ー

宮
古

2
8
1
.1

木
造

2
0
0
7

9
耐

震
性

あ
り

単
独

1
,1

4
5

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

→
→

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
3
2

松
山

地
区

セ
ン

タ
ー

宮
古

2
1
5
.3

木
造

2
0
1
2

4
耐

震
性

あ
り

単
独

8
9
9

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

→
→

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
3
3

堀
内

地
区

セ
ン

タ
ー

宮
古

-
-

-
―

不
明

―
―

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
3
4

姉
ヶ

崎
地

区
セ

ン

タ
ー

宮
古

1
0
2
.7

木
造

1
9
7
5

4
1

診
断

未

実
施

単
独

3
5
2

3
5
2

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
3
5

佐
原

地
区

セ
ン

タ
ー

宮
古

2
5
5
.2

S
R
C
造

1
9
8
0

3
6

診
断

未

実
施

単
独

5
1
6

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
3
6

八
木

沢
地

区
セ

ン

タ
ー

宮
古

1
6
5
.2

S
造

1
9
7
9

3
7

診
断

未

実
施

単
独

5
2
7

5
2
7

移
管

移
管

→
→

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

替
え

2
5
5
.2

建
替

え
→

→

建
替

え
を

実
施

し
ま

す
。

ま
た

、
大

規
模

改
修

や
建

替

え
が

必
要

に
な

っ
た

時
点

で

建
物

を
処

分
し

ま
す

。
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敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

1
3
7

小
山

田
地

区
セ

ン

タ
ー

宮
古

2
5
5
.3

S
R
C
造

1
9
8
1

3
5

診
断

未

実
施

単
独

4
9
6

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
3
8

近
内

地
区

セ
ン

タ
ー

宮
古

5
6
7
.1

木
造

1
9
9
5

2
1

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,9

1
0

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
3
9

乙
部

地
区

自
治

会
研

修
セ

ン
タ

ー
田

老
-

-
-

―
不

明
―

―
―

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
4
0

末
前

神
楽

伝
承

館
田

老
2
4
2
.0

木
造

2
0
0
3

1
3

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,7

0
3

1
,7

0
3

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
4
1

新
里

福
祉

セ
ン

タ
ー

新
里

1
,3

1
1
.6

R
C
造

1
9
8
0

3
6

診
断

未

実
施

複
合

（
主

）
―

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

ま
た

、
新

里
生

涯
学

習
セ

ン

タ
ー

と
の

複
合

化
を

図
り
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
4
2

花
輪

農
村

文
化

伝
承

館
宮

古
8
0
4
.2

木
造

2
0
0
5

1
1

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,8

5
9

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

ま
た

、
花

輪
出

張
所

、
花

輪

公
民

館
と

の
複

合
化

を
図

り
ま

す
。
【
受

け
入

れ
側

】

建
物

維
持

8
0
4
.2

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
4
3

和
井

内
ふ

る
さ

と

会
館

新
里

9
9
8
.6

S
造

2
0
0
2

1
4

耐
震

性

あ
り

複
合

（
主

）
6
,2

7
3

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

0
.0

→
改

修
改

修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
（
延

床

面
積

は
№

2
6
8
に

記
載

）

1
4
4

川
井

地
域

振
興

セ

ン
タ

ー
川

井
3
1
9
.2

木
造

1
9
8
4

3
2

耐
震

性

あ
り

単
独

4
8
6

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
1
9
.2

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
4
5

箱
石

地
域

振
興

セ

ン
タ

ー
川

井
5
4
2
.3

木
造

1
9
8
0

3
6

診
断

未

実
施

単
独

2
,1

0
5

2
,1

0
5

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
4
2
.3

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
4
6

川
内

地
域

振
興

セ

ン
タ

ー
川

井
4
3
9
.3

木
造

1
9
8
0

3
6

診
断

未

実
施

複
合

（
主

）
1
3
,0

2
1

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
3
9
.3

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
4
7

門
馬

地
域

振
興

セ

ン
タ

ー
川

井
2
5
7
.5

木
造

1
9
7
8

3
8

診
断

未

実
施

複
合

（
主

）
6
,1

1
1

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
5
7
.5

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
4
8

江
繋

地
域

振
興

セ

ン
タ

ー
川

井
4
3
7
.0

木
造

1
9
7
8

3
8

診
断

未

実
施

単
独

5
2
7
,7

1
5

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
3
7
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
4
9

小
国

地
域

振
興

セ

ン
タ

ー
川

井
3
7
4
.2

木
造

1
9
8
1

3
5

診
断

未

実
施

単
独

2
,1

6
7

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
7
4
.2

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
5
0

鈴
久

名
集

会
所

川
井

2
6
0
.8

木
造

1
9
7
8

3
8

診
断

未

実
施

単
独

1
,8

2
9

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
5
1

門
馬

集
会

所
川

井
1
2
5
.0

木
造

1
9
8
4

3
2

耐
震

性

あ
り

単
独

7
9
4

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
5
2

田
代

集
会

所
川

井
1
3
3
.3

木
造

1
9
9
1

2
5

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,1

5
5

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。
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敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

1
5
3

区
界

集
会

所
川

井
1
1
9
.9

木
造

1
9
8
7

2
9

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,4

2
4

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
5
4

大
久

保
集

会
所

川
井

1
2
1
.4

木
造

1
9
9
3

2
3

耐
震

性

あ
り

単
独

4
9
1

4
9
1

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
5
5

区
界

団
地

集
会

所
川

井
8
7
.8

木
造

1
9
8
4

3
2

耐
震

性

あ
り

単
独

4
,6

5
8

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
5
6

上
湯

沢
集

会
所

川
井

1
2
0
.1

木
造

1
9
8
8

2
8

耐
震

性

あ
り

単
独

1
5
5

1
5
5

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
5
7

土
沢

寺
倉

集
会

所
川

井
1
2
0
.3

木
造

1
9
9
2

2
4

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,5

3
7

5
5
5

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
5
8

永
田

集
会

所
川

井
1
2
0
.2

木
造

1
9
9
0

2
6

耐
震

性

あ
り

単
独

8
1
0

8
1
0

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
5
9

大
畑

集
会

所
川

井
1
0
3
.0

木
造

1
9
8
2

3
4

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,0

0
1

5
9
1

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
6
0

尻
石

集
会

所
川

井
1
2
0
.4

木
造

1
9
9
1

2
5

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,0

8
4

1
2
2

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
6
1

赤
沢

集
会

所
川

井
1
4
1
.1

木
造

1
9
9
5

2
1

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,7

8
8

1
,7

8
8

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
6
2

桐
内

集
会

所
川

井
6
7
.9

木
造

1
9
8
8

2
8

耐
震

性

あ
り

単
独

6
8
0

4
8
9

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
6
3

繋
集

会
所

川
井

1
2
1
.7

木
造

1
9
8
5

3
1

耐
震

性

あ
り

単
独

4
0
9

4
0
9

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
6
4

去
石

集
会

所
川

井
1
1
8
.4

木
造

1
9
8
3

3
3

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,1

4
3

1
,1

4
3

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
6
5

松
草

集
会

所
川

井
6
6
.0

木
造

1
9
8
9

2
7

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,7

5
2

2
9
4

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
6
6

平
津

戸
集

会
所

川
井

1
2
0
.9

木
造

1
9
9
1

2
5

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,4

8
2

1
7
9

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
6
7

川
内

集
会

所
川

井
1
2
0
.1

木
造

1
9
8
8

2
8

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,0

3
3

1
,0

3
3

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。
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敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

1
6
8

夏
屋

集
会

所
川

井
1
4
8
.4

木
造

1
9
8
2

3
4

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,1

7
7

7
8
7

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
6
9

蟹
岡

集
会

所
川

井
8
9
.4

木
造

1
9
8
1

3
5

診
断

未

実
施

単
独

7
2
0

9
2

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
7
0

横
沢

集
会

所
川

井
1
2
0
.0

木
造

1
9
8
8

2
8

耐
震

性

あ
り

単
独

7
2
9

6
6
6

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
7
1

岡
村

集
会

所
川

井
9
6
.9

木
造

1
9
8
2

3
4

耐
震

性

あ
り

単
独

2
9
7

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
7
2

片
巣

集
会

所
川

井
9
3
.5

木
造

1
9
8
1

3
5

診
断

未

実
施

単
独

5
2
1

5
2
1

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
7
3

上
川

井
集

会
所

川
井

1
8
4
.6

木
造

1
9
8
1

3
5

診
断

未

実
施

単
独

5
9
3

5
9
3

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
7
4

下
川

井
集

会
所

川
井

1
2
0
.0

木
造

1
9
8
6

3
0

耐
震

性

あ
り

単
独

3
6
4

3
6
0

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
7
5

袰
岩

集
会

所
川

井
1
0
6
.0

木
造

2
0
0
1

1
5

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,2

3
8

1
,2

3
8

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
7
6

関
根

集
会

所
川

井
1
4
9
.9

木
造

2
0
0
3

1
3

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,0

1
7

1
,0

1
7

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
7
7

北
川

目
地

区
集

会
所

宮
古

1
9
5
.0

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
5
9

5
7

診
断

未

実
施

単
独

6
0
4

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
7
8

南
川

目
地

区
集

会
所

宮
古

4
1
8
.5

R
C
造

1
9
8
0

3
6

診
断

未

実
施

単
独

2
,3

4
9

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
7
9

佐
羽

根
地

区
集

会
所

宮
古

1
2
8
.9

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
6
1

5
5

診
断

未

実
施

単
独

1
,8

4
1

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
8
0

田
代

地
区

集
会

所
宮

古
5
2
7
.1

C
B
造

1
9
7
0

4
6

診
断

未

実
施

単
独

7
,2

6
1

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
8
1

白
浜

地
区

集
会

所
宮

古
1
2
0
.0

S
造

1
9
7
9

3
7

診
断

未

実
施

単
独

1
,9

9
8

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
8
2

男
女

共
生

推
進

セ

ン
タ

ー
宮

古
6
6
3
.3

R
C
造

1
9
7
8

3
8

診
断

未

実
施

単
独

1
,8

1
4

0
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

ま
た

、
公

民
館

等
と

の
複

合

化
を

図
り
ま

す
。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。
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施
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敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

1
8
3

勤
労

青
少

年
ホ

ー

ム
宮

古
1
,5

0
2
.3

R
C
造

1
9
7
1

4
5

診
断

未

実
施

単
独

1
,5

0
8

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

1
8
4

田
代

ふ
れ

あ
い

農

園
建

物
宮

古
3
1
2
.2

木
造

1
9
9
6

2
0

耐
震

性

あ
り

単
独

1
1
,3

1
8

1
3
,3

1
8

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

1
8
5

魚
市

場
宮

古
1
4
,7

3
0
.1

S
造

1
9
9
5

2
1

耐
震

性

あ
り

単
独

1
9
,2

4
1

1
9
,2

4
1

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
4
,7

3
0
.1

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
8
6

宮
古

職
業

訓
練

セ

ン
タ

ー
宮

古
1
,2

6
5
.3

S
造

1
9
8
5

3
1

耐
震

性

あ
り

単
独

4
,6

4
9

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,2

6
5
.3

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
8
7

青
倉

農
産

物
販

売
施

設
田

老
1
2
7
.9

木
造

1
9
9
7

1
9

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,1

7
8

1
,1

7
8

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
8
8

水
沢

地
区

直
売

所
あ

ず
ま

や
田

老
4
5
.3

木
造

1
9
9
8

1
8

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

移
管

移
管

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

1
8
9

和
井

内
養

魚
場

新
里

1
5
8
.2

木
造

1
9
7
8

3
8

診
断

未

実
施

単
独

8
,0

0
8

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
5
8
.2

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
9
0

新
里

牧
野

家
畜

保
護

施
設

看
視

舎

新
里

6
3
.6

木
造

1
9
9
4

2
2

耐
震

性

あ
り

単
独

6
4

6
4

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
3
.6

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
9
1

和
井

内
牧

野
家

畜
保

護
施

設
看

視
舎

新
里

4
9
.7

木
造

1
9
7
3

4
3

診
断

未

実
施

単
独

5
0

5
0

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

1
9
2

森
林

愛
護

訓
練

施
設

資
材

保
管

庫

新
里

3
4
.0

木
造

1
9
8
8

2
8

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

1
9
3

国
産

材
需

要
開

発
セ

ン
タ

ー
（
薬

師

塗
工

芸
館

）

川
井

5
9
5
.6

木
造

1
9
9
4

2
2

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,3

9
3

2
,3

9
3

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
9
5
.6

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
9
4

簡
易

農
産

物
直

売
所

川
井

2
4
.8

木
造

1
9
9
6

2
0

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

1
9
5

ま
い

た
け

研
究

開

発
セ

ン
タ

ー
川

井
1
,0

9
7
.8

木
造

1
9
9
1

2
5

耐
震

性

あ
り

単
独

1
2
,0

3
8

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

1
9
6

し
そ

塩
蔵

処
理

加

工
施

設
川

井
8
8
4
.8

S
造

1
9
9
2

2
4

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

移
管

移
管

運
営

団
体

に
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。
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４
-
１

 
観

光
施

設
 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 
1
9
7

シ
ー

ト
ピ

ア
な

あ
ど

宮
古

2
,7

7
7
.2

R
C
造

2
0
0
3

1
3

耐
震

性

あ
り

単
独

1
7
,1

8
2

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
,7

7
7
.2

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
9
8

宮
古

駅
前

総
合

観
光

案
内

所
宮

古
1
5
8
.4

木
造

2
0
0
8

8
耐

震
性

あ
り

単
独

4
0
3

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
5
8
.4

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

1
9
9

田
代

地
区

野
外

活
動

セ
ン

タ
ー

宮
古

6
7
8
.3

R
C
造

1
9
8
6

3
0

耐
震

性

あ
り

単
独

2
5
,6

7
1

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
6
7
8
.3

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
0
0

浄
土

ヶ
浜

レ
ス

ト
ハ

ウ
ス

宮
古

1
,3

0
7
.4

R
C
造

2
0
1
0

6
耐

震
性

あ
り

単
独

1
0
,4

5
1

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,3

0
7
.4

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
0
1

県
道

浄
土

ヶ
浜

線

公
衆

便
所

宮
古

3
3
.0

R
C
造

1
9
9
3

2
3

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

2
0
2

藤
の

川
海

水
浴

場

建
物

宮
古

5
3
.0

木
造

2
0
1
3

3
耐

震
性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
3
.0

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
0
3

姉
吉

キ
ャ

ン
プ

場

施
設

宮
古

-
-

-
―

不
明

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
3
.0

建
替

え
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
0
4

月
山

公
衆

便
所

宮
古

2
5
.4

木
造

2
0
0
0

1
6

耐
震

性

あ
り

単
独

1
1
7

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
5
.4

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
0
5

女
遊

戸
さ

わ
や

か

ト
イ

レ
宮

古
-

-
-

―
不

明
―

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
0
.0

建
替

え
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
0
6

潮
吹

穴
さ

わ
や

か

ト
イ

レ
宮

古
3
4
.0

R
C
造

1
9
9
5

2
1

診
断

未

実
施

単
独

7
7
7

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
4
.0

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
0
7

た
ろ

う
潮

里
ス

テ
ー

シ
ョ
ン

田
老

-
-

-
―

不
明

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
替

え
2
5
9
.0

建
替

え
→

改
修

建
替

え
を

実
施

し
ま

す
。

2
0
8

潮
里

た
ろ

う
情

報

発
信

基
地

（
道

の

駅
た

ろ
う
内

）

田
老

5
5
8
.2

木
造

1
9
9
4

2
2

耐
震

性

あ
り

単
独

5
,0

1
7

5
,1

8
8

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
替

え
3
2
6
.6

建
替

え
→

改
修

建
替

え
を

実
施

し
ま

す
。

2
0
9

潮
里

た
ろ

う
情

報

発
信

基
地

交
流

館
（
道

の
駅

た
ろ

う

内
）

田
老

3
4
5
.0

木
造

1
9
9
5

2
1

耐
震

性

あ
り

単
独

3
5
7

3
6
7

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
替

え
-

建
替

え
→

改
修

建
替

え
を

実
施

し
ま

す
。

2
1
0

真
崎

ビ
ー

チ
ハ

ウ

ス
田

老
-

-
-

―
不

明
―

4
,2

0
7

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
0
0
.0

建
替

え
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

2
1
1

グ
リ
ー

ン
ピ

ア
三

陸

み
や

こ
田

老
2
2
,4

1
5
.4

S
R
C
造

1
9
8
5

3
1

耐
震

性

あ
り

単
独

3
,5

4
3
,0

7
4

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

た
だ

し
、
収

益
施

設
に

つ
い

て

は
運

営
団

体
に

移
管

し
ま

す
。

建
物

維
持

9
,9

6
2
.9

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

た
だ

し
、
収

益
施

設
(ホ

テ
ル

・

セ
ン

タ
ー

施
設

(9
,9

7
4
.0

㎡
)、

宴
会

場
(ホ

テ
ル

増
築

部

分
)(

1
2
6
7
.7

6
㎡

)、
従

業
員

宿
舎

（
5
8
8
.0

2
㎡

）
、
レ

ス
ト
ラ

ン
マ

ー
メ

イ
ド
（
1
8
4
.3

㎡
）
、
屋

外
プ

ー
ル

監
視

塔
(7

8
.5

㎡
)、

機
械

室
(セ

ン
タ

ー
棟

増

築
)(

2
4
.4

㎡
))

は
建

物
処

分

①
と

し
ま

す

2
1
2

田
老

港
さ

わ
や

か

ト
イ

レ
田

老
-

-
-

―
不

明
―

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
0
.0

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
1
3

三
王

園
地

ト
イ

レ
田

老
6
6
.2

木
造

2
0
1
4

2
耐

震
性

あ
り

単
独

4
6
2

5
0
5

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
6
.2

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
1
4

新
里

村
総

合
案

内
施

設
新

里
5
4
.9

木
造

1
9
7
5

4
1

診
断

未

実
施

単
独

3
5
0
,0

0
0

3
5
0
,0

0
0

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

2
1
5

交
流

促
進

セ
ン

タ
ー

（
湯

っ
た

り

館
）

新
里

3
,3

6
1
.6

S
造

1
9
9
6

2
0

耐
震

性

あ
り

単
独

1
0
2
,0

2
7

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

た
だ

し
、
収

益
施

設
に

つ
い

て

は
運

営
団

体
に

移
管

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,5

0
2
.0

→
改

修
改

修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
た

だ

し
、
収

益
施

設
(交

流
促

進
セ

ン
タ

ー
棟

（
1
7
8
4
.8

7
㎡

）
、
牧

庵
鞭

牛
十

角
堂

(9
.7

㎡
)、

リ

バ
ー

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

(舟
)(

2
5
.3

㎡
)、

鞭
牛

窯
(3

9
.7

4
㎡

))
は

建
物

処
分

①
と

し
ま

す
。

2
1
6

ふ
れ

あ
い

の
森

休

憩
所

新
里

9
.6

無
筋

コ

ン
ク

リ
ー

ト

2
0
0
2

1
4

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

9
.6

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
1
7

ポ
エ

ム
の

森
研

修

セ
ン

タ
ー

新
里

1
7
2
.3

木
造

2
0
0
3

1
3

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

2
1
8

バ
ン

ガ
ロ

ー
村

川
井

2
1
5
.9

木
造

1
9
8
5

3
1

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,3

9
6

1
,3

9
6

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

2
1
9

区
界

高
原

川
井

6
2
9
.0

木
造

1
9
9
6

2
0

耐
震

性

あ
り

単
独

4
8
9

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
2
9
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
2
0

早
池

峰
山

荘
川

井
2
4
0
.1

木
造

1
9
7
2

4
4

診
断

未

実
施

単
独

2
9
,7

8
0

2
9
,7

8
0

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

2
2
1

横
沢

冷
泉

静
峰

苑
川

井
5
2
2
.2

木
造

1
9
7
8

3
8

診
断

未

実
施

単
独

3
,5

6
2

3
,5

6
2

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。
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【
個

別
編

】
４

．
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設

 
 

 

 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

2
2
2

宮
古

市
岩

手
路

区
界

中
継

基
地

（
道

の
駅

区
界

高

原
内

）

川
井

1
,1

7
6
.3

S
造

1
9
8
7

2
9

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

2
2
3

宮
古

市
地

域
農

産
物

等
活

用
型

総
合

交
流

促
進

施
設

（
道

の
駅

や

ま
び

こ
館

内
）

川
井

1
,8

0
5
.2

S
造

1
9
9
8

1
8

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,8

0
5
.2

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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【
個

別
編

】
４

．
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設

 
 

 

 ４
-
２

 
ス

ポ
ー

ツ
施

設
 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

2
2
4

総
合

体
育

館
宮

古
9
,1

4
6
.5

R
C
造

1
9
9
7

1
9

耐
震

性

あ
り

単
独

1
9
,8

0
2

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

9
,1

4
6
.5

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
2
5

千
徳

地
区

体
育

館
宮

古
7
9
9
.9

S
造

1
9
8
8

2
8

耐
震

性

あ
り

単
独

3
,7

2
0

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

7
9
9
.9

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
2
6

松
山

グ
ラ

ン
ド
便

所
宮

古
6
.2

木
造

2
0
0
0

1
6

耐
震

性

あ
り

単
独

7
,6

5
4

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
.2

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
2
7

神
倉

地
区

体
育

館
宮

古
6
0
2
.6

S
造

1
9
8
1

3
5

診
断

未

実
施

単
独

1
,3

8
1

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

2
2
8

へ
い

が
わ

老
木

公

園
ス

ポ
ー

ツ
交

流

会
館

宮
古

2
8
1
.4

木
造

2
0
0
0

1
6

耐
震

性

あ
り

単
独

4
6
7

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
8
1
.4

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
2
9

白
浜

地
区

体
育

館
宮

古
2
4
0
.0

S
造

1
9
8
0

3
6

診
断

未

実
施

単
独

1
,9

9
8

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

2
3
0

市
営

総
合

グ
ラ

ン

ド
建

物
宮

古
-

-
-

―
不

明
―

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

-
→

→
改

修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
（
延

べ

床
面

積
は

№
5
2
2
に

記
載

）

2
3
1

宮
古

運
動

公
園

野
球

場
宮

古
2
,1

2
4
.8

-
-

―
不

明
―

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

-
→

→
改

修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
（
延

床

面
積

は
№

5
2
2
に

記
載

）

2
3
2

姉
ヶ

崎
サ

ン
・
ス

ポ
ー

ツ
ラ

ン
ド

宮
古

1
,4

3
2
.0

S
造

1
9
8
8

2
8

耐
震

性

あ
り

単
独

3
0
,3

4
5

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,4

3
2
.0

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
3
3

田
老

野
球

場
田

老
1
,2

3
4
.6

-
-

―
不

明
―

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,2

3
4
.6

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
3
4

野
球

場
管

理
棟

他
新

里
1
,6

5
1
.3

木
造

1
9
8
2

3
4

耐
震

性

あ
り

単
独

2
0
,4

6
6

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,6

5
1
.3

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
3
5

川
井

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

川
井

9
0
9
.8

S
造

1
9
8
7

2
9

耐
震

性

あ
り

単
独

9
0
9

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

9
0
9
.8

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
3
6

門
馬

屋
内

ゲ
ー

ト

ボ
ー

ル
場

川
井

4
9
9
.5

木
造

1
9
9
4

2
2

耐
震

性

あ
り

単
独

6
0
8

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

2
3
7

小
国

屋
内

ゲ
ー

ト

ボ
ー

ル
場

川
井

4
8
7
.0

木
造

1
9
9
4

2
2

耐
震

性

あ
り

単
独

6
0
8

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。
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５
．
 

社
会
教
育
系
施
設
 

５
-
１

 
図

書
館

 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

2
3
8

市
立

図
書

館
（
本

館
）

宮
古

2
,4

3
4
.7

R
C
造

1
9
8
3

3
3

耐
震

性

あ
り

複
合

（
主

）
3
,3

4
2

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
,4

3
4
.7

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
3
9

市
立

図
書

館
（
田

老
分

室
）

田
老

-
R
C
造

1
9
8
4

3
2

耐
震

性

あ
り

複
合

（
従

）
1
,9

9
5

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
-

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
（
延

床

面
積

は
№

2
6
1
田

老
公

民
館

に
含

む
。
）

2
4
0

市
立

図
書

館
（
新

里
分

室
）

新
里

-
R
C
造

1
9
6
8

4
8

耐
震

性

あ
り

複
合

（
従

）
1
2
,6

1
5

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

-
改

修
→

建
替

え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
（
№

2
6
5
と

同
一

建
物

）

2
4
1

市
立

図
書

館
（
川

井
分

室
）

川
井

-
R
C
造

1
9
9
4

2
2

耐
震

性

あ
り

複
合

（
従

）
2
,3

4
1

2
,3

4
1

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

-
改

修
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
（
延

床

面
積

は
№

2
4
8
北

上
山

地
民

俗
資

料
館

に
含

む
。
）
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 ５
-
２

 
博

物
館

 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

2
4
2

寄
生

木
展

示
室

宮
古

8
3
.6

木
造

2
0
1
0

6
耐

震
性

あ
り

複
合

（
従

）
2
,0

6
8

8
7
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

8
3
.6

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
4
3

黒
森

神
楽

展
示

室
宮

古
4
4
.4

木
造

2
0
1
0

6
耐

震
性

あ
り

複
合

（
従

）
2
,0

6
8

8
7
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
4
.4

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
4
4

田
代

埋
蔵

文
化

財
収

蔵
室

宮
古

7
7
1
.9

C
B
造

1
9
7
0

4
6

診
断

未

実
施

単
独

7
,2

6
1

―
複

合
化

・
統

合
複

合
化

・

統
合

埋
蔵

文
化

財
収

蔵
室

に
統

合

し
ま

す
。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

2
4
5

小
堀

内
収

蔵
室

田
老

5
3
4
.3

補
強

C
B

1
9
6
2

5
4

診
断

未

実
施

単
独

4
,6

0
6

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

埋
蔵

文
化

財
収

蔵
室

に
統

合

し
ま

す
。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

2
4
6

埋
蔵

文
化

財
収

蔵
室

新
里

2
,5

3
0
.8

R
C
造

1
9
8
4

3
2

耐
震

性

あ
り

単
独

7
0
,0

1
1

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

→
→

他
の

埋
蔵

文
化

財
収

蔵
室

を

統
合

し
、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し

ま
す

。
【
受

け
入

れ
側

】
建

物
維

持
2
,5

3
0
.8

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
4
7

西
塔

幸
子

記
念

館
川

井
6
1
.1

木
造

1
9
9
3

2
3

耐
震

性

あ
り

単
独

5
,2

7
7

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
1
.1

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
4
8

北
上

山
地

民
俗

資
料

館
川

井
1
,4

9
2
.9

R
C
造

1
9
9
4

2
2

耐
震

性

あ
り

複
合

（
主

）
2
,3

4
1

2
,3

4
1

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,4

9
2
.9

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
4
9

北
上

山
地

民
俗

資
料

館
小

国
分

館

川
井

2
,3

0
3
.2

S
造

1
9
9
1

2
5

耐
震

性

あ
り

単
独

1
1
,3

4
9

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。
(収

蔵
庫

と
し

て
)

建
物

維
持

6
7
6
.0

改
修

→
改

修

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、
建

替
え

を
実

施
し

ま
す

(収
蔵

庫

と
し

て
必

要
な

体
育

館
(6

7
6

㎡
)の

み
)。

体
育

館
以

外
は

建
物

処
分

①

と
し

ま
す

。
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公

民
館

・
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

2
5
0

中
央

公
民

館
宮

古
7
3
5
.6

R
C
造

1
9
6
8

4
8

診
断

未

実
施

単
独

1
,0

4
6

0
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

ま
た

、
他

の
公

民
館

と
統

合
し

ま
す

。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

2
5
1

中
央

公
民

館
分

館
宮

古
7
3
2
.8

R
C
造

1
9
6
6

5
0

診
断

未

実
施

単
独

1
,2

9
2

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

ま
た

、
他

の
公

民
館

と
統

合
し

ま
す

。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

2
5
2

山
口

公
民

館
宮

古
8
2
9
.3

木
造

2
0
1
0

6
耐

震
性

あ
り

複
合

（
主

）
2
,0

6
8

8
7
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

8
2
9
.3

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
5
3

宮
町

公
民

館
宮

古
1
8
2
.2

木
造

1
9
7
4

4
2

診
断

未

実
施

単
独

1
7
3

―
移

管
移

管
集

会
施

設
と

し
て

地
域

へ
移

管
し

ま
す

。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
な

改
修

や
建

替
え

が

必
要

に
な

っ
た

時
点

で
建

物

を
処

分
し

ま
す

。

2
5
4

鍬
ヶ

崎
公

民
館

宮
古

2
6
0
.0

-
-

―
不

明
―

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
6
0
.0

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
5
5

磯
鶏

公
民

館
宮

古
3
6
0
.1

S
R
C
造

1
9
8
3

3
3

耐
震

性

あ
り

単
独

6
6
1

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
6
0
.1

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
5
6

千
徳

公
民

館
宮

古
3
7
4
.0

S
R
C
造

1
9
8
9

2
7

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,5

8
8

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
7
4
.0

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
5
7

花
輪

公
民

館
宮

古
2
5
5
.2

S
R
C
造

1
9
7
9

3
7

診
断

未

実
施

複
合

（
主

）
5
0
9

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

ま
た

、
花

輪
農

村
文

化
伝

承

館
と

の
複

合
化

を
図

り
ま

す
。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

2
5
8

津
軽

石
公

民
館

宮
古

5
0
5
.0

-
-

―
不

明
―

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
0
5
.0

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
5
9

重
茂

公
民

館
宮

古
4
0
0
.1

S
R
C
造

1
9
9
6

2
0

耐
震

性

あ
り

複
合

（
主

）
3
,0

5
4

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
0
0
.1

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
6
0

崎
山

公
民

館
宮

古
2
4
1
.6

木
造

1
9
6
9

4
7

診
断

未

実
施

複
合

（
主

）
8
1
4

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

ま
た

、
崎

山
貝

塚
縄

文
の

森

公
園

複
合

施
設

と
の

複
合

化

を
図

り
ま

す
。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

2
6
1

田
老

公
民

館
田

老
2
,8

5
6
.0

R
C
造

1
9
8
4

3
2

耐
震

性

あ
り

複
合

（
主

）
1
,9

9
5

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

た
だ

し
、
体

育
館

機
能

は
再

検
討

と
し

ま
す

。
建

物
維

持
1
,7

1
4
.6

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

た
だ

し
、
体

育
棟

（
1
1
4
1
.3

5

㎡
）
は

再
検

討
と

し
ま

す
。

2
6
2

末
前

公
民

館
田

老
2
2
9
.5

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
6
5

5
1

診
断

未

実
施

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

2
6
3

小
田

代
公

民
館

田
老

5
7
3
.9

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
5
9

5
7

診
断

未

実
施

単
独

1
,2

8
5

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

2
6
4

畑
公

民
館

田
老

1
2
5
.0

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
6
2

5
4

診
断

未

実
施

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。
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敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

2
6
5

新
里

公
民

館
新

里
0
.0

R
C
造

-
―

耐
震

性

あ
り

複
合

（
従

）
1
2
,6

1
5

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

維
持

0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

（
延

べ
床

面
積

は
N
o
.2

6
6
に

記
載

）

2
6
6

新
里

生
涯

学
習

セ

ン
タ

ー
新

里
2
,2

1
4
.6

R
C
造

1
9
6
8

4
8

耐
震

性

あ
り

複
合

（
主

）
1
2
,6

1
5

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
た

だ
し

、
体

育
館

機
能

は
野

球

場
管

理
棟

他
(ト

レ
ー

ニ
ン

グ

セ
ン

タ
ー

)へ
統

合
し

ま
す

。

ま
た

、
新

里
福

祉
セ

ン
タ

ー
と

の
複

合
化

を
図

り
ま

す
。
【
受

け
入

れ
側

】

建
物

維
持

1
,0

0
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。

た
だ

し
、
体

育
館

機
能

(4
6
2
.0

7
㎡

)は
建

物
処

分
①

と
し

ま
す

。

2
6
7

刈
屋

公
民

館
新

里
0
.0

S
造

1
9
7
6

4
0

診
断

未

実
施

複
合

（
従

）
2
,4

3
6

1
,6

7
4

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

0
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
（
延

床

面
積

は
N
o
.1

1
1
に

記
載

）

2
6
8

和
井

内
公

民
館

新
里

0
.0

S
造

2
0
0
2

1
4

耐
震

性

あ
り

複
合

（
従

）
6
,2

7
3

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

9
9
8
.6

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
6
9

川
井

生
涯

学
習

セ

ン
タ

ー
川

井
1
,2

9
3
.0

R
C
造

1
9
7
3

4
3

診
断

未

実
施

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,0

0
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
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．
 

学
校
教
育
系
施
設
 

６
-
１

 
小

学
校

 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

2
7
0

宮
古

小
学

校
宮

古
8
,3

4
1
.9

R
C
造

1
9
6
6

5
0

耐
震

性

あ
り

複
合

（
主

）
2
3
,1

2
1

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
,3

0
6
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
児

童
数

の
推

移
に

合

わ
せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を

図
り
ま

す
。

2
7
1

山
口

小
学

校
宮

古
6
,3

9
0
.5

R
C
造

1
9
7
1

4
5

耐
震

性

あ
り

複
合

（
主

）
1
1
,9

0
7

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
4
,3

0
6
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
児

童
数

の
推

移
に

合

わ
せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を

図
り
ま

す
。

2
7
2

亀
岳

小
学

校
宮

古
1
,7

8
5
.6

木
造

2
0
0
6

1
0

耐
震

性

あ
り

単
独

9
,3

0
6

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
1
,7

8
5
.6

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
7
3

鍬
ヶ

崎
小

学
校

宮
古

4
,1

7
0
.7

R
C
造

1
9
7
3

4
3

耐
震

性

あ
り

単
独

1
5
,0

2
0

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
3
,5

9
8
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
児

童
数

の
推

移
に

合

わ
せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を

図
り
ま

す
。

2
7
4

磯
鶏

小
学

校
宮

古
4
,5

2
3
.8

R
C
造

1
9
7
4

4
2

耐
震

性

あ
り

複
合

（
主

）
1
6
,3

1
5

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
,8

0
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
児

童
数

の
推

移
に

合

わ
せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を

図
り
ま

す
。

2
7
5

藤
原

小
学

校
宮

古
5
,3

9
7
.2

R
C
造

1
9
6
9

4
7

耐
震

性

あ
り

複
合

（
主

）
1
4
,5

4
9

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
,9

8
2
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
児

童
数

の
推

移
に

合

わ
せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を

図
り
ま

す
。

2
7
6

高
浜

小
学

校
宮

古
2
,8

3
6
.9

R
C
造

1
9
8
0

3
6

耐
震

性

あ
り

単
独

8
,1

4
7

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
,8

3
6
.9

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
7
7

千
徳

小
学

校
宮

古
7
,1

5
5
.0

R
C
造

1
9
8
8

2
8

耐
震

性

あ
り

複
合

（
主

）
3
1
,7

7
2

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

7
,1

5
5
.0

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
7
8

花
輪

小
学

校
宮

古
3
,2

9
0
.7

R
C
造

1
9
9
8

1
8

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
,2

9
0
.7

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
7
9

津
軽

石
小

学
校

宮
古

3
,4

5
0
.1

R
C
造

1
9
7
5

4
1

耐
震

性

あ
り

単
独

1
1
,3

4
5

1
1
,3

4
5

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
,4

5
0
.1

改
修

→
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
8
0

赤
前

小
学

校
宮

古
2
,6

5
6
.8

R
C
造

1
9
8
1

3
5

耐
震

性

あ
り

単
独

1
5
,0

6
3

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
2
,6

5
6
.8

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

2
8
1

千
鶏

小
学

校
宮

古
1
,4

0
0
.0

補
強

C
B

1
9
7
8

3
8

耐
震

性

な
し

単
独

2
,4

7
9

8
0
6

複
合

化
・

統
合

複
合

化
・

統
合

重
茂

小
へ

統
合

済
み

で
す

。
建

物
処

分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。
た

だ

し
、
屋

内
運

動
場

に
つ

い
て

は

建
物

処
分

①
と

し
ま

す
。

※
廃

校
後

の
転

用
に

つ
い

て

検
討

中

2
8
2

重
茂

小
学

校
宮

古
3
,2

9
2
.7

R
C
造

2
0
1
0

6
耐

震
性

あ
り

複
合

（
主

）
7
,9

9
8

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
,2

9
2
.7

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
8
3

鵜
磯

小
学

校
宮

古
1
,2

2
7
.4

R
C
造

1
9
6
8

4
8

耐
震

性

な
し

単
独

3
,0

6
1

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

重
茂

小
へ

統
合

済
み

で
す

。
建

物
処

分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

※
廃

校
後

の
転

用
に

つ
い

て

検
討

中

2
8
4

崎
山

小
学

校
宮

古
1
,5

9
5
.6

R
C
造

2
0
1
3

3
耐

震
性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,5

9
5
.6

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
8
5

田
老

第
一

小
学

校
田

老
4
,2

1
4
.0

R
C
造

1
9
8
2

3
4

耐
震

性

あ
り

単
独

1
3
,8

6
9

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
,2

1
4
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
8
6

田
老

第
三

小
学

校
田

老
1
,5

3
3
.0

木
造

1
9
9
7

1
9

耐
震

性

あ
り

単
独

1
2
,9

9
1

4
2
2

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,5

3
3
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
8
7

茂
市

小
学

校
新

里
2
,2

9
3
.4

R
C
造

1
9
8
9

2
7

耐
震

性

あ
り

単
独

1
3
,3

8
0

1
,7

6
4

複
合

化
・

統
合

複
合

化
・

統
合

刈
屋

小
と

統
合

し
ま

す
。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

※
廃

校
後

の
転

用
に

つ
い

て

検
討

中

2
8
8

蟇
目

小
学

校
新

里
2
,5

9
7
.4

R
C
造

1
9
9
5

2
1

耐
震

性

あ
り

単
独

8
,8

1
2

1
,3

1
5

複
合

化
・

統
合

複
合

化
・

統
合

刈
屋

小
と

統
合

し
ま

す
。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

※
廃

校
後

の
転

用
に

つ
い

て

検
討

中

2
8
9

刈
屋

小
学

校
新

里
2
,7

8
3
.2

R
C
造

1
9
8
7

2
9

耐
震

性

あ
り

単
独

1
7
,8

5
4

5
,1

1
6

複
合

化
・

統
合

複
合

化
・

統
合

→
→

茂
市

小
、
蟇

目
小

、
和

井
内

小
と

統
合

し
ま

す
。
【
受

け
入

れ
側

】
建

物
維

持
2
,7

8
3
.2

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
9
0

和
井

内
小

学
校

新
里

1
,7

9
0
.3

R
C
造

1
9
6
8

4
8

耐
震

性

あ
り

単
独

1
4
,6

5
5

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

刈
屋

小
と

統
合

し
ま

す
。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

※
廃

校
後

の
転

用
に

つ
い

て

検
討

中

2
9
1

川
井

小
学

校
川

井
3
,5

0
2
.6

R
C
造

1
9
9
1

2
5

耐
震

性

あ
り

単
独

1
3
,9

4
4

4
,1

8
2

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
,5

0
2
.6

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
9
2

川
井

西
小

学
校

川
井

2
,7

6
1
.1

R
C
造

1
9
8
6

3
0

耐
震

性

あ
り

単
独

1
3
,3

3
2

―
複

合
化

・

統
合

→
川

井
小

へ
統

合
済

み
で

す
。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

※
廃

校
後

の
転

用
に

つ
い

て

検
討

中

2
9
3

門
馬

小
学

校
川

井
2
,8

4
6
.1

R
C
造

1
9
8
8

2
8

耐
震

性

あ
り

単
独

1
8
,3

6
1

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
,8

4
6
.1

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
9
4

江
繋

小
学

校
川

井
2
,1

1
2
.1

R
C
造

1
9
7
8

3
8

耐
震

性

あ
り

単
独

1
1
,3

3
1

―
複

合
化

・

統
合

→
川

井
小

へ
統

合
済

み
で

す
。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

※
廃

校
後

の
転

用
に

つ
い

て

検
討

中

2
9
5

小
国

小
学

校
川

井
2
,8

6
9
.5

木
造

1
9
9
0

2
6

耐
震

性

あ
り

単
独

9
,7

9
7

―
複

合
化

・

統
合

→
川

井
小

へ
統

合
済

み
で

す
。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

※
交

流
拠

点
施

設
へ

の
転

用

に
つ

い
て

検
討

中
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中

学
校

 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

2
9
6

第
一

中
学

校
宮

古
7
,6

6
2
.0

R
C
造

1
9
8
1

3
5

耐
震

性

あ
り

単
独

1
5
,9

8
8

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

7
,6

6
2
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
9
7

第
二

中
学

校
宮

古
5
,1

1
9
.7

R
C
造

1
9
8
6

3
0

耐
震

性

あ
り

単
独

2
2
,5

7
6

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
,1

1
9
.7

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
9
8

河
南

中
学

校
宮

古
7
,4

3
8
.4

R
C
造

1
9
9
0

2
6

耐
震

性

あ
り

単
独

3
1
,6

5
6

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

7
,4

3
8
.4

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

2
9
9

宮
古

西
中

学
校

宮
古

5
,3

6
1
.6

R
C
造

1
9
8
4

3
2

耐
震

性

あ
り

単
独

3
5
,7

8
9

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
,3

6
1
.6

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
0
0

花
輪

中
学

校
宮

古
3
,1

8
8
.7

R
C
造

1
9
9
3

2
3

耐
震

性

あ
り

単
独

4
1
,3

5
2

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
3
,1

8
8
.7

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
0
1

津
軽

石
中

学
校

宮
古

3
,1

5
8
.2

R
C
造

1
9
7
9

3
7

耐
震

性

あ
り

単
独

1
9
,1

0
5

1
6
9

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
,1

5
8
.2

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
0
2

重
茂

中
学

校
宮

古
2
,4

9
3
.2

R
C
造

1
9
7
1

4
5

耐
震

性

あ
り

単
独

1
3
,1

9
3

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
3
,2

8
8
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
生

徒
数

の
推

移
に

合

わ
せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を

図
り
ま

す
。

3
0
3

崎
山

中
学

校
宮

古
2
,3

4
0
.3

R
C
造

1
9
8
2

3
4

耐
震

性

あ
り

単
独

2
2
,2

8
3

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
2
,3

4
0
.3

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
0
4

田
老

第
一

中
学

校
田

老
5
,0

6
5
.0

R
C
造

1
9
7
4

4
2

耐
震

性

あ
り

単
独

2
5
,9

8
7

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
3
,6

6
9
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
生

徒
数

の
推

移
に

合

わ
せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を

図
り
ま

す
。

3
0
5

新
里

中
学

校
新

里
4
,0

1
7
.5

R
C
造

2
0
0
2

1
4

耐
震

性

あ
り

単
独

4
0
,8

0
7

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
4
,0

1
7
.5

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
0
6

川
井

中
学

校
川

井
4
,0

3
0
.9

R
C
造

1
9
8
5

3
1

耐
震

性

あ
り

単
独

3
0
,8

3
4

9
,7

3
6

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
,0

3
0
.9

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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給

食
セ

ン
タ

ー
 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

3
0
7

宮
古

市
立

学
校

重
茂

給
食

セ
ン

タ
ー

宮
古

3
0
4
.4

S
造

2
0
1
0

6
耐

震
性

あ
り

単
独

1
,1

8
1

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
0
4
.4

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
0
8

宮
古

市
立

学
校

田
老

給
食

セ
ン

タ
ー

田
老

1
,0

3
2
.1

S
造

2
0
0
9

7
耐

震
性

あ
り

単
独

2
,7

1
9

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,0

3
2
.1

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
0
9

宮
古

市
立

学
校

新
里

給
食

セ
ン

タ
ー

新
里

2
,2

0
5
.9

S
造

2
0
1
0

6
耐

震
性

あ
り

単
独

6
,2

3
9

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
,2

0
5
.9

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
1
0

宮
古

市
立

川
井

地
区

給
食

セ
ン

タ
ー

川
井

4
6
3
.4

S
造

2
0
0
1

1
5

耐
震

性

あ
り

単
独

9
4
8

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
4
6
3
.4

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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【
個

別
編

】
７

．
保

健
・

福
祉

施
設

 
 

 

７
．
 

保
健
・
福
祉
施
設
 

７
-
１

 
福

祉
施

設
 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

3
1
1

田
代

地
区

介
護

予
防

拠
点

施
設

宮
古

4
6
.0

S
造

1
9
8
1

3
5

診
断

未

実
施

複
合

（
従

）
1
1
3

―
移

管
移

管
運

営
団

体
に

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

3
1
2

金
浜

老
人

福
祉

セ

ン
タ

ー
宮

古
4
9
0
.0

R
C
造

1
9
8
1

3
5

診
断

未

実
施

単
独

1
2
,6

7
8

0
複

合
化

・
統

合
複

合
化

・

統
合

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

ま
た

、
身

体
障

害
者

福
祉

セ

ン
タ

ー
と

の
複

合
化

を
図

り
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

3
1
3

身
体

障
害

者
福

祉
セ

ン
タ

ー
宮

古
4
6
0
.0

R
C
造

1
9
8
2

3
4

耐
震

性

あ
り

複
合

（
主

）
1
2
,6

0
4

―
複

合
化

・
統

合
複

合
化

・

統
合

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

ま
た

、
金

浜
老

人
福

祉
セ

ン

タ
ー

と
の

複
合

化
を

図
り
ま

す
。
【
受

け
入

れ
側

】

建
物

維
持

4
6
0
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
1
4

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

宮
古

3
,1

2
6
.3

R
C
造

1
9
9
5

2
1

耐
震

性

あ
り

複
合

（
主

）
6
,1

5
8

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
,1

2
6
.3

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
1
5

千
徳

デ
イ

サ
ー

ビ

ス
セ

ン
タ

ー
宮

古
5
3
8
.3

R
C
造

2
0
0
0

1
6

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

移
管

移
管

運
営

団
体

に
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

3
1
6

近
内

介
護

予
防

拠
点

施
設

宮
古

1
5
1
.7

木
造

2
0
0
3

1
3

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

移
管

移
管

運
営

団
体

に
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

3
1
7

長
沢

地
区

介
護

予
防

拠
点

施
設

宮
古

3
3
.2

木
造

1
9
8
1

3
5

診
断

未

実
施

複
合

（
従

）
6
6
5

6
6
5

移
管

移
管

運
営

団
体

に
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

3
1
8

養
護

老
人

ホ
ー

ム
・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー

（
清

寿
荘

）

宮
古

2
,1

1
0
.8

R
C
造

1
9
9
2

2
4

耐
震

性

あ
り

単
独

9
,6

1
5

1
,6

0
2

移
管

移
管

運
営

団
体

に
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

3
1
9

重
茂

北
地

区
介

護
予

防
拠

点
施

設

宮
古

4
3
.2

木
造

2
0
0
2

1
4

耐
震

性

あ
り

単
独

2
2
9

2
2
9

移
管

移
管

運
営

団
体

に
移

管
し

ま
す

。
建

物
処

分
①

0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

3
2
0

老
人

憩
の

家
小

田

代
山

荘
田

老
6
8
8
.8

木
造

1
9
7
9

3
7

診
断

未

実
施

単
独

1
,8

5
6

1
,8

5
6

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

3
2
1

新
里

高
齢

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン

タ
ー

新
里

4
2
7
.2

S
造

1
9
8
4

3
2

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,9

4
5

2
,0

0
1

移
管

移
管

集
会

施
設

と
し

て
地

域
へ

移

管
し

ま
す

。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

3
2
2

老
人

憩
の

家
安

庭

山
荘

新
里

6
9
6
.7

R
C
造

1
9
7
4

4
2

診
断

未

実
施

単
独

5
,8

3
2

3
,0

4
2

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

3
2
3

高
齢

者
生

活
福

祉
セ

ン
タ

ー
川

井
1
,0

0
0
.3

R
C
造

1
9
9
2

2
4

耐
震

性

あ
り

単
独

5
,3

1
7

―
移

管
移

管
運

営
団

体
に

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。
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敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

3
2
4

門
馬

デ
イ

サ
ー

ビ

ス
セ

ン
タ

ー
川

井
1
9
6
.4

R
C
造

1
9
9
8

1
8

耐
震

性

あ
り

複
合

（
主

）
―

―
移

管
移

管
運

営
団

体
に

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

3
2
5

小
国

デ
イ

サ
ー

ビ

ス
セ

ン
タ

ー
川

井
4
1
5
.4

R
C
造

2
0
0
0

1
6

耐
震

性

あ
り

複
合

（
従

）
2
,4

4
5

―
移

管
移

管
運

営
団

体
に

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。
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 ７
-
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保

健
施

設
 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

3
2
6

宮
古

保
健

セ
ン

タ
ー

宮
古

9
5
0
.0

仮
設

-
―

診
断

未

実
施

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

9
5
0
.0

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
2
7

田
老

保
健

セ
ン

タ
ー

田
老

-
R
C
造

-
―

耐
震

性

あ
り

複
合

（
従

）
1
,9

9
5

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

-
→

改
修

→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
（
延

床

面
積

は
№

2
6
1
田

老
公

民
館

に
含

む
。
）

3
2
8

新
里

保
健

セ
ン

タ
ー

新
里

6
9
6
.4

R
C
造

1
9
9
1

2
5

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

複
合

化
・

統
合

複
合

化
・

統
合

市
役

所
新

里
庁

舎
に

お
い

て
、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

3
2
9

川
井

保
健

セ
ン

タ
ー

川
井

7
0
5
.0

R
C
造

1
9
9
2

2
4

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

複
合

化
・

統
合

複
合

化
・

統
合

市
役

所
川

井
庁

舎
に

お
い

て
、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

 
 

 

78



【
個

別
編

】
７

．
保

健
・

福
祉

施
設

 
 

 

 ７
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３

 
医

療
施

設
 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

3
3
0

重
茂

診
療

所
宮

古
1
6
5
.6

木
造

1
9
7
1

4
5

診
断

未

実
施

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
8
.2

改
修

建
替

え
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
3
1

摂
待

出
張

診
療

所
田

老
1
3
0
.0

C
B
造

不
明

―
耐

震
性

あ
り

単
独

5
9
8

5
9
8

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
（
休

止
中

）
―

―
―

3
3
2

田
老

診
療

所
田

老
8
0
0
.0

仮
設

1
9
8
5

3
1

耐
震

性

あ
り

複
合

（
従

）
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

8
0
0
.0

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
3
3

新
里

診
療

所
新

里
6
6
1
.2

木
造

1
9
9
3

2
3

耐
震

性

あ
り

単
独

―
1
,3

0
9

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
6
1
.2

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
3
4

川
井

診
療

所
川

井
1
,3

3
0
.6

R
C
造

2
0
0
7

9
耐

震
性

あ
り

単
独

1
,9

0
5

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,3

3
0
.6

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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設
 

 

 

８
．
 

児
童
福
祉
施
設
 

８
-
１

 
保

育
所

 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

3
3
5

愛
宕

保
育

所
宮

古
3
0
1
.4

木
造

1
9
6
7

4
9

診
断

未

実
施

単
独

4
9
6

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
4
9
.6

改
修

建
替

え
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
(約

1
7
％

減
床

)

3
3
6

山
口

保
育

所
宮

古
4
5
9
.6

木
造

1
9
7
4

4
2

診
断

未

実
施

単
独

1
,4

9
8

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
8
0
.5

改
修

建
替

え
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
(約

1
7
％

減
床

)

3
3
7

佐
原

保
育

所
宮

古
4
2
4
.0

木
造

1
9
7
6

4
0

診
断

未

実
施

単
独

1
,6

1
1

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
1
.1

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
(約

1
7
％

減
床

)

3
3
8

磯
鶏

保
育

所
宮

古
3
8
2
.6

木
造

1
9
7
8

3
8

診
断

未

実
施

単
独

1
,7

5
5

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
1
6
.8

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
(約

1
7
％

減
床

)

3
3
9

小
山

田
保

育
所

宮
古

9
1
6
.8

S
造

2
0
0
9

7
耐

震
性

あ
り

単
独

2
,1

7
9

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

9
1
6
.8

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
4
0

千
徳

保
育

所
宮

古
4
2
7
.0

木
造

1
9
9
6

2
0

耐
震

性

あ
り

単
独

9
2
1

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
4
2
7
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
4
1

花
輪

保
育

所
宮

古
3
0
1
.4

木
造

1
9
7
2

4
4

診
断

未

実
施

単
独

2
,4

0
1

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
4
9
.6

改
修

建
替

え
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
(約

1
7
％

減
床

)

3
4
2

津
軽

石
保

育
所

宮
古

1
8
8
.5

仮
設

2
0
1
1

5
耐

震
性

あ
り

単
独

3
2
4

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
8
8
.5

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
4
3

崎
山

保
育

所
宮

古
3
8
6
.7

木
造

1
9
8
2

3
4

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,8

5
0

1
,8

5
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
2
0
.2

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
(約

1
7
％

減
床

)

3
4
4

田
老

保
育

所
田

老
3
1
4
.7

仮
設

2
0
1
1

5
耐

震
性

あ
り

単
独

3
,9

6
9

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
1
4
.7

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
 

80



【
個

別
編

】
８

．
児

童
福

祉
施

設
 

 

 

 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

3
4
5

新
里

保
育

所
新

里
6
9
3
.8

S
造

2
0
0
1

1
5

耐
震

性

あ
り

単
独

4
,6

2
2

4
,6

2
2

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
9
3
.8

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
4
6

小
国

保
育

所
川

井
2
0
3
.8

R
C
造

2
0
0
0

1
6

耐
震

性

あ
り

複
合

（
従

）
2
,4

4
5

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
0
3
.8

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
4
7

門
馬

保
育

所
川

井
1
1
7
.5

木
造

1
9
9
8

1
8

耐
震

性

あ
り

複
合

（
主

）
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
1
7
.5

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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児
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敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

3
4
8

田
代

児
童

館
宮

古
1
7
2
.0

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
7
2

4
4

診
断

未

実
施

単
独

9
0
2

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
4
2
.4

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
(約

1
7
％

減
床

)

3
4
9

高
浜

児
童

館
宮

古
3
0
9
.7

木
造

1
9
7
6

4
0

診
断

未

実
施

単
独

1
,0

4
7

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
5
6
.4

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
(約

1
7
％

減
床

)

3
5
0

重
茂

児
童

館
宮

古
4
9
8
.7

木
造

2
0
0
8

8
耐

震
性

あ
り

単
独

8
9
9

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
9
8
.7

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
5
1

川
内

児
童

館
川

井
2
1
4
.8

木
造

1
9
6
8

4
8

診
断

未

実
施

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
7
7
.9

改
修

建
替

え
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
(約

1
7
％

減
床

)
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【
個

別
編

】
８

．
⼦

育
て

⽀
援

施
設

 
 

 

９
．
 

子
育
て
支
援
施
設
 

９
-
１

 
学

童
の

家
 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

3
5
2

宮
古

学
童

の
家

宮
古

2
3
0
.4

R
C
造

1
9
6
6

5
0

耐
震

性

な
し

複
合

（
従

）
2
3
,1

2
1

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

（
宮

古
小

学
校

内
）

建
物

維
持

1
9
0
.8

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
(約

1
7
％

減
床

)

3
5
3

山
口

学
童

の
家

宮
古

1
7
2
.8

R
C
造

2
0
0
0

1
6

耐
震

性

あ
り

複
合

（
従

）
1
0
,6

9
7

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

（
山

口
小

学
校

内
）

建
物

維
持

1
7
2
.8

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
5
4

鍬
ヶ

崎
学

童
の

家
宮

古
1
9
0
.7

軽
量

鉄
骨 造

2
0
0
5

1
1

耐
震

性

あ
り

単
独

1
5
,0

2
0

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

（
鍬

ヶ
崎

小
学

校
内

）
建

物
維

持
1
9
0
.7

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
5
5

藤
原

学
童

の
家

宮
古

9
0
.0

R
C
造

1
9
6
9

4
7

耐
震

性

あ
り

複
合

（
従

）
2
3
,6

9
1

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

7
4
.5

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
(約

1
7
％

減
床

)

3
5
6

磯
鶏

学
童

の
家

宮
古

1
6
9
.5

軽
量

鉄
骨 造

2
0
0
4

1
2

耐
震

性

あ
り

複
合

（
従

）
1
6
,3

1
5

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
6
9
.5

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
5
7

千
徳

学
童

の
家

宮
古

3
4
3
.5

R
C
造

1
9
8
8

2
8

耐
震

性

あ
り

複
合

（
従

）
3
1
,7

7
2

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

（
千

徳
小

学
校

内
）

建
物

維
持

3
4
3
.5

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
5
8

花
輪

学
童

の
家

宮
古

6
6
.0

軽
量

鉄
骨 造

2
0
0
5

1
1

耐
震

性

あ
り

単
独

1
9
,2

8
6

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
6
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
5
9

津
軽

石
学

童
の

家
宮

古
6
6
.0

軽
量

鉄
骨 造

2
0
0
6

1
0

耐
震

性

あ
り

単
独

1
2
,7

5
8

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
6
.0

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
6
0

赤
前

学
童

の
家

宮
古

6
6
.0

軽
量

鉄
骨 造

2
0
0
6

1
0

耐
震

性

あ
り

単
独

6
1
9

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
6
6
.0

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
6
1

崎
山

学
童

の
家

宮
古

9
8
.5

軽
量

鉄
骨 造

2
0
0
4

1
2

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

9
8
.5

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
6
2

宮
古

養
護

学
童

の

家
宮

古
1
3
9
.1

木
造

2
0
0
7

9
耐

震
性

あ
り

単
独

2
5
,9

4
6

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
3
9
.1

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
6
3

田
老

学
童

の
家

田
老

0
.0

R
C
造

1
9
8
4

3
2

耐
震

性

あ
り

複
合

（
従

）
1
,9

9
5

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
0
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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【
個

別
編

】
１

０
．

公
営

住
宅

 
 

 

１
０
．
 
公
営
住
宅
 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

3
6
4

山
口

団
地

公
営

住
宅

宮
古

8
,2

7
4
.8

R
C
造

1
9
9
7

1
9

耐
震

性

あ
り

単
独

1
1
,9

5
2

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
→

再
検

討
サ

ー
ビ

ス
の

あ
り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

→
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

3
6
5

舘
合

公
営

住
宅

宮
古

1
,7

7
5
.1

R
C
造

1
9
8
1

3
5

耐
震

性

あ
り

単
独

3
,9

2
7

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

3
6
6

中
里

団
地

公
営

住
宅

宮
古

7
,5

7
1
.6

R
C
造

1
9
8
8

2
8

耐
震

性

あ
り

単
独

1
6
,0

2
5

―
サ

ー
ビ

ス
再

検
討

再
検

討
サ

ー
ビ

ス
の

あ
り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

3
6
7

日
の

出
町

団
地

公

営
住

宅
宮

古
3
,9

9
3
.7

R
C
造

1
9
8
3

3
3

耐
震

性

あ
り

単
独

9
,3

8
2

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

3
6
8

佐
原

団
地

公
営

住
宅

宮
古

5
,8

4
8
.0

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
7
1

4
5

診
断

未

実
施

単
独

1
0
,7

5
4

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
,0

2
2
.0

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
た

だ

し
、
1
1
～

1
7
号

棟
は

用
途

廃

止
し

ま
す

。

3
6
9

八
木

沢
団

地
公

営
住

宅
宮

古
1
1
,3

0
1
.8

R
C
造

1
9
8
0

3
6

耐
震

性

あ
り

単
独

3
2
,2

2
3

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

3
7
0

高
浜

公
営

住
宅

宮
古

5
7
0
.0

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
6
9

4
7

診
断

未

実
施

単
独

1
,6

1
0

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

高
浜

地
区

の
災

害
公

営
住

宅

へ
統

合
し

ま
す

。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

3
7
1

西
ヶ

丘
団

地
公

営

住
宅

宮
古

7
,1

7
4
.5

R
C
造

1
9
8
7

2
9

耐
震

性

あ
り

単
独

1
2
,6

9
5

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

3
7
2

津
軽

石
公

営
住

宅
宮

古
3
4
7
.9

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
7
0

4
6

診
断

未

実
施

単
独

1
,5

5
2

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

を
津

軽
石

地
区

の

県
営

住
宅

へ
移

転
す

る
こ

と
も

含
め

て
、
サ

ー
ビ

ス
の

あ
り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

3
7
3

赤
前

公
営

住
宅

宮
古

8
8
4
.2

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
7
0

4
6

診
断

未

実
施

単
独

4
,0

2
0

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

赤
前

地
区

の
災

害
公

営
住

宅

へ
統

合
し

ま
す

。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

3
7
4

新
田

平
団

地
公

営
住

宅
田

老
1
,8

5
8
.4

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
6
5

5
1

診
断

未

実
施

単
独

4
,1

9
5

4
,1

9
5

複
合

化
・

統
合

複
合

化
・

統
合

田
老

地
区

の
災

害
公

営
住

宅

へ
統

合
し

ま
す

。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

3
7
5

長
内

公
営

住
宅

田
老

6
1
2
.8

木
造

1
9
8
5

3
1

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,6

2
1

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

田
老

地
区

の
災

害
公

営
住

宅

へ
統

合
し

ま
す

。

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

3
7
6

八
坂

団
地

公
営

住
宅

新
里

8
1
0
.3

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
6
6

5
0

診
断

未

実
施

単
独

3
,7

4
3

3
,7

4
3

複
合

化
・

統
合

複
合

化
・

統
合

→
→

蟇
目

地
区

内
で

の
集

約
を

図

り
ま

す
。

建
替

え
5
2
7
.5

建
替

え
→

改
修

集
約

を
図

り
な

が
ら

、
建

替
え

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
（
約

3
5
%
減

床
）
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【
個

別
編

】
１

０
．

公
営

住
宅

 
 

 

 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

3
7
7

松
原

団
地

公
営

住
宅

新
里

6
9
1
.2

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
6
5

5
1

診
断

未

実
施

単
独

2
,9

2
0

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

→
→

刈
屋

・
茂

市
地

区
内

で
の

集

約
を

図
り
ま

す
。

建
替

え
4
5
0
.0

建
替

え
→

改
修

集
約

を
図

り
な

が
ら

、
建

替
え

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
（
約

3
5
%
減

床
）

3
7
8

日
向

団
地

公
営

住
宅

新
里

7
4
9
.0

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
7
2

4
4

診
断

未

実
施

単
独

4
,2

1
2

4
,2

1
2

複
合

化
・

統
合

複
合

化
・

統
合

→
→

刈
屋

・
茂

市
地

区
内

で
の

集

約
を

図
り
ま

す
。

建
替

え
4
8
7
.6

建
替

え
→

改
修

集
約

を
図

り
な

が
ら

、
建

替
え

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
（
約

3
5
%
減

床
）

3
7
9

蟇
目

団
地

公
営

住
宅

新
里

7
7
9
.4

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
7
3

4
3

診
断

未

実
施

単
独

3
,7

6
5

3
,7

6
5

複
合

化
・

統
合

複
合

化
・

統
合

→
→

蟇
目

地
区

内
で

の
集

約
を

図

り
ま

す
。

建
替

え
5
0
7
.4

建
替

え
→

改
修

集
約

を
図

り
な

が
ら

、
建

替
え

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
（
約

3
5
%
減

床
）

3
8
0

桜
木

団
地

公
営

住
宅

新
里

1
,0

9
2
.0

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
7
9

3
7

診
断

未

実
施

単
独

8
,0

8
1

8
,0

8
1

複
合

化
・

統
合

複
合

化
・

統
合

→
→

刈
屋

・
茂

市
地

区
内

で
の

集

約
を

図
り
ま

す
。

建
替

え
7
1
0
.9

建
替

え
→

改
修

集
約

を
図

り
な

が
ら

、
建

替
え

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
（
約

3
5
%
減

床
）

3
8
1

刈
屋

団
地

公
営

住
宅

新
里

2
9
9
.5

木
造

1
9
8
9

2
7

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,1

7
5

2
,1

7
5

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
9
4
.9

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
（
約

3
5
%
減

床
）

3
8
2

和
美

団
地

公
営

住
宅

新
里

2
9
9
.5

木
造

1
9
8
9

2
7

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,1

3
6

2
,1

3
6

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
9
4
.9

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
（
約

3
5
%
減

床
）

3
8
3

蟇
目

第
２
団

地
公

営
住

宅
新

里
1
7
9
.7

木
造

1
9
9
0

2
6

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,3

0
9

1
,3

0
9

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
1
7
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
（
約

3
5
%
減

床
）

3
8
4

飛
の

沢
団

地
公

営

住
宅

新
里

3
1
1
.4

木
造

1
9
9
1

2
5

耐
震

性

あ
り

単
独

3
,1

9
9

3
,1

9
9

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
0
2
.7

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
（
約

3
5
%
減

床
）

3
8
5

刈
屋

日
向

団
地

公
営

住
宅

新
里

2
6
8
.3

木
造

1
9
9
2

2
4

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,1

4
0

2
,1

4
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
7
4
.7

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
（
約

3
5
%
減

床
）
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敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

3
8
6

飛
の

沢
第

2
団

地

公
営

住
宅

新
里

3
8
9
.2

木
造

1
9
9
4

2
2

耐
震

性

あ
り

単
独

3
,1

9
9

3
,1

9
9

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
5
3
.4

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
（
約

3
5
%
減

床
）

3
8
7

定
住

化
促

進
住

宅
（
ひ

か
げ

住
宅

）
新

里
3
5
7
.9

S
造

1
9
8
0

3
6

診
断

未

実
施

単
独

5
6
0

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
5
7
.9

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
8
8

区
界

団
地

住
宅

川
井

2
,0

8
0
.8

木
造

1
9
8
4

3
2

耐
震

性

あ
り

単
独

1
4
,4

1
6

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
1
,3

5
4
.6

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

ま
た

、
人

口
推

移
に

合
わ

せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

り
ま

す
。
（
約

3
5
%
減

床
）

3
8
9

川
井

団
地

住
宅

川
井

7
7
7
.9

木
造

1
9
9
9

1
7

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,8

3
3

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

7
7
7
.9

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
9
0

江
繋

団
地

住
宅

川
井

3
8
8
.9

木
造

2
0
0
2

1
4

耐
震

性

あ
り

単
独

3
,0

5
3

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
8
8
.9

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
9
1

定
住

化
促

進
住

宅
（
か

わ
い

住
宅

）
川

井
2
7
9
.1

木
造

2
0
0
1

1
5

耐
震

性

あ
り

単
独

6
0
5

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
7
9
.1

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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１
１
．
 
公
園
建
屋
 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

3
9
2

西
公

園
便

所
宮

古
1
5
.1

木
造

1
9
9
1

2
5

耐
震

性

あ
り

単
独

4
,0

3
3

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
5
.1

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
9
3

み
ど

り
公

園
建

物
宮

古
1
7
.2

R
C
造

1
9
8
9

2
7

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,1

0
1

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
7
.2

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
9
4

つ
つ

じ
が

丘
公

園

便
所

宮
古

1
3
.7

R
C
造

1
9
9
1

2
5

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,0

2
6

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
3
.7

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
9
5

も
み

じ
が

丘
公

園

便
所

宮
古

2
5
.0

木
造

1
9
9
6

2
0

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,2

0
3

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
5
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
9
6

南
公

園
便

所
宮

古
1
2
.6

木
造

1
9
9
1

2
5

耐
震

性

あ
り

単
独

3
,1

0
8

0
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
1
2
.6

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
9
7

い
ず

み
公

園
便

所
宮

古
1
4
.6

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
9
3

2
3

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,9

7
5

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
4
.6

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
9
8

い
ち

ょ
う
公

園
便

所
宮

古
8
.3

R
C
造

1
9
9
3

2
3

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,6

8
9

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

8
.3

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

3
9
9

ひ
ば

り
公

園
便

所
宮

古
2
6
.5

木
造

1
9
9
6

2
0

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,8

3
7

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
6
.5

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
0
0

田
の

神
公

園
便

所
宮

古
1
6
.0

補
強

C
B

1
9
7
1

4
5

診
断

未

実
施

単
独

1
,6

0
0

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
6
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
0
1

寄
生

木
公

園
便

所
宮

古
2
2
.8

木
造

2
0
0
0

1
6

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,1

5
0

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
2
.8

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
0
2

舘
合

近
隣

公
園

便
所

宮
古

1
3
.5

木
造

2
0
0
0

1
6

耐
震

性

あ
り

単
独

1
2
,3

5
5

0
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
1
3
.5

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
0
3

八
幡

公
園

便
所

宮
古

1
8
.8

木
造

2
0
1
3

3
診

断
未

実
施

単
独

1
,4

7
1

0
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
1
8
.8

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
0
4

あ
ゆ

み
公

園
便

所
宮

古
2
2
.8

木
造

1
9
9
9

1
7

診
断

未

実
施

単
独

2
,1

9
0

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
2
.8

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
0
5

愛
宕

公
園

ト
イ

レ
宮

古
2
1
.7

木
造

2
0
0
9

7
診

断
未

実
施

単
独

―
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
1
.7

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
0
6

わ
か

ば
公

園
便

所
宮

古
1
7
.6

木
造

2
0
0
0

1
6

診
断

未

実
施

単
独

2
,1

7
1

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
7
.6

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
0
7

鍬
ヶ

崎
児

童
遊

園

便
所

宮
古

1
1
.4

木
造

2
0
0
1

1
5

診
断

未

実
施

単
独

1
,6

3
9

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
1
.4

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
0
8

閉
伊

川
河

川
公

園
(東

屋
)

宮
古

1
6
.0

木
造

1
9
9
5

2
1

診
断

未

実
施

単
独

9
8
,0

0
0

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
6
.0

改
修

→
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
0
9

み
た

公
園

便
所

宮
古

6
.6

R
C
造

1
9
9
3

2
3

診
断

未

実
施

単
独

2
,7

9
9

0
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
6
.6

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
1
0

S
L
公

園
ト
イ

レ
宮

古
1
2
.4

木
造

2
0
1
0

6
診

断
未

実
施

単
独

2
,1

2
3

0
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
1
2
.4

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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【
個

別
編

】
１

２
．

公
園

建
屋

 
 

 

 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

4
1
1

わ
む

ら
公

園
ト
イ

レ
宮

古
2
0
.5

木
造

2
0
0
9

7
診

断
未

実
施

単
独

2
,3

0
0

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
0
.5

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
1
2

八
木

沢
公

園
ト
イ

レ
宮

古
1
9
.2

木
造

2
0
1
0

6
診

断
未

実
施

単
独

2
,2

0
3

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
9
.2

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
1
3

松
原

公
園

ト
イ

レ
宮

古
2
4
.8

木
造

2
0
0
8

8
診

断
未

実
施

単
独

3
,7

4
4

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
4
.8

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
1
4

磯
の

子
公

園
ト
イ

レ
宮

古
2
8
.5

木
造

2
0
0
9

7
診

断
未

実
施

単
独

2
,5

8
5

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
8
.5

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
1
5

か
ん

ぱ
な

公
園

便

所
宮

古
6
.9

R
C
造

1
9
9
2

2
4

診
断

未

実
施

単
独

1
,5

1
6

0
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
6
.9

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
1
6

さ
く
ら

公
園

ト
イ

レ
宮

古
6
3
.8

木
造

1
9
9
6

2
0

診
断

未

実
施

単
独

2
4
,9

0
7

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
3
.8

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
1
7

げ
ん

き
公

園
便

所
宮

古
6
.9

R
C
造

1
9
9
0

2
6

診
断

未

実
施

単
独

1
,5

3
6

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
.9

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
1
8

長
町

公
園

便
所

宮
古

2
4
.8

木
造

2
0
0
5

1
1

診
断

未

実
施

単
独

1
,6

3
7

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
4
.8

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
1
9

つ
く
し

公
園

便
所

宮
古

2
4
.8

木
造

2
0
0
7

9
診

断
未

実
施

単
独

1
,8

0
8

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
4
.8

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
2
0

板
屋

公
園

ト
イ

レ
宮

古
2
4
.8

木
造

2
0
0
7

9
診

断
未

実
施

単
独

3
,1

2
9

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
4
.8

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
2
1

の
ぞ

み
公

園
便

所
宮

古
2
5
.0

木
造

2
0
0
4

1
2

診
断

未

実
施

単
独

1
,1

8
6

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
5
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
2
2

に
し

が
お

か
公

園

便
所

宮
古

1
1
.6

R
C
造

1
9
8
9

2
7

診
断

未

実
施

単
独

2
,0

7
9

0
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
1
1
.6

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
2
3

な
か

よ
し

公
園

便

所
宮

古
7
.1

R
C
造

1
9
9
0

2
6

診
断

未

実
施

単
独

2
,6

0
1

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

7
.1

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
2
4

牛
伏

農
村

公
園

ト

イ
レ

宮
古

2
.4

P
C
コ

ン

ク
リ
ー

ト
1
9
9
8

1
8

診
断

未

実
施

単
独

1
,0

0
0

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
.4

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
2
5

堀
内

公
園

便
所

宮
古

7
.0

P
C
パ

ネ
ル

造
1
9
9
7

1
9

診
断

未

実
施

―
3
,5

4
2

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

7
.0

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
2
6

津
軽

石
漁

村
公

園
便

所
宮

古
1
2
.7

P
C
パ

ネ
ル

造
1
9
9
8

1
8

診
断

未

実
施

単
独

2
,9

6
3

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
2
.7

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
2
7

白
浜

農
村

公
園

ト

イ
レ

宮
古

5
.0

P
C
コ

ン

ク
リ
ー

ト
1
9
9
1

2
5

診
断

未

実
施

単
独

4
,1

7
0

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
.0

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
2
8

荷
竹

農
村

公
園

ト

イ
レ

宮
古

3
.5

P
C
コ

ン

ク
リ
ー

ト
1
9
9
7

1
9

診
断

未

実
施

単
独

2
,0

6
0

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
.5

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
2
9

茂
市

農
村

公
園

物
置

新
里

2
2
.4

木
造

2
0
0
3

1
3

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
2
.4

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
3
0

中
川

井
地

区
農

村
公

園
ト
イ

レ
川

井
2
.3

木
造

1
9
9
7

1
9

診
断

未

実
施

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
.3

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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公
園

建
屋

 
 

 

 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

4
3
1

下
村

地
区

農
村

公
園

ト
イ

レ
川

井
1
.2

P
C
コ

ン

ク
リ
ー

ト
1
9
9
2

2
4

診
断

未

実
施

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
.2

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
3
2

区
界

地
区

農
村

公
園

ト
イ

レ
川

井
2
.3

木
造

1
9
9
2

2
4

診
断

未

実
施

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
.3

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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【
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】
１

２
．

そ
の

他
 

 

 

１
２
．
 
そ
の
他
 

１
２

-１
 
交

通
関

連
施

設
 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

4
3
3

摂
待

駅
前

さ
わ

や

か
ト
イ

レ
田

老
2
4
.3

木
造

1
9
9
5

2
1

耐
震

性

あ
り

単
独

7
7
1

7
3
4

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
4
.3

改
修

→
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
3
4

茂
市

バ
ス

待
合

所
新

里
7
.6

S
造

1
9
9
3

2
3

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

7
.6

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
3
5

蟇
目

バ
ス

ス
ト
ッ

プ

ポ
ケ

ッ
ト
パ

ー
ク

新
里

6
.2

S
R
C
造

1
9
9
8

1
8

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
.2

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
3
6

刈
屋

永
田

地
区

バ

ス
待

合
所

新
里

3
.3

木
造

1
9
9
8

1
8

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
.3

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
3
7

刈
屋

中
野

地
区

バ

ス
待

合
所

新
里

3
.3

木
造

1
9
9
8

1
8

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
.3

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
3
8

蟇
目

大
平

地
区

バ

ス
待

合
所

新
里

3
.3

木
造

1
9
9
9

1
7

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
.3

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
3
9

刈
屋

丹
野

地
区

バ

ス
待

合
所

新
里

3
.3

木
造

1
9
9
9

1
7

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
.3

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
4
0

腹
帯

地
区

バ
ス

待

合
所

新
里

4
.5

R
C
造

2
0
0
0

1
6

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
.5

→
改

修
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
4
1

刈
屋

中
里

バ
ス

待

合
所

新
里

9
.1

木
造

2
0
0
1

1
5

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

9
.1

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
4
2

和
井

内
清

水
地

区
バ

ス
待

合
所

新
里

6
.3

木
造

2
0
0
1

1
5

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
.3

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
4
3

蟇
目

駅
ふ

れ
あ

い

ト
イ

レ
新

里
5
.0

木
造

1
9
9
9

1
7

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
4
4

腹
帯

駅
ふ

れ
あ

い

ト
イ

レ
新

里
5
.0

木
造

1
9
9
9

1
7

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
.0

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
4
5

和
井

内
駅

便
所

新
里

7
.5

木
造

2
0
0
4

1
2

耐
震

性

あ
り

単
独

2
0
8

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

7
.5

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
4
6

川
井

地
域

バ
ス

車

庫
川

井
3
9
1
.7

木
造

1
9
7
9

3
7

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,8

7
6

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
9
1
.7

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
4
7

川
井

バ
ス

待
合

所
川

井
5
.5

木
造

2
0
0
0

1
6

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,9

0
5

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
.5

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
4
8

箱
石

バ
ス

待
合

所
川

井
4
.1

木
造

2
0
0
1

1
5

耐
震

性

あ
り

単
独

―
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
.1

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
4
9

区
界

バ
ス

待
合

所
川

井
1
2
.3

木
造

2
0
0
2

1
4

耐
震

性

あ
り

単
独

5
3
8

4
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
1
2
.3

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
5
0

古
田

バ
ス

待
合

所
川

井
4
.1

木
造

2
0
0
2

1
4

耐
震

性

あ
り

単
独

1
4
2
,5

7
7

4
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
.1

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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 １
２

-２
 
職

員
住

宅
 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

4
5
1

亀
岳

小
学

校
教

員
住

宅
宮

古
8
6
.1

木
造

1
9
6
8

4
8

耐
震

性

あ
り

単
独

5
7
9

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
5
2

副
市

長
公

舎
宮

古
7
6
.7

木
造

1
9
7
1

4
5

耐
震

性

あ
り

単
独

2
4
5

0
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
5
3

千
鶏

小
学

校
教

員
住

宅
宮

古
1
3
9
.8

木
造

1
9
6
4

5
2

耐
震

性

あ
り

単
独

4
2
0

4
2
0

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
5
4

重
茂

小
学

校
教

員
住

宅
宮

古
1
8
1
.7

木
造

1
9
7
8

3
8

耐
震

性

あ
り

単
独

4
0
5

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
5
5

重
茂

中
学

校
教

員
住

宅
宮

古
1
2
0
.3

木
造

1
9
8
0

3
6

耐
震

性

あ
り

単
独

3
1
3

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
5
6

田
老

診
療

所
医

師
住

宅
田

老
1
0
1
.6

木
造

1
9
8
5

3
1

耐
震

性

あ
り

単
独

2
7
0

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
0
1
.6

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
5
7

田
老

第
一

小
学

校
教

員
住

宅
田

老
5
7
9
.7

木
造

1
9
9
0

2
6

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
5
8

田
老

第
一

中
学

校
教

員
住

宅
田

老
8
2
.8

C
B
造

1
9
7
6

4
0

診
断

未

実
施

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
5
9

田
老

第
三

小
学

校
教

員
住

宅
田

老
4
3
.6

C
B
造

1
9
6
0

5
6

診
断

未

実
施

単
独

2
4
0

―
サ

ー
ビ

ス
再

検
討

再
検

討
サ

ー
ビ

ス
の

あ
り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
6
0

茂
市

小
学

校
教

員
住

宅
新

里
4
3
0
.8

C
B
造

1
9
7
2

4
4

耐
震

性

あ
り

単
独

9
8

―
サ

ー
ビ

ス
再

検
討

再
検

討
サ

ー
ビ

ス
の

あ
り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
6
1

刈
屋

小
学

校
教

員
住

宅
新

里
2
5
2
.4

C
B
造

1
9
7
4

4
2

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
6
2

和
井

内
小

学
校

教
員

住
宅

新
里

6
9
.6

木
造

1
9
9
4

2
2

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
6
3

蟇
目

小
学

校
教

員
住

宅
新

里
1
2
3
.1

C
B
造

1
9
7
6

4
0

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
6
4

新
里

診
療

所
歯

科
医

師
住

宅
新

里
6
5
.4

木
造

1
9
9
9

1
7

診
断

未

実
施

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
5
.4

→
改

修
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
6
5

新
里

診
療

所
医

師
住

宅
新

里
1
0
5
.2

木
造

2
0
0
9

7
診

断
未

実
施

単
独

1
0
5

0
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
0
5
.2

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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地
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(㎡
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築
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過

年
数
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独
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な
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情
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N
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名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

4
6
6

川
井

診
療

所
医

師
住

宅
川

井
9
9
.4

木
造

2
0
0
8

8
耐

震
性

あ
り

単
独

1
,0

3
9

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

9
9
.4

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
6
7

川
井

小
学

校
教

員
住

宅
川

井
1
8
6
.4

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
6
7

4
9

診
断

未

実
施

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
0
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
6
8

川
井

西
小

学
校

教
員

住
宅

川
井

1
4
9
.3

木
造

1
9
7
8

3
8

耐
震

性

あ
り

単
独

5
8
4

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
6
9

門
馬

小
学

校
教

員
住

宅
川

井
2
9
9
.9

木
造

1
9
8
5

3
1

耐
震

性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
7
0

小
国

小
学

校
教

員
住

宅
川

井
5
4
9
.6

木
造

1
9
8
0

3
6

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,7

7
0

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
7
1

江
繋

小
学

校
教

員
住

宅
川

井
1
7
0
.0

木
造

1
9
9
1

2
5

耐
震

性

あ
り

単
独

9
1
2

―
サ

ー
ビ

ス

再
検

討
再

検
討

サ
ー

ビ
ス

の
あ

り
方

を
再

検
討

し
ま

す
。

建
物

再
検

討
0
.0

再
検

討

サ
ー

ビ
ス

再
検

討
に

合
わ

せ

て
、
建

物
の

展
開

を
再

検
討

し
ま

す
。

4
7
2

川
井

中
学

校
教

員
住

宅
川

井
3
3
2
.3

木
造

1
9
7
6

4
0

耐
震

性

あ
り

単
独

4
,7

8
0

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。

（
門

馬
小

学
校

教
員

住
宅

分

を
含

む
）

建
物

維
持

1
5
0
.0

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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２
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他
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敷
地
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積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数
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震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期
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本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
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基
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情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

4
7
3

黒
田

町
さ

わ
や

か

ト
イ

レ
宮

古
2
3
.6

木
造

1
9
9
5

2
1

耐
震

性

あ
り

単
独

―
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
3
.6

改
修

→
→

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
7
4

臼
木

山
生

活
環

境
保

全
林

施
設

宮
古

1
4
.4

R
C
造

1
9
8
9

2
7

診
断

未

実
施

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
4
.4

改
修

→
改

修
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
7
5

み
や

こ
斎

苑
宮

古
2
,2

1
5
.5

S
R
C
造

2
0
0
7

9
耐

震
性

あ
り

単
独

1
1
,9

0
0

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
,2

1
5
.5

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
7
6

宮
古

市
墓

園
管

理
棟

宮
古

5
9
.1

木
造

2
0
0
6

1
0

耐
震

性

あ
り

単
独

1
2
,8

0
7

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
9
.1

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
7
7

十
二

神
山

自
然

観
察

教
育

林
施

設

宮
古

5
4
.9

木
造

1
9
8
5

3
1

診
断

未

実
施

単
独

7
0

7
0

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
4
.9

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
7
8

宿
漁

港
公

衆
便

所
宮

古
2
0
.7

木
造

2
0
1
4

2
耐

震
性

あ
り

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
0
.7

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

4
7
9

川
井

火
葬

場
川

井
6
6
.9

木
造

1
9
7
8

3
8

診
断

未

実
施

単
独

―
―

サ
ー

ビ
ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

6
6
.9

改
修

→
建

替
え

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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期

基
本

情
報

　
　

　
　
　

※
経

過
年

数
は

2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

4
8
0

山
口

三
・
四

丁
目

自
治

会
貸

付
建

物

宮
古

1
0
.8

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
6
8

4
8

耐
震

性

あ
り

単
独

1
0
8

0
-

-
建

物
処

分
①

0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

4
8
1

元
土

地
区

画
整

理
事

業
建

物
宮

古
1
0
9
.3

木
造

不
明

―
耐

震
性

あ
り

単
独

5
5
2

0
-

-
建

物
処

分
②

0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

4
8
2

元
衛

生
処

理
場

宮
古

1
1
0
.2

木
造

1
9
6
6

5
0

耐
震

性

あ
り

単
独

4
3
8

0
-

-
建

物
処

分
①

0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

4
8
3

月
山

ア
マ

チ
ュ

ア

無
線

貸
付

建
物

宮
古

3
.3

木
造

不
明

―
耐

震
性

あ
り

単
独

3
0

-
-

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

4
8
4

モ
ル

デ
ッ

ク
貸

付

建
物

宮
古

1
,1

0
3
.6

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
6
7

4
9

耐
震

性

あ
り

単
独

4
,7

1
1

0
-

-
建

物
処

分
①

0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

4
8
5

ユ
ー

エ
ム

ア
イ

貸

付
建

物
田

老
8
0
2
.0

木
造

1
9
7
7

3
9

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,0

5
2

0
-

-
建

物
処

分
①

0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

4
8
6

旧
水

沢
分

校
田

老
1
6
7
.4

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
6
1

5
5

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,5

4
8

0
-

-
建

物
処

分
②

0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

4
8
7

旧
樫

内
分

校
田

老
2
2
9
.0

ブ
ロ

ッ

ク
1
9
6
0

5
6

耐
震

性

あ
り

単
独

8
9
3

8
9
3

-
-

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

4
8
8

旧
腹

帯
小

学
校

新
里

4
7
9
.0

木
造

1
9
6
4

5
2

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,9

5
3

0
-

-
建

物
処

分
②

0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

4
8
9

旧
刈

屋
中

学
校

新
里

2
,1

1
4
.6

R
C
造

1
9
6
7

4
9

耐
震

性

あ
り

単
独

1
2
,4

9
3

4
,6

0
7

-
-

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

4
9
0

旧
蟇

目
区

民
会

館
新

里
2
3
1
.3

R
C
造

1
9
7
1

4
5

耐
震

性

あ
り

単
独

1
8
9

0
-

-
建

物
処

分
①

0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

4
9
1

旧
茂

市
児

童
館

新
里

2
3
3
.5

不
明

1
9
7
2

4
4

耐
震

性

あ
り

単
独

3
,4

0
0

3
,4

0
0

-
-

建
物

処
分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

4
9
2

旧
新

里
歯

科
診

療

所
・
歯

科
医

師
住

宅
新

里
3
1
0
.7

木
造

1
9
7
1

4
5

耐
震

性

あ
り

単
独

5
3
8

5
3
8

-
-

建
物

処
分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

4
9
3

旧
新

里
民

俗
資

料
館

新
里

2
3
0
.2

R
C
造

1
9
7
9

3
7

耐
震

性

あ
り

単
独

2
8
0

2
8
0

-
-

建
物

処
分

①
0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

4
9
4

旧
新

里
中

央
公

民
館

新
里

5
9
6
.8

R
C
造

1
9
7
0

4
6

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,1

4
3

0
-

-
建

物
処

分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

4
9
5

旧
農

林
産

物
生

産
施

設
新

里
8
8
1
.2

S
造

不
明

―
耐

震
性

あ
り

単
独

2
,8

9
0

0
-

-
建

物
処

分
②

0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

4
9
6

旧
新

里
ふ

る
さ

と

物
産

セ
ン

タ
ー

新
里

3
7
8
.1

木
造

1
9
8
9

2
7

耐
震

性

あ
り

単
独

2
,3

0
7

2
,3

0
7

-
-

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。
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１
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普
通
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産

 
 

 

 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性

の
有

無
単

独
/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１
期

第
３

期
第

２
期

第
１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　
　

※
経

過
年

数
は

2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 
4
9
7

旧
廻

立
公

民
館

新
里

1
0
2
.8

木
造

不
明

―
耐

震
性

あ
り

単
独

1
7
1

0
-

-
建

物
処

分
②

0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

4
9
8

元
結

い
っ

こ
ハ

ウ

ス
新

里
3
3
.8

木
造

2
0
0
2

1
4

耐
震

性

あ
り

単
独

1
5
1

―
-

-
建

物
処

分
①

0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

4
9
9

旧
新

里
村

役
場

書
庫

新
里

1
3
8
.4

不
明

1
9
7
2

4
4

耐
震

性

あ
り

単
独

1
,0

0
2

0
-

-
建

物
処

分
②

0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

5
0
0

旧
箱

石
小

学
校

校
舎

川
井

1
,6

7
8
.0

木
造

1
9
3
7

7
9

診
断

未

実
施

単
独

4
,1

5
8

―
-

-
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

5
0
1

旧
門

馬
児

童
館

川
井

2
1
4
.8

木
造

1
9
7
3

4
3

診
断

未

実
施

単
独

1
,4

1
2

―
-

-
建

物
処

分
①

0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

5
0
2

旧
門

馬
診

療
所

川
井

6
6
.0

木
造

1
9
6
8

4
8

診
断

未

実
施

単
独

6
3
8

―
-

-
建

物
処

分
①

0
.0

→
処

分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

5
0
3

旧
小

国
診

療
所

川
井

1
8
1
.0

木
造

1
9
8
0

3
6

診
断

未

実
施

単
独

5
7
6

―
-

-
建

物
処

分
②

0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

5
0
4

旧
小

国
出

張
所

川
井

3
6
1
.0

木
造

1
9
5
9

5
7

診
断

未

実
施

単
独

3
4
7

―
-

-
建

物
処

分
②

0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

5
0
5

一
般

住
宅

（
旧

公

務
員

宿
舎

）
川

井
3
7
9
.0

木
造

1
9
9
1

2
5

耐
震

性

あ
り

単
独

9
7
8

―
-

-
建

物
処

分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

5
0
6

旧
川

井
中

学
校

教
員

住
宅

川
井

4
9
.7

木
造

1
9
7
9

3
7

診
断

未

実
施

単
独

4
,1

5
8

―
-

-
建

物
処

分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

5
0
7

旧
江

繋
小

学
校

教
員

住
宅

川
井

1
6
9
.0

木
造

1
9
7
8

3
8

診
断

未

実
施

単
独

3
,8

6
1

―
-

-
建

物
処

分

①
0
.0

→
→

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

5
0
8

工
業

用
施

設
（
川

井
）

川
井

9
2
7
.5

木
造

1
9
8
2

3
4

診
断

未

実
施

単
独

2
,1

3
8

2
,0

5
0

-
-

建
物

処
分

①
0
.0

→
→

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

5
0
9

工
業

用
施

設
（
田

代
）

川
井

1
2
2
.6

軽
量

鉄
骨 造

1
9
8
5

3
1

診
断

未

実
施

単
独

5
,6

0
6

―
-

-
建

物
処

分
①

0
.0

→
→

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

5
1
0

旧
消

防
屯

所
（
6
-

1
）

川
井

8
6
.6

軽
量

鉄
骨 造

1
9
8
8

2
8

診
断

未

実
施

単
独

1
,0

5
9

1
,0

5
9

-
-

建
物

処
分

①
0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

5
1
1

倉
庫

（
旧

第
３
分

団
第

２
部

屯
所

）
川

井
3
3
.0

木
造

1
9
8
1

3
5

診
断

未

実
施

単
独

6
0
1

―
-

-
建

物
処

分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

5
1
2

旧
村

民
バ

ス
車

庫
川

井
8
1
.2

木
造

1
9
7
5

4
1

診
断

未

実
施

単
独

6
5
1
,2

5
7

―
-

-
建

物
処

分
②

0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

5
1
3

旧
繁

殖
セ

ン
タ

ー
川

井
5
2
9
.2

木
造

不
明

―
診

断
未

実
施

単
独

9
9
1

―
-

-
建

物
処

分

②
0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

5
1
4

旧
門

馬
牧

野
本

部
事

務
所

川
井

2
,8

7
3
.4

木
造

1
9
8
0

3
6

診
断

未

実
施

単
独

1
3
,7

2
6

―
-

-
建

物
処

分
②

0
.0

処
分

建
物

を
処

分
し

ま
す

。

5
1
5

旧
シ

チ
ズ

ン
工

場
川

井
1
0
4
.3

軽
量

鉄
骨 造

不
明

―
診

断
未

実
施

単
独

1
6
5

―
-

-
建

物
処

分
①

0
.0

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。
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１
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．
 
新
規
整
備
施
設
(予

定
を
含
む
) 

敷
地

面
積

(㎡
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建
築

後
の

経
過

年
数
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有
無
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独
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な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な
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明
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実
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後
の

延
床

面
積
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)

展
開

説
明
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１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
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※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 

5
1
6

市
役

所
本

庁
舎

（
中

心
市

街
地

拠

点
施

設
）

宮
古

9
,0

0
0
.0

―
―

―
―

―
―

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

→
→

市
役

所
本

庁
舎

・
分

庁
舎

の

機
能

を
統

合
し

ま
す

。
【
受

け

入
れ

側
】

建
物

維
持

9
,0

0
0
.0

建
替

え
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
1
7

広
域

総
合

交
流

促
進

施
設

イ
ベ

ン

ト
物

品
倉

庫

宮
古

7
4
.5

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

7
4
.5

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
1
8

除
雪

車
両

格
納

倉
庫

宮
古

1
0
7
.1

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
1
0
7
.1

建
替

え
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
1
9

中
心

市
街

地
拠

点
施

設
（
（
仮

称
）

市
民

交
流

セ
ン

タ
ー

）

宮
古

4
,4

1
0
.0

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

4
,4

1
0
.0

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
2
0

女
遊

戸
地

区
集

会
施

設
宮

古
1
3
5
.0

―
―

―
―

―
―

―
移

管
移

管
地

域
へ

移
管

し
ま

す
。

建
物

処
分

①
0
.0

→
→

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。

5
2
1

三
王

園
地

東
屋

田
老

8
.3

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

8
.3

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
2
2

宮
古

運
動

公
園

野
球

場
陸

上
競

技
場

宮
古

1
,1

8
8
.7

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

3
,1

0
5
.4

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
2
3

崎
山

貝
塚

縄
文

の
森

公

園
複

合
施

設
及

び
埋

蔵

文
化

財
整

理
収

蔵
施

設

宮
古

2
,7

0
1
.3

―
―

―
―

―
―

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

→
→

崎
山

出
張

所
、
崎

山
公

民
館

と
の

複
合

化
を

図
り
ま

す
。
【
受

け
入

れ
側

】
建

物
維

持
2
,7

0
1
.3

建
替

え
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
2
4

津
波

遺
構

施
設

【
た

ろ
う

観
光

ホ
テ

ル
】

田
老

2
,3

9
1
.5

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
,3

9
1
.5

→
→

→
計

画
的

に
改

修
等

を
行

い
、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
2
5

和
見

町
災

害
住

宅
宮

古
2
,0

7
9
.8

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,9

1
6
.7

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
2
6

黒
田

町
災

害
住

宅
宮

古
2
,2

9
6
.6

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,9

1
4
.1

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
2
7

日
の

出
町

災
害

住

宅
宮

古
1
,7

8
6
.6

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
1
,8

1
4
.1

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
2
8

港
町

災
害

住
宅

宮
古

2
,4

3
7
.1

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
,5

9
4
.4

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
2
9

高
浜

災
害

住
宅

宮
古

9
0
4
.8

―
―

―
―

―
―

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

→
→

高
浜

公
営

住
宅

を
統

合
し

ま

す
。
【
受

け
入

れ
側

】
建

物
維

持
9
1
9
.4

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
3
0

金
浜

災
害

住
宅

宮
古

7
9
3
.5

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

8
2
6
.2

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
3
1

近
内

災
害

住
宅

宮
古

4
,9

7
7
.8

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

5
,1

5
4
.9

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
3
2

西
ヶ

丘
災

害
住

宅
宮

古
1
,8

2
3
.7

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,6

9
4
.6

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。
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【
個

別
編

】
１

４
．

新
規

整
備

施
設

(予
定

を
含

む
) 

 

 

 

敷
地

面
積

(㎡
)

借
地

面
積

(㎡
)

建
築

後
の

経
過

年
数

耐
震

性
の

有
無

単
独

/

複
合

建
物

の
具

体
的

な
展

開
サ

ー
ビ

ス
の

具
体

的
な

展
開

説
明

計
画

実
施

後
の

延
床

面
積

(㎡
)

展
開

説
明

展
開

第
１

期
第

３
期

第
２

期
第

１
期

第
２

期
第

３
期

基
本

情
報

　
　

　
　

　
※

経
過

年
数

は
2
0
1
6
年

基
準

土
地

情
報

N
o
.

施
設

名
称

旧
行

政
区

延
床

面
積

(㎡
)

施
設

構
造

設
置

年

 
5
3
3

赤
前

災
害

住
宅

宮
古

9
1
1
.4

―
―

―
―

―
―

―
複

合
化

・

統
合

複
合

化
・

統
合

→
→

赤
前

公
営

住
宅

を
統

合
し

ま

す
。
【
受

け
入

れ
側

】
建

物
維

持
9
1
1
.1

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
3
4

重
茂

災
害

住
宅

宮
古

2
3
1
.9

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
2
0
.6

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
3
5

崎
山

災
害

住
宅

宮
古

1
,9

0
9
.9

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,6

6
6
.8

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
3
6

田
老

三
王

災
害

住
宅

田
老

計
画

中
―

―
―

―
―

―
―

複
合

化
・

統
合

複
合

化
・

統
合

→
→

新
田

平
団

地
公

営
住

宅
を

統

合
し

ま
す

。
【
受

け
入

れ
側

】
建

物
維

持
5
0
0
.4

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
3
7

田
老

災
害

住
宅

田
老

2
,5

2
1
.2

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス
継

続
→

→
→

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
し

ま
す

。
建

物
維

持
2
,6

6
5
.8

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
3
8

西
町

災
害

住
宅

２
号

棟
宮

古
2
,2

2
6
.5

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,6

6
8
.7

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
3
9

西
町

災
害

住
宅

１
号

棟
宮

古
2
,1

2
1
.6

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
,0

6
8
.4

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
4
0

本
町

災
害

住
宅

宮
古

2
,5

0
8
.2

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
,6

5
2
.9

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
4
1

上
村

災
害

住
宅

宮
古

1
,8

5
2
.0

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

1
,5

9
0
.5

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
4
2

津
軽

石
災

害
住

宅
宮

古
3
,0

2
4
.7

―
―

―
―

―
―

―
サ

ー
ビ

ス

継
続

→
→

→
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

し
ま

す
。

建
物

維
持

2
,6

7
8
.4

→
→

改
修

計
画

的
に

改
修

等
を

行
い

、

建
物

を
維

持
し

ま
す

。

5
4
3

板
屋

三
丁

目
地

区
仮

設
工

場
施

設

宮
古

3
8
8
.8

―
―

―
―

―
―

―
-

-
建

物
処

分

①
0
.0

→
→

処
分

大
規

模
改

修
や

建
替

え
が

必

要
に

な
っ

た
時

点
で

建
物

を

処
分

し
ま

す
。
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⼆次評価結果 
 

  



◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

1
庁

舎
等

市
役

所
本

庁
舎

財
政

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

行
政

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
本

拠
と

し
て

、
行

政
機

能
の

中
枢

を
担

う
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

2
1
7
（
岩

手
県

北
バ

ス
信

用
金

庫
前

バ
ス

停
）

8
1

有

9
0
台

分
の

駐
車

場
が

あ
る

が
、

各
種

説
明

会
や

受
付

等
を

行
う

場
合

に
は

不
足

す
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
1
7

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

5
0
1

1
3
4

3
7
4
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
東

日
本

大
震

災
復

興
計

画
（
推

進
計

画
）に

お
い

て
、

災
害

対
策

本
部

機
能

や
災

害
に

強
い

拠
点

施
設

と
し

て
再

整
備

す
る

と
し

て
い

る
。

有

宮
古

市
中

心
市

街
地

拠
点

整
備

事
業

基
本

構
想

及
び

基
本

計
画

に
お

い
て

、
中

心
市

街
地

で
防

災
拠

点
の

整
備

及
び

行
政

機
能

の
集

約
を

図
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

宮
古

市
中

心
市

街
地

拠
点

施
設

整
備

事
業

に
よ

り
中

心
市

街
地

へ
移

転
す

る
。

行
政

機
能

を
集

約
し

、
よ

り
充

実
し

た
行

政
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

。

2
庁

舎
等

市
役

所
分

庁
舎

財
政

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

行
政

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
本

拠
と

し
て

、
行

政
機

能
の

中
枢

を
担

う
役

割
を

果
た

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
7
2
（
岩

手
県

北
バ

ス
信

用
金

庫
前

バ
ス

停
）

8
1

有

2
7
台

分
の

駐
車

場
が

あ
る

が
、

各
種

説
明

会
や

受
付

等
を

行
う

場
合

に
は

不
足

す
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
7
2

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

5
0
7

1
3
4

3
7
8
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

有

宮
古

市
中

心
市

街
地

拠
点

整
備

事
業

基
本

構
想

及
び

基
本

計
画

に
よ

り
、

本
庁

舎
に

集
約

す
る

予
定

で
あ

る
。

本
庁

舎
に

集
約

す
る

こ
と

に
よ

り
、

よ
り
充

実
し

た
行

政
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

。

3
庁

舎
等

花
輪

出
張

所

総
合

窓
口

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

花
輪

農
村

文
化

伝
承

館

本
庁

舎
か

ら
遠

距
離

に
居

住
す

る
市

民
が

求
め

る
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

花
輪

農
村

文
化

伝
承

館

５
（岩

手
県

北
バ

ス
花

輪
四

所
バ

ス
停

）

8
有

５
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

業
務

執
行

に
必

要
な

十
分

な
ス

ペ
ー

ス
が

あ
る

。
た

だ
し

、
地

区
公

民
館

と
併

設
施

設
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
公

民
館

ｊ事
業

の
開

催
時

、
満

車
に

な
る

こ
と

が
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
5
ｍ

で
あ

り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
8

1
3
4

1
3
.4

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

継
続

し
地

域
の

窓
口

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
維

持
す

る
も

の
と

し
、

施
設

機
能

を
存

続
さ

せ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

4
庁

舎
等

津
軽

石
出

張
所

総
合

窓
口

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

5
庁

舎
等

重
茂

出
張

所

総
合

窓
口

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

本
庁

舎
か

ら
遠

距
離

に
居

住
す

る
市

民
が

求
め

る
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

重
茂

地
区

総
合

交
流

セ
ン

タ
ー

２
０
０
（岩

手
県

北
バ

ス
重

茂
漁

協
前

）

4
有

２
０
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

業
務

執
行

に
必

要
な

十
分

な
ス

ペ
ー

ス
が

あ
る

。
た

だ
し

、
交

流
セ

ン
タ

ー
と

併
設

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

交
流

セ
ン

タ
ー

ｊ事
業

の
開

催
時

、
満

車
に

な
る

こ
と

が
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
9
6

1
3
4

1
4
6
.4

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

継
続

し
地

域
の

窓
口

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
維

持
す

る
も

の
と

し
、

施
設

を
存

続
さ

せ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

6
庁

舎
等

崎
山

出
張

所

総
合

窓
口

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

本
庁

舎
か

ら
遠

距
離

に
居

住
す

る
市

民
が

求
め

る
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

崎
山

公
民

館

３
０
（岩

手
県

北
バ

ス
八

鬼
山

バ
ス

停
）

2
4

有

１
０
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

業
務

執
行

に
必

要
な

十
分

な
ス

ペ
ー

ス
が

あ
る

。
た

だ
し

、
地

区
公

民
館

と
併

設
施

設
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
公

民
館

事
業

の
開

催
時

、
満

車
に

な
る

こ
と

が
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
3
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
3
0

1
3
4

1
7
1
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

継
続

し
地

域
の

窓
口

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
維

持
す

る
も

の
と

し
、

施
設

を
存

続
さ

せ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

【
評

価
対

象
外

】

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

98



◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

7
庁

舎
等

市
役

所
田

老
庁

舎

田
老

総
合

事
務

所

田
老

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

田
老

地
域

の
行

政
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

拠
点

と
し

て
、
行

政
機

能
の

中
枢

を
担

う
役

割
を

果
し

て
い

る
。

無
-

無
有

田
老

第
一

小
学

校

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
中

町
バ

ス
停

）

1
3

有
窓

口
の

利
用

客
な

ど
が

過
不

足
な

く
利

用
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

5
0
1

4
7

1
0
7
2
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

窓
口

業
務

、
地

区
内

の
道

路
や

河
川

の
維

持
管

理
、

地
域

振
興

事
業

の
実

施
な

ど
地

元
に

密
着

し
た

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

る
の

で
、

サ
ー

ビ
ス

の
継

続
が

望
ま

し
い

。

8
庁

舎
等

市
役

所
新

里
庁

舎

新
里

総
合

事
務

所

宮
古

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

　
新

里
地

域
の

行
政

サ
ー

ビ
ス

提
供

の
拠

点
と

し
て

、
行

政
機

能
の

中
枢

を
担

う
役

割
を

果
し

て
い

る
。

無
-

無
有

新
里

福
祉

セ
ン

タ
ー

1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
新

里
総

合
事

務
所

前
バ

ス
停

）

5
有

来
客

用
１
５
台

、
職

員
用

６
４
台

、
公

用
車

用
３
０
台

が
あ

り
過

不
足

な
く
利

用
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

9
6

1
3
4

7
1
.7

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

　
窓

口
業

務
、

地
区

内
の

道
路

や
河

川
の

維
持

管
理

、
地

域
振

興
事

業
の

実
施

な
ど

地
元

に
密

着
し

た
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
る

の
で

、
サ

ー
ビ

ス
の

継
続

が
望

ま
し

い
。

9
庁

舎
等

市
役

所
川

井
庁

舎

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

川
井

地
域

の
行

政
サ

ー
ビ

ス
提

供
の

拠
点

と
し

て
、
行

政
機

能
の

中
枢

を
担

う
役

割
を

果
し

て
い

る
。

有
土

石
流

危
険

区
域

無
無

-

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

井
バ

ス
停

）

1
7

有

職
員

駐
車

場
2
0

台
、

公
用

車
8
台

、
来

客
者

用
2
5
台

駐
車

で
き

、
平

常
時

は
充

足
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
8
8

1
6

1
8
0
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

窓
口

業
務

、
地

区
内

の
道

路
や

河
川

の
維

持
管

理
、

地
域

振
興

事
業

の
実

施
な

ど
地

元
に

密
着

し
た

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
し

て
い

る
の

で
、

サ
ー

ビ
ス

の
継

続
が

望
ま

し
い

。

1
0

庁
舎

等
小

国
出

張
所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

川
井

庁
舎

か
ら

遠
距

離
に

居
住

す
る

市
民

が
求

め
る

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

3
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
小

国
バ

ス
停

）

5
有

過
不

足
な

く
利

用
で

き
る

状
況

で
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
7

1
6

2
3
2
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

継
続

し
地

域
の

窓
口

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
維

持
す

る
も

の
と

し
、

施
設

を
存

続
さ

せ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

1
1

庁
舎

等
門

馬
出

張
所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

川
井

庁
舎

か
ら

遠
距

離
に

居
住

す
る

市
民

が
求

め
る

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-
1
5
0
（
Ｊ
Ｒ

山
田

線
松

草
駅

）
6

有
過

不
足

な
く
利

用
で

き
る

状
況

で
あ

る
。

駅
か

ら
1
5
0
ｍ

で
あ

り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
1

1
6

6
9
.1

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

継
続

し
地

域
の

窓
口

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
維

持
す

る
も

の
と

し
、

施
設

を
存

続
さ

せ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。

1
2

庁
舎

等
川

内
出

張
所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

川
井

庁
舎

か
ら

遠
距

離
に

居
住

す
る

市
民

が
求

め
る

行
政

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-
1
0
0
0
（
Ｊ

Ｒ
山

田
線

川
内

駅
）

6
有

過
不

足
な

く
利

用
で

き
る

状
況

で
あ

る
。

駅
か

ら
1
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
5

1
6

3
4
5
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

継
続

し
地

域
の

窓
口

行
政

サ
ー

ビ
ス

を
維

持
す

る
も

の
と

し
、

施
設

を
存

続
さ

せ
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
3

消
防

施
設

防
災

会
館

危
機

管
理

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

防
災

資
機

材
等

の
保

管
場

所
と

し
て

活
用

し
て

い
る

。
東

日
本

大
震

災
の

避
難

者
数

の
実

態
を

踏
ま

え
た

想
定

避
難

者
数

の
毛

布
や

生
活

必
需

品
と

3
日

分
に

相
当

す
る

食
料

や
飲

料
水

の
備

蓄
を

目
標

と
し

て
お

り
、
こ

れ
ら

を
備

蓄
す

る
倉

庫
等

の
必

要
性

は
高

い
。

有
洪

水
浸

水
想

定
区

域
無

無
-

1
8
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
西

町
一

丁
目

バ
ス

停
）

1
4

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
8
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
,0

1
1

1
3
4

7
5
5
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
Ⅲ

-
1
防

災
・
危

機
管

理
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
中

心
市

街
地

復
興

拠
点

施
設

整
備

事
業

基
本

計
画

に
お

い
て

、
防

災
資

機
材

等
を

保
管

す
る

倉
庫

の
配

置
に

つ
い

て
検

討
す

る
と

し
て

い
る

。

東
日

本
大

震
災

の
経

験
を

踏
ま

え
、

災
害

発
生

直
後

か
ら

飲
料

水
、

食
料

、
生

活
必

需
品

等
の

流
通

が
確

保
さ

れ
る

ま
で

の
間

、
被

災
者

の
生

活
を

支
え

る
た

め
、

必
要

な
物

資
を

備
蓄

す
る

機
能

の
必

要
性

が
高

い
。

1
4

消
防

施
設

第
1
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

中
央

公
民

館

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
築

地
二

丁
目

バ
ス

停
）

2
0
5

有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

5
0
1

1
3
4

3
7
4
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
5

消
防

施
設

第
2
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

1
6

消
防

施
設

第
3
分

団
屯

所
（横

町
C
S
）

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

宮
古

小
学

校

2
4
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
末

広
町

バ
ス

停
）

1
0
2

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
4
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

8
8
2

1
3
4

6
5
8
.7

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
7

消
防

施
設

第
4
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

藤
原

小
学

校

6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
藤

原
一

丁
目

バ
ス

停
）

9
2

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

6
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
0
1

1
3
4

3
7
4
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
8

消
防

施
設

第
5
分

団
屯

所
（愛

宕
C
S
）

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

旧
愛

宕
小

学
校

1
8
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
築

地
二

丁
目

バ
ス

停
）

1
1
0

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
8
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
0
7

1
3
4

3
7
8
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
9

消
防

施
設

第
6
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

2
0

消
防

施
設

第
7
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

100



◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
1

消
防

施
設

第
8
分

団
屯

所
（大

通
C
S
）

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

第
一

中
学

校

7
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
大

通
三

丁
目

バ
ス

停
）

1
0
0

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

7
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

7
6
1

1
3
4

5
6
8
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

2
2

消
防

施
設

第
9
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

第
一

中
学

校

2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
栄

町
バ

ス
停

）

7
4

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

7
6
1

1
3
4

5
6
8
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

2
3

消
防

施
設

第
1
0
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

磯
鶏

小
学

校

2
8
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
市

民
会

館
前

バ
ス

停
）

8
4

有

3
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
8
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
1
8

1
3
4

4
6
1
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

2
4

消
防

施
設

第
1
1
分

団
屯

所
（
高

浜
C
S
）

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

2
5

消
防

施
設

第
1
2
分

団
屯

所
（
千

徳
C
S
）

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

千
徳

小
学

校
、

千
徳

公
民

館

1
1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
千

徳
バ

ス
停

）

5
6

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
1
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
2
4

1
3
4

3
1
6
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

2
6

消
防

施
設

第
1
3
分

団
屯

所
（
近

内
C
S
）

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

近
内

地
区

セ
ン

タ
ー

2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
近

内
バ

ス
停

）

1
8

有

4
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

4
3
6

1
3
4

3
2
5
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

2
7

消
防

施
設

第
1
4
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

亀
岳

小
学

校

7
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

代
バ

ス
停

）

6
有

2
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
7
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
1
3
4

4
.5

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
8

消
防

施
設

第
1
5
分

団
屯

所
（
白

浜
C
S
）

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

海
幸

園
、

旧
白

浜
分

校

3
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

セ
ン

タ
ー

前
バ

ス
停

）

1
0

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

3
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
9

1
3
4

5
1
.5

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

2
9

消
防

施
設

第
1
6
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

崎
山

小
学

校
、

崎
山

中
学

校

1
7
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
崎

山
バ

ス
停

）

5
1

有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
7
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
3
0

1
3
4

1
7
1
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
0

消
防

施
設

第
1
6
分

団
器

具
置

場
（
女

遊
戸

）

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

3
1

消
防

施
設

第
1
6
分

団
器

具
置

場
（
箱

石
）

消
防

対
策

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-
4
7
0
（
三

陸
鉄

道
一

の
渡

駅
）

2
2

無
-

駅
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

6
2

1
3
4

4
6
.3

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
2

消
防

施
設

第
1
7
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

田
鎖

総
合

交
流

セ
ン

タ
ー

（
屯

所
と

併
設

）

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
上

田
鎖

バ
ス

停
）

1
6

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
6
4

1
3
4

1
2
2
.5

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
3

消
防

施
設

第
1
7
分

団
器

具
置

場
（
松

山
）

消
防

対
策

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

松
山

地
区

セ
ン

タ
ー

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
技

術
専

門
校

前
バ

ス
停

）

3
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
9
3

1
3
4

2
1
8
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
4

消
防

施
設

第
1
8
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

長
沢

農
村

セ
ン

タ
ー

2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
屯

所
前

バ
ス

停
）

1
6

有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
5

1
3
4

2
6
.1

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
5

消
防

施
設

第
1
9
分

団
屯

所
（
老

木
C
S
）

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

根
城

農
村

セ
ン

タ
ー

、
第

1
9
分

団
根

城
器

具
置

場

1
,8

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
花

原
市

バ
ス

停
）

4
4

有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
8
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
1
3
4

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
6

消
防

施
設

第
1
9
分

団
器

具
置

場
（
根

城
）

消
防

対
策

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

有
有

根
城

農
村

セ
ン

タ
ー

7
7
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
花

原
市

バ
ス

停
）

4
4

有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
7
7
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
3

1
3
4

4
7
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
7

消
防

施
設

第
2
0
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

3
8

消
防

施
設

第
2
1
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

津
軽

石
小

学
校

、
津

軽
石

中
学

校

1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
中

央
新

町
バ

ス
停

）

6
4

有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
8
6

1
3
4

1
3
8
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
9

消
防

施
設

第
2
2
分

団
屯

所
（
赤

前
C
S
）

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

赤
前

小
学

校

7
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
赤

前
小

学
校

前
バ

ス
停

）

1
0

有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
7
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
1
4

1
3
4

2
3
4
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
0

消
防

施
設

第
2
3
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

荷
竹

集
会

場

1
2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
下

荷
竹

バ
ス

停
）

1
8

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
2
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
9
7

1
3
4

2
2
1
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
1

消
防

施
設

第
2
4
分

団
仮

設
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

4
2

消
防

施
設

第
2
5
分

団
屯

所
（
千

鶏
C
S
）

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

千
鶏

仮
設

住
宅

集
会

所

3
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
千

鶏
川

向
バ

ス
停

）

8
有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
5
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
1
3
4

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
3

消
防

施
設

第
2
6
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
4

消
防

施
設

第
2
7
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

北
地

区
公

民
館

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
上

加
村

バ
ス

停
）

0
（
※

現
在

休
止

中
）

無
-

路
線

バ
ス

は
休

止
中

で
あ

り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

0
1
3
4

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
5

消
防

施
設

第
2
8
分

団
屯

所
（
田

老
自

治
会

研
修

セ
ン

タ
ー

）

消
防

対
策

課
田

老
継

続
（
Ⅰ

）

4
6

消
防

施
設

第
2
9
分

団
屯

所
（
田

老
C
S
）

消
防

対
策

課
田

老
継

続
（
Ⅰ

）

4
7

消
防

施
設

第
2
9
分

団
器

具
置

場
（
樫

内
）

消
防

対
策

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

樫
内

地
区

集
会

施
設

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
樫

内
屯

所
前

バ
ス

停
）

1
2

有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
に

近
接

し
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
1
9

4
7

2
5
4
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
8

消
防

施
設

第
3
0
分

団
屯

所
（
荒

谷
防

災
セ

ン
タ

ー
）

消
防

対
策

課
田

老
継

続
（
Ⅰ

）

4
9

消
防

施
設

第
3
0
分

団
器

具
置

場
（
和

野
）

消
防

対
策

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

和
野

地
区

集
会

施
設

7
6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
真

崎
入

口
バ

ス
停

）

2
0

有

2
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
7
6
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
3

4
7

1
3
4
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

5
0

消
防

施
設

第
3
1
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
田

老
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

グ
リ
ー

ン
ピ

ア
三

陸
み

や
こ

、
小

堀
内

地
区

集
会

施
設

1
3
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
向

新
田

バ
ス

停
）

3
4

有

1
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
7
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

5
5

4
7

1
1
7
.7

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

5
1

消
防

施
設

第
3
1
分

団
器

具
置

場
（
重

津
部

）

消
防

対
策

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

重
津

部
集

会
所

（
併

設
）

1
,6

7
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
つ

か
の

峠
バ

ス
停

）

2
0

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
8

4
7

3
8
.5

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

5
2

消
防

施
設

第
3
1
分

団
器

具
置

場
（
青

野
滝

）

消
防

対
策

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

青
野

滝
地

区
集

会
施

設

2
,6

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
青

野
滝

バ
ス

停
）

2
0

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

4
5

4
7

9
6
.3

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

5
3

消
防

施
設

第
3
2
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
田

老
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

摂
待

出
張

診
療

所

2
0
0
（
三

陸
鉄

道
摂

待
駅

）
2
2

無

隣
接

地
に

水
門

遠
隔

操
作

制
御

所
が

あ
り
、

2
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

利
用

し
て

い
る

。

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

2
0
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
2

4
7

2
5
.7

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

5
4

消
防

施
設

第
3
2
分

団
器

具
置

場
（
水

沢
）

消
防

対
策

課
田

老
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

水
沢

地
区

集
会

施
設

4
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
水

沢
バ

ス
停

）

1
4

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

2
4

4
7

5
1
.4

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

5
5

消
防

施
設

第
3
2
分

団
器

具
置

場
（
摂

待
和

野
）

消
防

対
策

課
田

老
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

摂
待

出
張

診
療

所

1
,5

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
摂

待
バ

ス
停

）

1
4

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

3
4
7

6
.4

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

5
6

消
防

施
設

第
3
2
分

団
器

具
置

場
（
畑

）

消
防

対
策

課
田

老
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

4
,3

4
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
摂

待
バ

ス
停

）

1
4

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
2

4
7

2
5
.7

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

5
7

消
防

施
設

第
3
3
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
田

老
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

神
田

地
区

集
会

施
設

2
7
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
神

田
バ

ス
停

）

9
有

2
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
7
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

8
4

4
7

1
7
9
.7

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

5
8

消
防

施
設

第
3
3
分

団
器

具
置

場
（
青

倉
）

消
防

対
策

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

青
倉

地
区

集
会

施
設

4
,6

7
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
ふ

れ
あ

い
荘

前
バ

ス
停

）

6
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
8

4
7

3
8
.5

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

105



◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

5
9

消
防

施
設

第
3
3
分

団
器

具
置

場
（
小

田
代

）

消
防

対
策

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

養
呂

地
地

区
生

活
改

善
セ

ン
タ

ー

1
,5

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
ふ

れ
あ

い
荘

前
バ

ス
停

）

6
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

3
8

4
7

8
1
.3

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

6
0

消
防

施
設

第
3
4
分

団
屯

所
（
蟇

目
C
S
）

消
防

対
策

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

新
里

高
齢

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

セ
ン

タ
ー

、
蟇

目
小

学
校

2
0
0
（
J
R

山
田

線
蟇

目
駅

）
9

有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

8
8

3
0

2
8
9
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

6
1

消
防

施
設

第
3
5
分

団
屯

所
（
茂

市
C
S
）

消
防

対
策

課
新

里
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

新
里

福
祉

セ
ン

タ
ー

、
新

里
保

健
セ

ン
タ

ー
、

茂
市

小
学

校

3
0
（
J
R
山

田
線

茂
市

駅
）

1
4

無
屯

所
前

空
地

に
駐

車
し

て
い

る
の

が
現

状
で

あ
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
8
0

3
0

5
9
2
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

6
2

消
防

施
設

第
3
6
分

団
屯

所
（
腹

帯
C
S
）

消
防

対
策

課
新

里
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

腹
帯

生
活

改
善

セ
ン

タ
ー

7
0
（
J
R
山

田
線

腹
帯

駅
）

9
有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
7
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
3

3
0

1
0
8
.5

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

6
3

消
防

施
設

第
3
7
分

団
屯

所
（
刈

屋
C
S
）

消
防

対
策

課
新

里
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

基
幹

集
落

セ
ン

タ
ー

、
新

里
中

学
校

、
刈

屋
小

学
校

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
基

幹
集

落
セ

ン
タ

ー
前

バ
ス

停
）

1
0

有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
8
5

3
0

6
0
8
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

6
4

消
防

施
設

第
3
8
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

林
業

活
力

セ
ン

タ
ー

3
8
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
中

里
バ

ス
停

）

1
0

有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
8
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
0

3
0

1
9
7
.3

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

106



◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

6
5

消
防

施
設

第
3
9
分

団
屯

所
（
和

井
内

C
S
）

消
防

対
策

課
新

里
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

和
井

内
ふ

る
さ

と
会

館
、

和
井

内
林

産
会

館
、

和
井

内
小

学
校

1
6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
和

井
内

バ
ス

停
）

1
0

有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
2

3
0

2
0
3
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

6
6

消
防

施
設

第
4
0
分

団
屯

所
（
古

田
C
S
）

消
防

対
策

課
川

井
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
古

田
バ

ス
停

）

3
4

有

2
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
7

1
6

2
3
2
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

6
7

消
防

施
設

第
4
0
分

団
屯

所
（
川

井
）

消
防

対
策

課
川

井
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
土

砂
災

害
警

戒
区

域
無

有

川
井

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

、
川

井
小

学
校

4
8
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

井
バ

ス
停

）

3
4

有

2
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
4
8
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
1
6

2
5
.1

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

6
8

消
防

施
設

第
4
0
分

団
屯

所
（
下

川
井

）

消
防

対
策

課
川

井
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
土

砂
災

害
警

戒
区

域
無

無
-

1
,0

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

井
バ

ス
停

）

3
4

有

2
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
6

1
6

1
6
3
.4

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

6
9

消
防

施
設

第
4
1
分

団
屯

所
（
箱

石
）

消
防

対
策

課
川

井
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

箱
石

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

1
6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
箱

石
バ

ス
停

）

3
4

有

2
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
9

1
6

4
3
3
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

7
0

消
防

施
設

第
4
1
分

団
屯

所
（
鈴

久
名

）

消
防

対
策

課
川

井
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

4
8
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
鈴

久
名

バ
ス

停
）

3
4

有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
4
8
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
4

1
6

8
8
.0

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

7
1

消
防

施
設

第
4
2
分

団
屯

所

消
防

対
策

課
川

井
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
土

砂
災

害
警

戒
区

域
無

有
川

内
地

域
振

興
セ

ン
タ

ー

7
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

内
バ

ス
停

）

3
4

無
-

駅
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

5
5

1
6

3
4
5
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

7
2

消
防

施
設

第
4
2
分

団
器

具
置

場
（
夏

屋
）

消
防

対
策

課
川

井
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

夏
屋

集
会

所
（
隣

接
）

2
,8

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

内
バ

ス
停

）

3
4

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

0
1
6

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

7
3

消
防

施
設

第
4
3
分

団
屯

所
（
松

草
）

消
防

対
策

課
川

井
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

門
馬

出
張

所

2
0
0
（
J
R

山
田

線
松

草
駅

）
5

有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

駅
か

ら
2
0
0
ｍ

で
あ

り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
1
6

3
7
.7

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

7
4

消
防

施
設

第
4
3
分

団
屯

所
（
区

界
）

消
防

対
策

課
川

井
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
区

界
住

宅
前

バ
ス

停
）

3
4

有

3
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

7
0

1
6

4
3
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

7
5

消
防

施
設

第
4
3
分

団
器

具
置

場
（
平

津
戸

）

消
防

対
策

課
川

井
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

平
津

戸
集

会
所

5
0
（
J
R
山

田
線

平
津

戸
駅

）
5

有

2
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
3

1
6

8
1
.7

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

7
6

消
防

施
設

第
4
4
分

団
屯

所
（
大

仁
田

C
S
）

消
防

対
策

課
川

井
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

7
6
（
川

井
地

域
バ

ス
大

仁
田

バ
ス

停
）

3
有

3
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
7
6

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
1

1
6

6
9
.1

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

7
7

消
防

施
設

第
4
4
分

団
屯

所
（
末

角
C
S
）

消
防

対
策

課
川

井
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
土

砂
災

害
警

戒
区

域
無

無
-

8
5
（
川

井
地

域
バ

ス
小

国
バ

ス
停

）

2
1

有

3
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
8
5

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
7

1
6

2
3
2
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

7
8

消
防

施
設

第
4
4
分

団
屯

所
（
湯

沢
C
S
）

消
防

対
策

課
川

井
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

4
（
川

井
地

域
バ

ス
上

湯
沢

バ
ス

停
）

3
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

4
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

9
1
6

5
6
.6

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

7
9

消
防

施
設

第
4
5
分

団
屯

所
（
向

田
C
S
）

消
防

対
策

課
川

井
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

無
無

-

9
9
6
（
川

井
地

域
バ

ス
江

繋
バ

ス
停

）

1
3

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

5
0

1
6

3
1
4
.2

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

8
0

消
防

施
設

第
4
5
分

団
屯

所
（
江

繋
）

消
防

対
策

課
川

井
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
土

砂
災

害
警

戒
区

域
無

無
-

3
1
0
（
川

井
地

域
バ

ス
上

大
久

保
バ

ス
停

）

1
3

有

5
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
1
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
8

1
6

2
3
8
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

8
1

消
防

施
設

第
4
5
分

団
器

具
置

場
（
尻

石
）

消
防

対
策

課
川

井
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
,7

6
0
（
川

井
地

域
バ

ス
尻

石
口

バ
ス

停
）

1
3

有

1
台

程
度

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

駆
付

け
団

員
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
7
6
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
1
6

3
7
.7

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅲ

-
3
消

防
・
救

急
体

制
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
地

域
防

災
計

画
で

、
消

防
団

の
施

設
・
設

備
の

充
実

強
化

を
積

極
的

に
推

進
す

る
と

し
て

い
る

。

地
域

に
お

け
る

消
防

防
災

の
中

核
と

し
て

重
要

な
役

割
を

担
う

消
防

団
の

活
動

拠
点

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

8
2

そ
の

他
行

政
系

施
設

建
設

課
車

庫
建

設
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-
市

道
等

の
維

持
管

理
上

、
必

要
と

な
る

施
設

無
-

無
無

-

1
2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
築

地
二

丁
目

バ
ス

停
）

1
2
2

有
建

設
課

運
転

手
詰

所
と

供
用

バ
ス

停
か

ら
1
2
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

5
0
1

1
3
4

3
7
4
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

市
道

等
の

維
持

管
理

上
、

必
要

と
な

る
施

設
で

あ
り
、

機
動

性
を

考
慮

し
た

場
所

へ
の

移
転

を
検

討
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

8
3

そ
の

他
行

政
系

施
設

建
設

課
運

転
手

詰
所

建
設

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-
市

道
等

の
維

持
管

理
上

、
必

要
と

な
る

施
設

無
-

無
無

-

1
2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
築

地
二

丁
目

バ
ス

停
）

1
2
2

有
4
台

分
を

公
用

車
用

と
し

て
使

用

バ
ス

停
か

ら
1
2
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

5
0
1

1
3
4

3
7
4
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

無
-

無
-

市
道

等
の

維
持

管
理

上
、

必
要

と
な

る
施

設
で

あ
り
、

機
動

性
を

考
慮

し
た

場
所

へ
の

移
転

を
検

討
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

8
4

そ
の

他
行

政
系

施
設

建
設

課
運

転
手

詰
所

用
トイ

レ

建
設

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-
市

道
等

の
維

持
管

理
上

、
必

要
と

な
る

施
設

無
-

無
無

-

1
2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
築

地
二

丁
目

バ
ス

停
）

1
2
2

有
建

設
課

運
転

手
詰

所
と

供
用

バ
ス

停
か

ら
1
2
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

5
0
1

1
3
4

3
7
4
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

無
-

無
-

市
道

等
の

維
持

管
理

上
、

必
要

と
な

る
施

設
で

あ
り
、

建
設

課
運

転
手

詰
所

へ
の

機
能

統
合

と
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

8
5

そ
の

他
行

政
系

施
設

愛
宕

倉
庫

（
旧

愛
宕

小
学

校
）

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

市
で

保
管

す
る

資
料

は
増

加
傾

向
に

あ
り
、

市
の

倉
庫

が
不

足
し

て
い

る
。

無
-

有
有

第
二

中
学

校
、

鍬
ヶ

崎
小

学
校

3
6
4
（
岩

手
県

北
バ

ス
築

地
二

丁
目

バ
ス

停
）

5
7

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

5
0
7

1
3
4

3
7
8
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

市
の

文
書

等
の

保
管

場
所

と
し

て
利

用
し

て
い

る
が

、
人

口
集

積
度

や
交

通
利

便
性

が
高

い
場

所
に

立
地

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

や
建

物
の

あ
り
方

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

8
6

そ
の

他
行

政
系

施
設

宮
古

市
公

害
試

験
室

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

現
在

、
公

害
試

験
室

と
し

て
の

本
来

の
目

的
の

と
お

り
利

用
さ

れ
て

い
な

い
。

し
か

し
な

が
ら

、
集

会
施

設
と

し
て

の
利

用
頻

度
は

高
く
、

地
域

に
と

っ
て

は
必

要
な

施
設

と
な

っ
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
0
0
(岩

手
県

北
バ

ス
藤

原
一

丁
目

バ
ス

停
)

1
2

有

駐
車

可
能

ス
ペ

ー
ス

一
台

程
度

。
地

域
で

集
会

施
設

と
し

て
利

用
す

る
際

は
徒

歩
で

参
集

。
特

に
過

不
足

は
感

じ
ら

れ
な

い
。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
1
2

1
3
4

4
5
7
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

現
在

、
公

害
試

験
室

と
し

て
の

本
来

の
目

的
の

と
お

り
利

用
さ

れ
て

い
な

い
。

し
か

し
な

が
ら

、
集

会
施

設
と

し
て

の
利

用
頻

度
は

高
く
、

地
域

に
と

っ
て

は
必

要
な

施
設

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

域
へ

移
管

す
る

な
ど

し
て

、
集

会
施

設
の

機
能

は
維

持
す

べ
き

も
の

と
考

え
る

。

8
7

そ
の

他
行

政
系

施
設

リ
サ

イ
ク

ル
小

山
田

詰
所

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

資
源

物
収

集
及

び
公

園
管

理
物

品
の

保
管

庫
と

し
て

必
要

な
施

設
で

あ
る

。

無
-

無
無

-

2
9
2
（
岩

手
県

北
バ

ス
堤

ケ
丘

団
地

バ
ス

停
）

6
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
9
2

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
7
8

1
3
4

1
3
2
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

資
源

物
収

集
や

公
園

管
理

の
備

品
の

保
管

場
所

が
必

要
で

あ
る

。

8
8

そ
の

他
行

政
系

施
設

資
源

物
保

管
庫

環
境

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

宮
古

地
区

広
域

行
政

組
合

に
使

用
許

可
を

し
て

い
る

。
３

Ｒ
運

動
を

推
進

し
、

ご
み

減
量

化
・
資

源
化

を
進

め
る

中
で

、
重

要
な

施
設

で
あ

る
。

無
-

無
無

-

6
3
4
（
岩

手
県

北
バ

ス
堤

ケ
丘

団
地

バ
ス

停
）

6
有

資
源

物
を

持
ち

込
ん

だ
市

民
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
6
3
4

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
5

1
3
4

1
8
.7

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

有

一
般

廃
棄

物
処

理
実

施
計

画
で

、
資

源
化

関
連

施
設

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。

宮
古

地
区

広
域

行
政

組
合

に
使

用
許

可
を

し
て

い
る

。
３
Ｒ

運
動

を
推

進
し

、
ご

み
減

量
化

・資
源

化
を

進
め

る
中

で
、

重
要

な
施

設
で

あ
り
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

8
9

そ
の

他
行

政
系

施
設

田
老

現
場

事
務

所

田
老

総
合

事
務

所

田
老

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
区

内
に

建
設

業
者

が
無

く
な

り
、

道
路

補
修

や
除

雪
は

現
場

事
務

所
や

地
元

の
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
に

頼
ら

ざ
る

を
得

ず
、

市
道

等
の

管
理

の
た

め
に

必
要

な
施

設
で

あ
る

。

無
-

無
有

田
老

福
祉

セ
ン

タ
ー

3
0
0
（
県

北
バ

ス
：

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

口
バ

ス
停

）

1
0

有

道
路

維
持

車
両

の
車

庫
及

び
、

職
員

の
駐

車
場

と
し

て
活

用
。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
3
9

4
7

5
1
1
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
Ⅰ

－
２

市
内

道
路

交
通

網
の

形
成

と
関

連
あ

り
無

-

地
区

内
に

建
設

業
者

が
無

く
な

り
、

道
路

補
修

や
除

雪
は

現
場

事
務

所
や

地
元

の
オ

ペ
レ

ー
タ

ー
に

頼
ら

ざ
る

を
得

ず
、

現
在

も
要

望
等

に
速

や
か

に
対

応
で

き
て

い
る

こ
と

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
の

継
続

が
望

ま
し

い
。

ま
た

、
建

物
の

展
開

に
お

い
て

も
必

要
な

車
両

を
保

管
す

る
た

め
、

現
在

の
規

模
は

必
要

で
あ

る
。

9
0

そ
の

他
行

政
系

施
設

建
設

機
械

車
庫

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

除
雪

機
械

や
道

路
維

持
作

業
車

、
資

材
等

の
保

管
場

所
と

し

て
必

要
な

施
設

で
あ

る
。

有
土

石
流

危
険

区
域

無
無

-

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

井
バ

ス
停

）

1
7

有

除
雪

車
両

4
台

ト
ラ

ッ
ク

2
台

普
通

車
4
台

充
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
8
8

1
6

1
8
0
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

道
路

維
持

に
関

す
る

車
両

等
の

保
管

施
設

と
し

て
、

重
要

で
あ

り
、

継
続

し
て

利
用

す
る

。

9
1

そ
の

他
行

政
系

施
設

車
両

等
集

中
管

理
事

務
所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

除
雪

機
械

や
道

路
維

持
作

業
車

、
資

材

等
の

保
管

場
所

及
び

作
業

場
所

で
あ

り
、

運
転

技
士

の
詰

所
で

も
あ

る
。

有
土

石
流

危
険

区
域

無
無

-

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

井
バ

ス
停

）

1
7

有

除
雪

車
両

4
台

ト
ラ

ッ
ク

2
台

普
通

車
4
台

充
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
8
8

1
6

1
8
0
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

道
路

維
持

に
関

す
る

車
両

等
の

保
管

機
能

に
つ

い
て

、
他

の
庁

舎
等

の
活

用
を

含
め

て
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
再

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

9
2

市
民

文
化

会
館

市
民

文
化

会
館

文
化

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

9
3

集
会

施
設

八
木

沢
農

村
セ

ン
タ

ー
農

林
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
有

八
木

沢
地

区
セ

ン
タ

ー

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

有
八

木
沢

地
区

セ
ン

タ
ー

無
有

八
木

沢
地

区
セ

ン
タ

ー

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
八

木
沢

農
村

セ
ン

タ
ー

前
バ

ス
停

）

5
有

2
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
不

足
し

て
い

る
。

バ
ス

停
に

近
接

し
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
2
4

1
3
4

9
2
.6

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

9
4

集
会

施
設

金
浜

農
漁

村
セ

ン
タ

ー
農

林
課

宮
古

継
続

（
Ⅰ

）

9
5

集
会

施
設

根
城

農
村

セ
ン

タ
ー

農
林

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

へ
い

が
わ

老
木

公
園

ス
ポ

ー
ツ

交
流

会
館

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
無

-

1
,2

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
花

原
市

バ
ス

停
、

Ｊ
Ｒ

山
田

線
花

原
市

駅
）

2
6

有

1
0
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
不

足
す

る
と

き
も

あ
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
2
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
3

1
3
4

4
7
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

9
6

集
会

施
設

長
沢

農
村

セ
ン

タ
ー

農
林

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
無

-

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
長

沢
バ

ス
停

）

8
有

隣
地

の
空

き
地

を
利

用
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
2
5

1
3
4

9
3
.3

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

9
7

集
会

施
設

南
川

目
農

村
セ

ン
タ

ー
農

林
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

無
無

-

7
,9

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
長

沢
六

組
バ

ス
停

）

8
有

2
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
不

足
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
7
9
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
1
3
4

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

9
8

集
会

施
設

田
鎖

総
合

交
流

促
進

セ
ン

タ
ー

農
林

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
-

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
上

田
鎖

バ
ス

停
）

8
無

市
道

の
駐

車
帯

を
利

用
し

て
い

る
。

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
6
4

1
3
4

1
2
2
.5

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

9
9

集
会

施
設

大
野

折
壁

交
流

セ
ン

タ
ー

農
林

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

無
無

-

8
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
長

沢
バ

ス
停

）

8
有

6
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
隣

地
の

空
き

地
を

利
用

す
る

と
き

も
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
8
0
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
5

1
3
4

1
8
.7

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
0
0

集
会

施
設

重
茂

地
区

総
合

交
流

促
進

セ
ン

タ
ー

農
林

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
有

重
茂

小
学

校
避

難
所

、
重

茂
中

学
校

避
難

所

1
2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
重

茂
漁

協
前

バ
ス

停
）

5
有

1
5
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
2
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
9
6

1
3
4

1
4
6
.4

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
ま

た
、

公
民

館
、

出
張

所
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
0
1

集
会

施
設

養
呂

地
地

区
生

活
改

善
セ

ン
タ

ー

農
林

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
無

-

1
,4

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
神

田
前

バ
ス

停
）

3
有

3
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
隣

地
の

空
き

地
を

利
用

す
る

と
き

も
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
1
4
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
6

4
7

7
7
.0

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
0
2

集
会

施
設

青
野

滝
地

区
集

会
施

設

農
林

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
無

-

3
,0

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
青

の
滝

バ
ス

停
）

1
0

有

1
0
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
4
7

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
0
3

集
会

施
設

水
沢

地
区

集
会

施
設

農
林

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
無

-

7
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
水

沢
バ

ス
停

）

7
有

3
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
隣

地
の

空
き

地
を

利
用

す
る

と
き

も
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
7
0
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
4
7

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
0
4

集
会

施
設

摂
待

和
野

地
区

集
会

施
設

農
林

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
無

-

3
,0

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
摂

待
バ

ス
停

）

7
有

3
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
隣

地
の

空
き

地
を

利
用

す
る

と
き

も
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
4
7

6
.4

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
0
5

集
会

施
設

神
田

地
区

集
会

施
設

農
林

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
無

-

4
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
神

田
バ

ス
停

）

3
有

5
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
隣

地
の

空
き

地
を

利
用

す
る

と
き

も
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
4
0
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
2

4
7

2
5
.7

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
0
6

集
会

施
設

畑
地

区
集

会
施

設
農

林
課

田
老

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
無

-

6
,4

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
摂

待
バ

ス
停

）

7
有

1
0
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
隣

地
の

空
き

地
を

利
用

す
る

と
き

も
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
6
4
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
2

4
7

2
5
.7

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
0
7

集
会

施
設

和
野

地
区

集
会

施
設

農
林

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
無

-

1
,0

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
真

崎
入

口
バ

ス
停

）

7
有

5
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
隣

地
の

空
き

地
を

利
用

す
る

と
き

も
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
1
0
5
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
3

4
7

1
3
4
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
0
8

集
会

施
設

小
堀

内
地

区
集

会
施

設

農
林

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
無

-

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
向

新
田

口
バ

ス
停

）

7
有

2
0
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
5

4
7

5
3
.5

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
0
9

集
会

施
設

樫
内

地
区

集
会

施
設

農
林

課
田

老
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
無

-

4
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
樫

内
バ

ス
停

）

1
9

有

2
0
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
4
0
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
1
9

4
7

2
5
4
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
1
0

集
会

施
設

青
倉

地
区

集
会

施
設

農
林

課
田

老
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
無

-

6
,5

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
神

田
バ

ス
停

）

3
有

1
0
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
隣

接
の

加
工

施
設

の
駐

車
場

を
利

用
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
6
5
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
8

4
7

3
8
.5

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
1
1

集
会

施
設

基
幹

集
落

セ
ン

タ
ー

新
里

総
合

事
務

所

新
里

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

　
刈

屋
地

区
の

行
政

サ
ー

ビ
ス

提
供

及
び

集
会

拠
点

施
設

と
し

て
活

用
さ

れ
て

い
る

。
こ

の
施

設
以

外
に

区
単

位
の

人
数

規
模

を
充

足
し

利
用

で
き

る
施

設
は

こ
の

地
区

に
は

な
い

。

無
-

有
有

刈
屋

小
学

校
、

中
野

地
区

総
合

セ
ン

タ
ー

、
刈

屋
生

活
改

善
セ

ン
タ

ー

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
基

幹
集

落
セ

ン
タ

ー
前

バ
ス

停
）

5
有

約
1
5
台

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
有

り
宮

古
市

第
３
７
分

団
コ

ミ
ュ

二
テ

ィ
消

防
セ

ン
タ

ー
と

併
用

し
て

い
る

こ
と

か
ら

利
用

率
は

高
い

。

　
バ

ス
停

か
ら

2
0
0
ｍ

で
あ

り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
8
5

3
0

6
0
8
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

農
林

漁
家

の
生

活
及

び
生

産
技

術
の

改
善

や
新

里
地

域
を

カ
バ

ー
す

る
生

涯
学

習
の

拠
点

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
。

1
1
2

集
会

施
設

刈
屋

地
区

生
活

改
善

セ
ン

タ
ー

農
林

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

有
有

基
幹

集
落

セ
ン

タ
ー

、
刈

屋
小

学
校

1
1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
高

昌
院

前
バ

ス
停

)

5
有

3
台

分
の

駐
車

場
有

、
利

用
時

は
市

道
向

の
空

き
地

を
利

用
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
3

3
0

2
0
7
.2

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
1
3

集
会

施
設

五
番

地
区

総
合

セ
ン

タ
ー

農
林

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

有
無

-

2
9
0
0
(岩

手
県

北
バ

ス
和

井
内

バ
ス

停
）

5
無

市
道

の
駐

車
帯

を
利

用
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

6
3
0

1
9
.7

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
1
4

集
会

施
設

腹
帯

地
区

生
活

改
善

セ
ン

タ
ー

農
林

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

有
無

-

1
2
0
(岩

手
県

北
バ

ス
腹

帯
バ

ス
停

)

1
7

有

3
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
近

隣
の

旧
腹

帯
分

校
を

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
2
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
8

3
0

5
9
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
1
5

集
会

施
設

北
山

地
区

総
合

セ
ン

タ
ー

農
林

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

有

急
傾

斜
地

崩
壊

危
険

個
所

、
土

石
流

危
険

区
域

有
無

-

1
9
0
0
(岩

手
県

北
バ

ス
高

昌
院

バ
ス

停
）

5
有

4
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
不

足
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
1
9
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
2

3
0

3
9
.5

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
1
6

集
会

施
設

四
番

地
区

総
合

セ
ン

タ
ー

農
林

課
新

里
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

有
有

和
井

内
小

学
校

、
和

井
内

林
産

会
館

、
和

井
内

ふ
る

さ
と

会
館

6
0
(岩

手
県

北
バ

ス
清

水
バ

ス
停

）

5
有

1
0
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
不

足
す

る
と

き
も

あ
る

。

バ
ス

停
か

ら
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

4
6

3
0

1
5
1
.3

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
1
7

集
会

施
設

下
刈

屋
地

区
総

合
セ

ン
タ

ー

農
林

課
新

里
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

有
土

石
流

危
険

区
域

有
有

新
里

中
学

校

1
8
0
(岩

手
県

北
バ

ス
蓬

莱
バ

ス
停

）

5
有

1
5
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
足

り
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
8
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

8
6

3
0

2
8
2
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
1
8

集
会

施
設

太
長

根
地

区
総

合
セ

ン
タ

ー

農
林

課
新

里
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

有
有

新
里

高
齢

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー

3
0
0
(岩

手
県

北
バ

ス
太

長
根

バ
ス

停
）

1
0

無
隣

地
の

空
き

地
を

利
用

し
て

い
る

。

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
1

3
0

6
9
.1

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
1
9

集
会

施
設

中
野

地
区

総
合

セ
ン

タ
ー

農
林

課
新

里
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

有
有

基
幹

集
落

セ
ン

タ
ー

1
3
0
(岩

手
県

北
バ

ス
中

野
バ

ス
停

）

5
有

1
0
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
不

足
す

る
と

き
も

あ
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
3
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
2
1

3
0

3
9
7
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
2
0

集
会

施
設

丹
野

地
区

総
合

セ
ン

タ
ー

農
林

課
新

里
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

有
有

刈
屋

小
学

校

2
5
0
(岩

手
県

北
バ

ス
丹

野
バ

ス
停

）

5
有

8
台

分
の

駐
車

場
有

、
施

設
利

用
時

は
不

足
す

る
と

き
も

あ
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
7

3
0

1
2
1
.7

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
2
1

集
会

施
設

田
代

林
業

者
セ

ン
タ

ー
農

林
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

地
域

活
動

、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
等

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

1
0
0
(岩

手
県

北
バ

ス
田

代
バ

ス
亭

前
）

3
有

約
１
０
台

分
の

駐
車

場
が

有
り
,足

り
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
1
3
4

4
.5

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

２
　

林
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
森

林
づ

く
り
活

動
の

推
進

」に
関

連
あ

り
。

無
-

林
業

地
域

の
森

林
活

動
の

推
進

を
図

る
た

め
の

研
修

、
集

会
等

に
利

用
さ

れ
て

お
り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
2
2

集
会

施
設

花
原

市
林

業
者

セ
ン

タ
ー

農
林

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-
地

域
活

動
の

交
流

の
場

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
無

-
無

無
-

1
8
0
(岩

手
県

北
バ

ス
花

原
市

バ
ス

亭
前

）

5
有

２
、

３
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

足
り
な

い
場

合
は

道
端

に
置

い
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
8
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
1
5

1
3
4

8
5
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

２
　

林
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
森

林
づ

く
り
活

動
の

推
進

」に
関

連
あ

り
。

無
-

林
業

地
域

の
森

林
活

動
の

推
進

を
図

る
た

め
の

研
修

、
集

会
等

に
利

用
さ

れ
て

お
り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
2
3

集
会

施
設

大
谷

地
林

業
者

セ
ン

タ
ー

農
林

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-
地

域
活

動
の

交
流

の
場

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
無

-
無

無
-

2
,0

5
0
(岩

手
県

北
バ

ス
花

輪
支

所
前

バ
ス

亭
）

8
有

約
１
０
台

分
の

駐
車

場
が

有
り
、

足
り
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
0
5
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
2

1
3
4

1
6
.4

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

２
　

林
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
森

林
づ

く
り
活

動
の

推
進

」に
関

連
あ

り
。

無
-

林
業

地
域

の
森

林
活

動
の

推
進

を
図

る
た

め
の

研
修

、
集

会
等

に
利

用
さ

れ
て

お
り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
2
4

集
会

施
設

箱
石

林
業

者
セ

ン
タ

ー
農

林
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-
地

域
活

動
の

交
流

の
場

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
無

-
無

無
-

3
,1

0
0
(岩

手
県

北
バ

ス
崎

山
小

学
校

入
口

バ
ス

亭
）

1
9

有

３
、

４
台

分
の

駐
車

場
が

有
り
、

そ
の

他
４
、

５
台

置
け

る
向

い
の

空
き

地
を

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
1
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
0

1
3
4

2
2
.4

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

２
　

林
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
森

林
づ

く
り
活

動
の

推
進

」に
関

連
あ

り
。

無
-

林
業

地
域

の
森

林
活

動
の

推
進

を
図

る
た

め
の

研
修

、
集

会
等

に
利

用
さ

れ
て

お
り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
2
5

集
会

施
設

刈
屋

林
業

研
修

所
農

林
課

新
里

見
直

し
（
Ⅲ

）
有

基
幹

集
落

セ
ン

タ
ー

地
域

活
動

の
交

流
の

場
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

基
幹

集
落

セ
ン

タ
ー

6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
基

幹
集

落
セ

ン
タ

ー
前

バ
ス

亭
）

5
有

基
幹

集
落

セ
ン

タ
ー

、
屯

所
と

共
有

し
て

お
り
約

１
５
台

分
の

駐
車

場
が

有
り
、

足
り
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
8
5

3
0

6
0
8
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

２
　

林
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
森

林
づ

く
り
活

動
の

推
進

」に
関

連
あ

り
。

無
-

林
業

地
域

の
森

林
活

動
の

推
進

を
図

る
た

め
の

研
修

、
集

会
等

に
利

用
さ

れ
て

お
り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
2
6

集
会

施
設

和
井

内
林

産
会

館
農

林
課

新
里

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-
地

域
活

動
の

交
流

の
場

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
無

-
有

無
-

1
0
0
(岩

手
県

北
バ

ス
和

井
内

バ
ス

亭
前

5
有

約
１
０
台

分
の

駐
車

場
が

有
り
、

足
り
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
2

3
0

2
0
3
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

２
　

林
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
森

林
づ

く
り
活

動
の

推
進

」に
関

連
あ

り
。

無
-

林
業

地
域

の
森

林
活

動
の

推
進

を
図

る
た

め
の

研
修

、
集

会
等

に
利

用
さ

れ
て

お
り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
2
7

集
会

施
設

林
業

活
力

セ
ン

タ
ー

農
林

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-
地

域
活

動
の

交
流

の
場

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
無

-
有

無
-

3
5
0
(岩

手
県

北
中

里
バ

ス
亭

前
）

5
有

１
０
台

以
上

置
け

る
駐

車
場

が
あ

り
、

足
り
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
5
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
0

3
0

1
9
7
.3

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

２
　

林
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
森

林
づ

く
り
活

動
の

推
進

」に
関

連
あ

り
。

無
-

林
業

地
域

の
森

林
活

動
の

推
進

を
図

る
た

め
の

研
修

、
集

会
等

に
利

用
さ

れ
て

お
り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
2
8

集
会

施
設

黒
森

ふ
れ

あ
い

館
農

林
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
有

山
口

公
民

館

地
域

活
動

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

山
口

公
民

館

1
,2

0
0
(岩

手
県

北
バ

ス
田

の
神

バ
ス

亭
前

)

1
4

有

約
１
０
台

分
の

駐
車

場
が

有
り
、

そ
の

他
隣

地
を

使
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
2
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
1
3
4

3
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

２
　

林
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
森

林
づ

く
り
活

動
の

推
進

」に
関

連
あ

り
。

無
-

林
業

の
普

及
向

上
、

交
流

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ
て

お
り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
供

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

1
2
9

集
会

施
設

漁
村

研
修

セ
ン

タ
ー

水
産

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

1
3
0

集
会

施
設

高
浜

地
区

セ
ン

タ
ー

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

1
3
1

集
会

施
設

西
ヶ

丘
地

区
セ

ン
タ

ー

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

住
民

の
生

活
の

向
上

と
福

祉
の

増
進

に
資

す
る

た
め

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
西

ヶ
丘

二
丁

目
バ

ス
停

）

1
9

有

1
0
台

以
上

分
の

駐
車

場
が

あ
る

。
利

用
者

は
近

所
の

住
民

が
中

心
で

あ
る

が
、

施
設

利
用

時
は

駐
車

場
も

ほ
ぼ

満
車

に
な

る
。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
,2

0
0

1
3
4

8
9
6
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

地
域

住
民

の
生

活
向

上
と

福
祉

の
増

進
に

資
す

る
た

め
の

拠
点

施
設

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
3
2

集
会

施
設

松
山

地
区

セ
ン

タ
ー

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

住
民

の
生

活
の

向
上

と
福

祉
の

増
進

に
資

す
る

た
め

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

有
洪

水
浸

水
区

域
有

無
-

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
技

術
専

門
校

前
バ

ス
停

）

3
有

2
0
台

分
の

駐
車

場
が

あ
る

。
利

用
者

は
近

所
の

住
民

が
中

心
で

あ
る

が
、

施
設

利
用

時
は

駐
車

場
も

ほ
ぼ

満
車

に
な

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
9
3

1
3
4

2
1
8
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

地
域

住
民

の
生

活
向

上
と

福
祉

の
増

進
に

資
す

る
た

め
の

拠
点

施
設

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
3
3

集
会

施
設

堀
内

地
区

セ
ン

タ
ー

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

1
3
4

集
会

施
設

姉
ヶ

崎
地

区
セ

ン
タ

ー

生
涯

学
習

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

住
民

の
生

活
の

向
上

と
福

祉
の

増
進

に
資

す
る

た
め

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

5
（
岩

手
県

北
バ

ス
古

里
バ

ス
停

）

4
有

3
台

分
の

駐
車

場
が

あ
る

。
利

用
者

は
近

所
の

住
民

が
中

心
で

あ
り
、

過
不

足
は

な
い

。

バ
ス

停
か

ら
5
ｍ

で
あ

り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
2
7

1
3
4

9
4
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

地
域

住
民

の
生

活
向

上
と

福
祉

の
増

進
に

資
す

る
た

め
の

拠
点

施
設

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
3
5

集
会

施
設

佐
原

地
区

セ
ン

タ
ー

生
涯

学
習

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

住
民

の
生

活
の

向
上

と
福

祉
の

増
進

に
資

す
る

た
め

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
佐

原
団

地
バ

ス
停

）

3
7

有

6
台

分
の

駐
車

場
が

あ
る

。
利

用
者

は
近

所
の

住
民

が
中

心
で

あ
り
、

過
不

足
は

な
い

。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

9
3
8

1
3
4

7
0
0
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

地
域

住
民

の
生

活
向

上
と

福
祉

の
増

進
に

資
す

る
た

め
の

拠
点

施
設

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
3
6

集
会

施
設

八
木

沢
地

区
セ

ン
タ

ー

生
涯

学
習

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

住
民

の
生

活
の

向
上

と
福

祉
の

増
進

に
資

す
る

た
め

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

有

土
砂

災
害

警
戒

区
域

及
び

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

無
無

-

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
八

木
沢

神
社

前
バ

ス
停

）

6
有

3
台

程
度

分
の

駐
車

場
が

あ
る

。
利

用
者

は
近

所
の

住
民

が
中

心
で

あ
り
、

過
不

足
は

な
い

。

バ
ス

停
か

ら
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
9
3

1
3
4

2
1
8
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

地
域

住
民

の
生

活
向

上
と

福
祉

の
増

進
に

資
す

る
た

め
の

拠
点

施
設

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。
現

在
の

建
物

は
プ

レ
ハ

ブ
で

背
後

圏
人

口
に

対
し

て
狭

隘
で

あ
る

こ
と

、
土

砂
災

害
警

戒
区

域
及

び
土

砂
災

害
特

別
警

戒
区

域
に

立
地

し
て

い
る

こ
と

等
か

ら
、

新
築

移
転

す
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
3
7

集
会

施
設

小
山

田
地

区
セ

ン
タ

ー

生
涯

学
習

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

住
民

の
生

活
の

向
上

と
福

祉
の

増
進

に
資

す
る

た
め

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

有
無

-

2
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
合

同
庁

舎
前

バ
ス

亭
）

1
1

有

6
台

程
度

分
の

駐
車

場
が

あ
る

。
利

用
者

は
近

所
の

住
民

が
中

心
で

あ
り
、

過
不

足
は

な
い

。

バ
ス

停
か

ら
2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
3
5

1
3
4

1
7
5
.5

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

地
域

住
民

の
生

活
向

上
と

福
祉

の
増

進
に

資
す

る
た

め
の

拠
点

施
設

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
3
8

集
会

施
設

近
内

地
区

セ
ン

タ
ー

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
有

近
内

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
消

防
セ

ン
タ

ー

地
域

住
民

の
生

活
の

向
上

と
福

祉
の

増
進

に
資

す
る

た
め

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

有
洪

水
浸

水
区

域
有

有

近
内

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
消

防
セ

ン
タ

ー

5
（
岩

手
県

北
バ

ス
近

内
地

区
セ

ン
タ

ー
バ

ス
停

）

5
無

駐
車

場
に

は
現

在
仮

設
住

宅
が

設
置

さ
れ

、
使

用
で

き
な

い
。

施
設

正
面

に
2

台
程

度
駐

車
で

き
る

程
度

で
あ

る
。

た
だ

し
、

利
用

者
は

近
所

の
住

民
が

中
心

で
あ

り
、

駐
車

場
を

増
設

す
る

必
要

性
は

低
い

。

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

5
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
3
6

1
3
4

3
2
5
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

地
域

住
民

の
生

活
向

上
と

福
祉

の
増

進
に

資
す

る
た

め
の

拠
点

施
設

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
3
9

集
会

施
設

乙
部

地
区

自
治

会
研

修
セ

ン
タ

ー

田
老

総
合

事
務

所

田
老

継
続

（
Ⅰ

）

1
4
0

集
会

施
設

末
前

神
楽

伝
承

館

田
老

総
合

事
務

所

田
老

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

3
0
0
年

以
上

続
く
末

前
神

楽
の

伝
承

活
動

と
地

区
の

自
治

活
動

の
振

興
の

た
め

活
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

無
無

-
6
5
0
0
（
三

鉄
田

老
駅

）
1
1

有
利

用
者

が
過

不
足

な
く
利

用
で

き
る

状
況

で
あ

る
。

駅
か

ら
6
5
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
7

4
7

1
0
0
.6

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
Ⅵ

－
４

文
化

の
振

興
に

関
連

あ
り

無
-

専
ら

地
区

の
集

会
等

に
利

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
地

域
主

体
の

管
理

が
望

ま
し

い
。

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
4
1

集
会

施
設

新
里

福
祉

セ
ン

タ
ー

新
里

総
合

事
務

所

新
里

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

新
里

地
域

全
体

及
び

茂
市

地
区

の
集

会
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
有

新
里

保
健

セ
ン

タ
ー

、
茂

市
小

学
校

6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
新

里
総

合
事

務
所

前
バ

ス
停

）

5
有

市
役

所
新

里
庁

舎
の

駐
車

場
と

供
用

し
て

お
り
、

利
用

率
は

高
く
大

規
模

な
使

用
の

際
に

不
足

が
生

じ
る

。

バ
ス

停
か

ら
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

4
8

3
0

1
5
7
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

 現
在

新
里

庁
舎

内
の

各
課

が
会

議
会

場
と

し
て

使
用

さ
れ

る
事

が
多

い
が

、
新

庁
舎

建
設

後
は

従
前

の
地

域
の

集
会

の
用

に
供

し
て

い
る

施
設

に
戻

る
事

が
予

想
さ

れ
る

事
か

ら
、

新
庁

舎
建

設
後

の
利

用
率

と
利

用
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

他
施

設
と

の
複

合
化

が
望

ま
し

い
。

1
4
2

集
会

施
設

花
輪

農
村

文
化

伝
承

館

農
林

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

の
文

化
活

動
の

伝
承

と
普

及
や

、
地

域
住

民
の

交
流

促
進

な
ど

の
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

花
輪

小
学

校
、

花
輪

中
学

校

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
花

輪
小

学
校

前
バ

ス
停

）

8
有

約
2
5
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
7
5

1
3
4

1
3
0
.7

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

「
農

村
文

化
伝

承
」
と

い
う

施
設

設
置

の
趣

旨
を

生
か

し
な

が
ら

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

交
通

利
便

性
や

地
域

の
中

心
に

立
地

す
る

特
性

を
生

か
し

、
他

サ
ー

ビ
ス

と
の

複
合

化
が

望
ま

し
い

。

1
4
3

集
会

施
設

和
井

内
ふ

る
さ

と
会

館

新
里

総
合

事
務

所

新
里

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

　
和

井
内

地
区

の
行

政
サ

ー
ビ

ス
提

供
及

び
区

単
位

の
集

会
使

用
の

人
数

規
模

を
充

足
し

利
用

で
き

る
施

設
で

あ
り
、
か

つ
毎

年
ふ

る
さ

と
収

穫
祭

の
開

催
、

新
里

グ
リ
ー

ン
ツ

ー
リ
ズ

ム
推

進
等

地
域

伝
承

活
動

の
拠

点
施

設
と

し
て

機
能

し
地

区
外

交
流

人
口

の
使

用
の

多
い

施
設

で
あ

る
。

無
-

有
有

和
井

内
林

産
会

館
、

和
井

内
小

学
校

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
伊

佐
内

口
バ

ス
停

）

5
有

2
0
台

収
容

可
能

で
不

足
は

な
い

。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

8
6

3
0

2
8
2
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

農
村

文
化

の
継

承
や

新
里

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

と
と

も
に

、
新

里
地

域
を

カ
バ

ー
す

る
生

涯
学

習
の

拠
点

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
。

1
4
4

集
会

施
設

川
井

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
有

川
井

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

地
域

の
生

涯
学

習
等

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ
、

住
民

主
体

の
事

業
実

施
に

欠
か

せ
な

い
施

設
で

あ
る

。

有
土

石
流

危
険

区
域

有
有

川
井

小
学

校

3
0
（
Ｊ
Ｒ

山
田

線
陸

中
川

井
駅

）
6

無
駅

前
駐

車
場

を
利

用
し

て
い

る

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

3
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
8

1
6

3
6
4
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

地
域

の
生

涯
学

習
等

の
場

と
し

て
重

要
な

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
4
5

集
会

施
設

箱
石

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

の
生

涯
学

習
等

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ
、

住
民

主
体

の
事

業
実

施
に

欠
か

せ
な

い
施

設
で

あ
る

。

無
-

有
有

川
井

中
学

校

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
箱

石
バ

ス
停

）

1
7

有
行

事
等

を
実

施
す

る
場

合
不

足
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
9

1
6

4
3
3
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

地
域

の
生

涯
学

習
等

の
場

拠
と

し
て

重
要

な
施

設
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
4
6

集
会

施
設

川
内

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
有

旧
川

井
西

小
学

校

地
域

の
生

涯
学

習
等

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ
、

住
民

主
体

の
事

業
実

施
に

欠
か

せ
な

い
施

設
で

あ
る

。

無
-

有
有

旧
川

井
西

小
学

校

1
0
0
0
（
Ｊ

Ｒ
山

田
線

川
内

駅
）

6
有

行
事

等
を

実
施

す
る

場
合

不
足

し
て

い
る

。

駅
か

ら
1
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
5

1
6

3
4
5
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

地
域

の
生

涯
学

習
等

の
場

と
し

て
重

要
な

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
4
7

集
会

施
設

門
馬

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

の
生

涯
学

習
等

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ
、

住
民

主
体

の
事

業
実

施
に

欠
か

せ
な

い
施

設
で

あ
る

。

無
-

有
有

門
馬

小
学

校

1
5
0
（
Ｊ
Ｒ

山
田

線
松

草
駅

）
6

有
行

事
等

を
実

施
す

る
場

合
不

足
し

て
い

る
。

駅
か

ら
1
5
0
ｍ

で
あ

り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
1

1
6

6
9
.1

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

の
生

涯
学

習
等

の
場

と
し

て
重

要
な

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
4
8

集
会

施
設

江
繋

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
有

旧
江

繋
小

学
校

地
域

の
生

涯
学

習
等

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ
、

住
民

主
体

の
事

業
実

施
に

欠
か

せ
な

い
施

設
で

あ
る

。

無
-

有
有

旧
江

繋
小

学
校

5
0
（
川

井
地

域
バ

ス
江

繋
バ

ス
停

）

5
有

行
事

等
を

実
施

す
る

場
合

不
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

4
5

1
6

2
8
2
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

地
域

の
生

涯
学

習
等

の
場

と
し

て
重

要
な

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
4
9

集
会

施
設

小
国

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
有

旧
小

国
小

学
校

地
域

の
生

涯
学

習
等

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ
、

住
民

主
体

の
事

業
実

施
に

欠
か

せ
な

い
施

設
で

あ
る

。

無
-

有
有

旧
小

国
小

学
校

2
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
小

国
バ

ス
停

）

5
有

行
事

等
を

実
施

す
る

場
合

不
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
1

1
6

1
3
2
.0

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

の
生

涯
学

習
等

の
場

と
し

て
重

要
な

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
5
0

集
会

施
設

鈴
久

名
集

会
所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
0
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
鈴

久
名

バ
ス

停
）

1
7

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

6
2

1
6

3
8
9
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
5
1

集
会

施
設

門
馬

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
門

馬
バ

ス
停

）

1
7

有
充

足
し

て
い

る

バ
ス

停
か

ら
1
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

7
1
6

4
4
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
5
2

集
会

施
設

田
代

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
0
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

代
バ

ス
停

）

1
7

有
充

足
し

て
い

る

バ
ス

停
か

ら
1
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
1

1
6

6
9
.1

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
5
3

集
会

施
設

区
界

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
区

界
バ

ス
停

）

1
7

有
行

事
等

を
実

施
す

る
場

合
不

足
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
1
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
3

1
6

2
0
7
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
5
4

集
会

施
設

大
久

保
集

会
所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

5
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
大

久
保

バ
ス

停
）

5
有

充
足

し
て

い
る

バ
ス

停
か

ら
5
0
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

9
1
6

5
6
.6

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
5
5

集
会

施
設

区
界

団
地

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
区

界
住

宅
前

バ
ス

停
）

1
7

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

5
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

7
0

1
6

4
3
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
5
6

集
会

施
設

上
湯

沢
集

会
所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
上

湯
沢

バ
ス

停
）

2
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
1

1
6

6
9
.1

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
5
7

集
会

施
設

土
沢

寺
倉

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

6
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
小

国
バ

ス
停

）

5
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

4
1
6

2
5
.1

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
5
8

集
会

施
設

永
田

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
永

田
バ

ス
停

）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
3

1
6

2
0
7
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
5
9

集
会

施
設

大
畑

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

2
,0

0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
江

繋
バ

ス
停

）

5
有

充
足

し
て

い
る

バ
ス

停
か

ら
2
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
0

1
6

6
2
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
6
0

集
会

施
設

尻
石

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

3
,0

0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
尻

石
バ

ス
停

）

5
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

7
1
6

4
4
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
6
1

集
会

施
設

赤
沢

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

7
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
（江

繋
バ

ス
停

）

5
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

4
8

1
6

3
0
1
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
6
2

集
会

施
設

桐
内

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

4
,0

0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
江

繋
バ

ス
停

）

5
有

行
事

等
を

実
施

す
る

場
合

不
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
4
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
1
6

1
2
.6

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
6
3

集
会

施
設

繋
集

会
所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
江

繋
バ

ス
停

）

5
有

充
足

し
て

い
る

バ
ス

停
か

ら
1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
7

1
6

1
0
6
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
6
4

集
会

施
設

去
石

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
去

石
バ

ス
停

）

1
7

有
充

足
し

て
い

る

バ
ス

停
か

ら
2
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
4

1
6

8
8
.0

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
6
5

集
会

施
設

松
草

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

8
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
松

草
バ

ス
停

）

1
7

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
2

1
6

7
5
.4

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
6
6

集
会

施
設

平
津

戸
集

会
所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
平

津
戸

バ
ス

停
）

1
7

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

7
1
6

4
4
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
6
7

集
会

施
設

川
内

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
,0

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
や

ま
び

こ
館

バ
ス

停
）

1
7

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

2
3

1
6

1
4
4
.5

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
6
8

集
会

施
設

夏
屋

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

3
,0

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

内
バ

ス
停

）

1
7

有
充

足
し

て
い

る

バ
ス

停
か

ら
3
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

8
1
6

5
0
.3

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
6
9

集
会

施
設

蟹
岡

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
,0

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

内
バ

ス
停

）

1
7

有
充

足
し

て
い

る

バ
ス

停
か

ら
1
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
0

1
6

1
2
5
.7

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
7
0

集
会

施
設

横
沢

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

3
,0

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
鈴

久
名

バ
ス

停
）

1
7

有
充

足
し

て
い

る

バ
ス

停
か

ら
3
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
2

1
6

7
5
.4

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
7
1

集
会

施
設

岡
村

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
,5

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
箱

石
バ

ス
停

）

1
7

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
7

1
6

1
0
6
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
7
2

集
会

施
設

片
巣

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
,0

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
片

巣
バ

ス
停

）

1
7

有
充

足
し

て
い

る

バ
ス

停
か

ら
1
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
1
6

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

123



◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
7
3

集
会

施
設

上
川

井
集

会
所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
上

川
井

バ
ス

停
）

1
7

有
行

事
等

を
実

施
す

る
場

合
不

足
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

4
8

1
6

3
0
1
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
7
4

集
会

施
設

下
川

井
集

会
所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-
1
,0

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

井
バ

ス
停

）

1
7

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

2
1

1
6

1
3
2
.0

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
7
5

集
会

施
設

袰
岩

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

2
,0

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
古

田
バ

ス
停

）

1
7

有
行

事
等

を
実

施
す

る
場

合
不

足
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

7
1
6

4
4
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
7
6

集
会

施
設

関
根

集
会

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

2
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
関

根
バ

ス
停

）

2
有

充
足

し
て

い
る

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
8

1
6

2
3
8
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

地
域

活
動

の
推

進
を

図
る

た
め

の
研

修
、

集
会

等
の

利
用

に
供

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

が
、

専
ら

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
7
7

集
会

施
設

北
川

目
地

区
集

会
所

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

学
校

統
合

に
よ

り
校

舎
を

地
区

集
会

所
に

転
用

し
、

週
１

回
程

度
活

用
さ

れ
て

い
る

。

有

急
傾

斜
危

険
個

所
（
が

け
く
ず

れ
）

無
無

-

7
,2

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
長

沢
六

組
バ

ス
停

）

8
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

6
1
3
4

4
.5

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

無
-

無
-

地
域

単
位

で
の

集
会

に
資

す
る

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
7
8

集
会

施
設

南
川

目
地

区
集

会
所

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

南
川

目
農

村
セ

ン
タ

ー

学
校

統
合

に
よ

り
校

舎
を

地
区

集
会

所
に

転
用

し
た

施
設

で
あ

る
が

、
他

に
代

替
施

設
が

あ
る

こ
と

か
ら

利
用

頻
度

が
低

い
。

有

急
傾

斜
危

険
個

所
（
が

け
く
ず

れ
）

無
無

-

8
,3

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
長

沢
六

組
バ

ス
停

）

8
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

0
1
3
4

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

地
域

単
位

で
の

集
会

の
た

め
に

転
用

し
た

施
設

で
あ

り
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
7
9

集
会

施
設

佐
羽

根
地

区
集

会
所

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

学
校

統
合

に
よ

り
校

舎
を

地
区

集
会

所
に

転
用

し
た

施
設

で
あ

る
が

、
他

に
代

替
施

設
が

あ
る

こ
と

か
ら

利
用

頻
度

が
低

い
。

無
-

無
無

-
3
0
0
(三

陸
鉄

道
佐

羽
根

駅
）

1
1

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

3
0
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
2

1
3
4

2
3
.9

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

地
域

単
位

で
の

集
会

の
た

め
に

転
用

し
た

施
設

で
あ

り
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
8
0

集
会

施
設

田
代

地
区

集
会

所
総

務
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
有

田
代

地
区

林
業

者
セ

ン
タ

ー

学
校

統
合

に
よ

り
校

舎
を

地
区

集
会

所
に

転
用

し
た

施
設

で
あ

る
が

、
他

に
代

替
施

設
が

あ
る

こ
と

か
ら

利
用

頻
度

が
低

い
。

有

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

（
中

里
）

無
無

-

7
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
君

田
バ

ス
停

）

3
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

7
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
1
3
4

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

地
域

単
位

で
の

集
会

の
た

め
に

転
用

し
た

施
設

で
あ

り
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
8
1

集
会

施
設

白
浜

地
区

集
会

所
総

務
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

学
校

統
合

に
よ

り
校

舎
を

地
区

集
会

所
に

転
用

し
、

週
１

回
程

度
活

用
さ

れ
て

い
る

。

有

急
傾

斜
危

険
個

所
（
が

け
く
ず

れ
）

無
無

-

2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
前

バ
ス

停
）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
9

1
3
4

5
1
.5

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
域

単
位

で
の

集
会

の
た

め
に

転
用

し
た

施
設

で
あ

り
、

地
域

へ
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
8
2

集
会

施
設

男
女

共
生

推
進

セ
ン

タ
ー

生
活

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

女
性

の
福

祉
の

増
進

と
地

位
向

上
の

た
め

の
知

識
習

得
や

意
識

啓
発

、
女

性
相

談
を

実
施

し
、
男

女
共

同
参

画
の

推
進

に
効

果
を

発
揮

し
て

お
り
、

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
拠

点
と

し
て

の
利

用
も

多
い

。

無
-

無
有

山
口

小
学

校

3
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

の
神

バ
ス

停
）

1
5

有

駐
車

ス
ペ

ー
ス

は
2
0
台

分
あ

る
が

、
複

数
の

団
体

の
利

用
が

あ
る

と
不

足
す

る
。

バ
ス

停
か

ら
3
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
,4

2
4

1
3
4

1
0
6
3
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅴ

－
２

　
男

女
共

同
参

画
社

会
の

形
成

」
と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
男

女
共

同
参

画
基

本
計

画
を

推
進

す
る

う
え

で
の

中
心

的
施

設

宮
古

市
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
社

会
の

形
成

及
び

女
性

の
福

祉
の

増
進

と
地

位
向

上
を

推
進

す
る

拠
点

施
設

と
し

て
女

性
の

地
位

向
上

に
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
施

設
が

老
朽

化
し

改
修

経
費

等
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
拠

点
と

し
て

の
機

能
も

含
め

、
他

の
施

設
と

の
複

合
化

、
統

合
が

望
ま

し
い

と
考

え
ら

れ
る

。

1
8
3

産
業

系
施

設
勤

労
青

少
年

ホ
ー

ム

産
業

支
援

セ
ン

タ
ー

宮
古

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

働
く
青

少
年

の
健

全
な

育
成

と
福

祉
の

増
進

を
図

る
こ

と
を

目
的

に
設

置
さ

れ
て

お
り
、

利
用

も
勤

労
青

少
年

を
優

先
し

て
い

る
も

の
の

、
市

民
の

生
涯

学
習

活
動

な
ど

に
利

用
さ

れ
る

機
会

が
多

く
な

っ
て

い
る

。

無
-

無
無

-

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
栄

町
バ

ス
停

）

3
6

有

敷
地

内
の

駐
車

場
は

市
立

図
書

館
と

共
同

の
駐

車
場

と
し

て
い

る
た

め
、

満
車

の
状

態
が

多
い

。
周

辺
に

設
置

し
て

い
る

駐
車

場
も

利
用

率
が

高
い

。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
5
1

1
3
4

4
8
6
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
Ⅱ

－
９

雇
用

の
促

進
と

労
働

者
の

福
祉

の
充

実
」

に
関

連
あ

り
。

無
-

働
く
青

少
年

の
健

全
育

成
と

福
祉

の
増

進
を

目
的

に
設

置
し

て
い

る
が

、
一

般
利

用
者

の
利

用
割

合
が

高
く
、

現
在

の
サ

ー
ビ

ス
、

建
物

の
あ

り
方

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

1
8
4

産
業

系
施

設

田
代

ふ
れ

あ
い

農
園

建
物

農
林

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

市
民

の
野

外
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ヨ

ン
の

普
及

振
興

の
場

で
あ

り
、

市
民

の
心

身
の

健
全

な
発

達
に

寄
与

す

る
た

め
の

施
設

で
は

あ
る

が
、

利
用

が
少

な
く
効

果
が

低
い

。

無
-

無
無

-

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
野

外
活

動
セ

ン
タ

ー
前

バ
ス

停
）

3
有

約
2
4
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
1
3
4

0
.7

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」
に

関
連

あ
り
。

無
-

近
隣

に
バ

ス
停

が
あ

る
も

の
の

、
利

用
者

は
自

家
用

車
で

来
園

す
る

こ
と

が
多

い
が

、
遠

隔
地

に
立

地
し

て
い

る
こ

と
な

ど
か

ら
利

用
者

が
少

な
く
、

現
在

の
サ

ー
ビ

ス
、

建
物

の
あ

り
方

を
再

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
8
5

産
業

系
施

設
魚

市
場

水
産

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

魚
市

場
は

、
当

市
水

産
業

の
拠

点
施

設
で

あ
り
、
産

業
振

興
の

大
き

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

無
-

無
有

宮
古

漁
協

ビ
ル

2
6
0
(岩

手
県

北
バ

ス
漁

協
ビ

ル
前

バ
ス

停
）

1
6

有

盛
漁

期
に

は
若

干
の

不
足

が
生

じ
る

が
、

年
間

を
通

し
て

概
ね

利
用

実
態

に
即

し
た

ス
ペ

ー
ス

と
な

っ
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

8
1
3
4

6
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
　

「
施

策
Ⅱ

－
３

水
産

業
の

振
興

」と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
水

産
振

興
ビ

ジ
ョ
ン

に
お

い
て

宮
古

市
魚

市
場

を
水

産
物

流
通

拠
点

の
整

備
と

し
て

位
置

づ
け

。

  
宮

古
市

の
水

産
物

流
通

拠
点

と
し

て
、

そ
の

効
果

を
発

揮
す

る
と

も
も

に
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
　

現
在

、
本

施
設

を
含

め
た

水
揚

増
大

を
図

る
計

画
の

中
で

魚
市

場
整

備
事

業
（
増

築
・
改

修
）
を

進
め

て
い

る
こ

と
か

ら
施

設
を

維
持

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

1
8
6

産
業

系
施

設

宮
古

職
業

訓
練

セ
ン

タ
ー

産
業

支
援

セ
ン

タ
ー

宮
古

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

資
格

や
技

能
を

身
に

付
け

る
こ

と
で

職
業

の
選

択
の

幅
が

広
が

り
、

職
も

見
つ

け
や

す
く
な

る
。
労

働
者

の
職

業
に

必
要

な
能

力
を

開
発

し
、
向

上
さ

せ
る

た
め

の
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

1
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
長

町
二

丁
目

バ
ス

停
）

5
有

来
客

用
５
台

分
を

除
い

て
、

常
に

飽
和

状
態

。
敷

地
内

い
っ

ぱ
い

に
訓

練
生

の
自

家
用

車
が

隙
間

な
く
、

詰
め

込
む

よ
う

に
整

列
し

駐
車

さ
れ

て
い

る
状

態
。

バ
ス

停
か

ら
2
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
6

1
3
4

1
1
.9

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
Ⅱ

－
９

雇
用

の
促

進
と

労
働

者
の

福
祉

の
充

実
」

に
関

連
あ

り
。

無
-

求
職

者
の

職
業

訓
練

や
資

格
取

得
な

ど
の

ニ
ー

ズ
が

求
人

企
業

か
ら

高
ま

っ
て

お
り
、

職
業

の
安

定
と

労
働

者
の

地
位

向
上

に
寄

与
し

て
い

る
。

近
隣

に
類

似
施

設
は

無
く
、

離
職

者
の

再
就

職
支

援
の

た
め

、
労

働
者

の
経

済
的

な
安

定
を

図
る

た
め

に
も

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

1
8
7

産
業

系
施

設

青
倉

農
産

物
販

売
施

設

農
林

課
田

老
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

農
産

物
等

の
加

工
技

術
の

普
及

に
よ

り
地

域
農

産
物

の
付

加
価

値
の

向
上

を
図

り
、

地
域

の
農

業
の

振
興

を
資

す
る

施
設

と
な

っ
て

い
る

。

無
-

無
有

青
倉

地
区

集
会

施
設

6
,5

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
神

田
バ

ス
停

）

3
有

1
0
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
6
5
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
8

4
7

3
8
.5

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
２

】
地

域
農

産
物

の
消

費
拡

大
」
と

「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」に
関

連
あ

り
。

有

地
産

地
消

推
進

計
画

「
第

Ⅴ
章

　
具

体
的

施
策

」
「
２

　
産

地
直

売
所

の
充

実
に

よ
る

地
産

地
消

の
推

進
」に

関
連

あ
り
。

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
利

用
す

る
施

設
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
地

域
へ

の
移

管
が

望
ま

し
い

。

1
8
8

産
業

系
施

設

水
沢

地
区

直
売

所
あ

ず
ま

や

農
林

課
田

老
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

水
沢

地
区

の
地

域
農

産
物

等
の

直
売

施
設

と
し

て
地

域
に

無
償

貸
与

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
上

水
沢

バ
ス

停
）

7
有

約
3
０
台

分
の

駐
車

場
が

有
り
、

足
り
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
2
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
4
7

1
2
.8

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

２
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
」

「
第

１
　

農
業

の
振

興
」
「
【
基

本
事

業
２

】
地

域
農

産
物

の
消

費
拡

大
」
と

「
【
基

本
事

業
５

】
農

村
環

境
の

整
備

」に
関

連
あ

り
。

有

地
産

地
消

推
進

計
画

「
第

Ⅴ
章

　
具

体
的

施
策

」
「
２

　
産

地
直

売
所

の
充

実
に

よ
る

地
産

地
消

の
推

進
」に

関
連

あ
り
。

地
域

産
業

、
生

活
環

境
の

向
上

を
図

る
拠

点
施

設
と

し
て

利
用

さ
れ

て
お

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

い
る

。
但

し
、

専
ら

地
域

単
位

で
利

用
す

る
施

設
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
地

域
へ

の
移

管
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
8
9

産
業

系
施

設
和

井
内

養
魚

場
水

産
課

新
里

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

減
少

し
て

い
る

淡
水

魚
資

源
を

維
持

す
る

必
要

が
あ

り
、

淡
水

魚
類

の
種

苗
生

産
、

成
魚

生
産

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-
3
,9

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
清

水
バ

ス
停

）

8
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

0
3
0

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
　

「
施

策
Ⅱ

－
３

水
産

業
の

振
興

」と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
水

産
振

興
ビ

ジ
ョ
ン

に
お

い
て

和
井

内
養

魚
場

を
活

用
し

種
苗

生
産

・
放

流
活

動
を

推
進

す
る

と
整

備
す

る
と

位
置

づ
け

。

　
内

水
面

漁
業

の
推

進
に

係
る

種
苗

生
産

、
成

魚
生

産
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
す

る
と

と
も

に
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

お
り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
　

他
の

代
替

施
設

が
な

い
こ

と
か

ら
、

施
設

を
維

持
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
9
0

産
業

系
施

設

新
里

牧
野

家
畜

保
護

施
設

看
視

舎

農
林

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

新
里

牧
野

に
は

1
5

戸
3
9
頭

の
牛

が
が

放
牧

さ
れ

て
お

り
、

放
牧

牛
・
草

地
の

管
理

上
重

要
な

施
設

と
な

っ
て

い
る

。

無
-

無
無

-

6
0
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
和

井
内

バ
ス

停
）

5
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

0
3
0

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅱ

-
1
農

業
の

振
興

」
と

関
連

有
り
。

無
-

畜
産

振
興

と
な

る
肉

用
牛

増
頭

を
促

す
重

要
な

施
設

で
あ

る
と

と
も

に
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

お
り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

1
9
1

産
業

系
施

設

和
井

内
牧

野
家

畜
保

護
施

設
看

視
舎

農
林

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

和
井

内
牧

野
は

現
在

牛
を

放
牧

し
て

お
ら

ず
、

今
後

も
放

牧
す

る
可

能
性

は
低

い
。
現

在
は

看
視

舎
と

し
て

使
用

し
て

い
な

い
。

無
-

無
無

-

8
0
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
和

井
内

バ
ス

停
）

5
無

-

駅
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

0
3
0

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

現
在

は
看

視
舎

と
し

て
使

用
し

て
い

な
い

こ
と

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
、

建
物

の
あ

り
方

を
再

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

1
9
2

産
業

系
施

設

森
林

愛
護

訓
練

施
設

資
材

保
管

庫

農
林

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-
宮

古
地

方
森

林
組

合
に

無
償

貸
与

し
て

い
る

。
無

-
無

無
-

6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
基

幹
集

落
セ

ン
タ

ー
前

バ
ス

亭
）

5
有

基
幹

集
落

セ
ン

タ
ー

、
屯

所
と

共
有

し
て

お
り
約

１
５
台

分
の

駐
車

場
が

有
り
、

足
り
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
8
5

3
0

6
0
8
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

市
と

し
て

使
用

す
る

こ
と

が
な

い
こ

と
か

ら
、

現
在

の
サ

ー
ビ

ス
、

建
物

の
あ

り
方

を
再

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

1
9
3

産
業

系
施

設

国
産

材
需

要
開

発
セ

ン
タ

ー
（
薬

師
塗

工
芸

館
）

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

漆
工

芸
品

製
作

の
施

設
と

し
て

、
ニ

ー
ズ

の
高

ま
り
を

受
け

、
講

座
の

開
催

な
ど

が
増

え
て

き
て

い
る

。
生

涯
学

習
や

趣
味

の
向

上
を

図
る

う
え

で
も

役
割

を
果

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
や

ま
び

こ
館

バ
ス

停
）

1
7

有

同
敷

地
内

の
道

の
駅

や
ま

び
こ

館
の

駐
車

場
を

利
用

し
不

足
は

な
い

。

バ
ス

停
か

ら
1
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
0

1
6

6
2
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

漆
工

芸
品

の
ニ

ー
ズ

の
高

ま
り
か

ら
交

通
利

便
性

の
良

い
道

の
駅

や
ま

び
こ

館
敷

地
内

に
移

転
し

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

1
9
4

産
業

系
施

設
簡

易
農

産
物

直
売

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
有

や
ま

び
こ

産
直

館

箱
石

地
区

の
地

域
農

産
物

等
の

直
売

施
設

と
し

て
設

置
し

た
施

設
で

あ
る

が
、

数
年

間
、

利
用

者
が

な
い

。

無
-

無
無

-

2
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
箱

石
バ

ス
停

）

1
7

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

2
5
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
0

1
6

6
2
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

利
用

が
な

い
こ

と
か

ら
、

現
在

の
サ

ー
ビ

ス
、

建
物

の
あ

り
方

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

1
9
5

産
業

系
施

設

ま
い

た
け

研
究

開
発

セ
ン

タ
ー

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

原
木

マ
イ

タ
ケ

の
生

産
を

中
心

に
そ

の
他

菌
茸

類
の

培
養

等
を

行
う

施
設

と
し

て
、

直
営

で
運

営
し

て
い

る
。

生
産

し
た

菌
木

か
ら

の
生

産
量

、
出

荷
量

と
も

不
明

で
あ

り
、
産

業
振

興
施

設
と

し
て

の
効

果
、

効
率

性
を

検
証

す
る

必
要

が
あ

る
。

無
-

無
無

-

5
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

内
バ

ス
停

）

1
7

有
充

足
し

て
い

る

バ
ス

停
か

ら
5
0
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
2

1
6

3
2
6
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

ま
い

た
け

生
産

者
の

現
状

と
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

て
、

現
在

の
サ

ー
ビ

ス
、

建
物

の
あ

り
方

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

1
9
6

産
業

系
施

設

し
そ

塩
蔵

処
理

加
工

施
設

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

川
井

特
産

の
赤

紫
蘇

の
塩

蔵
加

工
施

設
と

し
て

農
家

の
所

得
向

上
に

寄
与

し
て

い
る

。
現

在
も

生
産

拡
大

が
さ

れ
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
0
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
鈴

久
名

バ
ス

停
）

1
7

有
充

足
し

て
い

る

バ
ス

停
か

ら
1
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
2

1
6

3
8
9
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

産
業

振
興

施
設

と
し

て
継

続
的

に
利

用
さ

れ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
が

、
管

理
運

営
は

民
間

へ
移

管
す

る
。

1
9
7

観
光

施
設

シ
ー

ト
ピ

ア
な

あ
ど

商
業

観
光

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

1
9
8

観
光

施
設

宮
古

駅
前

総
合

観
光

案
内

所

商
業

観
光

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

宮
古

駅
前

と
い

う
立

地
上

、
観

光
客

の
費

用
頻

度
は

高
く
、

公
共

交
通

機
関

を
利

用
し

て
く
る

観
光

客
へ

の
案

内
、

観
光

地
の

紹
介

等
窓

口
と

し
て

の
ニ

ー
ズ

が
高

い
。

有
洪

水
浸

水
区

域
無

有
第

一
中

学
校

1
8
（
J
R
山

田
線

宮
古

駅
）

6
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

1
8
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

7
6
1

1
3
4

5
6
8
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅱ

-
6
　

観
光

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

無
-

宮
古

駅
前

と
い

う
立

地
上

、
観

光
客

の
利

用
頻

度
は

高
く
、

観
光

情
報

・
地

域
情

報
・
物

産
情

報
を

提
供

し
、

観
光

の
利

便
性

の
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

観
光

客
対

応
窓

口
と

し
て

有
効

に
機

能
を

発
揮

し
て

い
る

こ
と

か
ら

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

1
9
9

観
光

施
設

田
代

地
区

野
外

活
動

セ
ン

タ
ー

生
涯

学
習

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

恵
ま

れ
た

自
然

環
境

の
中

に
立

地
し

、
野

外
レ

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
し

て
ニ

ー
ズ

が
高

い
。

無
-

無
有

亀
岳

小
学

校

8
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
野

外
活

動
セ

ン
タ

ー
前

バ
ス

停
）

3
有

利
用

者
の

駐
車

場
と

し
て

充
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
8
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
1
3
4

0
.7

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅵ

-
３

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
に

、
老

朽
化

施
設

の
計

画
的

な
改

修
を

位
置

づ
け

小
学

校
、

幼
稚

園
の

遠
足

や
キ

ャ
ン

プ
活

動
な

ど
野

外
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

の
場

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

2
0
0

観
光

施
設

浄
土

ヶ
浜

レ
ス

トハ
ウ

ス

商
業

観
光

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
0
1

観
光

施
設

県
道

浄
土

ヶ
浜

線
公

衆
便

所

商
業

観
光

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

浄
土

ヶ
浜

第
一

駐
車

場
ト

イ
レ

、
浄

土
ヶ

浜
さ

わ
や

か
ト

イ
レ

、
浄

土
ヶ

浜
前

ト
イ

レ
、

臼
木

山
ト
イ

レ

主
に

ビ
ジ

ネ
ス

（ト
ラ

ッ
ク

含
む

）
客

の
利

用
が

多
い

無
-

無
無

-

1
,0

3
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
第

三
駐

車
場

バ
ス

停
）

9
有

約
1
0
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

満
車

に
な

る
こ

と
は

ほ
と

ん
ど

な
い

。

バ
ス

停
か

ら
1
0
3
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
1
3
4

2
.2

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅱ

-
6
　

観
光

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
観

光
実

施
計

画
に

お
い

て
、

「観
光

施
設

等
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
概

念
に

基
づ

い
た

施
設

の
整

備
と

管
理

」
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と

し
て

定
め

て
い

る
。

近
隣

に
代

替
施

設
が

複
数

存
在

す
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

2
0
2

観
光

施
設

藤
の

川
海

水
浴

場
建

物

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

2
0
3

観
光

施
設

姉
吉

キ
ャ

ン
プ

場
施

設

商
業

観
光

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

2
0
4

観
光

施
設

月
山

公
衆

便
所

商
業

観
光

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

観
光

地
を

訪
れ

る
観

光
客

が
快

適
に

利
用

で
き

る
施

設
と

し
て

、
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
,3

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
月

山
登

山
口

バ
ス

停
）

5
有

約
1
0
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

満
車

と
な

る
こ

と
は

ほ
と

ん
ど

な
い

。

バ
ス

停
か

ら
1
3
5
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
1
3
4

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅱ

-
6
　

観
光

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
観

光
実

施
計

画
に

お
い

て
、

「観
光

施
設

等
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
概

念
に

基
づ

い
た

施
設

の
整

備
と

管
理

」
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と

し
て

定
め

て
い

る
。

月
山

頂
上

と
い

う
位

置
条

件
か

ら
代

替
施

設
が

な
く
、

廃
止

す
る

と
観

光
客

に
多

大
な

影
響

を
与

え
る

。
継

続
が

望
ま

し
い

。

2
0
5

観
光

施
設

女
遊

戸
さ

わ
や

か
トイ

レ

商
業

観
光

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

2
0
6

観
光

施
設

潮
吹

穴
さ

わ
や

か
トイ

レ

商
業

観
光

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

観
光

地
を

訪
れ

る
観

光
客

が
快

適
に

利
用

で
き

る
施

設
と

し
て

、
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

7
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
潮

吹
穴

入
口

バ
ス

停
）

6
有

約
1
0
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

満
車

と
な

る
こ

と
は

ほ
と

ん
ど

な
い

。

バ
ス

停
か

ら
7
0
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
1
3
4

1
.5

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅱ

-
6
　

観
光

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
観

光
実

施
計

画
に

お
い

て
、

「観
光

施
設

等
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
概

念
に

基
づ

い
た

施
設

の
整

備
と

管
理

」
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と

し
て

定
め

て
い

る
。

位
置

条
件

か
ら

代
替

施
設

が
な

く
、

廃
止

す
る

と
観

光
客

に
多

大
な

影
響

を
与

え
る

。
継

続
が

望
ま

し
い

。

2
0
7

観
光

施
設

た
ろ

う
潮

里
ス

テ
ー

シ
ョ

ン

田
老

総
合

事
務

所

田
老

継
続

（
Ⅰ

）

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
0
8

観
光

施
設

潮
里

た
ろ

う
情

報
発

信
基

地
（
道

の
駅

た
ろ

う
内

）

田
老

総
合

事
務

所

田
老

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

観
光

地
中

継
拠

点
施

設
と

し
て

、
道

路
利

用
者

に
対

し
、
道

路
情

報
、

観
光

情
報

及
び

休
憩

エ
リ
ア

と
し

て
の

ニ
ー

ズ
が

高
い

。

無
-

無
無

-

1
8
0
（
県

北
バ

ス
：

新
田

バ
ス

停
）

1
0

有

道
路

利
用

者
及

び
復

興
事

業
関

係
者

車
両

が
利

用
し

て
お

り
、

日
中

は
7
0
％

～
1
0
0
％

の
利

用
状

況

バ
ス

停
か

ら
1
8
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
4

4
7

3
0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
Ⅱ

－
６

観
光

の
振

興
と

関
連

あ
り

無
-

道
の

駅
と

し
て

道
路

利
用

者
に

観
光

情
報

や
地

元
産

品
を

提
供

し
、

地
域

と
の

交
流

施
設

と
し

て
活

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
の

継
続

が
望

ま
し

い
。

但
し

、
現

施
設

を
移

転
さ

せ
る

必
要

が
あ

り
、

そ
の

際
は

、
関

係
機

関
と

協
議

し
な

が
ら

新
た

な
施

設
の

整
備

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

2
0
9

観
光

施
設

潮
里

た
ろ

う
情

報
発

信
基

地
交

流
館

（道
の

駅
た

ろ
う

内
）

田
老

総
合

事
務

所

田
老

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

地
場

産
品

に
よ

る
都

市
と

の
交

流
施

設
と

し
て

、
多

く
の

道
路

通
行

者
に

利
用

さ
れ

ニ
ー

ズ
が

高
い

。

無
-

無
無

-

2
0
0
（
県

北
バ

ス
：

新
田

バ
ス

停
）

1
0

有

道
路

通
行

者
及

び
復

興
事

業
関

係
者

車
両

が
利

用
し

て
お

り
、

日
中

は
7
0
％

～
1
0
0
％

の
利

用
状

況

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
4

4
7

3
0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

Ⅱ
－

１
農

業
の

振
興

、
２

林
業

の
振

興
、

３
水

産
業

の
振

興
、

６
観

光
の

振
興

と
関

連
あ

り

無
-

産
地

直
売

施
設

と
し

て
道

路
利

用
者

に
地

元
産

品
を

提
供

し
、

地
域

と
の

交
流

施
設

と
し

て
活

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
の

継
続

が
望

ま
し

い
。

但
し

、
現

施
設

を
移

転
さ

せ
る

必
要

が
あ

り
、

そ
の

際
は

、
関

係
機

関
と

協
議

し
な

が
ら

新
た

な
施

設
の

整
備

に
つ

い
て

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

る
。

2
1
0

観
光

施
設

真
崎

ビ
ー

チ
ハ

ウ
ス

田
老

総
合

事
務

所

田
老

継
続

（
Ⅰ

）

2
1
1

観
光

施
設

グ
リ
ー

ン
ピ

ア
三

陸
み

や
こ

企
画

課
田

老
継

続
（
Ⅰ

）
有

公
共

の
宿

と
し

て
は

、
近

隣
に

休
暇

村
陸

中
宮

古
が

営
業

し
て

い
る

。

グ
ラ

ウ
ン

ド
や

体
育

館
、
多

目
的

コ
ー

トな
ど

の
体

育
移

設
や

貸
室

に
も

対
応

す
る

ク
ラ

ブ
ハ

ウ
ス

等
が

集
積

し
、

健
康

の
維

持
増

進
の

場
や

多
様

化
、
 個

別
化

す
る

生
涯

学
習

の
場

と
し

て
社

会
ニ

ー
ズ

に
対

し
効

率
的

に
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
三

陸
沿

岸
道

路
の

田
老

北
IC

（
仮

称
・
整

備
中

）に
隣

接
し

、
通

行
者

の
休

憩
場

所
等

と
し

て
ニ

ー
ズ

が
見

込
ま

れ
る

。
今

後
の

災
害

に
備

え
避

難
所

や
防

災
拠

点
施

設
と

し
て

社
会

ニ
ー

ズ
が

あ
る

。

無
-

有
無

-

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
グ

リ
ー

ン
ピ

ア
三

陸
み

や
こ

バ
ス

停
）

1
0

有

普
通

車
4
4
5
台

、
大

型
車

1
4
台

分
の

駐
車

場
が

整
備

さ
れ

、
ス

ポ
ー

ツ
大

会
時

等
に

お
い

て
も

不
足

は
生

じ
な

い
。

敷
地

内
に

バ
ス

停
が

あ
り
駐

車
場

も
設

置
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
4
7

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅴ

-
3
交

流
拠

点
施

設
の

整
備

・
活

用
」
と

関
連

あ
り
。

有

グ
リ
ー

ン
ピ

ア
三

陸
み

や
こ

利
活

用
計

画
に

お
い

て
地

域
振

興
及

び
市

民
の

健
康

増
進

の
設

置
目

的
の

達
成

と
宮

古
市

地
域

防
災

計
画

に
位

置
付

け
る

防
災

拠
点

施
設

と
し

て
機

能
の

強
化

・
充

実
を

目
指

す
と

し
て

い
る

。

交
流

人
口

の
拡

大
に

よ
る

地
域

の
活

性
化

及
び

市
民

の
健

康
増

進
な

ど
の

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

お
り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
た

だ
し

、
宿

泊
部

門
等

の
収

益
施

設
に

つ
い

て
は

、
周

辺
に

類
似

施
設

が
立

地
し

て
お

り
、

運
営

団
体

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

2
1
2

観
光

施
設

田
老

港
さ

わ
や

か
トイ

レ

商
業

観
光

課
田

老
継

続
（
Ⅰ

）

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
1
3

観
光

施
設

三
王

園
地

ト
イ

レ

商
業

観
光

課
田

老
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

観
光

地
を

訪
れ

る
観

光
客

が
快

適
に

利
用

で
き

る
施

設
と

し
て

、
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
地

す
べ

り
危

険
個

所
無

有

三
王

岩
展

望
台

付
近

駐
車

場
高

台

9
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

老
中

町
バ

ス
停

）

1
2

有

約
2
0
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

満
車

に
な

る
こ

と
は

ほ
と

ん
ど

な
い

。

バ
ス

停
か

ら
9
0
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
6
0

4
7

3
4
2
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅱ

-
6
　

観
光

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
観

光
実

施
計

画
に

お
い

て
、

「観
光

施
設

等
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
概

念
に

基
づ

い
た

施
設

の
整

備
と

管
理

」
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と

し
て

定
め

て
い

る
。

三
王

園
地

と
い

う
位

置
条

件
か

ら
代

替
施

設
が

な
く
、

廃
止

す
る

と
観

光
客

に
多

大
な

影
響

を
与

え
る

。
継

続
が

望
ま

し
い

。

2
1
4

観
光

施
設

新
里

村
総

合
案

内
施

設

農
林

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-
使

用
し

て
い

な
い

。
無

-
無

無
-

6
,0

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
刈

屋
駅

前
バ

ス
亭

）

5
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
2

3
0

3
9
.5

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

無
-

無
-

使
用

し
て

い
な

い
施

設
で

あ
る

た
め

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

建
物

の
あ

り
方

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

2
1
5

観
光

施
設

交
流

促
進

セ
ン

タ
ー

（
湯

っ
た

り
館

）

新
里

総
合

事
務

所

新
里

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

　
リ
バ

ー
パ

ー
ク

に
い

さ
と

を
構

成
す

る
周

辺
施

設
を

含
め

た
施

設
は

、
近

年
の

ア
ウ

ト
ド
ア

ブ
ー

ム
に

加
え

今
後

の
復

興
道

路
建

設
に

よ
る

地
区

外
交

流
人

口
の

増
加

を
見

込
み

、
利

用
の

増
加

が
期

待
で

き
る

。

無
-

無
有

新
里

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

7
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
茂

市
バ

ス
停

）

1
7

有
3
0
台

収
容

可
能

で
不

足
は

な
い

。

　
バ

ス
停

か
ら

7
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

8
5

3
0

2
7
9
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

2
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
第

6
「
観

光
の

振
興

」
と

関
連

有
。

無
-

　
保

健
休

養
施

設
と

し
て

の
ニ

ー
ズ

が
高

い
事

か
ら

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
事

が
望

ま
し

い
。

但
し

収
益

施
設

に
つ

い
て

は
運

営
団

体
へ

移
管

が
望

ま
し

い
。

2
1
6

観
光

施
設

ふ
れ

あ
い

の
森

休
憩

所

新
里

総
合

事
務

所

新
里

継
続

（
Ⅰ

）
有

げ
ん

べ
え

小
屋

標
高

9
0
0
ｍ

以
上

の
高

原
地

帯
に

あ
り
、

利
用

頻
度

は
あ

ま
り

な
い

。

無
-

無
無

-

8
0
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
高

昌
院

前
バ

ス
停

）

5
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

0
3
0

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

無
-

無
-

源
平

衛
平

散
策

の
際

の
荒

天
時

及
び

緊
急

時
に

屋
内

待
機

で
き

る
唯

一
の

施
設

で
あ

り
維

持
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

2
1
7

観
光

施
設

ポ
エ

ム
の

森
研

修
セ

ン
タ

ー

新
里

総
合

事
務

所

新
里

継
続

（
Ⅰ

）
有

新
里

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

会
議

室
又

は
創

作
教

室
と

し
て

使
わ

れ
て

い
る

が
、
利

用
頻

度
は

低
い

。

無
-

無
有

新
里

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

7
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
茂

市
バ

ス
停

）

1
7

有

3
台

可
能

で
交

流
促

進
セ

ン
タ

ー
駐

車
場

が
近

接
し

て
い

る
こ

と
か

ら
不

足
は

な
い

。

バ
ス

停
か

ら
7
0
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

8
5

3
0

2
7
9
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

2
章

活
力

に
満

ち
た

産
業

振
興

都
市

づ
く
り
第

6
「
観

光
の

振
興

」
と

関
連

有
。

無
-

近
隣

に
同

類
施

設
が

存
在

す
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

2
1
8

観
光

施
設

バ
ン

ガ
ロ

ー
村

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
有

早
池

峰
山

荘

早
池

峰
山

登
山

者
な

ど
が

利
用

し
て

い
る

が
、
客

室
稼

働
率

が
低

い
。

無
-

無
無

-

7
3
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
江

繋
バ

ス
停

）

5
有

充
足

し
て

い
る

バ
ス

停
か

ら
7
3
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
6

1
6

1
0
0
.5

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

近
隣

に
代

替
施

設
が

存
在

す
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
1
9

観
光

施
設

区
界

高
原

（ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

）

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

県
の

自
然

観
光

保
全

地
域

に
指

定
さ

れ
て

い
る

区
界

高
原

の
ビ

ジ
タ

ー
セ

ン
タ

ー
と

し
て

管
理

運
営

し
、
ト

レ
ッ

キ
ン

グ
を

楽
し

む
観

光
客

へ
の

案
内

や
休

憩
、

研
修

施
設

と
し

て
の

ニ
ー

ズ
が

高
い

。

無
-

無
無

-

1
0
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
区

界
バ

ス
停

）

1
7

有
充

足
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
1
6

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

兜
明

神
岳

・
区

界
高

原
の

観
光

拠
点

で
あ

る
こ

と
か

ら
継

続
的

な
管

理
を

必
要

と
さ

れ
る

。

2
2
0

観
光

施
設

早
池

峰
山

荘

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

タ
イ

マ
グ

ラ
キ

ャ
ン

プ
場

と
一

体
的

な
管

理
で

あ
り
、

利
用

者
の

増
加

が
見

受
け

ら
れ

る
。

早
池

峰
山

ろ
く
の

観
光

拠
点

と
な

る
宿

泊
施

設
と

し
て

ニ
ー

ズ
が

高
い

。

無
-

無
無

-
6
9
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
江

繋
バ

ス
停

）

5
有

充
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
6
9
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
1
6

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

早
池

峰
山

ろ
く
の

観
光

拠
点

と
な

る
宿

泊
施

設
で

あ
る

こ
と

か
ら

継
続

的
な

管
理

を
必

要
と

さ
れ

る
。

2
2
1

観
光

施
設

横
沢

冷
泉

静
峰

苑

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

川
井

地
域

唯
一

の
宿

泊
施

設
で

あ
り
、

特
に

高
齢

者
の

人
気

が
高

く
、

日
帰

り
入

浴
な

ど
の

利
用

も
高

ま
っ

て
き

て
い

る
。

無
-

無
無

-

3
7
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
鈴

久
名

バ
ス

停
）

1
7

有
充

足
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
3
7
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
1
6

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

冷
泉

の
宿

泊
施

設
と

し
て

人
気

が
高

く
、

利
用

も
高

ま
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

収
益

施
設

と
し

て
運

営
団

体
へ

の
移

管
が

望
ま

し
い

。

2
2
2

観
光

施
設

宮
古

市
岩

手
路

区
界

中
継

基
地

（道
の

駅
区

界
高

原
内

）

川
井

総
合

事
務

所

川
井

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

道
路

通
行

者
の

休
憩

場
所

と
し

て
ニ

ー
ズ

が
高

い
。

宮
古

盛
岡

横
断

道
路

の
開

通
に

よ
り
、

新
国

道
か

ら
の

距
離

が
遠

く
な

る
こ

と
か

ら
そ

の
利

用
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

無
-

無
無

-

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
区

界
バ

ス
停

）

1
7

有
充

足
し

て
い

る
。

バ
ス

停
に

近
接

し
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
7

1
6

2
3
2
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

道
路

通
行

者
の

休
憩

場
所

と
し

て
ニ

ー
ズ

が
高

い
。

宮
古

盛
岡

横
断

道
路

の
開

通
に

よ
り
、

新
国

道
か

ら
の

距
離

が
遠

く
な

る
こ

と
か

ら
、

現
在

の
サ

ー
ビ

ス
、

建
物

の
あ

り
方

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

2
2
3

観
光

施
設

宮
古

市
地

域
農

産
物

等
活

用
型

総
合

交
流

促
進

施
設

（道
の

駅
や

ま
び

こ
館

内
）

川
井

総
合

事
務

所

川
井

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

道
路

通
行

者
の

休
憩

場
所

と
し

て
ニ

ー
ズ

が
高

い
。

ま
た

、
災

害
支

援
の

中
継

拠
点

と
し

て
も

位
置

付
け

て
い

る
。

無
-

無
無

-

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
や

ま
び

こ
館

バ
ス

停
）

1
7

有
充

足
し

て
い

る

敷
地

内
に

バ
ス

停
が

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
6

1
6

1
0
0
.5

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

道
路

通
行

者
の

休
憩

場
所

と
し

て
ニ

ー
ズ

が
高

く
、

宮
古

盛
岡

横
断

道
路

の
開

通
に

よ
り
、

更
に

利
用

者
は

増
大

す
る

と
考

え
る

。
ま

た
、

地
域

農
産

物
の

販
売

施
設

も
併

設
し

て
お

り
、

産
業

振
興

の
観

点
か

ら
も

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
2
4

ス
ポ

ー
ツ

施
設

総
合

体
育

館

生
涯

学
習

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
有

千
徳

体
育

館

市
の

最
大

規
模

の
体

育
館

と
し

て
、
各

種
ス

ポ
ー

ツ
大

会
、

イ
ベ

ン
トの

場
と

し
て

ニ
ー

ズ
が

高
い

。

無
-

無
有

小
山

田
地

区
セ

ン
タ

ー

1
4
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
合

同
庁

舎
前

バ
ス

停
）

1
1

有

多
数

の
参

加
者

が
来

場
す

る
大

会
、

イ
ベ

ン
ト
等

で
不

足
が

生
じ

る
。

バ
ス

停
か

ら
1
4
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
6
8

1
3
4

2
7
4
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅵ

-
３

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
に

、
老

朽
化

施
設

の
計

画
的

な
改

修
を

位
置

づ
け

市
民

の
心

身
の

健
全

な
発

達
及

び
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

に
資

す
る

と
と

も
に

、
文

化
活

動
、

集
会

等
の

用
に

供
す

る
施

設
と

し
て

、
効

果
を

発
揮

し
て

お
り
、

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

2
2
5

ス
ポ

ー
ツ

施
設

千
徳

地
区

体
育

館

生
涯

学
習

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

総
合

体
育

館

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
、

中
学

校
の

部
活

、
各

種
サ

ー
ク

ル
活

動
等

の
場

と
し

て
ニ

ー
ズ

が
高

い
。

無
-

無
有

千
徳

小
学

校

9
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
西

ヶ
丘

団
地

入
口

前
バ

ス
停

）

2
7

有

多
数

の
参

加
者

が
来

場
す

る
大

会
、

イ
ベ

ン
ト
等

で
不

足
が

生
じ

る
。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

4
2
4

1
3
4

3
1
6
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅵ

-
３

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
に

、
老

朽
化

施
設

の
計

画
的

な
改

修
を

位
置

づ
け

市
民

の
心

身
の

健
全

な
発

達
及

び
ス

ポ
ー

ツ
の

振
興

に
資

す
る

と
と

も
に

、
文

化
活

動
、

集
会

等
の

用
に

供
す

る
施

設
と

し
て

、
効

果
を

発
揮

し
て

お
り
、

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

2
2
6

ス
ポ

ー
ツ

施
設

松
山

グ
ラ

ン
ド
便

所

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

ソ
フ

トボ
ー

ル
競

技
の

規
格

に
適

合
し

た
グ

ラ
ウ

ン
ド
で

あ
り
、

ソ
フ

トボ
ー

ル
等

の
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

が
高

い
。

無
-

無
有

宮
古

浄
化

セ
ン

タ
ー

1
3
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
戸

の
越

バ
ス

停
）

3
無

駐
車

場
が

な
い

こ
と

か
ら

、
グ

ラ
ン

ド
周

辺
に

駐
車

し
て

い
る

。

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
3
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
6

1
3
4

1
1
.9

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅵ

-
３

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
に

、
老

朽
化

施
設

の
計

画
的

な
改

修
を

位
置

づ
け

ソ
フ

トボ
ー

ル
競

技
の

規
格

に
適

合
し

た
グ

ラ
ウ

ン
ド
と

し
て

ニ
ー

ズ
が

高
く
、

競
技

者
等

が
快

適
に

利
用

す
る

た
め

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

2
2
7

ス
ポ

ー
ツ

施
設

神
倉

地
区

体
育

館
総

務
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-
地

区
体

育
館

と
し

て
、

週
１

回
程

度
の

利
用

が
あ

る
。

有

急
傾

斜
危

険
個

所
（
が

け
く
ず

れ
）

無
無

-

3
0
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
長

沢
六

組
バ

ス
停

）

8
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

7
1
3
4

5
.2

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

地
区

体
育

館
と

し
て

利
用

者
は

主
に

周
辺

住
民

に
限

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

域
へ

の
移

管
が

望
ま

し
い

。

2
2
8

ス
ポ

ー
ツ

施
設

へ
い

が
わ

老
木

公
園

ス
ポ

ー
ツ

交
流

会
館

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

グ
ラ

ン
ド
利

用
者

等
が

シ
ャ

ワ
ー

室
や

会
議

室
を

利
用

し
て

い
る

。

無
-

無
有

根
城

農
村

セ
ン

タ
ー

1
9
0
0
（
J
R

花
原

市
駅

）
6

有

多
目

的
グ

ラ
ン

ド
を

駐
車

場
と

し
て

利
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

駅
か

ら
1
9
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
1
3
4

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅵ

-
３

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
に

、
老

朽
化

施
設

の
計

画
的

な
改

修
を

位
置

づ
け

ス
ポ

ー
ツ

交
流

の
場

及
び

集
会

等
の

用
に

供
す

る
施

設
と

し
て

、
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
天

然
芝

グ
ラ

ン
ド
（ラ

グ
ビ

ー
場

、
サ

ッ
カ

ー
場

各
1
面

）
と

隣
接

し
て

お
り
、

2
0
1
9
ラ

グ
ビ

ー
Ｗ

杯
等

の
練

習
会

場
と

し
の

可
能

性
も

あ
り
、

Ｗ
杯

の
機

運
の

高
ま

り
と

と
も

に
、

利
用

率
の

向
上

が
見

込
ま

れ
る

こ
と

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
継

続
が

望
ま

し
い

。

2
2
9

ス
ポ

ー
ツ

施
設

白
浜

地
区

体
育

館
総

務
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

震
災

前
は

、
地

区
集

会
所

と
し

て
週

１
回

程
度

活
用

さ
れ

て
い

た
が

、
震

災
後

は
、

仮
設

住
宅

入
居

者
の

荷
物

置
場

に
な

っ
て

い
る

。

有

急
傾

斜
危

険
個

所
（
が

け
く
ず

れ
）

有
無

-

2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
前

バ
ス

停
）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
9

1
3
4

5
1
.5

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

地
区

体
育

館
と

し
て

利
用

者
は

主
に

周
辺

住
民

に
限

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
地

域
へ

の
移

管
が

望
ま

し
い

。

2
3
0

ス
ポ

ー
ツ

施
設

市
営

総
合

グ
ラ

ン
ド
建

物

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
3
1

ス
ポ

ー
ツ

施
設

宮
古

運
動

公
園

野
球

場

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

2
3
2

ス
ポ

ー
ツ

施
設

姉
ヶ

崎
サ

ン
・
ス

ポ
ー

ツ
ラ

ン
ド

生
涯

学
習

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

市
内

唯
一

の
通

年
型

屋
内

プ
ー

ル
と

し
て

、
多

く
の

方
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

無
有

崎
山

小
学

校
、

崎
山

中
学

校

6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
姉

ヶ
崎

サ
ン

・
ス

ポ
ー

ツ
ラ

ン
ド
前

バ
ス

停
）

9
有

利
用

者
の

駐
車

場
と

し
て

充
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
6

1
3
4

1
1
.9

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅵ

-
３

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
に

、
老

朽
化

施
設

の
計

画
的

な
改

修
を

位
置

づ
け

市
内

唯
一

の
屋

内
プ

ー
ル

と
し

て
、

利
用

率
も

高
い

施
設

で
あ

る
こ

と
か

ら
サ

ー
ビ

ス
継

続
が

望
ま

し
い

。

2
3
3

ス
ポ

ー
ツ

施
設

田
老

野
球

場

生
涯

学
習

課
田

老
継

続
（
Ⅰ

）

2
3
4

ス
ポ

ー
ツ

施
設

野
球

場
管

理
棟

他

生
涯

学
習

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

新
里

地
区

の
住

民
に

限
ら

ず
、

震
災

後
は

特
に

、
被

災
し

た
宮

古
運

動
公

園
野

球
場

、
田

老
野

球
場

の
使

用
が

で
き

な
い

こ
と

か
ら

、
野

球
の

大
会

等
で

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

無
有

新
里

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
山

村
広

場
前

バ
ス

停
）

5
有

隣
接

す
る

新
里

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

の
駐

車
場

も
利

用
可

能
で

あ
り
、

充
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
2
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
1

3
0

3
6
.2

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅵ

-
３

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
に

、
老

朽
化

施
設

の
計

画
的

な
改

修
を

位
置

づ
け

新
里

地
区

の
住

民
に

限
ら

ず
、

震
災

後
は

特
に

、
被

災
し

た
宮

古
運

動
公

園
野

球
場

、
田

老
野

球
場

の
使

用
が

で
き

な
い

こ
と

か
ら

、
野

球
の

大
会

等
で

利
用

さ
れ

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

2
3
5

ス
ポ

ー
ツ

施
設

川
井

トレ
ー

ニ
ン

グ
セ

ン
タ

ー

生
涯

学
習

課
川

井
見

直
し

（
Ⅱ

）
有

旧
小

国
小

学
校

体
育

館

ス
ポ

ー
ツ

少
年

団
の

練
習

場
所

、
地

元
イ

ベ
ン

ト等
で

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

有
有

旧
小

国
小

学
校

2
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
小

国
バ

ス
停

）

7
有

隣
接

施
設

（
小

国
地

域
振

興
セ

ン
タ

ー
、

小
国

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

場
）へ

の
駐

車
が

可
能

で
あ

り
、

充
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
1

1
6

1
3
2
.0

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅵ

-
３

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
に

、
老

朽
化

施
設

の
計

画
的

な
改

修
を

位
置

づ
け

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

及
び

ス
ポ

ー
ツ

の
普

及
振

興
に

供
す

る
施

設
と

し
て

、
ス

ポ
ー

ツ
、

地
域

イ
ベ

ン
トな

ど
に

利
用

さ
れ

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

2
3
6

ス
ポ

ー
ツ

施
設

門
馬

屋
内

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

場

生
涯

学
習

課
川

井
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

を
行

う
施

設
だ

が
、

こ
こ

数

年
利

用
実

績
が

な
い

。

無
-

無
有

門
馬

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

2
3
0
（
J
R

山
田

線
松

草
駅

）
2

無

隣
接

す
る

門
馬

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

の
敷

地
に

駐
車

し
て

い
る

。

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

2
3
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
1

1
6

6
9
.1

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅵ

-
３

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
に

、
老

朽
化

施
設

の
計

画
的

な
改

修
を

位
置

づ
け

今
後

、
利

用
者

の
増

加
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

2
3
7

ス
ポ

ー
ツ

施
設

小
国

屋
内

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

場

生
涯

学
習

課
川

井
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

を
行

う
場

と
し

て
設

置
さ

れ
、

地
域

住
民

に
さ

れ
て

い
る

が
、

利
用

者
が

減
少

し
て

い
る

。

無
-

無
有

川
井

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

、
旧

小
国

小
学

校

2
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
小

国
バ

ス
停

）

7
有

隣
接

施
設

（
小

国
地

域
振

興
セ

ン
タ

ー
、

小
国

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

場
）へ

の
駐

車
が

可
能

で
あ

り
、

充
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
1

1
6

1
3
2
.0

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅵ

-
３

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
に

、
老

朽
化

施
設

の
計

画
的

な
改

修
を

位
置

づ
け

今
後

、
利

用
者

の
増

加
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
3
8

図
書

館
市

立
図

書
館

（本
館

）

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

市
民

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

図
書

館
資

料
の

整
備

と
移

動
図

書
館

車
に

よ
る

巡
回

貸
出

や
施

設
等

へ
の

団
体

貸
出

に
よ

り
利

用
者

の
読

書
推

進
が

図
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

図
書

の
紹

介
や

企
画

展
な

ど
の

読
書

推
進

事
業

に
よ

り
市

民
が

読
書

に
親

し
ん

で
い

る
。

無
-

無
有

第
一

中
学

校

２
０
０

（
岩

手
県

北
バ

ス
栄

町
バ

ス
停

）

3
6

有

勤
労

青
少

年
ホ

ー
ム

、
勤

労
青

少
年

体
育

セ
ン

タ
ー

を
含

め
て

５
５
台

が
駐

車
可

能
で

あ
る

が
、

土
日

、
夏

休
み

・冬
休

み
期

間
は

、
満

車
と

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
5
1

1
3
4

4
8
6
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
図

書
館

を
整

備
充

実
す

る
と

位
置

づ
け

。

市
民

の
生

涯
学

習
施

設
の

基
幹

施
設

と
し

て
、

幼
児

か
ら

高
齢

者
ま

で
の

各
階

層
に

わ
た

っ
て

読
書

に
親

し
む

機
会

の
提

供
や

読
書

環
境

づ
く
り
に

活
用

さ
れ

て
お

り
、

ま
た

、
移

動
図

書
館

車
を

運
行

し
、

図
書

利
用

が
困

難
な

遠
隔

地
や

仮
設

住
宅

等
の

利
用

者
に

利
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
継

続
が

望
ま

し
い

。

2
3
9

図
書

館
市

立
図

書
館

（田
老

分
室

）

生
涯

学
習

課
田

老
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

市
民

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

図
書

館
資

料
の

整
備

と
移

動
図

書
館

車
に

よ
る

巡
回

貸
出

や
施

設
等

へ
の

団
体

貸
出

に
よ

り
利

用
者

の
読

書
推

進
が

図
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

図
書

の
紹

介
や

企
画

展
な

ど
の

読
書

推
進

事
業

に
よ

り
市

民
が

読
書

に
親

し
ん

で
い

る
。

無
-

無
有

田
老

福
祉

セ
ン

タ
ー

2
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

老
中

町
バ

ス
停

）

1
3

有

１
６
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

7
0
4

4
7

1
5
0
6
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
図

書
館

を
整

備
充

実
す

る
と

位
置

づ
け

。

田
老

地
区

の
幼

児
か

ら
高

齢
者

ま
で

の
各

階
層

に
わ

た
っ

て
読

書
に

親
し

む
機

会
の

提
供

や
読

書
環

境
づ

く
り
に

活
用

さ
れ

て
お

り
、

ま
た

、
団

体
貸

出
等

に
よ

り
、

図
書

利
用

が
困

難
な

遠
隔

地
や

仮
設

住
宅

等
の

利
用

者
に

利
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
継

続
が

望
ま

し
い

。

2
4
0

図
書

館
市

立
図

書
館

（新
里

分
室

）

生
涯

学
習

課
新

里
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

市
民

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

図
書

館
資

料
の

整
備

と
移

動
図

書
館

車
に

よ
る

巡
回

貸
出

や
施

設
等

へ
の

団
体

貸
出

に
よ

り
利

用
者

の
読

書
推

進
が

図
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

図
書

の
紹

介
や

企
画

展
な

ど
の

読
書

推
進

事
業

に
よ

り
市

民
が

読
書

に
親

し
ん

で
い

る
。

無
-

無
有

新
里

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
茂

市
バ

ス
停

）

2
1

有

5
3
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
で

も
十

分
で

あ
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

8
5

3
0

2
7
9
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
図

書
館

を
整

備
充

実
す

る
と

位
置

づ
け

。

新
里

地
区

の
幼

児
か

ら
高

齢
者

ま
で

の
各

階
層

に
わ

た
っ

て
読

書
に

親
し

む
機

会
の

提
供

や
読

書
環

境
づ

く
り
に

活
用

さ
れ

て
お

り
、

ま
た

、
団

体
貸

出
等

に
よ

り
、

図
書

利
用

が
困

難
な

遠
隔

地
の

利
用

者
に

利
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
継

続
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
4
1

図
書

館
市

立
図

書
館

（川
井

分
室

）

生
涯

学
習

課
川

井
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

市
民

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

図
書

館
資

料
の

整
備

と
移

動
図

書
館

車
に

よ
る

巡
回

貸
出

や
施

設
等

へ
の

団
体

貸
出

に
よ

り
利

用
者

の
読

書
推

進
が

図
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

図
書

の
紹

介
や

企
画

展
な

ど
の

読
書

推
進

事
業

に
よ

り
市

民
が

読
書

に
親

し
ん

で
い

る
。

無
-

無
有

川
井

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

1
6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

井
バ

ス
停

）

1
7

無
-

バ
ス

停
か

ら
1
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
8
8

1
6

1
8
0
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
図

書
館

を
整

備
充

実
す

る
と

位
置

づ
け

。

川
井

地
区

の
幼

児
か

ら
高

齢
者

ま
で

の
各

階
層

に
わ

た
っ

て
読

書
に

親
し

む
機

会
の

提
供

や
読

書
環

境
づ

く
り
に

活
用

さ
れ

て
お

り
、

ま
た

、
団

体
貸

出
等

に
よ

り
、

図
書

利
用

が
困

難
な

遠
隔

地
の

利
用

者
に

利
用

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
継

続
が

望
ま

し
い

。

2
4
2

博
物

館
等

寄
生

木
展

示
室

文
化

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

徳
富

健
次

郎
(蘆

花
)

著
の

小
説

『
寄

生
木

』
の

モ
デ

ル
と

な
っ

た
市

内
山

口
出

身
の

小
笠

原
善

平
に

関
係

す
る

資
料

な
ど

を
展

示
・公

開
し

て
お

り
、

市
内

外
か

ら
研

究
者

や
愛

好
家

た
ち

の
来

館
が

あ
る

。
ま

た
、

こ
う

い
っ

た
貴

重
な

資
料

を
保

管
す

る
場

所
と

し
て

も
必

要
が

あ
る

。

無
-

有
有

山
口

小
学

校

6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
山

口
バ

ス
停

）
1
4

有

最
大

5
0
台

の
駐

車
は

可
能

だ
が

、
イ

ベ
ン

ト
な

ど
が

あ
る

場
合

は
足

り
な

い
の

で
、

事
前

に
徒

歩
も

し
く
は

バ
ス

等
の

利
用

を
お

願
い

し
て

い
る

。
な

お
、

周
辺

空
地

は
、

震
災

以
降

、
建

設
会

社
等

の
現

場
事

務
所

用
地

と
な

っ
て

お
り
利

用
で

き
な

い
状

況
と

な
っ

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
6
0

1
3
4

1
9
4
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

文
学

関
係

の
類

似
施

設
は

な
く
、

市
民

の
み

な
ら

ず
、

市
内

外
の

研
究

者
・愛

好
家

に
と

っ
て

も
社

会
的

ニ
ー

ズ
が

大
き

い
。

ま
た

、
貴

重
な

資
料

を
保

管
す

る
施

設
と

し
て

も
欠

か
せ

な
い

博
物

館
等

施
設

で
あ

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
管

理
は

、
山

口
公

民
館

の
な

か
に

複
合

さ
れ

て
い

る
。

2
4
3

博
物

館
等

黒
森

神
楽

展
示

室
文

化
課

宮
古

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

国
重

要
無

形
民

俗
文

化
財

「
黒

森
神

楽
」
お

よ
び

宮
古

市
指

定
文

化
財

「
黒

森
神

社
」に

関
す

る
資

料
を

展
示

・解
説

し
て

い
る

。
毎

年
、

山
口

小
・

宮
古

小
・
藤

原
小

学
校

な
ど

が
郷

土
学

習
で

見
学

、
市

教
委

で
解

説
を

行
っ

て
い

る
。
年

末
・年

始
の

黒
森

神
楽

定
期

公
演

時
も

見
学

者
が

多
数

あ
る

。

無
-

有
有

山
口

小
学

校

6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
山

口
バ

ス
停

）
1
4

有

最
大

5
0
台

の
駐

車
は

可
能

だ
が

、
イ

ベ
ン

ト
な

ど
が

あ
る

場
合

は
足

り
な

い
の

で
、

事
前

に
徒

歩
も

し
く
は

バ
ス

等
の

利
用

を
お

願
い

し
て

い
る

。
な

お
、

周
辺

空
地

は
、

震
災

以
降

、
建

設
会

社
等

の
現

場
事

務
所

用
地

と
な

っ
て

お
り
利

用
で

き
な

い
状

況
と

な
っ

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
6
0

1
3
4

1
9
4
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

市
民

か
ら

地
元

の
宝

と
評

価
さ

れ
る

文
化

遺
産

を
市

内
外

の
人

に
公

開
・
解

説
す

る
社

会
的

ニ
ー

ズ
が

大
き

い
。

神
楽

の
公

演
に

は
、

市
内

外
か

ら
毎

回
1
0
0
人

以
上

の
鑑

賞
者

が
あ

り
、

展
示

と
の

相
乗

効
果

が
発

揮
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

貴
重

な
資

料
を

保
管

す
る

施
設

と
し

て
も

欠
か

せ
な

い
博

物
館

等
施

設
で

あ
り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
4
4

博
物

館
等

田
代

埋
蔵

文
化

財
収

蔵
室

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

廃
校

施
設

を
埋

蔵
文

化
財

収
蔵

室
と

し
て

利
用

し
て

い
る

が
、

使
用

頻
度

は
低

い
。

有

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

（
中

里
）

無
無

-

7
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
君

田
バ

ス
停

）

3
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

7
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る

0
1
3
4

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

無
-

無
-

利
用

頻
度

が
低

く
、

統
合

が
望

ま
し

い
。

2
4
5

博
物

館
等

小
堀

内
収

蔵
室

総
務

課
田

老
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-
埋

蔵
文

化
財

収
蔵

室
と

し
て

使
用

頻
度

は
低

い
。

無
-

無
無

-

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
向

新
田

口
バ

ス
停

）

1
7

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

2
0
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
5

4
7

1
1
7
.7

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

利
用

頻
度

が
低

く
、

統
合

が
望

ま
し

い
。

2
4
6

博
物

館
等

埋
蔵

文
化

財
収

蔵
室

総
務

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

埋
蔵

文
化

財
を

保
存

・活
用

す
る

取
り

組
み

（
文

化
財

保
護

法
）を

行
っ

て
お

り
、

埋
蔵

文
化

財
の

収
蔵

室
と

し
て

必
要

性
が

高
い

。

無
-

無
無

-
1
1
0
0
（
J
R

東
日

本
蟇

目
駅

）
6

無
-

駅
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
2
1

3
0

3
9
7
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

埋
蔵

文
化

財
を

保
存

、
活

用
す

る
た

め
に

必
要

性
が

高
く
、

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

廃
校

施
設

の
転

用
を

含
め

、
業

務
に

応
じ

た
場

所
の

再
検

討
が

望
ま

し
い

。

2
4
7

博
物

館
等

西
塔

幸
子

記
念

館

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

江
繋

地
区

に
ゆ

か
り

の
あ

る
歌

人
、

西
塔

幸
子

の
活

躍
と

生
涯

を
紹

介
す

る
た

め
、

資
料

等
を

保
存

し
後

世
に

伝
え

る
施

設
と

し
て

必
要

性
が

高
い

。

無
-

無
無

-

5
0
（
川

井
地

域
バ

ス
江

繋
バ

ス
停

）

5
有

充
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

4
5

1
6

2
8
2
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

西
塔

幸
子

記
念

館
に

は
、

様
々

な
資

料
が

保
存

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
こ

れ
を

保
存

し
後

世
に

伝
え

る
施

設
と

し
て

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

2
4
8

博
物

館
等

北
上

山
地

民
俗

資
料

館

文
化

課
川

井
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

国
重

要
有

形
民

俗
文

化
財

を
保

有
し

、
北

上
山

地
特

有
の

畑
作

や
山

仕
事

用
具

、
樹

皮
製

品
な

ど
の

有
形

民
俗

資
料

を
公

開
す

る
施

設
と

し
て

県
内

外
の

観
光

客
や

研
究

者
が

訪
れ

て
い

る
。

ま
た

、
調

査
記

録
の

成
果

は
民

具
と

と
も

に
体

験
学

習
な

ど
で

活
用

さ
れ

て
お

り
、

生
涯

学
習

や
学

校
教

育
か

ら
の

利
用

が
あ

る
。

無
-

無
有

川
井

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

2
0
0
（
岩

手
県

北
交

通
川

井
バ

ス
停

）
1
7

有

1
0
台

程
度

駐
車

可
能

で
市

立
図

書
館

川
井

分
室

と
共

用
。

団
体

客
等

の
大

型
バ

ス
の

場
合

は
川

井
総

合
事

務
所

の
駐

車
場

も
使

用
。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

0
1
6

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

有
宮

古
市

教
育

振
興

基
本

計
画

北
上

山
地

に
特

有
の

有
形

民
俗

資
料

等
を

所
蔵

し
、

当
地

の
人

々
の

暮
ら

し
を

支
え

た
生

活
用

具
や

生
活

技
術

を
公

開
活

用
す

る
施

設
と

し
て

、
学

校
教

育
や

社
会

教
育

に
欠

か
せ

な
い

博
物

館
施

設
で

あ
る

。
ま

た
、

近
隣

に
類

似
施

設
が

無
い

こ
と

や
、

国
指

定
重

要
有

形
民

俗
資

料
を

保
有

す
る

登
録

博
物

館
と

し
て

市
内

は
も

と
よ

り
県

内
外

か
ら

の
観

光
客

が
訪

れ
る

こ
と

か
ら

も
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
4
9

博
物

館
等

北
上

山
地

民
俗

資
料

館
小

国
分

館

文
化

課
川

井
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

本
館

に
不

足
し

て
い

る
収

納
ス

ペ
ー

ス
を

補
う

施
設

と
し

て
、

閉
校

と
な

っ
た

旧
小

国
中

学
校

を
利

用
。

地
域

か
ら

寄
贈

さ
れ

た
有

形
民

俗
資

料
等

の
保

存
管

理
は

も
と

よ
り
、

地
域

の
伝

統
的

な
生

活
文

化
を

調
査

、
継

承
し

て
い

く
た

め
に

必
要

な
施

設
で

あ
る

。

無
-

無
無

-

2
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
永

田
バ

ス
停

）

1
4

無

公
開

施
設

で
は

な
い

た
め

駐
車

ス
ペ

ー
ス

を
明

示
し

て
い

な
い

が
、

資
料

搬
出

入
な

ど
に

必
要

な
駐

車
に

は
十

分
な

ｽ
ﾍ

ﾟｰ
ｽ

が
あ

る
。

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
1
6

2
5
.1

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

有
宮

古
市

教
育

振
興

基
本

計
画

本
館

に
不

足
し

て
い

る
収

納
と

体
験

の
た

め
の

ス
ペ

ー
ス

の
う

ち
、

収
納

機
能

を
補

う
施

設
と

し
て

必
要

で
あ

る
。

国
指

定
重

要
有

形
民

俗
文

化
財

を
含

め
、

本
館

に
入

り
き

ら
な

い
有

形
民

俗
資

料
約

3
0
0
0
点

の
保

存
管

理
を

継
続

し
て

行
っ

て
い

く
た

め
に

本
来

は
収

蔵
庫

が
必

要
だ

が
、

そ
の

役
割

を
果

た
す

施
設

と
し

て
サ

ー
ビ

ス
継

続
が

望
ま

し
い

。

2
5
0

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

中
央

公
民

館

生
涯

学
習

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

市
の

公
民

館
の

中
心

的
な

役
割

を
に

な
っ

て
い

る
施

設
で

あ
る

。
住

民
に

と
っ

て
最

も
身

近
な

学
習

拠
点

と
い

う
だ

け
で

な
く
，

交
流

の
場

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
お

り
、
住

民
の

学
習

ニ
ー

ズ
や

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
多

様
な

学
習

機
会

の
提

供
が

行
わ

れ
て

お
り
、

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

有

急
傾

斜
地

崩
壊

危
険

個
所

有
有

愛
宕

小
学

校
、

宮
古

小
学

校

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
信

用
金

庫
前

バ
ス

停
）

9
6

有

8
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

5
0
7

1
3
4

3
7
8
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

市
民

の
生

涯
学

習
活

動
を

奨
励

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
。

但
し

、
①

近
隣

に
類

似
施

設
が

複
数

立
地

、
②

急
傾

斜
地

崩
壊

危
険

箇
所

に
立

地
、

③
関

連
計

画
で

中
央

公
民

館
の

整
備

検
討

の
位

置
付

け
を

踏
ま

え
、

他
の

公
民

館
と

の
統

合
な

ど
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

2
5
1

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

中
央

公
民

館
分

館

生
涯

学
習

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

住
民

に
と

っ
て

最
も

身
近

な
学

習
拠

点
と

い
う

だ
け

で
な

く
，

交
流

の
場

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
お

り
、

住
民

の
学

習
ニ

ー
ズ

や
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

多
様

な
学

習
機

会
の

提
供

が
行

わ
れ

て
お

り
、

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

市
の

中
心

部
に

位
置

す
る

こ
と

か
ら

、
利

用
者

も
広

域
に

及
び

、
利

用
者

数
も

公
民

館
で

は
上

位
に

入
っ

て
い

る
。

無
-

無
有

宮
古

小
学

校

1
3
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
保

久
田

バ
ス

停
）

1
4

有

1
3
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
3
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
,4

1
2

1
3
4

1
0
5
4
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

市
民

の
生

涯
学

習
活

動
を

奨
励

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
。

但
し

、
①

近
隣

に
類

似
施

設
が

複
数

立
地

、
②

関
連

計
画

で
中

央
公

民
館

の
整

備
検

討
の

位
置

付
け

を
踏

ま
え

、
他

の
公

民
館

と
の

統
合

な
ど

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
5
2

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

山
口

公
民

館

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

住
民

に
と

っ
て

最
も

身
近

な
学

習
拠

点
と

い
う
だ

け
で

な
く
，

交
流

の
場

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
お

り
、
住

民
の

学
習

ニ
ー

ズ
や

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
多

様
な

学
習

機
会

の
提

供
が

行
わ

れ
て

お
り
、

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

施
設

が
比

較
的

新
し

く
設

備
が

整
っ

て
い

る
こ

と
、

交
通

利
便

性
等

立
地

も
よ

い
こ

と
か

ら
山

口
地

区
だ

け
で

は
な

く
、
市

内
広

域
の

団
体

が
利

用
し

て
い

る
状

況
で

あ
り
、

利
用

者
数

は
市

内
の

公
民

館
の

ト
ッ

プ
で

あ
る

。

無
-

有
有

山
口

小
学

校
避

難
所

1
2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
山

口
バ

ス
停

）

1
4

有

2
5
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
2
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
6
0

1
3
4

1
9
4
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

市
民

の
生

涯
学

習
活

動
や

地
域

活
動

を
奨

励
す

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
す

る
と

と
も

に
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

お
り
、

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

2
5
3

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

宮
町

公
民

館

生
涯

学
習

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-
主

に
地

域
住

民
の

集
会

施
設

と
し

て
利

用
さ

れ
て

い
る

。
無

-
無

有
第

一
中

学
校

避
難

所

2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
宮

古
第

一
中

学
校

前
バ

ス
停

）

1
1

有

2
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

7
6
1

1
3
4

5
6
8
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

施
設

の
利

用
形

態
が

、
専

ら
地

域
単

位
で

の
集

会
に

資
す

る
施

設
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
集

会
施

設
と

し
て

地
域

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
。

2
5
4

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

鍬
ヶ

崎
公

民
館

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

2
5
5

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

磯
鶏

公
民

館

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

住
民

に
と

っ
て

最
も

身
近

な
学

習
拠

点
と

い
う
だ

け
で

な
く
，

交
流

の
場

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

背
後

圏
人

口
が

多
い

磯
鶏

地
区

に
あ

る
こ

と
、

中
心

市
街

地
か

ら
も

比
較

的
近

い
こ

と
、

交
通

利
便

性
も

よ
い

こ
と

等
か

ら
、

公
民

館
の

利
用

者
数

は
上

位
で

あ
る

。

無
-

無
有

磯
鶏

小
学

校
避

難
所

、
河

南
中

学
校

避
難

所

9
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
市

民
文

化
会

館
前

バ
ス

停
）

3
4

有

1
5
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
9
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
4
0

1
3
4

1
7
9
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

磯
鶏

地
区

の
生

涯
学

習
活

動
や

地
域

活
動

を
奨

励
す

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
す

る
と

と
も

に
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

お
り
、

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
5
6

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

千
徳

公
民

館

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

住
民

に
と

っ
て

最
も

身
近

な
学

習
拠

点
と

い
う
だ

け
で

な
く
，

交
流

の
場

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
お

り
、
住

民
の

学
習

ニ
ー

ズ
や

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
多

様
な

学
習

機
会

の
提

供
が

行
わ

れ
て

お
り
、

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

中
心

市
街

地
か

ら
も

比
較

的
近

い
こ

と
、

交
通

利
便

性
も

よ
い

こ
と

等
か

ら
、

公
民

館
の

利
用

者
数

は
上

位
で

あ
る

。

無
-

有
有

千
徳

小
学

校
避

難
所

、
宮

古
西

中
学

校
避

難
所

9
0
（
西

ヶ
丘

団
地

入
口

バ
ス

停
）

2
7

有

3
5
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
9
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
6

1
3
4

1
1
.9

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

千
徳

地
区

の
生

涯
学

習
活

動
や

地
域

活
動

を
奨

励
す

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
す

る
と

と
も

に
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

お
り
、

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

2
5
7

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

花
輪

公
民

館

生
涯

学
習

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

花
輪

農
村

文
化

伝
承

館

施
設

が
老

朽
化

し
て

お
り
、
公

民
館

と
し

て
の

利
用

も
少

な
い

状
況

で
あ

る
。
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
活

動
の

多
く
は

設
備

の
整

っ
た

花
輪

農
村

文
化

伝
承

館
を

利
用

し
て

行
わ

れ
て

い
る

。

無
-

無
有

花
輪

小
学

校
避

難
所

、
花

輪
中

学
校

避
難

所

1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
花

輪
支

所
前

バ
ス

停
）

8
有

5
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
8

1
3
4

1
3
.4

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

施
設

の
老

朽
化

や
駐

車
場

が
な

い
こ

と
な

ど
に

よ
り
利

用
頻

度
が

低
く
、

花
輪

地
区

の
生

涯
学

習
や

地
域

活
動

を
奨

励
す

る
施

設
と

し
て

、
地

区
の

中
心

に
位

置
し

、
駐

車
場

も
備

え
る

花
輪

農
村

文
化

伝
承

館
と

の
複

合
化

を
図

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

2
5
8

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

津
軽

石
公

民
館

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

2
5
9

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

重
茂

公
民

館

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

住
民

に
と

っ
て

最
も

身
近

な
学

習
拠

点
と

い
う
だ

け
で

な
く
，

交
流

の
場

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

重
茂

地
区

の
中

心
的

公
共

施
設

と
な

っ
て

い
る

。

無
-

有
有

重
茂

小
学

校
避

難
所

、
重

茂
中

学
校

避
難

所

1
2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
重

茂
漁

協
前

バ
ス

停
）

5
有

1
5
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
2
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
9
6

1
3
4

1
4
6
.4

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

重
茂

地
区

の
生

涯
学

習
や

地
域

活
動

を
奨

励
す

る
施

設
と

し
て

、
サ

ー
ビ

ス
継

続
が

望
ま

し
い

。

2
6
0

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

崎
山

公
民

館

生
涯

学
習

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

地
域

住
民

に
と

っ
て

最
も

身
近

な
学

習
拠

点
と

い
う
だ

け
で

な
く
，

交
流

の
場

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

崎
山

地
区

の
中

心
的

公
共

施
設

と
な

っ
て

い
る

。

無
-

無
有

崎
山

小
学

校
避

難
所

、
崎

山
中

学
校

避
難

所

5
0
（
崎

山
バ

ス
停

）
2
6

有

1
0
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
3
0

1
3
4

1
7
1
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

崎
山

地
区

の
生

涯
学

習
や

地
域

活
動

を
奨

励
す

る
施

設
と

し
て

、
崎

山
貝

塚
縄

文
の

森
公

園
複

合
施

設
と

の
複

合
化

を
図

り
、

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
6
1

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

田
老

公
民

館

生
涯

学
習

課
田

老
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

施
設

が
津

波
で

浸
水

し
た

こ
と

か
ら

、
震

災
直

後
は

利
用

者
数

が
減

少
し

た
が

、
修

繕
に

よ
る

施
設

環
境

が
整

る
に

つ
れ

利
用

ニ
ー

ズ
も

高
ま

り
、

震
災

前
の

状
況

に
も

ど
り
つ

つ
あ

る
。

田
老

地
区

の
高

台
へ

の
住

宅
整

備
が

進
む

こ
と

か
ら

、
さ

ら
に

利
用

者
・
利

用
団

体
増

が
見

込
ま

れ
る

。

無
-

無
有

田
老

公
民

館
高

台
（
避

難
所

）
、

田
老

第
一

小
学

校
（
避

難
施

設
）

2
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

老
中

町
バ

ス
停

）

1
3

有

1
6
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

7
0
4

4
7

1
5
0
6
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

震
災

に
よ

り
住

居
の

高
台

移
転

等
社

会
環

境
が

大
き

く
変

化
す

る
こ

と
か

ら
、

復
興

に
向

け
た

新
た

な
ま

ち
づ

く
り
へ

の
支

援
や

継
続

し
た

生
涯

学
習

を
推

進
す

る
た

め
の

拠
点

施
設

と
し

て
重

要
で

あ
り
、

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

た
だ

し
、

体
育

館
機

能
に

つ
い

て
は

近
隣

の
施

設
の

利
用

状
況

な
ど

を
み

な
が

ら
施

設
の

あ
り
方

を
再

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

2
6
2

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

末
前

公
民

館

生
涯

学
習

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

老
朽

化
が

著
し

く
、

公
民

館
と

し
て

の
機

能
を

有
し

て
い

な
い

。
公

民
館

と
し

て
の

利
用

実
績

は
少

な
い

。

無
-

無
無

-

3
0
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
ふ

れ
あ

い
荘

バ
ス

停
）

3
有

約
1
0
台

収
容

可
能

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

過
不

足
等

の
不

都
合

は
な

い
。

地
域

の
住

民
以

外
の

利
用

は
な

い
も

の
の

、
最

寄
り
の

バ
ス

停
ま

で
約

3
k
m

と
遠

く
、

公
共

交
通

機
関

の
利

便
性

が
悪

い
。

4
7

4
7

1
0
0
.6

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

田
老

地
域

の
生

涯
学

習
を

推
進

す
る

施
設

と
し

て
は

田
老

公
民

館
で

充
足

す
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
再

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

2
6
3

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

小
田

代
公

民
館

生
涯

学
習

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

老
朽

化
が

著
し

く
、

公
民

館
と

し
て

の
機

能
を

有
し

て
い

な
い

。
公

民
館

利
用

も
年

数
回

で
あ

る
。

無
-

無
無

-
3
0
0
0
（
三

陸
鉄

道
田

老
駅

）
1
7

有

約
1
5
台

収
容

可
能

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

過
不

足
等

の
不

都
合

は
な

い
。

駅
か

ら
3
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
4
7

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

田
老

地
域

の
生

涯
学

習
を

推
進

す
る

施
設

と
し

て
は

田
老

公
民

館
で

充
足

す
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
再

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

2
6
4

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

畑
公

民
館

生
涯

学
習

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

老
朽

化
が

著
し

く
、

施
設

と
し

て
の

機
能

を
有

し
な

い
。

利
用

実
績

も
少

な
い

。

無
-

無
無

-
4
6
0
0
（
三

陸
鉄

道
摂

待
駅

）
1
1

有

約
１
０
台

収
容

可
能

の
駐

車
ス

ペ
ー

ス
が

あ
り
、

過
不

足
等

の
不

都
合

は
な

い
。

駅
か

ら
4
6
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
2

4
7

2
5
.7

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

田
老

地
域

の
生

涯
学

習
を

推
進

す
る

施
設

と
し

て
は

田
老

公
民

館
で

充
足

す
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
再

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

2
6
5

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

新
里

公
民

館

生
涯

学
習

課
新

里
見

直
し

（
Ⅱ

）
有

新
里

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

新
里

公
民

館
は

新
里

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

と
同

一
建

物
で

あ
る

。
公

民
館

的
な

機
能

も
新

里
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
が

担
っ

て
い

る
。

無
-

有
無

-

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
茂

市
バ

ス
停

）

2
1

有

5
3
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

大
型

バ
ス

の
乗

り
入

れ
に

も
十

分
対

応
可

能
で

あ
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
5

3
0

8
2
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

公
民

館
を

廃
止

し
て

も
、

新
里

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

が
そ

の
機

能
を

代
替

で
き

る
こ

と
か

ら
、

公
民

館
と

し
て

の
サ

ー
ビ

ス
の

あ
り
方

を
再

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
6
6

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

新
里

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

生
涯

学
習

課
新

里
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

地
域

住
民

に
と

っ
て

最
も

身
近

な
学

習
拠

点
と

い
う
だ

け
で

な
く
，

交
流

の
場

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
お

り
、
住

民
の

学
習

ニ
ー

ズ
や

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
多

様
な

学
習

機
会

の
提

供
が

行
わ

れ
て

お
り
、

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

有
無

-

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
茂

市
バ

ス
停

）

2
1

有

5
3
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

大
型

バ
ス

の
乗

り
入

れ
に

も
十

分
対

応
可

能
で

あ
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
5

3
0

8
2
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

社
会

環
境

の
変

化
や

生
活

水
準

の
向

上
等

市
民

の
生

活
が

多
様

化
し

て
い

く
中

で
、

市
民

が
自

発
的

、
継

続
的

に
学

習
し

、
豊

か
で

潤
い

の
あ

る
生

活
を

営
む

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
生

涯
学

習
の

場
と

し
て

必
要

で
あ

る
た

め
、

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

た
だ

し
、

体
育

館
機

能
は

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

で
充

足
す

る
こ

と
か

ら
、

統
合

が
望

ま
し

い
。

2
6
7

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

刈
屋

公
民

館

生
涯

学
習

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

刈
屋

公
民

館
と

基
幹

集
落

セ
ン

タ
ー

は
同

一
建

物
で

あ
る

。

地
域

住
民

に
と

っ
て

最
も

身
近

な
学

習
拠

点
と

い
う

だ
け

で
な

く
，

交
流

の
場

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
お

り
、

住
民

の
学

習
ニ

ー
ズ

や
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

多
様

な
学

習
機

会
の

提
供

が
行

わ
れ

て
お

り
、

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
基

幹
集

落
セ

ン
タ

ー
バ

ス
停

）

5
有

約
2
0
台

分
の

駐
車

ス
ペ

ー
ス

が
あ

り
、

地
域

で
利

用
す

る
分

に
は

十
分

で
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
1
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
8
5

3
0

6
0
8
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

社
会

環
境

の
変

化
や

生
活

水
準

の
向

上
等

市
民

の
生

活
が

多
様

化
し

て
い

く
中

で
、

市
民

が
自

発
的

、
継

続
的

に
学

習
し

、
豊

か
で

潤
い

の
あ

る
生

活
を

営
む

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
新

里
生

涯
学

習
セ

ン
タ

ー
と

と
も

に
、

新
里

地
域

を
カ

バ
ー

す
る

生
涯

学
習

の
拠

点
施

設
と

し
て

、
サ

ー
ビ

ス
継

続
が

望
ま

し
い

。

2
6
8

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

和
井

内
公

民
館

生
涯

学
習

課
新

里
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

地
域

住
民

に
と

っ
て

最
も

身
近

な
学

習
拠

点
と

い
う
だ

け
で

な
く
，

交
流

の
場

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
お

り
、
住

民
の

学
習

ニ
ー

ズ
や

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
多

様
な

学
習

機
会

の
提

供
が

行
わ

れ
て

お
り
、

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
伊

佐
内

口
バ

ス
停

）

5
有

3
4
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

地
域

で
利

用
す

る
に

は
十

分
で

あ
る

。

バ
ス

停
か

ら
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

8
6

3
0

2
8
2
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

新
里

地
区

の
公

民
館

の
中

で
は

建
物

が
比

較
的

新
し

く
、

会
議

室
、

多
目

的
ホ

ー
ル

、
調

理
実

習
室

等
、

設
備

的
に

も
広

さ
的

に
も

公
民

館
と

し
て

の
機

能
が

整
っ

て
い

る
。

新
里

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

と
と

も
に

、
新

里
地

域
を

カ
バ

ー
す

る
生

涯
学

習
の

拠
点

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

142



◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
6
9

公
民

館
・

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

川
井

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

生
涯

学
習

課
川

井
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

地
域

住
民

に
と

っ
て

最
も

身
近

な
学

習
拠

点
と

い
う
だ

け
で

な
く
，

交
流

の
場

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
お

り
、
住

民
の

学
習

ニ
ー

ズ
や

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
多

様
な

学
習

機
会

の
提

供
が

行
わ

れ
て

お
り
、

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

有
有

川
井

小
学

校

1
6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

井
バ

ス
停

）

1
7

有

通
常

時
の

利
用

に
つ

い
て

は
十

分
に

確
保

で
き

て
い

る
が

、
文

化
祭

等
利

用
者

が
多

い
場

合
は

、
隣

接
す

る
総

合
事

務
所

の
空

き
ス

ペ
ー

ス
を

利
用

し
て

お
り
、

不
足

は
な

い
。

バ
ス

停
か

ら
1
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
8
8

1
6

1
8
0
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅵ

-
１

生
涯

学
習

の
推

進
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
で

、
社

会
教

育
関

連
施

設
の

適
正

な
管

理
と

計
画

的
な

整
備

を
図

る
と

位
置

づ
け

。

社
会

環
境

の
変

化
や

生
活

水
準

の
向

上
等

市
民

の
生

活
が

多
様

化
し

て
い

く
中

で
、

市
民

が
自

発
的

、
継

続
的

に
学

習
し

、
豊

か
で

潤
い

の
あ

る
生

活
を

営
む

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
生

涯
学

習
の

場
と

し
て

必
要

で
あ

る
た

め
、

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

2
7
0

小
学

校
宮

古
小

学
校

総
務

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

有

急
傾

斜
危

険
個

所
（
が

け
く
ず

れ
）

有
無

-

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
保

久
田

バ
ス

停
）

1
4

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
,4

1
2

1
3
4

1
0
5
4
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
7
1

小
学

校
山

口
小

学
校

総
務

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
無

-

2
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
西

町
三

丁
目

バ
ス

停
）

1
5

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

9
3
1

1
3
4

6
9
5
.2

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
7
2

小
学

校
亀

岳
小

学
校

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

有

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

（
中

里
）

有
無

-

7
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
君

田
バ

ス
停

）

3
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

7
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
1
3
4

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
7
3

小
学

校
鍬

ヶ
崎

小
学

校
総

務
課

宮
古

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

有

土
砂

災
害

警
戒

区
域

（
日

影
町

の
沢

）

有
無

-

1
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
鍬

ヶ
崎

下
町

バ
ス

停
）

1
6

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

9
8
0

1
3
4

7
3
1
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
7
4

小
学

校
磯

鶏
小

学
校

総
務

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
無

-

2
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
磯

鶏
小

学
校

前
バ

ス
停

）

7
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
1
1

1
3
4

8
2
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
7
5

小
学

校
藤

原
小

学
校

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
無

-

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
藤

原
一

丁
目

）

4
1

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
1
2

1
3
4

4
5
7
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
7
6

小
学

校
高

浜
小

学
校

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

有

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

（
高

浜
四

丁
目

-
1
）

無
無

-

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
高

浜
小

学
校

下
バ

ス
停

）

4
1

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
9

1
3
4

3
6
.6

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
7
7

小
学

校
千

徳
小

学
校

総
務

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
有

宮
古

西
中

学
校

1
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
千

徳
小

学
校

前
）

1
6

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
4
9

1
3
4

2
6
0
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
7
8

小
学

校
花

輪
小

学
校

総
務

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

有

土
砂

災
害

警
戒

区
域

（
花

輪
の

沢
）

有
有

花
輪

農
村

文
化

伝
承

館
、

花
輪

中
学

校

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
花

輪
小

学
校

前
）

8
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
7
5

1
3
4

1
3
0
.7

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
7
9

小
学

校
津

軽
石

小
学

校
総

務
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

有

土
砂

災
害

警
戒

区
域

（
本

町
の

沢
）

有
無

-

6
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
津

軽
石

バ
ス

停
）

3
3

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

4
3
4

1
3
4

3
2
4
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
8
0

小
学

校
赤

前
小

学
校

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

有

土
砂

災
害

警
戒

区
域

（
赤

前
中

の
沢

）

有
無

-

4
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
赤

前
小

学
校

前
バ

ス
停

）

5
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

3
1

1
3
4

2
3
.1

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
8
1

小
学

校
千

鶏
小

学
校

総
務

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
8
2

小
学

校
重

茂
小

学
校

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
有

重
茂

中
学

校
、

重
茂

総
合

交
流

促
進

セ
ン

タ
ー

、
重

茂
漁

業
協

同
組

合

5
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
重

茂
中

学
校

前
バ

ス
停

）

5
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
0
7

1
3
4

7
9
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
8
3

小
学

校
鵜

磯
小

学
校

総
務

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

2
8
4

小
学

校
崎

山
小

学
校

総
務

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
有

崎
山

中
学

校

1
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
崎

山
小

学
校

口
バ

ス
停

）

2
6

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
8
2

1
3
4

2
1
0
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
8
5

小
学

校
田

老
第

一
小

学
校

総
務

課
田

老
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
有

田
老

総
合

事
務

所
、

常
運

寺

4
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

老
中

町
バ

ス
停

）

1
3

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

3
9
1

4
7

8
3
6
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
8
6

小
学

校
田

老
第

三
小

学
校

総
務

課
田

老
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
無

-
7
0
0
（
三

陸
鉄

道
摂

待
駅

）
1
1

無
-

駅
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

0
4
7

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
8
7

小
学

校
茂

市
小

学
校

総
務

課
新

里
見

直
し

（
Ⅱ

）
有

刈
屋

小
学

校

児
童

数
が

減
少

し
て

お
り
、

教
育

環
境

の
改

善
の

た
め

に
統

合
が

望
ま

し
い

。

無
-

有
有

新
里

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

、
新

里
福

祉
セ

ン
タ

ー

5
0
0
（
J
R

東
日

本
茂

市
駅

）
6

無
-

駅
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
8
0

3
0

5
9
2
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有

宮
古

市
立

小
・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
刈

屋
小

学
校

へ
統

合
（
名

称
：
新

里
小

学
校

）

プ
ー

ル
用

地
は

借
地

で
あ

り
、

廃
校

後
、

解
体

撤
去

す
る

。
校

舎
・
体

育
館

は
、

転
用

、
処

分
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

2
8
8

小
学

校
蟇

目
小

学
校

総
務

課
新

里
見

直
し

（
Ⅱ

）
有

刈
屋

小
学

校

児
童

数
が

減
少

し
て

お
り
、

教
育

環
境

の
改

善
の

た
め

に
統

合
が

望
ま

し
い

。

無
-

有
有

埋
蔵

文
化

財
収

蔵
室

（
旧

蟇
目

中
学

校
）
、

新
里

高
齢

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー

9
0
0
（
J
R

東
日

本
蟇

目
駅

）
6

無
-

駅
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
2
1

3
0

3
9
7
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有

宮
古

市
立

小
・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
刈

屋
小

学
校

へ
統

合
（
名

称
：
新

里
小

学
校

）

プ
ー

ル
用

地
は

借
地

で
あ

り
、

廃
校

後
、

解
体

撤
去

す
る

。
校

舎
・
体

育
館

は
、

転
用

、
処

分
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

2
8
9

小
学

校
刈

屋
小

学
校

総
務

課
新

里
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

児
童

数
が

減
少

し
て

お
り
、

教
育

環
境

の
改

善
の

た
め

に
統

合
が

望
ま

し
い

。

無
-

有
有

基
幹

集
落

セ
ン

タ
ー

4
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
基

幹
集

落
セ

ン
タ

ー
前

バ
ス

停
）

5
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

4
9

3
0

1
6
1
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有

宮
古

市
立

小
・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
茂

市
・
蟇

目
・

刈
屋

・
和

井
内

小
が

統
合

（
名

称
：
新

里
小

学
校

）

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
9
0

小
学

校
和

井
内

小
学

校
総

務
課

新
里

見
直

し
（
Ⅱ

）
有

刈
屋

小
学

校

児
童

数
が

減
少

し
て

お
り
、

教
育

環
境

の
改

善
の

た
め

に
統

合
が

望
ま

し
い

。

無
-

有
有

和
井

内
ふ

る
さ

と
会

館

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
和

井
内

小
学

校
前

バ
ス

停
）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

7
3
0

2
3
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有

宮
古

市
立

小
・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
刈

屋
小

学
校

へ
統

合
（
名

称
：
新

里
小

学
校

）

校
舎

・
体

育
館

は
、

転
用

、
処

分
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

2
9
1

小
学

校
川

井
小

学
校

総
務

課
川

井
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
有

川
井

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

1
0
0
（
J
R

東
日

本
陸

中
川

井
駅

）

6
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

1
0
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
8

1
6

3
6
4
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
9
2

小
学

校
川

井
西

小
学

校
総

務
課

川
井

見
直

し
（
Ⅱ

）
有

川
井

小
学

校
川

井
小

学
校

に
統

合
済

無
-

有
有

や
ま

び
こ

館

7
0
0
（
J
R

東
日

本
川

内
駅

）
5

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

7
0
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る

5
5

1
6

3
4
5
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有

宮
古

市
立

小
・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
川

井
小

学
校

に
統

合

校
舎

・
体

育
館

は
、

転
用

、
処

分
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

2
9
3

小
学

校
門

馬
小

学
校

総
務

課
川

井
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。
児

童
が

減
少

し
て

お
り
、

教
育

環
境

の
改

善
の

た
め

に
統

合
が

望
ま

し
い

。

無
-

有
有

門
馬

出
張

所

1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
門

馬
小

学
校

前
バ

ス
停

）

1
7

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
5

1
6

1
5
7
.1

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学

校
適

正
実

施
実

施
計

画
・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
9
4

小
学

校
江

繋
小

学
校

総
務

課
川

井
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

川
井

小
学

校
川

井
小

学
校

に
統

合
済

無
-

有
無

-

2
0
（
川

井
地

域
バ

ス
上

大
久

保
バ

ス
停

）

7
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る

3
8

1
6

2
3
8
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有

宮
古

市
立

小
・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
川

井
小

学
校

に
統

合

校
舎

・
体

育
館

は
、

転
用

、
処

分
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

2
9
5

小
学

校
小

国
小

学
校

総
務

課
川

井
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

川
井

小
学

校
川

井
小

学
校

に
統

合
済

無
-

有
有

川
井

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

1
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
高

森
バ

ス
停

）

2
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
1

1
6

1
3
2
.0

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有

宮
古

市
立

小
・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
川

井
小

学
校

に
統

合

校
舎

・
体

育
館

は
、

転
用

、
処

分
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

2
9
6

中
学

校
第

一
中

学
校

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
有

県
立

宮
古

高
校

、
陸

中
ビ

ル
、

キ
ャ

ト
ル

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
宮

町
三

丁
目

バ
ス

停
）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

7
6
1

1
3
4

5
6
8
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

2
9
7

中
学

校
第

二
中

学
校

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
有

県
立

宮
古

病
院

2
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
佐

原
団

地
バ

ス
停

）

4
6

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
5
7

1
3
4

3
4
1
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
9
8

中
学

校
河

南
中

学
校

総
務

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
有

県
立

大
学

宮
古

短
期

大
学

部

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
河

南
中

学
校

前
バ

ス
停

）

4
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
5
8

1
3
4

2
6
7
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

2
9
9

中
学

校
宮

古
西

中
学

校
総

務
課

宮
古

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
有

千
徳

小
学

校

1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
西

中
学

校
前

バ
ス

停
）

9
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
4
9

1
3
4

2
6
0
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

3
0
0

中
学

校
花

輪
中

学
校

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
有

花
輪

小
学

校
、

花
輪

農
村

文
化

伝
承

館

4
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
花

輪
小

学
校

前
バ

ス
停

）

8
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

8
9

1
3
4

6
6
.5

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
0
1

中
学

校
津

軽
石

中
学

校
総

務
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
無

-

5
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
津

軽
石

新
町

バ
ス

停
）

3
3

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
8
6

1
3
4

1
3
8
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

3
0
2

中
学

校
重

茂
中

学
校

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
有

重
茂

小
学

校
、

重
茂

総
合

交
流

促
進

セ
ン

タ
ー

、
重

茂
漁

業
協

同
組

合

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
重

茂
中

学
校

前
バ

ス
停

）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
0
7

1
3
4

7
9
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

3
0
3

中
学

校
崎

山
中

学
校

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
有

崎
山

小
学

校

1
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
崎

山
小

学
校

口
バ

ス
停

）

2
6

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
1
0

1
3
4

8
2
.1

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

3
0
4

中
学

校
田

老
第

一
中

学
校

総
務

課
田

老
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

無
無

-

5
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

老
診

療
所

前
バ

ス
停

）

1
0

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

7
0
4

4
7

1
5
0
6
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
0
5

中
学

校
新

里
中

学
校

総
務

課
新

里
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

無
-

有
有

下
刈

屋
地

区
総

合
セ

ン
タ

ー

8
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
蓬

莱
橋

バ
ス

停
）

5
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

8
6

3
0

2
8
2
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

3
0
6

中
学

校
川

井
中

学
校

総
務

課
川

井
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

教
育

法
に

お
け

る
義

務
教

育
学

校
で

あ
り
、

必
要

性
が

高
い

。

有

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

有
無

-
9
0
0
（
J
R

東
日

本
箱

石
駅

）
4

無
-

駅
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

7
1
6

4
4
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

有
宮

古
市

立
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

・
継

続

児
童

生
徒

の
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
こ

と
（
複

式
学

級
の

解
消

、
適

正
な

通
学

距
離

な
ど

）を
目

的
と

し
て

、
学

校
の

再
編

成
を

検
討

す
る

「
小

・
中

学
校

適
正

配
置

実
施

計
画

」
に

よ
り
、

学
校

施
設

と
し

て
継

続
利

用
す

る
。

計
画

的
に

建
物

の
改

修
、

建
替

え
を

行
い

、
児

童
数

の
減

少
に

合
わ

せ
て

建
替

え
時

に
減

床
を

図
る

。

3
0
7

給
食

セ
ン

タ
ー

宮
古

市
立

学
校

重
茂

給
食

セ
ン

タ
ー

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

給
食

は
、

児
童

生
徒

の
心

身
の

健
全

な
発

達
の

た
め

、
ま

た
食

に
関

す
る

正
し

い
理

解
を

養
う
た

め
に

必
要

で
あ

る
。

（
学

校
給

食
法

）
重

茂
地

区
の

学
校

給
食

を
セ

ン
タ

ー
で

共
同

調
理

し
て

お
り
、

効
率

的
で

あ
る

。

無
-

無
無

-

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
重

茂
中

学
校

前
バ

ス
停

）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
1

1
3
4

3
8
.1

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

無
-

児
童

生
徒

の
心

身
の

健
全

な
発

達
や

食
に

関
す

る
正

し
い

理
解

を
養

う
た

め
に

学
校

給
食

が
必

要
で

あ
り
、

効
率

化
を

図
る

た
め

、
共

同
調

理
施

設
と

し
て

継
続

利
用

す
る

。
計

画
的

に
建

物
の

改
修

、
建

替
え

を
行

い
、

児
童

数
の

減
少

に
合

わ
せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

る
。

3
0
8

給
食

セ
ン

タ
ー

宮
古

市
立

学
校

田
老

給
食

セ
ン

タ
ー

総
務

課
田

老
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

給
食

は
、

児
童

生
徒

の
心

身
の

健
全

な
発

達
の

た
め

、
ま

た
食

に
関

す
る

正
し

い
理

解
を

養
う
た

め
に

必
要

で
あ

る
。

（
学

校
給

食
法

）
田

老
地

区
～

鍬
ヶ

崎
小

ま
で

の
学

校
給

食
を

セ
ン

タ
ー

で
共

同
調

理
し

て
お

り
、
効

率
的

で
あ

る
。

無
-

無
無

-

4
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
口

バ
ス

停
）

1
0

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

2
3
9

4
7

5
1
1
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

無
-

児
童

生
徒

の
心

身
の

健
全

な
発

達
や

食
に

関
す

る
正

し
い

理
解

を
養

う
た

め
に

学
校

給
食

が
必

要
で

あ
り
、

効
率

化
を

図
る

た
め

、
共

同
調

理
施

設
と

し
て

継
続

利
用

す
る

。
計

画
的

に
建

物
の

改
修

、
建

替
え

を
行

い
、

児
童

数
の

減
少

に
合

わ
せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

る
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
0
9

給
食

セ
ン

タ
ー

宮
古

市
立

学
校

新
里

給
食

セ
ン

タ
ー

総
務

課
新

里
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

給
食

は
、

児
童

生
徒

の
心

身
の

健
全

な
発

達
の

た
め

、
ま

た
食

に
関

す
る

正
し

い
理

解
を

養
う
た

め
に

必
要

で
あ

る
。

（
学

校
給

食
法

）
新

里
地

区
か

ら
赤

前
小

学
校

ま
で

の
学

校
給

食
を

セ
ン

タ
ー

で
共

同
調

理
し

て
お

り
、

効
率

的
で

あ
る

。

無
-

無
無

-
1
0
0
0
（
J
R

東
日

本
蟇

目
駅

）
6

無
-

駅
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
2
1

3
0

3
9
7
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

無
-

児
童

生
徒

の
心

身
の

健
全

な
発

達
や

食
に

関
す

る
正

し
い

理
解

を
養

う
た

め
に

学
校

給
食

が
必

要
で

あ
り
、

効
率

化
を

図
る

た
め

、
共

同
調

理
施

設
と

し
て

継
続

利
用

す
る

。
計

画
的

に
建

物
の

改
修

、
建

替
え

を
行

い
、

児
童

数
の

減
少

に
合

わ
せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

る
。

3
1
0

給
食

セ
ン

タ
ー

宮
古

市
立

川
井

地
区

給
食

セ
ン

タ
ー

総
務

課
川

井
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

学
校

給
食

は
、

児
童

生
徒

の
心

身
の

健
全

な
発

達
の

た
め

、
ま

た
食

に
関

す
る

正
し

い
理

解
を

養
う
た

め
に

必
要

で
あ

る
。

（
学

校
給

食
法

）
川

井
地

区
の

学
校

給
食

を
セ

ン
タ

ー
で

共
同

調
理

し
て

お
り
、

効
率

的
で

あ
る

。

無
-

無
無

-
5
0
（
J
R
東

日
本

陸
中

川
井

駅
）

6
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

5
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
8
8

1
6

1
8
0
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「6

-
2
学

校
教

育
の

充
実

」
に

関
連

無
-

児
童

生
徒

の
心

身
の

健
全

な
発

達
や

食
に

関
す

る
正

し
い

理
解

を
養

う
た

め
に

学
校

給
食

が
必

要
で

あ
り
、

効
率

化
を

図
る

た
め

、
共

同
調

理
施

設
と

し
て

継
続

利
用

す
る

。
計

画
的

に
建

物
の

改
修

、
建

替
え

を
行

い
、

児
童

数
の

減
少

に
合

わ
せ

て
建

替
え

時
に

減
床

を
図

る
。

3
1
1

福
祉

施
設

田
代

地
区

介
護

予
防

拠
点

施
設

介
護

保
険

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

田
代

地
区

（
山

間
地

）に
お

け
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
必

要
と

す
る

高
齢

者
に

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。
ま

た
、

近
隣

に
代

替
施

設
が

な
い

た
め

、
地

区
の

高
齢

者
福

祉
に

大
き

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

無
-

無
有

田
代

林
業

者
セ

ン
タ

ー

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

代
バ

ス
停

前
）

3
有

1
0
台

分
ほ

ど
の

駐
車

場
が

あ
る

が
、

利
用

者
は

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

者
の

送
迎

等
に

よ
り
施

設
を

利
用

し
て

い
る

た
め

、
駐

車
場

の
利

用
は

ほ
ぼ

無
し

。
（
田

代
林

業
者

セ
ン

タ
ー

敷
地

内
）

バ
ス

停
か

ら
1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
1
3
4

4
.5

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
必

要
と

す
る

利
用

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

但
し

、
施

設
建

設
時

か
ら

比
べ

る
と

、
当

該
地

域
へ

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
で

き
る

事
業

者
も

増
え

て
い

る
こ

と
か

ら
、

運
営

団
体

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
と

考
え

ら
れ

る
。

3
1
2

福
祉

施
設

金
浜

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

介
護

保
険

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

宮
古

市
内

に
約

6
0
ク

ラ
ブ

あ
る

、
老

人
ク

ラ
ブ

の
活

動
等

を
支

援
し

、
高

齢
者

が
様

々
な

活
動

や
交

流
を

通
じ

健
康

的
な

生
活

を
送

り
、

高
齢

者
の

閉
じ

こ
も

り
、

社
会

的
孤

立
の

防
止

及
び

生
き

が
い

づ
く
り
の

推
進

に
大

き
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
。

無
-

有
有

身
体

障
害

者
福

祉
セ

ン
タ

ー

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
金

浜
バ

ス
停

前
）

5
有

1
7
台

分
（
身

体
障

碍
者

福
祉

セ
ン

タ
ー

と
共

用
）
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
は

ほ
ぼ

満
車

に
な

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

4
9

1
3
4

3
6
.6

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
5
高

齢
者

福
祉

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

無
-

老
人

ク
ラ

ブ
の

活
動

等
を

支
援

し
、

高
齢

者
が

様
々

な
活

動
や

交
流

を
通

じ
健

康
的

な
生

活
を

送
れ

る
よ

う
、

生
き

が
い

づ
く
り
の

推
進

に
大

き
な

役
割

を
果

た
し

て
お

り
今

後
も

継
続

し
て

活
動

し
て

い
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。
現

在
の

施
設

は
老

朽
化

し
て

お
り
、

代
替

え
施

設
の

必
要

性
が

あ
る

。
設

置
場

所
と

し
て

は
現

在
の

位
置

に
固

執
す

る
も

の
で

は
な

い
。

ま
た

、
現

在
と

同
程

度
の

活
動

が
可

能
で

あ
れ

ば
他

施
設

と
の

複
合

化
に

よ
り
活

動
し

て
い

く
こ
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
1
3

福
祉

施
設

身
体

障
害

者
福

祉
セ

ン
タ

ー

福
祉

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

宮
古

市
障

が
い

者
福

祉
計

画
の

基
本

理
念

「
ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

の
実

現
」の

た
め

、
機

能
回

復
訓

練
や

相
談

業
務

、
身

体
障

害
者

関
係

福
祉

団
体

へ
の

支
援

な
ど

、
計

画
の

推
進

の
た

め
利

用
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

障
害

者
向

け
の

バ
リ
ア

フ
リ
ー

設
備

も
充

実
し

て
お

り
、

障
が

い
者

の
居

場
所

づ
く
り
と

見
守

り
の

役
割

も
果

た
し

て
い

る
。

。

無
-

有
有

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

2
3
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
高

浜
小

学
校

下
バ

ス
停

）

3
9

有

１
７
台

分
（
バ

ス
用

２
台

分
含

む
）
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
満

車
に

な
る

。
老

人
福

祉
セ

ン
タ

ー
と

共
用

で
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
3
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

4
9

1
3
4

3
6
.6

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

-
7
障

害
者

福
祉

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

無
-

市
民

の
福

祉
活

動
を

奨
励

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
で

あ
る

相
談

支
援

体
制

、
社

会
参

加
を

促
進

す
る

施
設

と
し

て
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
1
4

福
祉

施
設

総
合

福
祉

セ
ン

タ
ー

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

宮
古

市
地

域
福

祉
計

画
の

推
進

の
た

め
、

高
齢

者
、

障
害

者
等

へ
の

在
宅

支
援

、
地

域
福

祉
活

動
の

助
長

、
ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

の
啓

発
・

普
及

活
動

に
係

る
事

業
を

実
施

し
、
社

会
福

祉
の

増
進

の
役

割
を

担
っ

て
お

り
、

各
種

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

や
、

そ
の

他
市

民
団

体
等

の
福

祉
活

動
場

所
と

し
て

、
幅

広
く
活

用
さ

れ
て

い
る

。
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
視

覚
障

が
い

者
へ

の
音

声
訳

の
取

り
組

み
で

視
聴

覚
室

を
利

用
し

た
り
、
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
な

ど
を

通
じ

て
の

見
守

り
活

動
な

ど
地

域
福

祉
の

推
進

に
役

立
っ

て
い

る
。

有

洪
水

危
険

区
域

（
2
.0

～
5
.0

ｍ
）

有
無

（
福

祉
避

難
所

と
し

て
指

定
し

て
お

り
、

一
般

避
難

所
と

は
、

別
対

応
と

考
え

ら
れ

る
。

）

9
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
あ

け
ぼ

の
団

地
口

バ
ス

停
）

3
有

２
７
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

施
設

利
用

時
に

は
満

車
と

な
る

。
利

用
者

は
、

近
隣

の
閉

伊
川

河
川

敷
公

園
の

駐
車

場
を

利
用

可
能

で
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
9
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
6
8

1
3
4

2
7
4
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅳ

-
4
地

域
福

祉
活

動
の

充
実

」
と

関
連

あ
り
。

無
-

市
民

の
福

祉
活

動
を

奨
励

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
福

祉
サ

ー
ビ

ス
を

効
果

的
に

提
供

し
て

い
く
た

め
の

地
域

福
祉

活
動

の
拠

点
施

設
と

し
て

総
合

計
画

で
位

置
付

け
て

お
り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
1
5

福
祉

施
設

千
徳

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

介
護

保
険

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
有

ニ
チ

イ
ケ

ア
セ

ン
タ

ー
宮

古

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
必

要
と

す
る

高
齢

者
に

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

高
齢

化
が

進
み

利
用

者
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

中
、

施
設

の
果

た
す

役
割

が
大

き
く

な
っ

て
い

る
。

有
洪

水
浸

水
区

域
無

有

千
徳

小
学

校
、

宮
古

西
中

学
校

2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
西

ヶ
丘

入
口

バ
ス

停
前

）

1
4

有

2
0
台

分
ほ

ど
の

駐
車

場
が

あ
る

が
、

利
用

者
は

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
の

送
迎

に
て

施
設

利
用

。
駐

車
場

は
事

業
者

の
送

迎
車

等
で

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

4
2
4

1
3
4

3
1
6
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
必

要
と

す
る

利
用

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

但
し

、
近

隣
に

類
似

施
設

が
複

数
立

地
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

は
充

足
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

運
営

団
体

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
と

考
え

ら
れ

る
。

3
1
6

福
祉

施
設

近
内

介
護

予
防

拠
点

施
設

介
護

保
険

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

高
齢

者
へ

の
介

護
予

防
に

お
け

る
運

動
訓

練
等

の
指

導
を

実
施

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

お
り
、

高
齢

化
が

進
む

中
で

、
高

齢
者

が
介

護
が

必
要

な
状

態
に

な
る

前
に

予
防

策
に

取
り
組

み
、

健
康

や
身

体
機

能
を

維
持

す
る

た
め

に
大

き
な

役
割

を
担

っ
て

い
る

。

有
洪

水
浸

水
区

域
無

有

千
徳

小
学

校
、

宮
古

西
中

学
校

1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
近

内
地

区
セ

ン
タ

ー
バ

ス
停

前
）

5
無

2
台

分
の

駐
車

場
が

あ
る

が
、

送
迎

車
用

及
び

職
員

駐
車

場
と

し
て

利
用

中
。

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
3
6

1
3
4

3
2
5
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

運
動

訓
練

等
の

介
護

予
防

指
導

を
実

施
す

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
但

し
、

介
護

予
防

の
必

要
性

か
ら

、
今

後
他

事
業

者
や

地
域

住
民

に
お

い
て

同
様

の
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
移

管
が

望
ま

し
い

と
考

え
ら

れ
る

。

3
1
7

福
祉

施
設

長
沢

地
区

介
護

予
防

拠
点

施
設

介
護

保
険

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

小
規

模
多

機
能

セ
ン

タ
ー

さ
く
ら

つ
つ

み

現
在

は
近

隣
に

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

所
が

あ
る

た
め

施
設

利
用

な
し

。

無
-

無
有

長
沢

農
村

セ
ン

タ
ー

1
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
長

沢
バ

ス
停

前
）

8
有

5
台

分
ほ

ど
の

駐
車

場
が

あ
る

が
、

駐
車

場
の

利
用

は
ほ

ぼ
無

し
。

（
長

沢
農

村
セ

ン
タ

ー
敷

地
内

）

バ
ス

停
か

ら
1
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
2
5

1
3
4

9
3
.3

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
必

要
と

す
る

利
用

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

但
し

、
施

設
建

設
時

か
ら

比
べ

る
と

、
当

該
地

域
へ

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
で

き
る

事
業

者
も

増
え

て
い

る
こ

と
か

ら
、

運
営

団
体

へ
の

移
管

が
望

ま
し

い
と

考
え

ら
れ

る
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
1
8

福
祉

施
設

養
護

老
人

ホ
ー

ム
・
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
（
清

寿
荘

）

介
護

保
険

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

環
境

上
の

理
由

及
び

経
済

的
な

理
由

に
よ

り
、

在
宅

で
生

活
す

る
こ

と
が

困
難

な
高

齢
者

が
安

心
し

て
生

活
す

る
こ

と
が

で
き

る
措

置
施

設
と

し
て

高
齢

者
の

福
祉

に
大

き
な

役
割

を
担

っ
て

お
り
、

今
後

も
高

齢
者

及
び

生
活

保
護

受
給

者
の

増
加

に
伴

い
措

置
施

設
の

必
要

性
が

高
ま

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

無
-

無
無

-

9
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
荷

竹
バ

ス
停

前
）

5
有

3
0
台

分
ほ

ど
の

駐
車

場
が

あ
る

が
、

入
所

者
は

車
を

所
持

し
て

お
ら

ず
、

利
用

者
は

サ
ー

ビ
ス

事
業

者
の

送
迎

に
て

施
設

利
用

。
駐

車
場

は
事

業
者

の
送

迎
車

等
及

び
職

員
の

車
が

利
用

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
9
0
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
9
7

1
3
4

2
2
1
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

環
境

上
の

理
由

及
び

経
済

的
な

理
由

に
よ

り
、

在
宅

で
生

活
す

る
こ

と
が

困
難

な
高

齢
者

が
安

心
し

て
生

活
す

る
こ

と
が

で
き

る
措

置
施

設
と

し
て

高
齢

者
の

福
祉

に
大

き
な

役
割

を
担

っ
て

お
り
、

今
後

も
継

続
し

て
施

設
を

運
営

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

現
在

は
公

設
民

営
に

て
施

設
を

運
営

し
て

い
る

が
、

将
来

的
に

は
施

設
を

譲
渡

す
る

か
民

設
民

営
に

て
施

設
を

継
続

し
て

運
営

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
と

考
え

ら
れ

る
。

3
1
9

福
祉

施
設

重
茂

北
地

区
介

護
予

防
拠

点
施

設

介
護

保
険

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

重
茂

北
地

区
（
山

間
地

）に
お

け
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
必

要
と

す
る

高
齢

者
に

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。
ま

た
、

近
隣

に
代

替
施

設
が

な
い

た
め

、
地

区
の

高
齢

者
福

祉
に

大
き

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

無
-

無
無

-
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
上

加
村

バ
ス

停
）

0
（
※

現
在

休
止

中
）

有

1
0
台

分
ほ

ど
の

駐
車

場
が

あ
る

が
、

利
用

者
は

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

者
の

送
迎

等
に

よ
り
施

設
を

利
用

し
て

い
る

た
め

、
駐

車
場

の
利

用
は

ほ
ぼ

無
し

。
（
重

茂
北

地
区

公
民

館
敷

地
内

）

路
線

バ
ス

は
休

止
中

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
1
3
4

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
必

要
と

す
る

利
用

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

但
し

、
施

設
建

設
時

か
ら

比
べ

る
と

、
当

該
地

域
へ

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
で

き
る

事
業

者
も

増
え

て
い

る
こ

と
か

ら
、

運
営

団
体

へ
の

移
管

望
ま

し
い

と
考

え
ら

れ
る

。

3
2
0

福
祉

施
設

老
人

憩
の

家
小

田
代

山
荘

田
老

総
合

事
務

所

田
老

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

3
年

間
（
2
4
～

2
6
年

度
）
平

均
で

、
年

間
2
7
,2

6
5
人

の
利

用
が

あ
る

が
、

固
定

客
の

減
少

に
伴

い
、

年
々

減
少

し
て

い
る

。

無
-

有
無

-
3
5
0
0
（
三

鉄
田

老
駅

）
1
1

有
利

用
客

な
ど

過
不

足
な

く
利

用
し

て
い

る
。

駅
か

ら
3
5
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
8

4
7

8
1
.3

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
Ⅳ

－
１

健
康

づ
く
り
の

推
進

と
関

連
あ

り
無

-

施
設

の
老

朽
化

と
、

利
用

者
の

減
少

傾
向

に
よ

り
利

用
料

で
の

維
持

管
理

が
ま

す
ま

す
困

難
に

な
る

と
見

込
ま

れ
る

。
ま

た
、

地
区

内
に

類
似

施
設

も
あ

る
こ

と
か

ら
、

現
在

の
サ

ー
ビ

ス
、

建
物

の
あ

り
方

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

3
2
1

福
祉

施
設

新
里

高
齢

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー

新
里

総
合

事
務

所

新
里

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

高
齢

者
の

創
造

的
活

動
を

助
長

し
、

高
齢

者
福

祉
の

増
進

と
住

民
の

教
養

の
向

上
、

生
活

文
化

の
振

興
の

た
め

の
施

設
で

あ
る

が
、

主
に

近
隣

住
民

の
集

会
施

設
と

し
て

の
ニ

ー
ズ

が
高

い
。

無
-

有
有

八
坂

部
落

会
館

、
下

川
原

子
供

会
館

1
0
0
（
J
R

山
田

線
蟇

目
駅

）
1
7

有
1
5
台

可
能

で
不

足
は

な
い

。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

5
8

3
0

1
9
0
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

高
齢

者
の

創
造

的
活

動
を

助
長

し
、

高
齢

者
福

祉
の

増
進

と
住

民
の

教
養

の
向

上
、

生
活

文
化

の
振

興
の

た
め

の
施

設
で

あ
る

が
、

近
隣

住
民

の
集

会
施

設
と

し
て

の
利

用
が

主
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
地

域
へ

の
移

管
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
2
2

福
祉

施
設

老
人

憩
の

家
安

庭
山

荘

新
里

総
合

事
務

所

新
里

見
直

し
（
Ⅲ

）
有

湯
っ

た
り

館

地
区

内
巡

回
送

迎
バ

ス
で

集
客

し
て

お
り
、

ま
た

、
近

年
は

地
区

外
か

ら
の

団
体

利
用

が
早

期
に

予
約

で
埋

ま
る

事
か

ら
、

ニ
ー

ズ
の

高
い

施
設

で
あ

る
。

無
-

無
有

和
井

内
ふ

る
さ

と
会

館
、

和
井

内
林

山
会

館
、

6
2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
和

井
内

バ
ス

停
）

5
有

施
設

玄
関

前
広

場
に

8
台

可
能

で
、

不
足

は
な

い
。

バ
ス

停
か

ら
6
2
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
3
0

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

　
建

物
の

老
朽

化
が

進
ん

で
お

り
、

近
隣

に
同

類
施

設
が

存
在

す
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

3
2
3

福
祉

施
設

高
齢

者
生

活
福

祉
セ

ン
タ

ー

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

市
社

会
福

祉
協

議
会

川
井

支
所

が
運

営
す

る
高

齢
者

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

事
業

を
実

施
し

て
お

り
、

高
齢

化
社

会
に

お
い

て
、
利

用
を

維
持

す
る

必
要

が
あ

る
。

有
土

石
流

危
険

区
域

無
無

-

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

井
バ

ス
停

）

1
7

有
充

足
し

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
8
8

1
6

1
8
0
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

社
会

福
祉

施
設

（
高

齢
者

デ
ィ

サ
ー

ビ
ス

）を
行

っ
て

い
る

施
設

で
あ

り
、

需
要

の
関

係
か

ら
サ

ー
ビ

ス
は

継
続

す
る

べ
き

3
2
4

福
祉

施
設

門
馬

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

介
護

保
険

課
川

井
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

門
馬

地
区

（
山

間
地

）に
お

け
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
必

要
と

す
る

高
齢

者
に

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。
ま

た
、

近
隣

に
代

替
施

設
が

な
い

た
め

、
地

区
の

高
齢

者
福

祉
に

大
き

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

無
-

無
有

門
馬

小
学

校
1
5
0
（
Ｊ
Ｒ

山
田

線
松

草
駅

）

3
有

1
0
台

分
ほ

ど
の

駐
車

場
が

あ
る

が
、

利
用

者
は

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

者
の

送
迎

等
に

よ
り
施

設
を

利
用

し
て

お
り
、

駐
車

場
は

出
張

所
利

用
者

、
事

業
者

等
が

利
用

し
て

い
る

。
（
門

馬
出

張
所

・
門

馬
保

育
所

敷
地

内
）

駅
か

ら
1
5
0
ｍ

で
あ

り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
1

1
6

6
9
.1

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

施
設

周
辺

の
人

口
が

少
な

く
、

将
来

的
に

介
護

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
が

減
少

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

が
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
必

要
と

す
る

利
用

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

運
営

団
体

へ
の

移
管

を
視

野
に

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
2
5

福
祉

施
設

小
国

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

介
護

保
険

課
川

井
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

小
国

地
区

（
山

間
地

）に
お

け
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
必

要
と

す
る

高
齢

者
に

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。
ま

た
、

近
隣

に
代

替
施

設
が

な
い

た
め

、
地

区
の

高
齢

者
福

祉
に

大
き

な
役

割
を

担
っ

て
い

る
。

無
-

無
有

旧
小

国
小

学
校

3
0
0
（
川

井
地

域
振

興
バ

ス
小

国
バ

ス
停

前
）

7
有

1
5
台

分
ほ

ど
の

駐
車

場
が

あ
る

が
、

利
用

者
は

サ
ー

ビ
ス

提
供

事
業

者
の

送
迎

等
に

よ
り
施

設
を

利
用

し
て

お
り
、

駐
車

場
は

出
張

所
利

用
者

、
事

業
者

等
が

利
用

し
て

い
る

。
（
小

国
出

張
所

・
小

国
保

育
所

敷
地

内
）

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
7

1
6

2
3
2
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

施
設

周
辺

の
人

口
が

少
な

く
、

将
来

的
に

介
護

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
が

減
少

す
る

こ
と

が
考

え
ら

れ
る

が
、

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
必

要
と

す
る

利
用

者
へ

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

運
営

団
体

へ
の

移
管

を
視

野
に

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
2
6

保
健

施
設

宮
古

保
健

セ
ン

タ
ー

健
康

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
2
7

保
健

施
設

田
老

保
健

セ
ン

タ
ー

健
康

課
田

老
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

田
老

地
区

住
民

の
健

康
づ

く
り
（
健

康
相

談
、

保
健

指
導

、
健

康
診

査
な

ど
）に

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

お
り
、

住
民

の
利

用
及

び
ニ

ー
ズ

も
高

い
。

無
-

無
有

田
老

公
民

館
高

台
、

田
老

第
一

小
学

校

2
5
0
（
田

老
中

町
バ

ス
停

）
1
3

有

1
6
台

分
の

駐
車

場
を

田
老

公
民

館
と

共
用

し
て

い
る

。
健

診
等

イ
ベ

ン
トの

際
は

近
隣

の
田

老
総

合
事

務
所

等
の

駐
車

場
を

確
保

で
き

る
状

況
で

あ
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

7
0
4

4
7

1
5
0
6
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
第

４
章

健
康

で
ふ

れ
あ

い
の

あ
る

地
域

づ
く
り
　

第
１

 健
康

づ
く
り
の

推
進

」と
の

関
連

あ
り
。

無
-

田
老

地
区

住
民

の
健

康
づ

く
り

（
健

康
相

談
、

保
健

指
導

、
健

康
診

査
な

ど
）に

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
2
8

保
健

施
設

新
里

保
健

セ
ン

タ
ー

健
康

課
新

里
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

新
里

地
区

住
民

の
健

康
づ

く
り
（
健

康
相

談
、

保
健

指
導

、
健

康
診

査
な

ど
）に

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

お
り
、

住
民

の
利

用
及

び
ニ

ー
ズ

も
高

い
。

無
-

有
有

新
里

福
祉

セ
ン

タ
ー

2
5
0
（
紫

桐
苑

前
バ

ス
停

）
5

有

1
3
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

健
診

時
以

外
は

過
不

足
な

く
利

用
で

き
る

状
況

で
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

4
8

3
0

1
5
7
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

４
章

健
康

で
ふ

れ
あ

い
の

あ
る

地
域

づ
く
り
　

第
１

 健
康

づ
く
り
の

推
進

」と
の

関
連

あ
り
。

無
-

新
里

地
区

住
民

の
健

康
づ

く
り

（
健

康
相

談
、

保
健

指
導

、
健

康
診

査
な

ど
）に

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
2
9

保
健

施
設

川
井

保
健

セ
ン

タ
ー

健
康

課
川

井
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

川
井

地
区

住
民

の
健

康
づ

く
り
（
健

康
相

談
、

保
健

指
導

、
健

康
診

査
な

ど
）に

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

お
り
、

住
民

の
利

用
及

び
ニ

ー
ズ

も
高

い
。

無
-

無
有

川
井

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

井
バ

ス
停

）

1
7

有

川
井

総
合

事
務

所
の

駐
車

場
を

共
用

し
、

過
不

足
な

く
利

用
で

き
る

状
況

で
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
8
8

1
6

1
8
0
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
第

４
章

健
康

で
ふ

れ
あ

い
の

あ
る

地
域

づ
く
り
　

第
１

 健
康

づ
く
り
の

推
進

」と
の

関
連

あ
り
。

無
-

川
井

地
区

住
民

の
健

康
づ

く
り

（
健

康
相

談
、

保
健

指
導

、
健

康
診

査
な

ど
）に

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
3
0

医
療

施
設

重
茂

診
療

所
健

康
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

重
茂

地
区

住
民

の
唯

一
の

診
療

施
設

と
し

て
、
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
ま

た
、

地
域

医
療

の
根

幹
を

担
っ

て
お

り
、

住
民

の
利

用
及

び
ニ

ー
ズ

も
高

い
。

無
-

無
有

重
茂

地
区

総
合

交
流

セ
ン

タ
ー

1
0
（
重

茂
漁

協
前

バ
ス

停
）

4
有

重
茂

漁
業

協
同

組
合

の
駐

車
場

を
共

用
し

、
過

不
足

な
く

利
用

で
き

る
状

況
で

あ
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
9
6

1
3
4

1
4
6
.4

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

４
章

健
康

で
ふ

れ
あ

い
の

あ
る

地
域

づ
く
り
　

第
２

 医
療

の
充

実
」
と

の
関

連
あ

り
。

無
-

宮
古

病
院

ま
で

4
0
分

以
上

を
要

す
る

重
茂

地
区

の
診

療
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
す

る
と

と
も

に
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

お
り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
3
1

医
療

施
設

摂
待

出
張

診
療

所
健

康
課

田
老

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-
東

日
本

大
震

災
以

降
は

休
診

中
で

あ
る

。
無

-
有

有

田
老

第
三

小
学

校
体

育
館

（
避

難
所

）

1
8
0
（
三

陸
鉄

道
北

リ
ア

ス
線

摂
待

駅
）

1
1

有
東

日
本

大
震

災
以

降
休

診
し

て
い

る
た

め
、

利
用

は
な

い
。

バ
ス

停
か

ら
1
8
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
2

4
7

2
5
.7

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
第

４
章

健
康

で
ふ

れ
あ

い
の

あ
る

地
域

づ
く
り
　

第
２

 医
療

の
充

実
」
と

の
関

連
あ

り
。

無
-

東
日

本
大

震
災

以
降

は
休

診
中

。
当

面
、

休
止

と
し

、
平

成
２
８

年
８
月

に
三

王
団

地
に

田
老

診
療

所
が

復
旧

予
定

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

利
用

状
況

を
見

極
め

た
い

。

3
3
2

医
療

施
設

田
老

診
療

所
健

康
課

田
老

継
続

（
Ⅰ

）
【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
3
3

医
療

施
設

新
里

診
療

所
健

康
課

新
里

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

新
里

地
区

住
民

の
唯

一
の

診
療

施
設

と
し

、
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
ま

た
、

地
域

医
療

の
根

幹
を

担
っ

て
お

り
、

住
民

の
利

用
及

び
ニ

ー
ズ

も
高

い
。

無
-

無
有

新
里

保
健

セ
ン

タ
ー

2
5
0
（
紫

桐
苑

前
バ

ス
停

）
5

有
過

不
足

な
く
利

用
で

き
る

状
況

で
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

5
0

3
0

1
6
4
.4

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
第

４
章

健
康

で
ふ

れ
あ

い
の

あ
る

地
域

づ
く
り
　

第
２

 医
療

の
充

実
」
と

の
関

連
あ

り
。

無
-

新
里

地
区

住
民

の
唯

一
の

診
療

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
3
4

医
療

施
設

川
井

診
療

所
健

康
課

川
井

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

川
井

地
区

住
民

の
唯

一
の

診
療

施
設

と
し

て
、
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
ま

た
、

地
域

医
療

の
根

幹
を

担
っ

て
お

り
、

住
民

の
利

用
及

び
ニ

ー
ズ

も
高

い
。

無
-

無
有

川
井

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

井
バ

ス
停

）

1
7

有
1
0
台

分
の

駐
車

場
は

あ
る

が
、

や
や

不
足

ぎ
み

で
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
8
8

1
6

1
8
0
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

「
第

４
章

健
康

で
ふ

れ
あ

い
の

あ
る

地
域

づ
く
り
　

第
２

 医
療

の
充

実
」
と

の
関

連
あ

り
。

無
-

川
井

地
区

住
民

の
唯

一
の

診
療

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

も
一

致
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
3
5

保
育

所
愛

宕
保

育
所

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

佐
原

保
育

所
、

常
安

寺
保

育
園

、
宮

古
保

育
園

児
童

福
祉

法
の

規
定

に
基

づ
き

、
保

育
を

必
要

と
す

る
児

童
を

保
育

す
る

施
設

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
と

し
て

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

に
対

す
る

利
用

ニ
ー

ズ
も

高
ま

っ
て

い
る

。

有
土

砂
災

害
警

戒
区

域
無

有
旧

愛
宕

小
学

校

2
0
0
ｍ

（
岩

手
県

北
バ

ス
築

地
二

丁
目

バ
ス

停
）

4
6

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
0
7

1
3
4

3
7
8
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
お

い
て

、
保

育
所

の
適

正
な

配
置

を
図

る
旨

記
載

。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
で

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

の
利

用
ニ

ー
ズ

も
高

ま
っ

て
い

る
。

近
隣

に
民

間
運

営
の

保
育

所
は

あ
る

が
、

定
員

を
超

え
て

児
童

を
受

け
入

れ
て

い
る

状
況

に
あ

る
こ

と
か

ら
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
3
6

保
育

所
山

口
保

育
所

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

（
予

定
）

認
定

こ
ど

も
園

宮
古

ひ
か

り

児
童

福
祉

法
の

規
定

に
基

づ
き

、
保

育
を

必
要

と
す

る
児

童
を

保
育

す
る

施
設

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
と

し
て

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

に
対

す
る

利
用

ニ
ー

ズ
も

高
ま

っ
て

い
る

。

有
土

砂
災

害
警

戒
区

域
無

有

山
口

小
学

校
、

山
口

公
民

館

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
山

口
五

丁
目

バ
ス

停
）

1
4

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
6
0

1
3
4

1
9
4
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
お

い
て

、
保

育
所

の
適

正
な

配
置

を
図

る
旨

記
載

。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
で

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

の
利

用
ニ

ー
ズ

も
高

ま
っ

て
い

る
。

近
隣

に
民

間
運

営
の

認
定

こ
ど

も
園

が
開

所
予

定
で

あ
る

が
、

共
稼

ぎ
等

に
よ

る
保

育
ニ

ー
ズ

は
当

面
高

い
水

準
で

の
推

移
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
3
7

保
育

所
佐

原
保

育
所

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

児
童

福
祉

法
の

規
定

に
基

づ
き

、
保

育
を

必
要

と
す

る
児

童
を

保
育

す
る

施
設

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
と

し
て

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

に
対

す
る

利
用

ニ
ー

ズ
も

高
ま

っ
て

い
る

。

無
-

無
有

第
二

中
学

校
、

鍬
ヶ

崎
小

学
校

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
佐

原
団

地
バ

ス
停

）

3
9

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
0
9

1
3
4

3
0
5
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
お

い
て

、
保

育
所

の
適

正
な

配
置

を
図

る
旨

記
載

。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
で

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

の
利

用
ニ

ー
ズ

も
高

ま
っ

て
い

る
。

近
隣

に
代

替
施

設
も

無
い

こ
と

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
3
8

保
育

所
磯

鶏
保

育
所

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

そ
け

い
幼

稚
園

（
※

3
歳

以
上

児
）
、

※
小

山
田

保
育

所
（
学

区
外

、
3
歳

未
満

児
）

児
童

福
祉

法
の

規
定

に
基

づ
き

、
保

育
を

必
要

と
す

る
児

童
を

保
育

す
る

施
設

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
と

し
て

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

に
対

す
る

利
用

ニ
ー

ズ
も

高
ま

っ
て

い
る

。

無
-

無
有

磯
鶏

小
学

校
、

河
南

中
学

校

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
磯

鶏
小

学
校

前
バ

ス
停

）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
1
1

1
3
4

8
2
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
お

い
て

、
保

育
所

の
適

正
な

配
置

を
図

る
旨

記
載

。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
で

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

の
利

用
ニ

ー
ズ

も
高

ま
っ

て
い

る
。

近
隣

の
保

育
所

（
小

山
田

保
育

所
）に

つ
い

て
も

、
ほ

ぼ
定

員
ま

で
児

童
を

受
け

入
れ

て
い

る
状

況
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
3
9

保
育

所
小

山
田

保
育

所
福

祉
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

児
童

福
祉

法
の

規
定

に
基

づ
き

、
保

育
を

必
要

と
す

る
児

童
を

保
育

す
る

施
設

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
と

し
て

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

に
対

す
る

利
用

ニ
ー

ズ
も

高
ま

っ
て

い
る

。

有
浸

水
危

険
個

所
無

有
小

山
田

地
区

セ
ン

タ
ー

2
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
合

同
庁

舎
前

バ
ス

停
）

1
1

有

約
6
台

分
の

駐
車

場
が

あ
る

が
、

行
事

等
実

施
に

は
駐

車
台

数
が

不
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
3
5

1
3
4

1
7
5
.5

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
お

い
て

、
保

育
所

の
適

正
な

配
置

を
図

る
旨

記
載

。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
で

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

の
利

用
ニ

ー
ズ

も
高

ま
っ

て
い

る
。

小
山

田
保

育
所

は
、

基
幹

保
育

所
と

し
て

通
常

保
育

の
他

、
病

後
児

保
育

等
の

特
別

保
育

も
実

施
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
4
0

保
育

所
千

徳
保

育
所

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

※
近

隣
に

い
ず

み
保

育
園

、
認

定
こ

ど
も

園
宮

古
泉

幼
稚

園
が

あ
る

が
、

い
ず

れ
も

定
員

数
を

超
過

し
受

け
入

れ
て

い
る

状
況

児
童

福
祉

法
の

規
定

に
基

づ
き

、
保

育
を

必
要

と
す

る
児

童
を

保
育

す
る

施
設

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
と

し
て

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

に
対

す
る

利
用

ニ
ー

ズ
も

高
ま

っ
て

い
る

。

有
土

砂
災

害
危

険
個

所
無

有

宮
古

西
中

学
校

、
千

徳
小

学
校

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
西

ケ
丘

団
地

入
口

バ
ス

停
）

2
7

有

約
6
台

分
の

駐
車

場
が

あ
る

が
、

行
事

等
実

施
に

は
駐

車
台

数
が

不
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

4
2
4

1
3
4

3
1
6
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
お

い
て

、
保

育
所

の
適

正
な

配
置

を
図

る
旨

記
載

。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
で

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

の
利

用
ニ

ー
ズ

も
高

ま
っ

て
い

る
。

近
隣

に
民

間
運

営
の

保
育

所
等

は
あ

る
が

、
定

員
を

超
え

て
児

童
を

受
け

入
れ

て
い

る
状

況
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
4
1

保
育

所
花

輪
保

育
所

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

児
童

福
祉

法
の

規
定

に
基

づ
き

、
保

育
を

必
要

と
す

る
児

童
を

保
育

す
る

施
設

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
と

し
て

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

に
対

す
る

利
用

ニ
ー

ズ
も

高
ま

っ
て

い
る

。

有
土

砂
災

害
危

険
個

所
無

有

花
輪

小
学

校
、

花
輪

中
学

校

2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
花

輪
バ

ス
停

）

8
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
0
2

1
3
4

7
6
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

実
施

計
画

に
、

施
設

整
備

に
つ

い
て

計
上

済
み

。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
お

い
て

、
民

家
委

託
に

つ
い

て
記

載
。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
で

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

の
利

用
ニ

ー
ズ

も
高

ま
っ

て
い

る
。

近
隣

に
代

替
施

設
も

無
い

こ
と

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
4
2

保
育

所
津

軽
石

保
育

所
福

祉
課

宮
古

継
続

（
Ⅰ

）

3
4
3

保
育

所
崎

山
保

育
所

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

児
童

福
祉

法
の

規
定

に
基

づ
き

、
保

育
を

必
要

と
す

る
児

童
を

保
育

す
る

施
設

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
と

し
て

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

に
対

す
る

利
用

ニ
ー

ズ
も

高
ま

っ
て

い
る

。

無
-

無
有

崎
山

小
学

校
、

崎
山

中
学

校

6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
崎

山
小

中
学

校
前

バ
ス

停
）

7
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

6
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
8
2

1
3
4

2
1
0
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
お

い
て

、
保

育
所

の
適

正
な

配
置

を
図

る
旨

記
載

。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
で

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

の
利

用
ニ

ー
ズ

も
高

ま
っ

て
い

る
。

近
隣

に
代

替
施

設
も

無
い

こ
と

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
4
4

保
育

所
田

老
保

育
所

福
祉

課
田

老
継

続
（
Ⅰ

）

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
4
5

保
育

所
新

里
保

育
所

福
祉

課
新

里
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

児
童

福
祉

法
の

規
定

に
基

づ
き

、
保

育
を

必
要

と
す

る
児

童
を

保
育

す
る

施
設

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。

特
に

、
東

日
本

大
震

災
以

後
の

保
育

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

よ
り
、

市
全

体
と

し
て

待
機

児
童

が
発

生
し

て
い

る
状

況
に

お
い

て
、

施
設

に
対

す
る

利
用

ニ
ー

ズ
も

高
ま

っ
て

い
る

。

無
-

無
有

新
里

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

、
新

里
高

齢
者

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー

1
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
新

里
総

合
事

務
所

前
バ

ス
停

）

5
有

概
ね

3
0
台

分
の

駐
車

場
が

あ
り
、

行
事

開
催

時
等

は
ほ

ぼ
満

車
に

な
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

9
6

3
0

3
1
5
.7

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
お

い
て

、
保

育
所

の
適

正
な

配
置

を
図

る
旨

記
載

。

　
保

育
の

必
要

な
児

童
を

保
育

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
　

近
隣

に
代

替
施

設
が

無
い

。
　

新
里

地
区

の
保

育
所

と
し

て
、

一
時

的
保

育
、

子
育

て
支

援
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

し
て

お
り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
4
6

保
育

所
小

国
保

育
所

福
祉

課
川

井
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

川
井

地
区

に
お

い
て

、
保

育
を

必
要

と
す

る
児

童
を

保
育

す
る

施
設

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。
川

井
地

区
に

お
け

る
保

育
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
施

設
と

し
て

、
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

川
井

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

、
川

井
地

域
振

興
セ

ン
タ

ー
、

川
井

小
学

校

3
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
小

国
バ

ス
停

）

7
有

駐
車

場
は

あ
る

が
、

併
設

し
て

い
る

小
国

出
張

所
、

小
国

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

セ
ン

タ
ー

と
併

用
で

あ
る

た
め

、
行

事
等

の
場

合
は

不
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
7

1
6

2
3
2
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

無
-

川
井

地
区

に
お

い
て

、
保

育
を

必
要

と
す

る
児

童
を

保
育

す
る

施
設

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。

近
隣

に
代

替
施

設
が

無
く
、

川
井

地
区

の
保

育
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
施

設
と

し
て

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
4
7

保
育

所
門

馬
保

育
所

福
祉

課
川

井
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

門
馬

地
区

（
山

間
地

）
に

お
け

る
保

育
を

要
す

る
児

童
に

対
し

、
児

童
福

祉
を

増
進

す
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
門

馬
地

区
の

子
ど

も
人

口
の

減
少

と
共

に
、

入
所

児
童

数
の

減
少

が
見

込
ま

れ
る

状
況

。

無
-

無
有

門
馬

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

、
門

馬
小

学
校

7
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
門

馬
小

学
校

前
バ

ス
停

）

1
7

有

園
舎

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
7
0
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
1

1
6

6
9
.1

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

無
-

門
馬

地
区

に
お

い
て

、
保

育
を

必
要

と
す

る
児

童
を

保
育

す
る

施
設

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。

近
隣

に
代

替
施

設
が

無
く
、

門
馬

地
区

の
保

育
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
施

設
と

し
て

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
4
8

児
童

館
田

代
児

童
館

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

　
田

代
地

区
の

児
童

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
す

る
と

共
に

、
亀

岳
小

学
校

児
童

の
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
（学

童
保

育
）も

実
施

し
て

お
り
、

地
域

に
よ

る
利

用
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

無
-

無
有

亀
岳

小
学

校

1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

代
福

祉
館

前
バ

ス
停

）

3
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
1
3
4

4
.5

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

無
-

　
田

代
地

区
の

児
童

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

　
就

学
前

児
童

の
他

、
放

課
後

児
童

健
全

育
成

事
業

（
学

童
保

育
）
も

実
施

し
て

い
る

。
　

学
童

保
育

も
含

め
た

児
童

の
利

用
は

今
後

も
見

込
ま

れ
る

。
現

状
（指

定
管

理
）の

ま
ま

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

と
考

え
ら

れ
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
4
9

児
童

館
高

浜
児

童
館

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

　
高

浜
・
金

浜
地

区
等

の
児

童
の

健
全

な
育

成
を

図
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
共

に
、
高

浜
小

学
校

児
童

の
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
（
学

童
保

育
）
も

実
施

し
て

お
り
、

地
域

に
よ

る
利

用
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

有
土

砂
災

害
警

戒
区

域
無

有

金
浜

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

、
身

体
障

害
者

福
祉

セ
ン

タ
ー

1
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
高

浜
四

丁
目

バ
ス

停
）

3
8

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
4
8

1
3
4

3
3
4
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

無
-

　
高

浜
・
金

浜
地

区
等

の
児

童
の

健
全

な
育

成
を

図
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。
　

就
学

前
児

童
の

他
、

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
（
学

童
保

育
）
も

実
施

し
て

い
る

。
　

学
童

保
育

も
含

め
た

児
童

の
利

用
は

今
後

も
見

込
ま

れ
る

。
現

状
（指

定
管

理
）の

ま
ま

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

と
考

え
ら

れ
る

。

3
5
0

児
童

館
重

茂
児

童
館

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

　
重

茂
地

区
の

児
童

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
す

る
と

共
に

、
重

茂
小

学
校

児
童

の
放

課
後

児
童

ク
ラ

ブ
（学

童
保

育
）も

実
施

し
て

お
り
、

地
域

に
よ

る
利

用
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

無
-

無
有

重
茂

中
学

校

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
重

茂
中

学
校

前
バ

ス
停

）

5
有

4
台

分
の

駐
車

場
あ

り
。

行
事

開
催

時
等

は
不

足
。

バ
ス

停
か

ら
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

5
1

1
3
4

3
8
.1

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

無
-

　
重

茂
地

区
の

児
童

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

　
就

学
前

児
童

の
他

、
放

課
後

児
童

健
全

育
成

事
業

（
学

童
保

育
）
も

実
施

し
て

い
る

。
　

近
隣

に
代

替
施

設
無

し
。

　
施

設
も

比
較

的
新

し
い

こ
と

か
ら

、
現

状
（指

定
管

理
）の

ま
ま

サ
ー

ビ
ス

継
続

が
望

ま
し

い
。

3
5
1

児
童

館
川

内
児

童
館

福
祉

課
川

井
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

小
国

保
育

所

　
川

内
地

区
の

児
童

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

機
能

し
て

い
た

が
、

利
用

児
童

数
の

減
少

に
よ

り
、

平
成

2
6
年

度
か

ら
休

館
し

て
い

る
。

無
-

無
有

川
内

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
や

ま
び

こ
産

直
館

バ
ス

停
）

3
4

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
5

1
6

3
4
5
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

無
-

　
川

内
地

区
の

児
童

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

、
近

隣
に

代
替

施
設

も
な

い
こ

と
か

ら
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

と
考

え
ら

れ
る

。

3
5
2

学
童

の
家

宮
古

学
童

の
家

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

　
宮

古
小

学
校

の
児

童
を

対
象

に
、
放

課
後

や
学

校
の

休
業

日
等

に
、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

機
能

し
て

い
る

。
共

働
き

世
帯

の
増

加
、

ま
た

、
対

象
児

童
の

範
囲

が
小

学
校

全
学

年
ま

で
拡

大
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
利

用
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

有
浸

水
危

険
個

所
無

有
宮

古
小

学
校

2
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
末

広
町

バ
ス

停
）

1
0
2

有

学
校

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
,4

1
2

1
3
4

1
0
5
4
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
、

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
と

し
て

位
置

付
け

て
い

る
。

放
課

後
や

学
校

の
休

業
日

等
に

、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
5
3

学
童

の
家

山
口

学
童

の
家

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

　
山

口
小

学
校

の
児

童
を

対
象

に
、
放

課
後

や
学

校
の

休
業

日
等

に
、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

機
能

し
て

い
る

。
共

働
き

世
帯

の
増

加
、

ま
た

、
対

象
児

童
の

範
囲

が
小

学
校

全
学

年
ま

で
拡

大
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
利

用
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

無
-

無
有

山
口

小
学

校
、

山
口

公
民

館

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
西

町
三

丁
目

バ
ス

停
）

2
6

有

学
校

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

9
3
1

1
3
4

6
9
5
.2

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
、

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
と

し
て

位
置

付
け

て
い

る
。

放
課

後
や

学
校

の
休

業
日

等
に

、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
5
4

学
童

の
家

鍬
ヶ

崎
学

童
の

家
福

祉
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

　
鍬

ヶ
崎

小
学

校
の

児
童

を
対

象
に

、
放

課
後

や
学

校
の

休
業

日
等

に
、

保
護

に
欠

け
る

小
学

生
の

健
全

な
育

成
を

図
る

施
設

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。
共

働
き

世
帯

の
増

加
、

ま
た

、
対

象
児

童
の

範
囲

が
小

学
校

全
学

年
ま

で
拡

大
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
利

用
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

有
土

砂
災

害
警

戒
区

域
無

有

鍬
ヶ

崎
小

学
校

、
第

二
中

学
校

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
鍬

ヶ
崎

下
町

バ
ス

停
）

1
6

有

学
校

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

9
8
0

1
3
4

7
3
1
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
、

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
と

し
て

位
置

付
け

て
い

る
。

放
課

後
や

学
校

の
休

業
日

等
に

、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
5
5

学
童

の
家

藤
原

学
童

の
家

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

　
藤

原
小

学
校

の
児

童
を

対
象

に
、
放

課
後

や
学

校
の

休
業

日
等

に
、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

機
能

し
て

い
る

。
共

働
き

世
帯

の
増

加
、

ま
た

、
対

象
児

童
の

範
囲

が
小

学
校

全
学

年
ま

で
拡

大
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
利

用
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

無
-

無
有

藤
原

小
学

校

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
藤

原
一

丁
目

バ
ス

停
）

4
1

有

学
校

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
1
2

1
3
4

4
5
7
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
、

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
と

し
て

位
置

付
け

て
い

る
。

放
課

後
や

学
校

の
休

業
日

等
に

、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
5
6

学
童

の
家

磯
鶏

学
童

の
家

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

　
磯

鶏
小

学
校

の
児

童
を

対
象

に
、
放

課
後

や
学

校
の

休
業

日
等

に
、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

機
能

し
て

い
る

。
共

働
き

世
帯

の
増

加
、

ま
た

、
対

象
児

童
の

範
囲

が
小

学
校

全
学

年
ま

で
拡

大
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
利

用
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

無
-

無
有

磯
鶏

小
学

校
、

河
南

中
学

校

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
磯

鶏
小

学
校

前
バ

ス
停

）

7
有

学
校

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
1
1

1
3
4

8
2
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
、

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
と

し
て

位
置

付
け

て
い

る
。

放
課

後
や

学
校

の
休

業
日

等
に

、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
5
7

学
童

の
家

千
徳

学
童

の
家

福
祉

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

　
千

徳
小

学
校

の
児

童
を

対
象

に
、
放

課
後

や
学

校
の

休
業

日
等

に
、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

機
能

し
て

い
る

。
共

働
き

世
帯

の
増

加
、

ま
た

、
対

象
児

童
の

範
囲

が
小

学
校

全
学

年
ま

で
拡

大
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
利

用
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

無
-

無
有

千
徳

小
学

校
、

宮
古

西
中

学
校

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
千

徳
小

学
校

前
バ

ス
停

）

1
6

有

学
校

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
4
9

1
3
4

2
6
0
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
、

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
と

し
て

位
置

付
け

て
い

る
。

放
課

後
や

学
校

の
休

業
日

等
に

、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
5
8

学
童

の
家

花
輪

学
童

の
家

福
祉

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

　
花

輪
小

学
校

の
児

童
を

対
象

に
、
放

課
後

や
学

校
の

休
業

日
等

に
、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

機
能

し
て

い
る

。
共

働
き

世
帯

の
増

加
、

ま
た

、
対

象
児

童
の

範
囲

が
小

学
校

全
学

年
ま

で
拡

大
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
利

用
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

無
-

無
有

花
輪

小
学

校
、

花
輪

中
学

校

7
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
花

輪
バ

ス
停

）

8
有

学
校

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
7
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
7
5

1
3
4

1
3
0
.7

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
、

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
と

し
て

位
置

付
け

て
い

る
。

放
課

後
や

学
校

の
休

業
日

等
に

、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
5
9

学
童

の
家

津
軽

石
学

童
の

家
福

祉
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅱ

）
無

-

　
津

軽
石

小
学

校
の

児
童

を
対

象
に

、
放

課
後

や
学

校
の

休
業

日
等

に
、

保
護

に
欠

け
る

小
学

生
の

健
全

な
育

成
を

図
る

施
設

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。
共

働
き

世
帯

の
増

加
、

ま
た

、
対

象
児

童
の

範
囲

が
小

学
校

全
学

年
ま

で
拡

大
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
利

用
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

無
-

無
有

津
軽

石
小

学
校

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
津

軽
石

バ
ス

停
）

3
3

有

学
校

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

4
3
4

1
3
4

3
2
4
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
、

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
と

し
て

位
置

付
け

て
い

る
。

放
課

後
や

学
校

の
休

業
日

等
に

、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
6
0

学
童

の
家

赤
前

学
童

の
家

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

　
赤

前
小

学
校

の
児

童
を

対
象

に
、
放

課
後

や
学

校
の

休
業

日
等

に
、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

機
能

し
て

い
る

。
共

働
き

世
帯

の
増

加
、

ま
た

、
対

象
児

童
の

範
囲

が
小

学
校

全
学

年
ま

で
拡

大
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
利

用
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

無
-

無
有

赤
前

小
学

校

7
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
い

な
り

橋
バ

ス
停

）

5
有

学
校

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
7
0
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
1

1
3
4

2
3
.1

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
、

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
と

し
て

位
置

付
け

て
い

る
。

放
課

後
や

学
校

の
休

業
日

等
に

、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
6
1

学
童

の
家

崎
山

学
童

の
家

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

　
崎

山
小

学
校

の
児

童
を

対
象

に
、
放

課
後

や
学

校
の

休
業

日
等

に
、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

機
能

し
て

い
る

。
共

働
き

世
帯

の
増

加
、

ま
た

、
対

象
児

童
の

範
囲

が
小

学
校

全
学

年
ま

で
拡

大
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
利

用
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

無
-

無
有

崎
山

小
学

校
、

崎
山

中
学

校

6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
崎

山
小

中
学

校
前

バ
ス

停
）

7
有

学
校

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

2
8
2

1
3
4

2
1
0
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
、

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
と

し
て

位
置

付
け

て
い

る
。

放
課

後
や

学
校

の
休

業
日

等
に

、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
6
2

学
童

の
家

宮
古

養
護

学
童

の
家

福
祉

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

　
県

立
宮

古
恵

風
支

援
学

校
の

児
童

を
対

象
に

、
放

課
後

や
学

校
の

休
業

日
等

に
、

保
護

に
欠

け
る

小
学

生
の

健
全

な
育

成
を

図
る

施
設

と
し

て
機

能
し

て
い

る
。
小

学
部

か
ら

高
等

部
ま

で
の

児
童

が
利

用
し

て
お

り
、

保
護

者
の

就
労

状
況

等
か

ら
、

利
用

ニ
ー

ズ
は

高
い

。

無
-

無
有

は
ま

ゆ
り

学
園

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
女

遊
戸

バ
ス

停
）

1
9

有

学
校

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
8

1
3
4

2
8
.4

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
、

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
と

し
て

位
置

付
け

て
い

る
。

放
課

後
や

学
校

の
休

業
日

等
に

、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
6
3

学
童

の
家

田
老

学
童

の
家

福
祉

課
田

老
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

　
田

老
第

一
小

学
校

の
児

童
を

対
象

に
、

放
課

後
や

学
校

の
休

業
日

等
に

、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

機
能

し
て

い
る

。
共

働
き

世
帯

の
増

加
、

ま
た

、
対

象
児

童
の

範
囲

が
小

学
校

全
学

年
ま

で
拡

大
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
利

用
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

無
-

無
有

田
老

第
一

小
学

校

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

老
診

療
所

前
バ

ス
停

）

1
0

有

公
民

館
敷

地
内

に
駐

車
可

能
。

十
分

な
ス

ペ
ー

ス
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

7
0
4

4
7

1
5
0
6
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅳ

－
6
子

育
て

支
援

の
充

実
」と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

に
、

放
課

後
児

童
健

全
育

成
事

業
と

し
て

位
置

付
け

て
い

る
。

放
課

後
や

学
校

の
休

業
日

等
に

、
保

護
に

欠
け

る
小

学
生

の
健

全
な

育
成

を
図

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

今
後

も
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
6
4

公
営

住
宅

山
口

団
地

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
有

県
営

住
宅

(山
口

、
佐

原
、

八
木

沢
、

西
ケ

丘
、

西
ケ

丘
北

）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

山
口

小
学

校
（
避

難
所

）
、

山
口

公
民

館
（
避

難
所

）

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
山

口
団

地
バ

ス
停

）

2
9

有

入
居

者
１
世

帯
に

つ
き

一
台

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

若
干

の
空

き
区

画
あ

り
。

バ
ス

停
か

ら
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
,4

2
4

1
3
4

1
0
6
3
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

山
口

団
地

の
ほ

と
ん

ど
が

長
寿

命
化

型
の

改
善

が
計

画
さ

れ
て

お
り
、

一
部

は
災

害
公

営
住

宅
の

建
設

の
た

め
用

途
廃

止
を

行
う

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

の
今

後
の

方
向

性
に

お
い

て
も

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

公
営

住
宅

と
な

っ
て

お
り
、

利
便

性
が

高
い

住
宅

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

入
居

の
申

込
み

が
多

い
が

、
今

後
の

財
政

負
担

を
考

え
る

と
民

間
賃

貸
住

宅
の

空
き

ス
トッ

ク
を

活
用

し
た

ソ
フ

ト
的

な
施

策
の

検
討

、
活

用
の

必
要

が
あ

る
。

3
6
5

公
営

住
宅

舘
合

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

山
口

小
学

校
（
避

難
所

）
、

山
口

公
民

館
（
避

難
所

）

4
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
栄

町
バ

ス
停

）

3
6

有

入
居

者
１
世

帯
に

つ
き

一
台

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

若
干

の
空

き
区

画
あ

り
。

バ
ス

停
か

ら
4
5
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

9
3
1

1
3
4

6
9
5
.2

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

舘
合

住
宅

は
長

寿
命

化
型

の
改

善
が

計
画

さ
れ

て
い

る
。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

の
今

後
の

方
向

性
に

お
い

て
も

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

公
営

住
宅

と
な

っ
て

お
り
、

利
便

性
が

高
い

住
宅

で
あ

り
空

室
が

な
い

状
態

で
あ

る
が

、
今

後
の

財
政

負
担

を
考

え
る

と
民

間
賃

貸
住

宅
の

空
き

ス
ト
ッ

ク
を

活
用

し
た

ソ
フ

ト的
な

施
策

の
検

討
、

活
用

の
必

要
が

あ
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
6
6

公
営

住
宅

中
里

団
地

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

旧
愛

宕
小

学
校

（
避

難
所

）
、

第
二

中
学

校
（
避

難
所

）

5
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
中

里
団

地
入

口
バ

ス
停

）

4
7

有

入
居

者
１
世

帯
に

つ
き

一
台

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

空
き

区
画

あ
り
。

バ
ス

停
か

ら
5
5
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
5
4

1
3
4

4
8
8
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

中
里

団
地

住
宅

は
長

寿
命

化
型

の
改

善
が

計
画

さ
れ

て
い

る
。

な
お

、
一

部
の

簡
易

耐
火

（
１

F
)と

耐
火

住
宅

（S
3
9
）
は

用
途

廃
止

予
定

で
あ

る
。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

の
今

後
の

方
向

性
に

お
い

て
も

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

公
営

住
宅

と
な

っ
て

お
り
、

比
較

的
利

便
性

が
高

い
住

宅
で

あ
り

空
室

が
少

な
い

状
態

で
あ

る
。

用
途

廃
止

予
定

の
建

物
に

つ
い

て
は

、
政

策
空

家
と

し
て

入
居

の
募

集
を

行
っ

て
い

な
い

。
ま

た
、

今
後

の
財

政
負

担
を

考
え

る
と

民
間

賃
貸

住
宅

の
空

き
ス

トッ
ク

を
活

用
し

た
ソ

フ
ト的

な
施

策
の

検
討

、
活

用
の

必
要

が
あ

る
。

3
6
7

公
営

住
宅

日
の

出
町

団
地

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

第
二

中
学

校
（
避

難
所

）
、

鍬
が

﨑
小

学
校

（
避

難
所

）

6
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
佐

原
団

地
バ

ス
停

）

4
7

有

入
居

者
１
世

帯
に

つ
き

一
台

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

若
干

の
空

き
区

画
あ

り
。

バ
ス

停
か

ら
6
0
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
5
7

1
3
4

3
4
1
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

中
里

団
地

住
宅

は
長

寿
命

化
型

の
改

善
が

計
画

さ
れ

て
い

る
。

な
お

、
一

部
の

木
造

平
屋

に
つ

い
て

は
維

持
管

理
に

よ
り

活
用

予
定

で
あ

る
。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

の
今

後
の

方
向

性
に

お
い

て
も

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

公
営

住
宅

と
な

っ
て

お
り
、

比
較

的
利

便
性

が
高

い
住

宅
で

あ
り

空
室

が
少

な
い

状
態

で
あ

る
が

、
今

後
の

財
政

負
担

を
考

え
る

と
民

間
賃

貸
住

宅
の

空
き

ス
トッ

ク
を

活
用

し
た

ソ
フ

ト
的

な
施

策
の

検
討

、
活

用
の

必
要

が
あ

る
。

3
6
8

公
営

住
宅

佐
原

団
地

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。
平

成
２

５
～

２
６

年
度

に
建

替
え

た
佐

原
団

地
１

号
棟

、
２

号
棟

は
エ

レ
ベ

ー
タ

、
バ

リ
ヤ

フ
リ
ー

等
の

高
齢

化
世

帯
の

ニ
ー

ズ
に

も
対

応
し

て
い

る
。

無
-

無
有

第
二

中
学

校
（
避

難
所

）
、

鍬
が

﨑
小

学
校

（
避

難
所

）

2
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
佐

原
団

地
バ

ス
停

）

4
7

有
入

居
者

１
世

帯
に

つ
き

一
台

で
あ

り
、

空
き

区
画

は
な

し

バ
ス

停
か

ら
2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
6
3

1
3
4

2
7
1
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

中
里

団
地

住
宅

は
個

別
改

善
、

建
替

え
が

計
画

さ
れ

て
い

る
。

な
お

、
平

成
2
5

年
度

、
平

成
2
6
年

度
に

建
替

え
は

完
了

し
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

の
今

後
の

方
向

性
に

お
い

て
も

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

公
営

住
宅

と
な

っ
て

お
り
、

比
較

的
利

便
性

が
高

い
住

宅
で

あ
り
、

空
室

が
少

な
い

状
態

で
あ

る
。

１
号

棟
、

２
号

棟
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

を
勘

案
し

て
継

続
し

活
用

を
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
6
9

公
営

住
宅

八
木

沢
団

地
公

営
住

宅

建
築

住
宅

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

磯
鶏

小
学

校
（
避

難
所

）
、

河
南

中
学

校

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
八

木
沢

団
地

バ
ス

停
）

1
5

無
-

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

5
9
8

1
3
4

4
4
6
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

八
木

沢
団

地
住

宅
は

個
別

改
善

及
び

個
別

改
善

（
長

寿
命

化
型

）
で

計
画

さ
れ

て
い

る
。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

の
今

後
の

方
向

性
に

お
い

て
も

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

公
営

住
宅

と
な

っ
て

お
り
、

比
較

的
利

便
性

が
高

い
住

宅
で

あ
り

空
室

が
比

較
的

に
少

な
い

が
、

今
後

の
財

政
状

況
を

考
え

る
と

民
間

賃
貸

住
宅

の
空

き
ス

トッ
ク

を
活

用
し

た
ソ

フ
ト
的

な
施

策
の

検
討

、
活

用
の

必
要

が
あ

る
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
7
0

公
営

住
宅

高
浜

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

有
土

砂
災

害
警

戒
区

域
無

有

金
浜

老
人

福
祉

セ
ン

タ
ー

（
避

難
所

）

3
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
高

浜
一

丁
目

バ
ス

停
）

3
6

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
6
3

1
3
4

1
2
1
.7

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

建
替

え
で

計
画

さ
れ

て
い

る
。

な
お

、
建

替
え

の
計

画
は

、
災

害
公

営
住

宅
が

建
設

さ
れ

る
高

浜
地

区
は

、
災

害
公

営
住

宅
に

移
転

を
行

い
そ

の
後

用
途

廃
止

を
行

う
予

定
で

あ
る

。

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
き

、
高

浜
地

区
に

建
設

さ
れ

る
災

害
公

営
住

宅
へ

の
統

合
が

望
ま

し
い

。

3
7
1

公
営

住
宅

西
ヶ

丘
団

地
公

営
住

宅

建
築

住
宅

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

千
徳

小
学

校
（
避

難
所

）
、

宮
古

西
中

学
校

（
避

難
所

）

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
西

ケ
丘

3
丁

目
バ

ス
停

）

1
9

有

入
居

者
１
世

帯
に

つ
き

一
台

で
あ

り
、

若
干

の
空

き
区

画
有

り
。

バ
ス

停
か

ら
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
4
9

1
3
4

2
6
0
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

長
寿

命
化

型
改

善
で

計
画

さ
れ

て
い

る
。

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
き

、
長

寿
命

化
型

改
善

で
計

画
が

さ
れ

て
い

る
。

入
居

者
も

多
く
空

家
も

少
な

い
こ

と
か

ら
入

居
申

込
者

の
需

要
が

高
い

住
宅

で
あ

る
が

、
今

後
の

財
政

状
況

を
考

え
る

と
民

間
賃

貸
住

宅
の

空
き

ス
トッ

ク
を

活
用

し
た

ソ
フ

ト的
な

施
策

の
検

討
、

活
用

の
必

要
が

あ
る

。

3
7
2

公
営

住
宅

津
軽

石
公

営
住

宅

建
築

住
宅

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

有
土

砂
災

害
計

画
区

域
無

有

津
軽

石
小

学
校

（
避

難
所

）
、

津
軽

石
中

学
校

（
避

難
所

）

3
0
0
（
Ｊ
Ｒ

山
田

線
津

軽
石

駅
）

鉄
道

運
休

中
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

3
0
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
3
4

1
3
4

3
2
4
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

建
替

え
で

計
画

さ
れ

て
い

る
。

な
お

、
建

替
え

の
計

画
は

、
災

害
公

営
住

宅
が

建
設

さ
れ

る
津

軽
石

地
区

は
、

災
害

公
営

住
宅

に
移

転
を

行
い

そ
の

後
用

途
廃

止
を

行
う

予
定

で
あ

る
。

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
き

、
津

軽
石

地
区

に
建

設
さ

れ
る

災
害

公
営

住
宅

へ
の

統
合

が
望

ま
し

い
。

3
7
3

公
営

住
宅

赤
前

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

赤
前

小
学

校
（
避

難
所

）

5
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
赤

前
バ

ス
停

）

5
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

3
1
4

1
3
4

2
3
4
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

建
替

え
で

計
画

さ
れ

て
い

る
。

な
お

、
建

替
え

の
計

画
は

、
災

害
公

営
住

宅
が

建
設

さ
れ

る
赤

前
地

区
は

、
災

害
公

営
住

宅
に

移
転

を
行

い
そ

の
後

用
途

廃
止

を
行

う
予

定
で

あ
る

。

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
き

津
軽

石
・
赤

前
地

区
に

建
設

さ
れ

る
災

害
公

営
住

宅
へ

の
統

合
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
7
4

公
営

住
宅

新
田

平
団

地
公

営
住

宅

建
築

住
宅

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

和
野

地
区

集
会

施
設

（
避

難
所

）

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
新

田
平

バ
ス

停
）

1
0

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
9

4
7

1
2
6
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

建
替

え
で

計
画

さ
れ

て
い

る
。

な
お

、
建

替
え

の
計

画
は

、
災

害
公

営
住

宅
が

建
設

さ
れ

る
田

老
地

区
は

、
災

害
公

営
住

宅
に

移
転

を
行

い
そ

の
後

用
途

廃
止

を
行

う
予

定
で

あ
る

。

長
寿

命
化

計
画

に
基

づ
き

、
田

老
地

区
に

建
設

さ
れ

る
災

害
公

営
住

宅
へ

の
統

合
が

望
ま

し
い

。

3
7
5

公
営

住
宅

長
内

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
田

老
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

有
急

傾
斜

崩
壊

危
険

区
域

無
有

田
老

福
祉

セ
ン

タ
ー

（
避

難
所

）

4
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
総

合
福

祉
セ

ン
タ

ー
バ

ス
停

）

1
0

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

2
3
9

4
7

5
1
1
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

。
入

居
状

況
も

良
好

で
あ

る
。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

。
入

居
状

況
も

良
好

で
あ

り
、

田
老

地
区

の
入

居
希

望
者

の
需

要
が

あ
る

が
、

耐
用

年
数

、
田

老
地

区
の

人
口

推
移

及
び

財
政

状
況

を
考

え
る

と
災

害
住

宅
へ

の
統

合
が

望
ま

し
い

。

3
7
6

公
営

住
宅

八
坂

団
地

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

蟇
目

小
学

校
（
避

難
所

）
、

八
坂

部
落

会
館

（
避

難
所

）

8
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
蟇

目
前

バ
ス

停
）

2
2

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
2
1

3
0

3
9
7
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

建
替

え
で

計
画

さ
れ

て
い

る
。
当

該
計

画
内

で
は

小
規

模
の

団
地

を
集

約
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

建
替

え
で

計
画

さ
れ

て
お

り
、

蟇
目

地
区

内
の

小
規

模
団

地
を

集
約

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
7
7

公
営

住
宅

松
原

団
地

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

有
土

石
流

危
険

区
域

無
有

中
野

地
区

総
合

セ
ン

タ
ー

（
避

難
所

）
、

刈
屋

小
学

校
（
避

難
所

）

1
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
中

野
前

バ
ス

停
）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

1
5
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
2
1

3
0

3
9
7
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

建
替

え
で

計
画

さ
れ

て
い

る
。
当

該
計

画
内

で
は

小
規

模
の

団
地

を
集

約
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

　
建

替
え

で
計

画
さ

れ
て

お
り
、

刈
屋

・
茂

市
地

区
の

小
規

模
を

団
地

を
集

約
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
7
8

公
営

住
宅

日
向

団
地

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

新
里

福
祉

セ
ン

タ
ー

（
避

難
所

）
、

新
里

保
健

セ
ン

タ
ー

（
避

難
所

）

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
紫

桐
園

前
バ

ス
停

）

9
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

9
6

3
0

3
1
5
.7

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

建
替

え
で

計
画

さ
れ

て
い

る
。
当

該
計

画
内

で
は

小
規

模
の

団
地

を
集

約
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

建
替

え
で

計
画

さ
れ

て
お

り
、

刈
屋

・
茂

市
地

区
の

小
規

模
団

地
を

集
約

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
7
9

公
営

住
宅

蟇
目

団
地

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

蟇
目

小
学

校
（
避

難
所

）
、

八
坂

部
落

会
館

2
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
蟇

目
駅

前
バ

ス
停

）

2
2

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
8

3
0

1
9
0
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

建
替

え
で

計
画

さ
れ

て
い

る
。
当

該
計

画
内

で
は

小
規

模
の

団
地

を
集

約
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

建
替

え
で

計
画

さ
れ

て
お

り
、

蟇
目

地
区

の
小

規
模

の
団

地
を

集
約

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

3
8
0

公
営

住
宅

桜
木

団
地

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

新
里

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

（
避

難
所

）
、

太
長

根
地

区
総

合
セ

ン
タ

ー
（
避

難
所

）

6
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
茂

市
バ

ス
停

）

2
2

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

6
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

8
5

3
0

2
7
9
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

建
替

え
で

計
画

さ
れ

て
い

る
。
当

該
計

画
内

で
は

小
規

模
の

団
地

を
集

約
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

建
替

え
で

計
画

さ
れ

て
お

り
、

刈
屋

・
茂

市
地

区
の

小
規

模
の

団
地

を
集

約
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
8
1

公
営

住
宅

刈
屋

団
地

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

有
土

石
流

危
険

区
域

無
有

中
野

地
区

総
合

セ
ン

タ
ー

（
避

難
所

）
、

刈
屋

小
学

校
（
避

難
所

）

1
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
中

野
前

バ
ス

停
）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
2
1

3
0

3
9
7
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

建
物

を
修

繕
等

を
行

い
な

が
ら

管
理

し
て

い
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
8
2

公
営

住
宅

和
美

団
地

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

新
里

福
祉

セ
ン

タ
ー

（
避

難
所

）
、

新
里

保
健

セ
ン

タ
ー

（
避

難
所

）

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
紫

桐
園

前
バ

ス
停

）

9
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
8

3
0

1
5
7
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

建
物

を
修

繕
等

を
行

い
な

が
ら

管
理

し
て

い
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
8
3

公
営

住
宅

蟇
目

第
２
団

地
公

営
住

宅

建
築

住
宅

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

蟇
目

小
学

校
（
避

難
所

）
、

八
坂

部
落

会
館

2
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
蟇

目
駅

前
バ

ス
停

）

2
2

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
3
5

3
0

4
4
4
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

建
物

を
修

繕
等

を
行

い
な

が
ら

管
理

し
て

い
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
8
4

公
営

住
宅

飛
の

沢
団

地
公

営
住

宅

建
築

住
宅

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

有
急

傾
斜

崩
壊

危
険

区
域

無
有

蟇
目

小
学

校
（
避

難
所

）
、

八
坂

部
落

会
館

1
,0

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
蟇

目
駅

前
バ

ス
停

）

2
2

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

5
5

3
0

1
8
0
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

建
物

を
修

繕
等

を
行

い
な

が
ら

管
理

し
て

い
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
8
5

公
営

住
宅

刈
屋

日
向

団
地

公
営

住
宅

建
築

住
宅

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

刈
屋

生
活

改
善

セ
ン

タ
ー

（
避

難
所

）
、

刈
屋

小
学

校
（
避

難
所

）

2
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
高

昌
院

前
バ

ス
停

）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
3

3
0

2
0
7
.2

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

建
物

を
修

繕
等

を
行

い
な

が
ら

管
理

し
て

い
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
8
6

公
営

住
宅

飛
の

沢
第

2
団

地
公

営
住

宅

建
築

住
宅

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

有
急

傾
斜

崩
壊

危
険

区
域

無
有

蟇
目

小
学

校
（
避

難
所

）
、

八
坂

部
落

会
館

1
,0

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
蟇

目
駅

前
バ

ス
停

）

2
2

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

5
5

3
0

1
8
0
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

建
物

を
修

繕
等

を
行

い
な

が
ら

管
理

し
て

い
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
8
7

公
営

住
宅

定
住

化
促

進
住

宅
（
ひ

か
げ

住
宅

）

建
築

住
宅

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

定
住

化
促

進
に

お
け

る
住

宅
困

窮
者

の
居

住
の

安
定

に
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

茂
市

小
学

校
（
避

難
所

）

1
5
0
（
Ｊ
Ｒ

山
田

線
茂

市
駅

）
8

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

1
5
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
8
0

3
0

5
9
2
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

建
物

を
修

繕
等

を
行

い
な

が
ら

管
理

し
て

い
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
8
8

公
営

住
宅

区
界

団
地

住
宅

建
築

住
宅

課
川

井
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

門
馬

小
学

校
（
避

難
所

）

5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
区

界
バ

ス
停

）

1
7

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

5
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

7
0

1
6

4
3
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

建
物

を
修

繕
等

を
行

い
な

が
ら

管
理

し
て

い
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
8
9

公
営

住
宅

川
井

団
地

住
宅

建
築

住
宅

課
川

井
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

無
-

無
有

川
井

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

（
避

難
所

）
、

川
井

小
学

校
（
避

難
所

）

1
,2

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

井
バ

ス
停

）

2
3

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

4
2

1
6

2
6
3
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

建
物

を
修

繕
等

を
行

い
な

が
ら

管
理

し
て

い
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
9
0

公
営

住
宅

江
繋

団
地

住
宅

建
築

住
宅

課
川

井
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

低
額

所
得

者
の

居
住

の
安

定
に

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

有
土

石
流

危
険

区
域

無
有

江
繋

小
学

校
（
避

難
所

）
、

江
繋

地
域

振
興

セ
ン

タ
ー

（
避

難
所

）

2
2
0
（
川

井
地

域
バ

ス
上

大
久

保
バ

ス
停

）

6 7
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
2
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
8

1
6

2
3
8
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

建
物

を
修

繕
等

を
行

い
な

が
ら

管
理

し
て

い
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
9
1

公
営

住
宅

定
住

化
促

進
住

宅
（
か

わ
い

住
宅

）

建
築

住
宅

課
川

井
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

県
営

住
宅

（
山

口
、

佐
原

、
八

木
沢

、
西

ケ
丘

、
西

ケ
丘

北
）

定
住

化
促

進
に

お
け

る
住

宅
困

窮
者

の
居

住
の

安
定

に
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
土

石
流

危
険

区
域

無
有

川
井

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

（
避

難
所

）
、

川
井

小
学

校
（
避

難
所

）

1
5
0
（
Ｊ
Ｒ

山
田

線
陸

中
川

井
駅

）

2
3

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

1
5
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
8
8

1
6

1
8
0
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

３
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り

第
７

「
住

環
境

の
整

備
」
と

関
連

有
。

有

『
宮

古
市

公
営

住
宅

等
長

寿
命

化
計

画
』

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

。

宮
古

市
公

営
住

宅
等

長
寿

命
化

計
画

で
は

維
持

管
理

で
計

画
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
現

在
の

建
物

を
修

繕
等

を
行

い
な

が
ら

管
理

し
て

い
く
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
9
2

公
園

建
屋

西
公

園
便

所
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

山
口

小
学

校

1
8
5
（
岩

手
県

北
バ

ス
保

久
田

バ
ス

停
）

2
9

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
8
5

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
,4

1
2

1
3
4

1
0
5
4
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
9
3

公
園

建
屋

み
ど

り
公

園
建

物
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

宮
古

小
学

校

1
6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
保

久
田

バ
ス

停
）

2
9

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
6
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
,4

1
2

1
3
4

1
0
5
4
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
9
4

公
園

建
屋

つ
つ

じ
が

丘
公

園
便

所
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

山
口

小
学

校

1
4
6
（
岩

手
県

北
バ

ス
西

町
一

丁
目

バ
ス

停
）

2
9

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
4
6

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
,2

8
0

1
3
4

9
5
5
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
9
5

公
園

建
屋

も
み

じ
が

丘
公

園
便

所
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

6
1
（
岩

手
県

北
バ

ス
山

口
団

地
バ

ス
停

）

2
9

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

6
1

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
,4

2
4

1
3
4

1
0
6
3
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
9
6

公
園

建
屋

南
公

園
便

所
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
洪

水
浸

水
区

域
無

有
第

一
中

学
校

3
7
6
（
岩

手
県

北
バ

ス
宮

古
第

一
中

学
校

前
バ

ス
停

）

2
2

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

7
5

1
3
4

5
6
.0

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
9
7

公
園

建
屋

い
ず

み
公

園
便

所
環

境
課

宮
古

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
洪

水
浸

水
区

域
無

有
山

口
小

学
校

1
3
5
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

の
神

バ
ス

停
）

2
9

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
3
5

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
,2

8
0

1
3
4

9
5
5
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

3
9
8

公
園

建
屋

い
ち

ょ
う

公
園

便
所

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
洪

水
浸

水
区

域
無

有
第

一
中

学
校

1
7
7
（
岩

手
県

北
バ

ス
宮

古
第

一
中

学
校

バ
ス

停
）

2
2

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
7
7

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
5
2

1
3
4

1
8
8
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

3
9
9

公
園

建
屋

ひ
ば

り
公

園
便

所
環

境
課

宮
古

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
洪

水
浸

水
区

域
無

無
-

3
7
4
（
岩

手
県

北
バ

ス
宮

町
三

丁
目

バ
ス

停
）

9
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

6
5
1

1
3
4

4
8
6
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
0
0

公
園

建
屋

田
の

神
公

園
便

所
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

山
口

公
民

館

9
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

の
神

バ
ス

停
）

2
9

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

9
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
,2

8
0

1
3
4

9
5
5
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
0
1

公
園

建
屋

寄
生

木
公

園
便

所
環

境
課

宮
古

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

山
口

公
民

館

1
1
4
（
岩

手
県

北
バ

ス
山

口
バ

ス
停

）

2
9

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
1
4

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
,4

2
4

1
3
4

1
0
6
3
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
0
2

公
園

建
屋

舘
合

近
隣

公
園

便
所

環
境

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
急

傾
斜

危
険

箇
所

無
無

-

2
7
6
（
岩

手
県

北
バ

ス
宮

古
営

業
所

前
バ

ス
停

）

7
4

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
7
6

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

9
3
1

1
3
4

6
9
5
.2

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
0
3

公
園

建
屋

八
幡

公
園

便
所

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
洪

水
浸

水
区

域
無

有
第

一
中

学
校

5
3
（
岩

手
県

北
バ

ス
宮

町
三

丁
目

バ
ス

停
）

9
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

5
3

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

7
6
1

1
3
4

5
6
8
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
0
4

公
園

建
屋

あ
ゆ

み
公

園
便

所
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
洪

水
浸

水
区

域
無

無
-

1
3
6
（
岩

手
県

北
バ

ス
宮

町
四

丁
目

バ
ス

停
）

9
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
3
6

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
2
5

1
3
4

2
4
2
.7

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
0
5

公
園

建
屋

愛
宕

公
園

ト
イ

レ
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

2
3
（
岩

手
県

北
バ

ス
愛

宕
公

園
仮

設
バ

ス
停

）

1
2

有
１
７
台

分
の

駐
車

区
画

が
あ

り
、

不
足

は
な

い
。

バ
ス

停
か

ら
2
3

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
5
4

1
3
4

4
8
8
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
0
6

公
園

建
屋

わ
か

ば
公

園
便

所
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
5
8
（
岩

手
県

北
バ

ス
佐

原
団

地
バ

ス
停

）

9
6

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
5
8

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
0
9

1
3
4

3
0
5
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
0
7

公
園

建
屋

鍬
ヶ

崎
児

童
遊

園
便

所
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
急

傾
斜

危
険

箇
所

無
無

-

1
5
5
（
岩

手
県

北
バ

ス
鍬

ヶ
崎

下
町

バ
ス

停
）

1
6

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
5
5

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

9
8
0

1
3
4

7
3
1
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
0
8

公
園

建
屋

閉
伊

川
河

川
公

園
(東

屋
)

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
河

川
区

域
内

無
無

-

2
9
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
合

同
庁

舎
前

バ
ス

停
）

2
2

有
公

園
利

用
者

の
ほ

か
、

休
憩

所
と

し
て

利
用

さ
れ

て
い

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
9
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

3
6
8

1
3
4

2
7
4
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
0
9

公
園

建
屋

み
た

公
園

便
所

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
1
4
（
岩

手
県

北
バ

ス
河

南
中

学
校

前
バ

ス
停

）

2
0

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
1
4

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
5
8

1
3
4

2
6
7
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
1
0

公
園

建
屋

S
L
公

園
ト
イ

レ
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

5
3
（
岩

手
県

北
バ

ス
磯

鶏
西

バ
ス

停
）

1
2

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

5
3

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
7
0

1
3
4

5
0
0
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
1
1

公
園

建
屋

わ
む

ら
公

園
トイ

レ
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

2
0
1
（
岩

手
県

北
バ

ス
上

村
バ

ス
停

）

1
2

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0
1

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
1
8

1
3
4

4
6
1
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
1
2

公
園

建
屋

八
木

沢
公

園
トイ

レ
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
0
6
（
岩

手
県

北
バ

ス
八

木
沢

団
地

バ
ス

停
）

1
7

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
6

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

7
2
1

1
3
4

5
3
8
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
1
3

公
園

建
屋

松
原

公
園

ト
イ

レ
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
4
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
石

崎
バ

ス
停

）

5
2

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
4
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
6
2

1
3
4

1
2
1
.0

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
1
4

公
園

建
屋

磯
の

子
公

園
トイ

レ
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
洪

水
浸

水
区

域
無

無
-

1
4
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
上

村
バ

ス
停

）

1
2

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
4
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
1
8

1
3
4

4
6
1
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
1
5

公
園

建
屋

か
ん

ぱ
な

公
園

便
所

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
急

傾
斜

危
険

個
所

無
無

-
1
5
7
（
Ｊ
Ｒ

山
田

線
千

徳
駅

）
1
3

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

1
5
7
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
,1

6
9

1
3
4

8
7
3
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
1
6

公
園

建
屋

さ
く
ら

公
園

ト
イ

レ
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

宮
古

西
中

学
校

、
千

徳
小

学
校

3
0
4
（
岩

手
県

北
バ

ス
千

徳
小

学
校

前
バ

ス
停

）

4
3

有
2
6
台

分
の

駐
車

区
画

が
あ

り
、

不
足

は
な

い
。

バ
ス

停
か

ら
3
0
4

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
4
9

1
3
4

2
6
0
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
1
7

公
園

建
屋

げ
ん

き
公

園
便

所
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

宮
古

西
中

学
校

、
千

徳
小

学
校

1
6
5
（
岩

手
県

北
バ

ス
千

徳
小

学
校

前
バ

ス
停

）

4
3

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
6
5

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
,2

0
0

1
3
4

8
9
6
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
1
8

公
園

建
屋

長
町

公
園

便
所

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
洪

水
浸

水
区

域
無

無
-

4
7
（
岩

手
県

北
バ

ス
長

町
一

丁
目

バ
ス

停
）

9
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

4
7

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
4
1

1
3
4

1
0
5
.3

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
1
9

公
園

建
屋

つ
く
し

公
園

便
所

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
洪

水
浸

水
区

域
無

有
千

徳
公

民
館

6
7
（
岩

手
県

北
バ

ス
長

町
二

丁
目

バ
ス

停
）

9
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

6
7

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
6

1
3
4

1
1
.9

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
2
0

公
園

建
屋

板
屋

公
園

ト
イ

レ
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
洪

水
浸

水
区

域
無

無
-

2
5
2
（
岩

手
県

北
バ

ス
板

屋
バ

ス
停

）

3
9

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
5
2

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
3
0

1
3
4

2
4
6
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
2
1

公
園

建
屋

の
ぞ

み
公

園
便

所
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
0
6
（
岩

手
県

北
バ

ス
板

屋
バ

ス
停

）

3
9

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
6

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
,1

6
9

1
3
4

8
7
3
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
2
2

公
園

建
屋

に
し

が
お

か
公

園
便

所
環

境
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

2
6
（
岩

手
県

北
バ

ス
西

ヶ
丘

三
丁

目
バ

ス
停

）

2
5

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
6

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
6
9

1
3
4

4
9
9
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
2
3

公
園

建
屋

な
か

よ
し

公
園

便
所

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

宮
古

西
中

学
校

1
5
4
（
岩

手
県

北
バ

ス
西

中
学

校
前

バ
ス

停
）

2
3

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
5
4

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
4
9

1
3
4

2
6
0
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
2
4

公
園

建
屋

牛
伏

農
村

公
園

トイ
レ

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
急

傾
斜

危
険

個
所

無
無

-

5
7
1
（
岩

手
県

北
バ

ス
牛

伏
バ

ス
停

）

1
0

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

5
9

1
3
4

4
4
.1

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
2
5

公
園

建
屋

堀
内

公
園

便
所

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

2
1
3
（
岩

手
県

北
バ

ス
堀

内
バ

ス
停

）

1
0

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
1
3

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

9
5

1
3
4

7
0
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
2
6

公
園

建
屋

津
軽

石
漁

村
公

園
便

所

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
洪

水
浸

水
区

域
無

有
津

軽
石

小
学

校

2
2
4
（
岩

手
県

北
バ

ス
津

軽
石

バ
ス

停
）

6
4

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
2
4

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
3
4

1
3
4

3
2
4
.1

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
2
7

公
園

建
屋

白
浜

農
村

公
園

トイ
レ

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
急

傾
斜

危
険

箇
所

無
無

-

6
7
（
岩

手
県

北
バ

ス
臼

木
バ

ス
停

）

1
0

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

6
7

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
9

1
3
4

5
1
.5

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
2
8

公
園

建
屋

荷
竹

農
村

公
園

トイ
レ

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
0
6
（
岩

手
県

北
バ

ス
荷

竹
農

村
公

園
バ

ス
停

）

9
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
6

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
5

1
3
4

2
6
.1

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
2
9

公
園

建
屋

茂
市

農
村

公
園

物
置

生
涯

学
習

課
新

里
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

ト
イ

レ
も

設
置

さ
れ

て
お

り
、

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

や
大

会
・
イ

ベ
ン

ト
の

際
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

無
-

無
有

新
里

保
健

セ
ン

タ
ー

2
2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
山

村
広

場
前

バ
ス

停
）

5
有

隣
接

す
る

新
里

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

の
駐

車
場

も
利

用
可

能
で

あ
り
、

充
足

し
て

い
る

。

バ
ス

停
か

ら
2
2
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

0
3
0

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

「
施

策
Ⅵ

-
３

ス
ポ

ー
ツ

・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
教

育
振

興
基

本
計

画
に

、
老

朽
化

施
設

の
計

画
的

な
改

修
を

位
置

づ
け

農
村

居
住

者
の

休
養

と
健

康
増

進
に

資
す

る
施

設
で

トイ
レ

が
設

置
さ

れ
て

あ
り
、

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

な
ど

の
各

種
大

会
や

イ
ベ

ン
ト
の

際
に

利
用

さ
れ

て
お

り
、

公
園

利
用

者
の

誰
も

が
快

適
に

利
用

で
き

る
施

設
と

し
て

、
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

4
3
0

公
園

建
屋

中
川

井
地

区
農

村
公

園
トイ

レ

環
境

課
川

井
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-
5
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

井
バ

ス
停

）

1
7

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

4
2

1
6

2
6
3
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
3
1

公
園

建
屋

下
村

地
区

農
村

公
園

ト
イ

レ

環
境

課
川

井
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-
2
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
関

根
バ

ス
停

）

2
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
5

1
6

2
8
2
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
3
2

公
園

建
屋

区
界

地
区

農
村

公
園

ト
イ

レ

環
境

課
川

井
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
区

界
バ

ス
停

）

1
7

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
3

1
6

2
0
7
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
公

園
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
3
3

交
通

関
連

施
設

摂
待

駅
前

さ
わ

や
か

ト
イ

レ

田
老

総
合

事
務

所

田
老

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

三
陸

鉄
道

摂
待

駅
に

近
接

し
て

お
り
、

鉄
道

利
用

者
に

利
用

さ
れ

て
い

る
ほ

か
、

産
直

施
設

に
も

近
接

し
、

産
直

施
設

利
用

者
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
み

ち
の

く
潮

風
トレ

イ
ル

の
休

憩
地

点
に

も
な

っ
て

い
る

。

無
-

無
無

-
1
0
（
三

鉄
摂

待
駅

）
1
1

有

摂
待

地
区

の
産

直
施

設
も

あ
り
、

日
中

の
利

用
率

は
高

い
。

-
1
6

4
7

3
4
.2

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
Ⅲ

－
1
0

環
境

衛
生

の
充

実
と

関
連

あ
り

無
-

三
鉄

利
用

者
や

産
直

利
用

者
の

利
用

が
多

く
、

み
ち

の
く
潮

風
ト
レ

イ
ル

の
休

憩
地

点
に

も
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
サ

ー
ビ

ス
の

継
続

が
望

ま
し

い
。

4
3
4

交
通

関
連

施
設

茂
市

バ
ス

待
合

所

新
里

総
合

事
務

所

新
里

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

１
０

６
号

急
行

バ
ス

宮
古

方
面

行
き

利
用

者
が

利
用

し
て

い
る

。

無
-

無
有

新
里

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
茂

市
バ

ス
停

）

1
7

無
-

-
7
4

3
0

2
4
3
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

1
章

三
陸

沿
岸

地
域

の
拠

点
都

市
と

し
て

の
基

盤
形

成
第

3
「
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
」
と

関
連

有
。

無
-

路
線

バ
ス

の
停

留
所

待
合

室
と

し
て

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
3
5

交
通

関
連

施
設

蟇
目

バ
ス

ス
トッ

プ
ポ

ケ
ッ

トパ
ー

ク

新
里

総
合

事
務

所

新
里

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

１
０

６
号

急
行

バ
ス

盛
岡

方
面

行
の

利
用

者
が

、
利

用
し

て
い

る
。

無
-

無
有

蟇
目

高
齢

者
コ

ミ
ュ

二
テ

ィ
ー

セ
ン

タ
ー

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
蟇

目
バ

ス
停

）

1
7

無
-

-
5
8

3
0

1
9
0
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

1
章

三
陸

沿
岸

地
域

の
拠

点
都

市
と

し
て

の
基

盤
形

成
第

3
「
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
」
と

関
連

有
。

無
-

路
線

バ
ス

の
停

留
所

待
合

室
と

し
て

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
3
6

交
通

関
連

施
設

刈
屋

永
田

地
区

バ
ス

待
合

所

新
里

総
合

事
務

所

新
里

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-
県

北
バ

ス
及

び
ス

ク
ー

ル
バ

ス
利

用
者

が
使

用
し

て
い

る
。

無
-

無
有

永
田

集
会

所
、

林
業

活
力

セ
ン

タ
ー

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
永

田
バ

ス
停

）

5
無

-
-

6
2

3
0

2
0
3
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

1
章

三
陸

沿
岸

地
域

の
拠

点
都

市
と

し
て

の
基

盤
形

成
第

3
「
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
」
と

関
連

有
。

無
-

路
線

バ
ス

の
停

留
所

待
合

室
と

し
て

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
3
7

交
通

関
連

施
設

刈
屋

中
野

地
区

バ
ス

待
合

所

新
里

総
合

事
務

所

新
里

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

県
北

バ
ス

及
び

ス
ク

ー
ル

バ
ス

利
用

者
が

使
用

し
、

荒
天

時
に

特
に

利
用

し
て

い
る

。

無
-

無
有

中
野

地
区

総
合

セ
ン

タ
ー

、
基

幹
集

落
セ

ン
タ

ー

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
中

野
バ

ス
停

）

5
無

-
-

1
8
5

3
0

6
0
8
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

1
章

三
陸

沿
岸

地
域

の
拠

点
都

市
と

し
て

の
基

盤
形

成
第

3
「
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
」
と

関
連

有
。

無
-

路
線

バ
ス

の
停

留
所

待
合

室
と

し
て

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
3
8

交
通

関
連

施
設

蟇
目

大
平

地
区

バ
ス

待
合

所

新
里

総
合

事
務

所

新
里

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

県
北

バ
ス

及
び

ス
ク

ー
ル

バ
ス

利
用

者
が

使
用

し
、

荒
天

時
に

特
に

利
用

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
大

平
バ

ス
停

）

5
無

-
-

1
0

3
0

3
2
.9

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

1
章

三
陸

沿
岸

地
域

の
拠

点
都

市
と

し
て

の
基

盤
形

成
第

3
「
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
」
と

関
連

有
。

無
-

路
線

バ
ス

の
停

留
所

待
合

室
と

し
て

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
3
9

交
通

関
連

施
設

刈
屋

丹
野

地
区

バ
ス

待
合

所

新
里

総
合

事
務

所

新
里

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

県
北

バ
ス

及
び

ス
ク

ー
ル

バ
ス

利
用

者
が

使
用

し
、

荒
天

時
に

特
に

利
用

し
て

い
る

。

無
-

無
有

丹
野

地
区

総
合

セ
ン

タ
ー

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
丹

野
バ

ス
停

）

5
無

-
-

0
3
0

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

1
章

三
陸

沿
岸

地
域

の
拠

点
都

市
と

し
て

の
基

盤
形

成
第

3
「
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
」
と

関
連

有
。

無
-

路
線

バ
ス

の
停

留
所

待
合

室
と

し
て

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
4
0

交
通

関
連

施
設

腹
帯

地
区

バ
ス

待
合

所

新
里

総
合

事
務

所

新
里

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

１
０

６
号

急
行

バ
ス

及
び

ス
ク

ー
ル

バ
ス

利
用

者
が

使
用

し
、

荒
天

時
に

特
に

利
用

し
て

い
る

。

無
-

無
有

腹
帯

生
活

改
善

セ
ン

タ
ー

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
腹

帯
バ

ス
停

）

1
7

無
-

-
1
8

3
0

5
9
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

1
章

三
陸

沿
岸

地
域

の
拠

点
都

市
と

し
て

の
基

盤
形

成
第

3
「
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
」
と

関
連

有
。

無
-

路
線

バ
ス

の
停

留
所

待
合

室
と

し
て

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
4
1

交
通

関
連

施
設

刈
屋

中
里

バ
ス

待
合

所

新
里

総
合

事
務

所

新
里

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

県
北

バ
ス

及
び

ス
ク

ー
ル

バ
ス

利
用

者
が

使
用

し
、

荒
天

時
に

特
に

利
用

し
て

い
る

。

無
-

無
有

林
業

活
力

セ
ン

タ
ー

、
中

里
集

会
所

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
中

里
バ

ス
停

）

5
無

-
-

6
0

3
0

1
9
7
.3

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

1
章

三
陸

沿
岸

地
域

の
拠

点
都

市
と

し
て

の
基

盤
形

成
第

3
「
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
」
と

関
連

有
。

無
-

路
線

バ
ス

の
停

留
所

待
合

室
と

し
て

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
4
2

交
通

関
連

施
設

和
井

内
清

水
地

区
バ

ス
待

合
所

新
里

総
合

事
務

所

新
里

継
続

（
Ⅰ

）
無

-

県
北

バ
ス

及
び

ス
ク

ー
ル

バ
ス

利
用

者
が

使
用

し
、

荒
天

時
に

特
に

利
用

し
て

い
る

。

無
-

無
有

四
番

地
区

総
合

セ
ン

タ
ー

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
清

水
バ

ス
停

）

5
無

-
-

7
3
0

2
3
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

1
章

三
陸

沿
岸

地
域

の
拠

点
都

市
と

し
て

の
基

盤
形

成
第

3
「
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
」
と

関
連

有
。

無
-

路
線

バ
ス

の
停

留
所

待
合

室
と

し
て

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
4
3

交
通

関
連

施
設

蟇
目

駅
ふ

れ
あ

い
ト
イ

レ

新
里

総
合

事
務

所

新
里

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-
Ｊ
Ｒ

山
田

線
蟇

目
駅

利
用

者
が

主
に

利
用

し
て

い
る

。
無

-
無

有

新
里

高
齢

者
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
、

5
（
J
R
山

田
線

蟇
目

駅
）

6
有

３
台

可
能

で
不

足
は

な
い

。
-

8
8

3
0

2
8
9
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

3
章

三
陸

沿
岸

地
域

の
拠

点
都

市
と

し
て

の
基

盤
形

成
第

3
「
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
」
及

び
第

3
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り
第

1
0
「
環

境
衛

生
の

充
実

」
と

関
連

有
。

無
-

鉄
道

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
4
4

交
通

関
連

施
設

腹
帯

駅
ふ

れ
あ

い
ト
イ

レ

新
里

総
合

事
務

所

新
里

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-
Ｊ
Ｒ

山
田

線
腹

帯
駅

利
用

者
が

主
に

利
用

し
て

い
る

。
無

-
無

有
腹

帯
生

活
改

善
セ

ン
タ

ー

5
（
J
R
山

田
線

腹
帯

駅
）

7
有

２
台

可
能

で
不

足
は

な
い

。
-

3
3

3
0

1
0
8
.5

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

3
章

三
陸

沿
岸

地
域

の
拠

点
都

市
と

し
て

の
基

盤
形

成
第

3
「
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
」
及

び
第

3
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り
第

1
0
「
環

境
衛

生
の

充
実

」
と

関
連

有
。

無
-

鉄
道

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
4
5

交
通

関
連

施
設

和
井

内
駅

便
所

新
里

総
合

事
務

所

新
里

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

定
期

バ
ス

及
び

ス
ク

ー
ル

バ
ス

利
用

者
が

主
に

利
用

し
て

い
る

。

無
-

無
有

和
井

内
ふ

る
さ

と
会

館

3
（
J
R
山

田
線

和
井

内
駅

）
5

有
５
台

可
能

で
不

足
は

な
い

。
-

6
0

3
0

1
9
7
.3

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

有

宮
古

市
総

合
計

画
第

3
章

三
陸

沿
岸

地
域

の
拠

点
都

市
と

し
て

の
基

盤
形

成
第

3
「
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
」
及

び
第

3
章

安
全

で
快

適
な

生
活

環
境

づ
く
り
第

1
0
「
環

境
衛

生
の

充
実

」
と

関
連

有
。

無
-

鉄
道

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
4
6

交
通

関
連

施
設

川
井

地
域

バ
ス

車
庫

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-
川

井
地

域
バ

ス
の

車
庫

と
し

て
使

用
し

て
い

る
。

有
土

石
流

危
険

区
域

無
無

-
0
（
Ｊ
Ｒ

山
田

線
陸

中
川

井
駅

）
6

有
充

足
し

て
い

る
。

駅
に

近
接

し
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
8
8

1
6

1
8
0
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

Ⅰ
－

3
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
に

関
連

あ
り

市
民

が
利

用
し

や
す

い
環

境

有
公

共
交

通
ビ

ジ
ョ
ン

待
合

所
の

整
備

市
有

バ
ス

の
保

管
場

所
と

し
て

他
に

代
替

施
設

が
な

く
、

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

4
4
7

交
通

関
連

施
設

川
井

バ
ス

待
合

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

継
続

（
Ⅰ

）
無

-
１

０
６

号
急

行
バ

ス
利

用
者

が
利

用
し

て
い

る
。

有
土

石
流

危
険

区
域

無
無

-

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

井
バ

ス
停

）

バ
ス

：
1
7

鉄
道

：
6

無
-

-
2
8
8

1
6

1
8
0
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

Ⅰ
－

3
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
に

関
連

あ
り

市
民

が
利

用
し

や
す

い
環

境

有
公

共
交

通
ビ

ジ
ョ
ン

待
合

所
の

整
備

路
線

バ
ス

の
停

留
所

待
合

室
と

し
て

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
4
8

交
通

関
連

施
設

箱
石

バ
ス

待
合

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

継
続

（
Ⅰ

）
無

-
１

０
６

号
急

行
バ

ス
利

用
者

が
利

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
箱

石
バ

ス
停

）

バ
ス

：
1
7

鉄
道

：
6

無
-

-
6
9

1
6

4
3
3
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

Ⅰ
－

3
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
に

関
連

あ
り

市
民

が
利

用
し

や
す

い
環

境

有
公

共
交

通
ビ

ジ
ョ
ン

待
合

所
の

整
備

路
線

バ
ス

の
停

留
所

待
合

室
と

し
て

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
4
9

交
通

関
連

施
設

区
界

バ
ス

待
合

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

継
続

（
Ⅰ

）
無

-
１

０
６

号
急

行
バ

ス
利

用
者

が
利

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
区

界
バ

ス
停

）

バ
ス

：
1
7

鉄
道

：
6

無
-

-
3
7

1
6

2
3
2
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有

総
合

計
画

Ⅰ
－

3
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
に

関
連

あ
り

市
民

が
利

用
し

や
す

い
環

境

有
公

共
交

通
ビ

ジ
ョ
ン

待
合

所
の

整
備

路
線

バ
ス

の
停

留
所

待
合

室
と

し
て

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
5
0

交
通

関
連

施
設

古
田

バ
ス

待
合

所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

継
続

（
Ⅰ

）
無

-
１

０
６

号
急

行
バ

ス
利

用
者

が
利

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

0
（
岩

手
県

北
バ

ス
古

田
バ

ス
停

）

バ
ス

：
1
7

鉄
道

：
6

無
-

-
0

1
6

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有

総
合

計
画

Ⅰ
－

3
公

共
交

通
の

確
保

と
充

実
に

関
連

あ
り

市
民

が
利

用
し

や
す

い
環

境

有
公

共
交

通
ビ

ジ
ョ
ン

待
合

所
の

整
備

路
線

バ
ス

の
停

留
所

待
合

室
と

し
て

利
用

者
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

180



◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
5
1

職
員

住
宅

亀
岳

小
学

校
教

員
住

宅

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

山
間

地
で

あ
り
通

勤
に

難
が

あ
る

た
め

、
学

校
の

近
く
に

教
員

住
宅

が
あ

る
こ

と
は

効
果

・
効

率
性

と
も

高
い

。

有

土
砂

災
害

特
別

警
戒

区
域

（
中

里
）

無
無

-

7
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
君

田
バ

ス
停

）

3
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

7
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
8

1
3
4

3
5
.8

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

民
間

貸
家

等
の

利
用

を
視

野
に

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
5
2

職
員

住
宅

副
市

長
公

舎
財

政
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

副
市

長
を

招
聘

し
た

場
合

の
公

舎
で

あ
る

が
、

現
在

は
そ

の
用

途
で

使
用

し
て

お
ら

ず
、

行
政

財
産

使
用

許
可

に
よ

り
貸

付
け

て
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

2
4
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
西

町
一

丁
目

バ
ス

停
）

1
1

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
4
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
,0

1
1

1
3
4

7
5
5
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

現
在

、
行

政
財

産
使

用
許

可
に

よ
り
貸

付
け

て
活

用
し

て
い

る
が

、
貸

付
け

が
終

了
し

た
時

点
で

現
在

の
サ

ー
ビ

ス
、

建
物

の
あ

り
方

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
5
3

職
員

住
宅

千
鶏

小
学

校
教

員
住

宅

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

統
合

に
よ

り
廃

校
の

た
め

、
必

要
性

は
な

い
。

無
-

無
無

-

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
千

鶏
バ

ス
停

）

4
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
1

1
3
4

3
8
.1

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

学
校

の
廃

校
に

伴
い

、
利

用
が

な
い

こ
と

か
ら

現
在

の
サ

ー
ビ

ス
、

建
物

の
あ

り
方

に
つ

い
て

再
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
5
4

職
員

住
宅

重
茂

小
学

校
教

員
住

宅

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

山
間

地
で

あ
り
通

勤
に

難
が

あ
る

た
め

、
学

校
の

近
く
に

教
員

住
宅

が
あ

る
こ

と
は

効
果

・
効

率
性

と
も

高
い

。

無
-

無
無

-

5
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
重

茂
中

学
校

前
バ

ス
停

）

5
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
3

1
3
4

9
.7

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

民
間

貸
家

等
の

利
用

を
視

野
に

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
5
5

職
員

住
宅

重
茂

中
学

校
教

員
住

宅

総
務

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

山
間

地
で

あ
り
通

勤
に

難
が

あ
る

た
め

、
学

校
の

近
く
に

教
員

住
宅

が
あ

る
こ

と
は

効
果

・
効

率
性

と
も

高
い

。

無
-

無
無

-

5
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
重

茂
中

学
校

前
バ

ス
停

）

5
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

3
0

1
3
4

2
2
.4

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

民
間

貸
家

等
の

利
用

を
視

野
に

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
5
6

職
員

住
宅

田
老

診
療

所
医

師
住

宅

健
康

課
田

老
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

民
間

貸
家

等

東
日

本
大

震
災

に
よ

り
被

災
し

、
現

在
は

医
師

住
宅

と
し

て
は

使
用

し
て

い
な

い
。

無
-

無
有

田
老

第
一

小
学

校

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
中

町
バ

ス
停

）

1
1

有
過

不
足

な
く
利

用
で

き
る

状
況

で
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

5
0
1

4
7

1
0
7
2
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

医
師

確
保

を
図

る
う

え
で

、
医

師
の

住
居

は
環

境
整

備
の

た
め

に
は

最
低

不
可

欠
な

施
設

で
あ

り
、

市
の

施
策

の
方

向
性

と
も

一
致

し
て

お
り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
5
7

職
員

住
宅

田
老

第
一

小
学

校
教

員
住

宅

総
務

課
田

老
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

交
通

利
便

性
が

高
く
、

必
要

性
は

薄
い

。
無

-
無

無
-

4
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

老
中

町
バ

ス
停

）

1
3

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

2
3
9

4
7

5
1
1
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

民
間

貸
家

等
の

利
用

を
視

野
に

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
5
8

職
員

住
宅

田
老

第
一

中
学

校
教

員
住

宅

総
務

課
田

老
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

交
通

利
便

性
が

高
く
、

必
要

性
は

薄
い

。
無

-
無

無
-

5
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

老
診

療
所

前
バ

ス
停

）

1
0

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

7
0
4

4
7

1
5
0
6
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

無
-

無
-

民
間

貸
家

等
の

利
用

を
視

野
に

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
5
9

職
員

住
宅

田
老

第
三

小
学

校
教

員
住

宅

総
務

課
田

老
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

山
間

地
で

あ
り
通

勤
に

難
が

あ
る

た
め

、
学

校
の

近
く
に

教
員

住
宅

が
あ

る
こ

と
は

効
果

・
効

率
性

と
も

高
い

。

無
-

無
無

-
7
0
0
（
三

陸
鉄

道
摂

待
駅

）
1
1

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
2

4
7

2
5
.7

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

民
間

貸
家

等
の

利
用

を
視

野
に

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
6
0

職
員

住
宅

茂
市

小
学

校
教

員
住

宅

総
務

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

統
合

に
よ

り
廃

校
の

た
め

、
必

要
性

は
な

い
。

無
-

無
無

-
5
0
0
（
J
R

山
田

線
茂

市
駅

）
6

無
-

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
8
0

3
0

5
9
2
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

廃
校

に
伴

い
利

用
が

な
い

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
6
1

職
員

住
宅

刈
屋

小
学

校
教

員
住

宅

総
務

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

山
間

地
で

あ
り
通

勤
に

難
が

あ
る

た
め

、
学

校
の

近
く
に

教
員

住
宅

が
あ

る
こ

と
は

効
果

・
効

率
性

と
も

高
い

。

無
-

無
無

-

4
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
基

幹
集

落
セ

ン
タ

ー
前

バ
ス

停
）

5
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

4
9

3
0

1
6
1
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

民
間

貸
家

等
の

利
用

を
視

野
に

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
6
2

職
員

住
宅

和
井

内
小

学
校

教
員

住
宅

総
務

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

統
合

に
よ

り
廃

校
の

た
め

、
必

要
性

は
な

い
。

無
-

無
無

-

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
和

井
内

小
学

校
前

バ
ス

停
）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

8
6

3
0

2
8
2
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

廃
校

に
伴

い
利

用
が

な
い

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
6
3

職
員

住
宅

蟇
目

小
学

校
教

員
住

宅

総
務

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

統
合

に
よ

り
廃

校
の

た
め

、
必

要
性

は
な

い
。

無
-

無
無

-
9
0
0
（
J
R

山
田

線
蟇

目
駅

）
6

無
-

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
2
1

3
0

3
9
7
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

廃
校

に
伴

い
利

用
が

な
い

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
6
4

職
員

住
宅

新
里

診
療

所
歯

科
医

師
住

宅

健
康

課
新

里
見

直
し

（
Ⅱ

）
有

民
間

貸
家

等

急
な

診
察

な
ど

に
備

え
、

近
隣

に
医

師
の

住
宅

を
確

保
す

る
必

要
性

が
高

い
。

無
-

無
有

茂
市

小
学

校
体

育
館

1
0
0
（
Ｊ
Ｒ

山
田

線
茂

市
駅

）
8

有
過

不
足

な
く
利

用
で

き
る

状
況

で
あ

る
。

駅
か

ら
1
0
0
ｍ

で
あ

り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
8
0

3
0

5
9
2
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

急
診

の
対

応
や

医
師

確
保

を
図

る
う

え
で

、
医

師
住

宅
は

必
要

不
可

欠
な

施
設

で
あ

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
6
5

職
員

住
宅

新
里

診
療

所
医

師
住

宅

健
康

課
新

里
継

続
（
Ⅰ

）
有

民
間

貸
家

等

急
な

診
察

な
ど

に
備

え
、

近
隣

に
医

師
の

住
宅

を
確

保
す

る
必

要
性

が
高

い
。

無
-

無
有

新
里

保
健

セ
ン

タ
ー

2
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
紫

桐
苑

前
バ

ス
停

）

5
有

過
不

足
な

く
利

用
で

き
る

状
況

で
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
2
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

4
8

3
0

1
5
7
.9

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

急
診

の
対

応
や

医
師

確
保

を
図

る
う

え
で

、
医

師
住

宅
は

必
要

不
可

欠
な

施
設

で
あ

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
6
6

職
員

住
宅

川
井

診
療

所
医

師
住

宅

健
康

課
川

井
見

直
し

（
Ⅱ

）
有

民
間

貸
家

等

急
な

診
察

な
ど

に
備

え
、

近
隣

に
医

師
の

住
宅

を
確

保
す

る
必

要
性

が
高

い
。

無
-

無
有

川
井

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

5
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

井
バ

ス
停

）

1
7

有
過

不
足

な
く
利

用
で

き
る

状
況

で
あ

る
。

バ
ス

停
か

ら
5
0
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
8
8

1
6

1
8
0
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

急
診

の
対

応
や

医
師

確
保

を
図

る
う

え
で

、
医

師
住

宅
は

必
要

不
可

欠
な

施
設

で
あ

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
入

院
患

者
が

い
る

施
設

か
つ

豪
雪

地
帯

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

診
療

所
に

勤
務

す
る

医
師

用
住

宅
と

し
て

公
設

の
必

要
性

は
高

い
。

4
6
7

職
員

住
宅

川
井

小
学

校
教

員
住

宅

総
務

課
川

井
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

山
間

地
で

あ
り
通

勤
に

難
が

あ
る

た
め

、
学

校
の

近
く
に

教
員

住
宅

が
あ

る
こ

と
は

効
果

・
効

率
性

と
も

高
い

。

無
-

無
無

-

1
0
0
（
J
R

山
田

線
陸

中
川

井
駅

）

6
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

1
0
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
8
8

1
6

1
8
0
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

市
街

地
か

ら
3
0
㎞

以
上

離
れ

、
近

隣
に

民
間

賃
貸

住
宅

等
の

供
給

が
な

い
こ

と
か

ら
、

学
校

管
理

の
た

め
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

4
6
8

職
員

住
宅

川
井

西
小

学
校

教
員

住
宅

総
務

課
川

井
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

統
合

に
よ

り
廃

校
の

た
め

、
必

要
性

は
な

い
。

無
-

無
無

-
7
0
0
（
J
R

山
田

線
川

内
駅

）
5

無
-

駅
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

5
5

1
6

3
4
5
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

廃
校

に
伴

い
利

用
が

な
い

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
6
9

職
員

住
宅

門
馬

小
学

校
教

員
住

宅

総
務

課
川

井
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

山
間

地
で

あ
り
通

勤
に

難
が

あ
る

た
め

、
学

校
の

近
く
に

教
員

住
宅

が
あ

る
こ

と
は

効
果

・
効

率
性

と
も

高
い

。

無
-

無
無

-

1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
門

馬
小

学
校

前
バ

ス
停

）

1
7

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
1

1
6

6
9
.1

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

市
街

地
か

ら
3
0
㎞

以
上

離
れ

、
近

隣
に

民
間

賃
貸

住
宅

等
の

供
給

が
な

い
こ

と
か

ら
、

学
校

管
理

の
た

め
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

4
7
0

職
員

住
宅

小
国

小
学

校
教

員
住

宅

総
務

課
川

井
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

統
合

に
よ

り
廃

校
の

た
め

、
必

要
性

は
な

い
。

無
-

無
無

-

1
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
高

森
バ

ス
停

）

2
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
5

1
6

2
8
2
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

廃
校

に
伴

い
利

用
が

な
い

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
7
1

職
員

住
宅

江
繋

小
学

校
教

員
住

宅

総
務

課
川

井
見

直
し

（
Ⅲ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

統
合

に
よ

り
廃

校
の

た
め

、
必

要
性

は
な

い
。

無
-

無
無

-

2
0
（
川

井
地

域
バ

ス
上

大
久

保
バ

ス
停

）

7
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
5

1
6

2
8
2
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

廃
校

に
伴

い
利

用
が

な
い

こ
と

か
ら

、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

、
建

物
の

あ
り
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

4
7
2

職
員

住
宅

川
井

中
学

校
教

員
住

宅

総
務

課
川

井
見

直
し

（
Ⅳ

）
有

市
街

地
の

民
間

貸
家

等

山
間

地
で

あ
り
通

勤
に

難
が

あ
る

た
め

、
学

校
の

近
く
に

教
員

住
宅

が
あ

る
こ

と
は

効
果

・
効

率
性

と
も

高
い

。

無
-

無
無

-
9
0
0
（
J
R

山
田

線
箱

石
駅

）
4

無
-

駅
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

7
1
6

4
4
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

市
街

地
か

ら
3
0
㎞

以
上

離
れ

、
近

隣
に

民
間

賃
貸

住
宅

等
の

供
給

が
な

い
こ

と
か

ら
、

学
校

管
理

の
た

め
サ

ー
ビ

ス
を

継
続

す
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

4
7
3

そ
の

他
施

設
黒

田
町

さ
わ

や
か

トイ
レ

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

有
洪

水
浸

水
区

域
無

有
宮

古
小

学
校

5
9
（
岩

手
県

北
バ

ス
中

央
通

り
バ

ス
停

）

1
0
2

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

5
9

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

8
8
2

1
3
4

6
5
8
.7

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅲ

-
1
0
環

境
衛

生
の

充
実

」と
関

連
あ

り
。

無
-

子
ど

も
か

ら
高

齢
者

ま
で

、
利

用
者

の
誰

も
が

快
適

に
利

用
で

き
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
7
4

そ
の

他
施

設

臼
木

山
生

活
環

境
保

全
林

施
設

商
業

観
光

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

観
光

地
を

訪
れ

る
観

光
客

が
快

適
に

利
用

で
き

る
施

設
と

し
て

、
効

果
を

発
揮

し
て

い
る

。

無
-

無
有

臼
木

山
高

台

3
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
第

三
駐

車
場

バ
ス

停
）

9
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

3
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
8
9

1
3
4

3
6
5
.2

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

有
総

合
計

画
「
施

策
Ⅱ

-
6
　

観
光

の
振

興
」

と
関

連
あ

り
。

有

宮
古

市
観

光
実

施
計

画
に

お
い

て
、

「観
光

施
設

等
の

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

の
概

念
に

基
づ

い
た

施
設

の
整

備
と

管
理

」
を

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と

し
て

定
め

て
い

る
。

臼
木

山
に

あ
る

県
有

施
設

ト
イ

レ
及

び
臼

木
山

頂
上

付
近

に
あ

る
水

道
に

給
水

す
る

た
め

の
ポ

ン
プ

室
で

あ
り
、

他
の

施
設

の
維

持
管

理
上

継
続

が
望

ま
し

い
。

4
7
5

そ
の

他
施

設
み

や
こ

斎
苑

総
合

窓
口

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅱ

）
無

-

み
や

こ
斎

苑
で

の
火

葬
件

数
が

増
え

て
き

て
お

り
、

火
葬

需
要

に
対

応
す

る
た

め
に

必
要

な
施

設
で

あ
る

。

無
-

無
有

花
輪

小
学

校

1
0
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
　

戸
の

越
バ

ス
停

）

3
有

1
0
5
台

分
の

駐
車

場
が

あ
る

。
１
日

の
火

葬
件

数
が

多
か

っ
た

り
、

会
葬

者
が

多
か

っ
た

り
す

る
と

駐
車

場
が

満
車

に
な

る
。

バ
ス

停
か

ら
1
0
0
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
1
3
4

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

公
衆

衛
生

そ
の

他
公

共
の

福
祉

の
見

地
か

ら
、

火
葬

の
適

切
な

実
施

を
確

保
す

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
7
6

そ
の

他
施

設
宮

古
市

墓
園

管
理

棟

総
合

窓
口

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

墓
園

利
用

者
が

墓
参

の
と

き
な

ど
に

休
憩

場
所

、
便

所
、

水
汲

み
場

を
利

用
し

て

お
り
、

墓
園

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
が

高
い

。

無
-

無
有

花
輪

小
学

校

7
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
　

戸
の

越
バ

ス
停

）

3
有

6
5
台

分
の

駐
車

場
が

あ
る

。
現

在
は

、
お

盆
の

混
む

時
期

で
も

駐
車

ス
ペ

ー
ス

に
余

裕
が

あ
る

。

バ
ス

停
か

ら
7
0
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
0
6

1
3
4

7
9
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

墓
園

利
用

者
の

休
憩

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

し
て

お
り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
7
7

そ
の

他
施

設

十
二

神
山

自
然

観
察

教
育

林
施

設

環
境

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

十
二

神
山

は
太

平
洋

沿
岸

部
に

お
け

る
日

本
唯

一
の

巨
木

の
森

と
な

っ
て

お
り
、

昨
今

の
温

暖
化

等
に

よ
る

地
球

環
境

の
変

化
に

伴
い

、
環

境
保

全
の

大
切

さ
を

考
え

る
自

然
学

習
の

場
と

し
て

の
ニ

ー
ズ

は
高

い
。

無
-

無
無

-

4
2
1
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
　

里
バ

ス
停

）

6
有

乗
用

車
が

1
0
台

ほ
ど

駐
車

可
能

で
あ

り
、

自
然

観
察

会
や

草
刈

り
等

の
事

業
を

行
う

場
合

に
お

い
て

も
、

特
に

過
不

足
は

感
じ

ら
れ

な
い

。

バ
ス

停
か

ら
4
2
1
0
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
1
3
4

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
・
「
宮

古
市

環
境

基
本

計
画

」（
2
0
1
5
改

訂
）と

関
連

あ
り
。

有

宮
古

市
環

境
基

本
計

画
に

お
け

る
「森

・
川

・
海

」
と

ひ
と

が
共

生
す

る
や

す
ら

ぎ
の

ま
ち

」
の

「
恵

み
豊

か
な

自
然

の
維

持
と

、
循

環
を

基
調

と
し

た
持

続
可

能
な

社
会

の
形

成
」を

図
る

た
め

、
エ

コ
ツ

ー
リ
ズ

ム
や

グ
リ
ー

ン
ツ

ー
リ
ズ

ム
を

推
進

す
る

た
め

、
こ

の
場

所
の

貴
重

な
自

然
環

境
が

環
境

学
習

の
場

と
し

て
の

施
設

に
位

置
付

け
ら

れ
て

い
る

。

温
暖

化
等

に
よ

る
地

球
環

境
の

変
化

が
起

き
て

い
る

中
で

、
周

辺
に

林
齢

１
５
０
年

生
以

上
の

天
然

広
葉

樹
林

が
広

が
る

本
施

設
は

環
境

保
全

の
大

切
さ

を
考

え
る

自
然

学
習

の
場

と
し

て
欠

か
せ

な
い

。
市

内
は

も
と

よ
り
、

県
内

外
か

ら
も

観
光

客
の

訪
れ

る
貴

重
な

自
然

環
境

を
有

す
る

施
設

と
し

て
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
7
8

そ
の

他
施

設
宿

漁
港

公
衆

便
所

水
産

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

漁
業

者
の

衛
生

的
な

生
産

活
動

の
た

め
に

必
要

不
可

欠
な

効
果

を
発

揮
し

て
い

る
。

有

宿
災

害
危

険
区

域
（
第

1
種

）

無
無

-

7
0
0
(岩

手
県

北
バ

ス
古

里
バ

ス
停

）

4
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

0
1
3
4

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

有
総

合
計

画
　

「
施

策
Ⅱ

－
３

水
産

業
の

振
興

」と
関

連
あ

り
。

有

現
在

策
定

中
の

宮
古

市
水

産
振

興
ビ

ジ
ョ
ン

に
お

い
て

漁
港

・
漁

場
・
漁

村
の

ト
イ

レ
を

整
備

す
る

と
位

置
づ

け
。

　
市

の
基

幹
産

業
で

あ
る

水
産

業
お

い
て

安
全

で
衛

生
的

な
生

産
活

動
に

必
要

不
可

欠
な

施
設

と
し

て
効

果
を

発
揮

す
る

と
と

も
に

、
市

の
施

策
の

方
向

性
と

一
致

し
て

い
る

。
そ

の
性

格
か

ら
他

の
施

設
と

の
複

合
化

・
統

合
は

難
し

く
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
7
9

そ
の

他
施

設
川

井
火

葬
場

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅳ

）
無

-

近
隣

に
代

替
施

設
が

な
い

こ
と

か
ら

、
需

要
が

多
く
、

ニ
ー

ズ
の

高
い

施
設

で
あ

る
。

無
-

無
無

-

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
箱

石
バ

ス
停

）

1
7

無
お

寺
（好

心
寺

）の
駐

車
場

を
利

用
者

が
利

用
し

て
い

る
。

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
0

1
6

6
2
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

公
衆

衛
生

そ
の

他
公

共
の

福
祉

の
見

地
か

ら
、

火
葬

の
適

切
な

実
施

を
確

保
す

る
施

設
と

し
て

効
果

を
発

揮
し

て
お

り
、

サ
ー

ビ
ス

を
継

続
す

る
こ

と
が

望
ま

し
い

。

4
8
0

普
通

財
産

山
口

三
・
四

丁
目

自
治

会
貸

付
建

物

財
政

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

1
9
5
（
岩

手
県

北
バ

ス
山

口
団

地
バ

ス
停

）

1
1

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
9
5

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
,4

2
4

1
3
4

1
0
6
3
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

4
8
1

普
通

財
産

元
土

地
区

画
整

理
事

業
建

物

財
政

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-
行

政
目

的
の

な
い

財
産

で
あ

る
。

無
-

無
無

-

2
1
7
（
岩

手
県

北
バ

ス
保

久
田

バ
ス

停
）

1
1

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
1
7

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
,0

1
1

1
3
4

7
5
5
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
8
2

普
通

財
産

元
衛

生
処

理
場

財
政

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

9
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
合

同
庁

舎
前

バ
ス

停
）

3
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
6

1
3
4

1
1
.9

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

4
8
3

普
通

財
産

月
山

ア
マ

チ
ュ

ア
無

線
貸

付
建

物

財
政

課
宮

古
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

1
9
3
5
（
岩

手
県

北
バ

ス
月

山
登

山
口

バ
ス

停
）

5
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

0
1
3
4

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

4
8
4

普
通

財
産

モ
ル

デ
ッ

ク
貸

付
建

物
財

政
課

宮
古

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

1
6
5
（
岩

手
県

北
バ

ス
ほ

ほ
え

み
の

里
バ

ス
停

）

1
7

有

貸
付

先
が

従
業

員
駐

車
場

等
と

し
て

利
用

し
て

い
る

。
ほ

ぼ
満

車
状

態
で

あ
る

。

バ
ス

停
か

ら
1
6
5

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

7
1
0

1
3
4

5
3
0
.2

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

4
8
5

普
通

財
産

ユ
ー

エ
ム

ア
イ

貸
付

建
物

財
政

課
田

老
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

4
0
5
（
岩

手
県

北
バ

ス
田

老
福

祉
セ

ン
タ

ー
バ

ス
停

）

7
無

-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

2
3
9

4
7

5
1
1
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

4
8
6

普
通

財
産

旧
水

沢
分

校
財

政
課

田
老

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-
行

政
目

的
の

な
い

財
産

で
あ

る
。

無
-

無
無

-

4
6
5
（
岩

手
県

北
バ

ス
水

沢
バ

ス
停

）

7
有

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

バ
ス

停
か

ら
4
6
5

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
4

4
7

5
1
.4

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。

4
8
7

普
通

財
産

旧
樫

内
分

校
財

政
課

田
老

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-
行

政
目

的
の

な
い

財
産

で
あ

る
。

無
-

無
無

-

6
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
樫

内
屯

所
前

バ
ス

停
）

4
有

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

バ
ス

停
か

ら
6
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
1
9

4
7

2
5
4
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。

4
8
8

普
通

財
産

旧
腹

帯
小

学
校

財
政

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-
行

政
目

的
の

な
い

財
産

で
あ

る
。

無
-

無
無

-

1
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
腹

帯
バ

ス
停

）

1
5

有

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

バ
ス

停
か

ら
1
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

4
4

3
0

1
4
4
.7

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
8
9

普
通

財
産

旧
刈

屋
中

学
校

財
政

課
新

里
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

1
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
基

幹
集

落
セ

ン
タ

ー
前

バ
ス

停
）

4
有

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

バ
ス

停
か

ら
1
5
0

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

6
3

3
0

2
0
7
.2

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

4
9
0

普
通

財
産

旧
蟇

目
区

民
会

館
財

政
課

新
里

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

1
8
7
（
岩

手
県

北
バ

ス
蟇

目
駅

前
バ

ス
停

）

4
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
8
7

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

8
8

3
0

2
8
9
.4

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

4
9
1

普
通

財
産

旧
茂

市
児

童
館

財
政

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
市

庁
舎

書
庫

と
し

て
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

1
3
5
（
岩

手
県

北
バ

ス
新

里
総

合
事

務
所

前
バ

ス
停

）

4
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
3
5

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

9
6

3
0

3
1
5
.7

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。

4
9
2

普
通

財
産

旧
新

里
歯

科
診

療
所

・
歯

科
医

師
住

宅

財
政

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-
4
5
7
（
J
R

山
田

線
茂

市
駅

）
6

有

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

駅
か

ら
4
5
7
ｍ

で
あ

る
が

、
駐

車
場

を
設

置
し

て
お

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
8
0

3
0

5
9
2
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

4
9
3

普
通

財
産

旧
新

里
民

俗
資

料
館

財
政

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-
1
5
（
J
R
山

田
線

茂
市

駅
）

6
有

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

駅
か

ら
1
5
ｍ

で
あ

り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
8
0

3
0

5
9
2
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

4
9
4

普
通

財
産

旧
新

里
中

央
公

民
館

財
政

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
市

庁
舎

物
品

仮
置

き
場

と
し

て
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-
1
1
2
（
J
R

山
田

線
茂

市
駅

）
6

有

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

駅
か

ら
1
1
2
ｍ

で
あ

り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
8
0

3
0

5
9
2
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。

4
9
5

普
通

財
産

旧
農

林
産

物
生

産
施

設

財
政

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
市

庁
舎

物
品

仮
置

き
場

と
し

て
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

4
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
茂

市
バ

ス
停

）

1
9

有

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

バ
ス

停
か

ら
4
5
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

8
5

3
0

2
7
9
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

4
9
6

普
通

財
産

旧
新

里
ふ

る
さ

と
物

産
セ

ン
タ

ー

財
政

課
新

里
見

直
し

（
Ⅳ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

4
5
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
茂

市
バ

ス
停

）

1
9

有

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

バ
ス

停
か

ら
4
5
0

ｍ
で

あ
る

が
、

駐
車

場
を

設
置

し
て

お
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

8
3
0

2
6
.3

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

4
9
7

普
通

財
産

旧
廻

立
公

民
館

財
政

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-
行

政
目

的
の

な
い

財
産

で
あ

る
。

無
-

無
無

-

1
1
2
（
岩

手
県

北
バ

ス
茂

市
バ

ス
停

）

1
9

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
1
2

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

2
5

3
0

8
2
.2

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。

4
9
8

普
通

財
産

元
結

い
っ

こ
ハ

ウ
ス

財
政

課
新

里
継

続
（
Ⅰ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

7
5
（
岩

手
県

北
バ

ス
蟇

目
バ

ス
停

）

4
有

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

バ
ス

停
か

ら
7
5

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

5
8

3
0

1
9
0
.8

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

4
9
9

普
通

財
産

旧
新

里
村

役
場

書
庫

財
政

課
新

里
見

直
し

（
Ⅲ

）
無

-
行

政
目

的
の

な
い

財
産

で
あ

る
。

無
-

無
無

-
1
0
5
（
J
R

山
田

線
茂

市
駅

）
6

有

敷
地

内
に

駐
車

可
能

。
十

分
な

ス
ペ

ー
ス

が
確

保
さ

れ
て

い
る

バ
ス

停
か

ら
1
0
5

ｍ
で

あ
り
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
利

便
性

が
確

保
さ

れ
て

い
る

。

1
8
0

3
0

5
9
2
.0

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。

5
0
0

普
通

財
産

旧
箱

石
小

学
校

校
舎

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

2
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
箱

石
バ

ス
停

）

1
7

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
9

1
6

4
3
3
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

5
0
1

普
通

財
産

旧
門

馬
児

童
館

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-
1
5
0
（
Ｊ
Ｒ

山
田

線
松

草
駅

）
6

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

1
5
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
1

1
6

6
9
.1

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

5
0
2

普
通

財
産

旧
門

馬
診

療
所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-
1
5
0
（
Ｊ
Ｒ

山
田

線
松

草
駅

）
6

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

1
5
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

1
1

1
6

6
9
.1

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

5
0
3

普
通

財
産

旧
小

国
診

療
所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
倉

庫
と

し
て

利
用

し
て

い
る

。

無
-

無
無

-

2
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
小

国
バ

ス
停

）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

3
7

1
6

2
3
2
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。

5
0
4

普
通

財
産

旧
小

国
出

張
所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-
行

政
目

的
の

な
い

財
産

で
あ

る
。

無
-

無
無

-

2
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
小

国
バ

ス
停

）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
1

1
6

3
8
3
.3

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。

5
0
5

普
通

財
産

一
般

住
宅

（
旧

公
務

員
宿

舎
）

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
賃

貸
住

宅
と

し
て

貸
付

け
て

い
る

。

有
土

石
流

危
険

区
域

無
無

-

1
0
0
（
Ｊ
Ｒ

山
田

線
陸

中
川

井
駅

）

6
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

1
0
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
8

1
6

3
6
4
.5

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

5
0
6

普
通

財
産

旧
川

井
中

学
校

教
員

住
宅

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-
行

政
目

的
の

な
い

財
産

で
あ

る
。

無
-

無
無

-

2
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
箱

石
バ

ス
停

）

6
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

2
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

6
9

1
6

4
3
3
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。

5
0
7

普
通

財
産

旧
江

繋
小

学
校

教
員

住
宅

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
賃

貸
住

宅
と

し
て

貸
付

け
て

い
る

。

無
-

無
無

-

1
0
0
（
川

井
地

域
バ

ス
江

繋
バ

ス
停

）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
5

1
6

2
8
2
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

5
0
8

普
通

財
産

工
業

用
施

設
（川

井
）

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

8
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
上

川
井

バ
ス

停
）

1
7

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

1
9

1
6

1
1
9
.4

%

地
区

平
均

と
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

人
口

集
積

で
あ

る
。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

5
0
9

普
通

財
産

工
業

用
施

設
（田

代
）

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
区

界
住

宅
前

バ
ス

停
）

1
7

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

7
0

1
6

4
3
9
.9

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

5
1
0

普
通

財
産

旧
消

防
屯

所
（
6
-
1
）

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

3
0
（
川

井
地

域
バ

ス
江

繋
バ

ス
停

）

5
無

-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

3
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

4
5

1
6

2
8
2
.8

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

5
1
1

普
通

財
産

倉
庫

（
旧

第
３
分

団
第

２
部

屯
所

）

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-
行

政
目

的
の

な
い

財
産

で
あ

る
。

無
-

無
無

-

3
,0

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
川

内
バ

ス
停

）

1
7

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

4
1
6

2
5
.1

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。

5
1
2

普
通

財
産

旧
村

民
バ

ス
車

庫

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-
行

政
目

的
の

な
い

財
産

で
あ

る
。

無
-

無
無

-
1
5
0
（
Ｊ
Ｒ

山
田

線
松

草
駅

）
6

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
駅

か
ら

1
5
0
ｍ

で
あ

り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

0
1
6

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。

5
1
3

普
通

財
産

旧
繁

殖
セ

ン
タ

ー

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-
行

政
目

的
の

な
い

財
産

で
あ

る
。

無
-

無
無

-

2
,9

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
門

馬
小

学
校

前
バ

ス
停

）

1
7

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

0
1
6

0
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。

5
1
4

普
通

財
産

旧
門

馬
牧

野
本

部
事

務
所

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-
行

政
目

的
の

な
い

財
産

で
あ

る
。

無
-

無
無

-

2
,0

0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
去

石
バ

ス
停

）

1
7

無
-

バ
ス

停
か

ら
遠

く
、

駐
車

場
も

設
置

し
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

利
便

性
が

低
い

。

7
1
6

4
4
.0

%

地
区

平
均

の
半

分
以

下
で

あ
り
、

人
口

集
積

度
が

低
い

。

無
-

無
-

利
活

用
が

見
込

ま
れ

な
い

こ
と

か
ら

建
物

を
処

分
す

る
。

5
1
5

普
通

財
産

旧
シ

チ
ズ

ン
工

場

川
井

総
合

事
務

所

川
井

見
直

し
（
Ⅲ

）
無

-

行
政

目
的

の
な

い
財

産
で

あ
る

。
貸

付
け

に
よ

り
活

用
し

て
い

る
。

無
-

無
無

-

1
0
0
（
岩

手
県

北
バ

ス
区

界
住

宅
前

バ
ス

停
）

1
7

無
-

駐
車

場
を

設
置

し
て

い
な

い
が

、
バ

ス
停

か
ら

1
0
0

ｍ
で

あ
り
、

利
便

性
が

確
保

さ
れ

て
い

る
。

5
5

1
6

3
4
5
.6

%

地
区

平
均

の
2
倍

以
上

で
あ

り
、

人
口

集
積

度
が

高
い

。

無
-

無
-

貸
付

け
が

終
了

し
た

時
点

で
建

物
を

処
分

す
る

。

5
1
6

庁
舎

等

市
役

所
本

庁
舎

（
中

心
市

街
地

拠
点

施
設

）

復
興

推
進

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）
【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区

⑦
市

の
施

策
と

の
関

連
性

主
管

部
署

一 次 評 価 結 果

二
次

評
価

①
サ

ー
ビ

ス
の

代
替

性
②

社
会

ニ
ー

ズ
と

の
適

合
性

二
次

評
価

結
果

（①
～

⑧
の

内
容

を
踏

ま
え

て
）

⑧
既

存
の

関
連

計
画

と
の

整
合

性

5
1
7

そ
の

他
行

政
系

施
設

広
域

総
合

交
流

促
進

施
設

イ
ベ

ン
ト
物

品
倉

庫

商
業

観
光

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

5
1
8

そ
の

他
行

政
系

施
設

除
雪

車
両

格
納

倉
庫

建
設

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

5
1
9

集
会

施
設

中
心

市
街

地
拠

点
施

設
（
（仮

称
）

市
民

交
流

セ
ン

タ
ー

）

復
興

推
進

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

5
2
0

集
会

施
設

女
遊

戸
地

区
集

会
施

設

水
産

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

5
2
1

観
光

施
設

三
王

園
地

東
屋

田
老

総
合

事
務

所

田
老

継
続

（
Ⅰ

）

5
2
2

ス
ポ

ー
ツ

施
設

宮
古

運
動

公
園

野
球

場
陸

上
競

技
場

生
涯

学
習

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

5
2
3

博
物

館
等

崎
山

貝
塚

縄
文

の
森

公
園

複
合

施
設

及
び

埋
蔵

文
化

財
整

理
収

蔵
施

設

文
化

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

5
2
4

博
物

館
等

津
波

遺
構

施
設

【
た

ろ
う

観
光

ホ
テ

ル
】

商
業

観
光

課
田

老
継

続
（
Ⅰ

）

5
2
5

公
営

住
宅

和
見

町
災

害
住

宅

建
築

住
宅

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

5
2
6

公
営

住
宅

黒
田

町
災

害
住

宅

建
築

住
宅

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

5
2
7

公
営

住
宅

日
の

出
町

災
害

住
宅

建
築

住
宅

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

5
2
8

公
営

住
宅

港
町

災
害

住
宅

建
築

住
宅

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

5
2
9

公
営

住
宅

高
浜

災
害

住
宅

建
築

住
宅

課
宮

古
継

続
（
Ⅰ

）

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】

【
評

価
対

象
外

】
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◆
社

会
ニ

ー
ズ

の
変

化
に

対
す

る
、
現

在
の

サ
ー

ビ
ス

の
効

果
、

効
率

性

バ
ス

停
ま

た
は

鉄
道

駅
ま

で
の

直
線

距
離

バ
ス

ま
た

は
鉄

道
の

便
数

⑤
交

通
利

便
性

の
ま

と
め

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ

人
口

地
区

平
均

5
0
0

ｍ
ﾒ
ｯ

ｼ
ｭ
人

口

地
区

平
均

に
対

す
る

割
合

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

の
ま

と
め

有
/
無

記
述

式
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

有
/
無

記
述

式
m

便
数

/
日

有
/
無

記
述

式
記

述
式

人
人

％
記

述
式

有
/
無

記
述

式
有

/
無

記
述

式
記

述
式

③
風

水
害

危
険

性
④

避
難

所
の

指
定

状
況

⑤
交

通
利

便
性

⑥
施

設
周

辺
の

人
口

　
※

地
区

は
旧

行
政

区
の

範
囲

◆
市

の
施

策
に

お
け

る
位

置
づ

け
・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
既

存
の

関
連

計
画

に
お

け
る

位
置

づ
け

・
今

後
の

方
向

性
の

有
無

◆
そ

の
内

容

◆
災

害
危

険
区

域
等

の
指

定
の

有
無

◆
該

当
す

る
危

険
区

域
の

名
称

◆
駐

車
場

の
設

置
の

有
無 ◆

駐
車

場
の

利
用

状
況

(利
用

率
や

過
不

足
な

ど
)

◆
避

難
所

の
指

定
の

有
無

◆
近

隣
に

避
難

所
又

は
避

難
所

の
代

替
施

設
の

有
無

◆
該

当
施

設
名

◆
近

隣
の

代
替

施
設

の
有

無 ◆
代

替
施

設
の

名
称

N
o
.

施
設

分
類

施
設

名
称

旧 行 政 区
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１．検討体制 

公共施設再配置計画を策定するに当たり、市民との協働や庁内の情報共有・合意形成を図るために、

以下の委員会を設置し検討を行いました。 

①宮古市公共施設あり方検討委員会 

 ：市民、学識経験者、関係団体の役職員などで構成 

②宮古市公共施設再配置計画策定委員会 

 ：庁内の関係所管課の部長で構成 

③宮古市公共施設再配置計画策定委員会幹事会 

 ：庁内の関係所管課の課長で構成 

 

 

■公共施設再配置計画の検討体制 

 

 

 

  

企画部長 
企画部長 

企画部企画課（企画担当） 

総務部長 
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１-１ 宮古市公共施設あり方検討委員会 

１-１-１ 委員会要綱 

 

   宮古市公共施設あり方検討委員会要綱     

 （設置） 

第１条 宮古市の公共施設の適切な配置、維持管理等公共施設のあり方について検討するため、宮古

市公共施設あり方検討委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について検討する。 

（１） 宮古市が策定する公共施設再配置計画に関すること。 

（２） その他公共施設のあり方に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は、委員１５人以内をもって組織し、次に掲げる者のうちから市長が委嘱する。 

（１）学識経験を有する者 

（２）関係機関及び各種団体の代表者又は職員 

（３）公募による者 

（４）その他必要と認める者 

 （委員の任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、欠員が生じた場合における補欠委員の任期は、前任者

の残任期間とする。 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長１人を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

 （会議） 

第６条 委員会の会議は、市長が招集する。 

 （意見の聴取） 

第７条 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させて意見を求めること

ができる。 

 （庶務） 

第８条 委員会の庶務は、企画部企画課において処理する。 

 （補則） 

第９条 この告示に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

   附 則 

 この告示は、平成２６年５月２７日から施行する。 

附 則 

 この告示は、平成２７年４月６日から施行する。  

194



 

 

 

１-１-２ 委員名簿 
 

選考区分 ⽒   名 備   考 

学識経験 
植⽥ 眞弘  岩⼿県⽴⼤学宮古短期⼤学部学部⻑ 

藤⽥ 芳男  岩⼿県沿岸広域振興局経営企画部 
宮古地域振興センター所⻑

地域⾃治区 

細越 雅佐浩  宮古地域協議会会⻑ 

林本 卓男  ⽥⽼地域協議会会⻑ 

中野 正隆  新⾥地域協議会会⻑ 

伊藤 和榮  川井地域協議会会⻑ 

団体 

横⽥ ⼤樹  宮古市町内⾃治会連合会会⻑ 

⼭下 修治  宮古市消防団団⻑ 

⿑藤 義治  宮古市ＰＴＡ連合会 

⾚沼 正清  社会福祉法⼈宮古市社会福祉協議会会⻑ 

鈴⽊ 光⼦  宮古市地域婦⼈団体協議会会⻑ 

公募 
藤井 璃那  公募委員 

佐⾹ 英⼀  公募委員 

 

１-１-３ 検討経過 
 

回 数 ⽇ 付 議   事 

第 1 回 平成 27 年 6 ⽉ 29 ⽇（⽉） ・公共施設再配置計画（実施計画）の策定について 

第 2 回 平成 27 年 10 ⽉ 26 ⽇（⽉） ・策定スケジュールの変更について 
・公共施設再配置計画（実施計画）素案について 

第 3 回 平成 28 年 2 ⽉ 12 ⽇（⾦） ・公共施設再配置計画（実施計画）案について 
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１-２ 宮古市公共施設再配置計画策定委員会 

１-２-１ 委員会規程 

 

宮古市公共施設再配置計画策定委員会規程 

（設置） 

第１条 宮古市公共施設再配置計画の策定に関し必要な事項を協議するため、宮古市公共施設再配置

計画策定委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（組織） 

第２条 委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって組織する。 

２ 委員長は企画部長、副委員長は総務部長をもって充てる。 

３ 委員は、市民生活部長、保健福祉部長、産業振興部長、都市整備部長、上下水道部長、危機管理

監及び教育部長をもって充てる。 

 （委員長及び副委員長） 

第３条 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

２ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたときは、その職務

を代理する。 

 （会議） 

第４条 委員会は、必要の都度、委員長が招集する。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

 （幹事会） 

第５条 委員会の円滑な運営に資するため、幹事会を置く。 

２ 幹事会は、幹事長及び幹事をもって構成する。 

３ 幹事長は、企画課長をもって充て、幹事は、委員長が指名する。 

４ 幹事長は、幹事会を主宰する。 

５ 幹事会は、幹事長が招集する。 

 （庶務） 

第６条 委員会の庶務は、企画部企画課において処理する。 

 （補則） 

第７条 この訓令に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が定める。 

   附 則 

 この訓令は、平成２４年５月１４日から施行する。 

附 則 

 この訓令は、平成２７年４月１日から施行する。 
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１-２-２ 委員名簿 
 

⽒  名 所   属 職 備 考 

⼭ 崎 政 典 企画部 部⻑ 委員⻑ 

佐 藤 廣 昭 総務部 部⻑ 副委員⻑ 

滝 澤   肇 市⺠⽣活部 部⻑  

下 澤 邦 彦 保健福祉部 部⻑  

佐 藤 ⽇出海 産業振興部 部⻑  

髙 峯 聡⼀郎 都市整備部 部⻑  

⽥ 崎 義 孝 上下⽔道部 部⻑  

⼭ 根 正 敬 危機管理監 監  

熊 ⾕ ⽴ ⾏ 教育委員会 部⻑  

 

 

１-２-３ 検討経過 
 

回 数 ⽇ 付 議   事 

第 1 回 平成 27 年 5 ⽉ 26 ⽇（⽕） ・公共施設再配置計画（実施計画）の策定について 

第 2 回 平成 27 年 9 ⽉ 29 ⽇（⽕） ・策定スケジュールの変更について① 
・公共施設再配置計画（実施計画）素案について① 

第 3 回 平成 27 年 10 ⽉ 19 ⽇（⽉） ・策定スケジュールの変更について② 
・公共施設再配置計画（実施計画）素案について② 

第 4 回 平成 28 年 1 ⽉ 12 ⽇（⽕） ・実施計画素案に対する意⾒と対応案について 
・公共施設再配置計画（実施計画）案について 
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１-３ 宮古市公共施設再配置計画策定委員会幹事会 

１-３-１ 幹事会委員名簿 
 

⽒  名 所   属 職 備 考 

野 崎 仁 也 総務部 総務課 課⻑  

菊 池   廣 総務部 財政課 課⻑  

伊 藤 孝 雄 企画部 企画課 課⻑ 幹事⻑ 

藤 ⽥ 浩 司 企画部 ⽥⽼総合事務所 所⻑  

⾼ ⿐ ⾠ 雄 企画部 新⾥総合事務所 所⻑  

豊 坂 ⼀ 寿 企画部 川井総合事務所 所⻑  

⼤ 森   裕 市⺠⽣活部 総合窓⼝課 課⻑  

岩 ⽥ 直 司 市⺠⽣活部 環境課 課⻑  

佐 藤 裕 ⼦ 市⺠⽣活部 ⽣活課 課⻑  

松 舘 仁 志 保健福祉部 福祉課 課⻑  

三 浦 吉 彦 保健福祉部 介護保険課 課⻑  

伊 藤   貢 保健福祉部 健康課 課⻑  

下 島 野  悟 産業振興部 商業観光課 所⻑  

菊 地 俊 ⼆ 産業振興部 農林課 所⻑  

松 下   寛 都市整備部 建築住宅課 課⻑  

飯 岡 健 志 上下⽔道部 経営課 課⻑  

⼾ 由   忍 危機管理監 危機管理課 課⻑  

⽩ ⿃ 定 良 危機管理監 消防対策課 課⻑  

中 嶋   巧 教育委員会 総務課 課⻑  

伊 藤 重 ⾏ 教育委員会 ⽣涯学習課 課⻑  
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１-３-２ 検討経過 
 

回 数 ⽇ 付 議   事 

第 1 回 平成 27 年 5 ⽉ 19 ⽇（⽕） ・公共施設再配置計画（実施計画）の策定について 

第 2 回 平成 27 年 9 ⽉ 11 ⽇（⾦） ・策定スケジュールの変更について① 
・公共施設再配置計画（実施計画）素案について① 

第 3 回 平成 27 年 10 ⽉ 14 ⽇（⽔） ・策定スケジュールの変更について② 
・公共施設再配置計画（実施計画）素案について② 

第 4 回 平成 27 年 12 ⽉ 22 ⽇（⽕） ・実施計画素案に対する意⾒と対応案について 
・公共施設再配置計画（実施計画）案について 
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宮 古 市 公 共 施 設 再 配 置 計 画 

（実施計画） 
 

平 成 2 8 年 3 月 
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